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本格普及を迎える PDP とその駆動技術 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

エグゼクティブサマリー 

■ ディスプレイ技術者の夢の実現（プラズマテレビの実用化） 

例えば 40 型～50 型の「大画面平面型ディスプレイ」により TV モニタを完成

させること、あるいはハイビジョン画像を表示する TV モニタを完成させることは、

平面型ディスプレイの開発に携わる技術者達の夢であった。 

その夢は 1995 年頃から現実のものとなり、今では大画面のプラズマテレビが急

激に普及を始めている。 

その夢は、プラズマディスプレイパネル自体の基本構造の改良に加えて、高品質

な階調表示を可能にする技術を含む駆動技術の飛躍的な改良により達成されたも

のである。そのような駆動技術の改良の軌跡が、ここ 10 年間の特許出願の中に垣

間見える。 

■ 開発活動の中心は主要 7 社、更に日韓の企業が新規参入 

実用化に至るまでと、実用化後の改良に関する PDP(Plasma Display Panel)駆

動技術の開発は、富士通ゼネラル、松下電器産業、富士通、日本電気、三菱電機、

日立製作所、パイオニアの主要７社により主導されてきた。主要７社で全体の出願

の 75％を占めている。 

また、1995 年頃から、三星エスディアイ、エルジー電子、富士通日立プラズマ

ディスプレイの３社を始めとする日韓の企業が新規に参入している。 

最近では、ソニーや東芝などの TV メーカが、プラズマテレビ装置の製品化に参

入しつつある。 

■ DC 型と AC 型の開発競争は AC 型の優勢 

数年以上前に、大型表示カラーPDP の実用化を目指して、AC（交流）型 PDP

及び DC（直流）型 PDP の間で開発競争（出願競争）が進められていた。当時の

開発競争の状況は、AC 型 PDP 及び DC 型 PDP の両者のいずれにも一長一短があ

り、どちらが先に実用化のレベルに達するかの予測は全く困難であった。 

現時点においては、この開発競争（出願競争）は AC 型 PDP が圧倒的に多く、

DC 型 PDP の開発は一時中断または終息した形になっている。 

しかし、DC 型 PDP にもいくつかの優れた特徴があるため、今後において新た

なブレークスルー、即ち現在の DC 型 PDP の実用化を阻んでいるいくつかの課題

を基本的に解決するような発明が出現すれば、再度 DC 型 PDP の復活があるかも

知れない。 



 

ⅱ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本格普及を迎える PDP とその駆動技術 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

エグゼクティブサマリー 

■ 主要な開発課題は 4 つ 

AC 型 PDP を実用化するためには、４つの主要な課題（ポイント）があった。 

Ⅰ. 階調表示技術の発案と確立 

Ⅱ. 画像の表示品質の改善 

Ⅲ. 消費電力の低減 

Ⅳ. 動作の安定化（動作マージンの拡大など） 

ここで、第Ⅰ及び第Ⅱのポイントは、PDPをカラー表示デバイスとして実用化する

ために必須の開発項目（課題）であるため、特に開発前期における出願が多い。 

一方、第Ⅲ及び第Ⅳのポイントは、実用化のための必須項目になることは勿論とし

て、実用化後にも低価格化（歩留り向上など）や高信頼化のために重要な項目となる。

■ 4 つの課題を解決する主要な手段も 4 つ 

４つの主要な課題（ポイント）を解決するために、４つの主要な手段が用いられた。

 ⅰ. シーケンス（手順） 

 ⅱ. 信号処理・制御 

 ⅲ. 駆動波形・電圧 

 ⅳ. 駆動回路・システム 

上記の第Ⅰの課題は主に第ⅰの解決手段により、第Ⅱの課題は主に第ⅰ及び第ⅱの

解決手段により、第Ⅲの課題は主に第ⅳの解決手段により、そして第Ⅳの課題は主に

第ⅲ及び第ⅳの解決手段により解決されている。 

 

■ 新しい技術開発への挑戦・・・PDP の新しい夢・・・ 

新しい技術開発への挑戦が始まっている。 

例えば、多数の細管状のものを並べてその中に多数の発光セルを構成する表示装置

などの出願があり、屋外用の超大型表示装置や屋内用の大型壁掛表示装置などへの夢

を秘めている。更に、複数のPDPを組み合わせたマルチパネル構造のもの、座標入力

装置と組み合わせた機能を持つもの、３次元表示に利用するもの等の出願もある。 

それらの開発は言わば「PDP の新しい夢」への挑戦の兆し（出願）でもあり、AC

型 PDP の今後の開発が一層楽しみになる所である。 
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プラズマディスプレイ(PDP)の駆動技術 

パソコン

放送波

TVチューナ

・・・・
…

PDP表示装置

放送局

PDPパネル

パネル駆動回路

駆動部(高圧)

3D表示

座標入力

画像信号

公衆表示 プラズマTV

札幌行５便　搭乗中

大阪行７便　搭乗待

札幌行５便　搭乗中

信号処理回路
(ロジック部)

制御部

方式

マルチパネル

572件*

782件*

パソコン

放送波

TVチューナ

・・・・
…

PDP表示装置

放送局

PDPパネル

パネル駆動回路

駆動部(高圧)

3D表示

座標入力

画像信号

公衆表示 プラズマTV

札幌行５便　搭乗中

大阪行７便　搭乗待

札幌行５便　搭乗中

信号処理回路
(ロジック部)

制御部

方式

マルチパネル

572件*

782件*

 

PDP の駆動技術に関する特許分布 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

主要構成技術 

プラズマディスプレイ（ＰＤＰ）の駆動技術は、平面型ディスプレイおよびＣＲＴ

の全部または一部に共通するもの、主としてＡＣ型ＰＤＰに特有のもの、ＤＣ型/特

殊構造型ＰＤＰに特有なものの３つの要素に大きく分けられる。これらは１９９０年

１月出願から２００２年８月公開までで、合計２，２７７件が出願されており、上記

３要素に対してはそれぞれ、７０６／１，３９８／１７３件が出願されている。平面

型共通では方式／信号処理部／駆動部にそれぞれ１５８／４００／１０４件、ＡＣ型

ＰＤＰでは、同じく３９３／３７７／５３１件、ＤＣ型ＰＤＰでは方式／駆動部／特

殊構造にそれぞれ、２１／１０６／３９件が対応する。 

1990 年 1 月出願から 

2002 年 8 月公開の出願

1990 年 １ 月 出 願 か ら

2002 年 8 月公開の出願

特殊構造ｾﾙ/ﾊﾟﾈﾙ (11) 

方式(158)

試験・検査(10)

駆動部・高圧部(104) 

応用等(23) 

方式(393)

信号処理・ﾛｼﾞｯｸ部(377)

駆動部・高圧部(531) 

応用等(8) 

特殊構造ｾﾙ/ﾊﾟﾈﾙ (66) 

ﾘﾌﾚｯｼｭ駆動(21) 試験・検査(3)

方式(21)

信号処理・ﾛｼﾞｯｸ部(5)

駆動部・高圧部(106)

応用等(1)

特殊構造ｾﾙ/ﾊﾟﾈﾙ(39) 

信号処理・ﾛｼﾞｯｸ部(400) 

DC 型 PDP 及び特殊構造 PDP(173 件)

741件*

* 図中の各要素毎の件数は、平面共通/AC 型/DC 型の合計 
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「PDP の駆動技術」の出願人－出願件数推移 

 

急増する参入企業と特許出願 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

技術開発の動向 

カラー表示 PDP の開発は、1992 年に富士通が初めて 21 型の製品を出すまで

は、限られた開発機関により地味な活動が続けられていた。その後 1995 年に 42

型のカラー表示 PDP が製品化された頃から出願人（開発機関）が増えると共に、出

願件数が急増した。近年の出願人（新規参入企業など）や出願件数は、1992 年頃

に比べれば 2 倍以上になっている。 

 なお、技術要素で見ると、DC 型 PDP の出願は 1997 年頃から激減しているが、

AC 型 PDP の出願は 1995 年頃の製品化をきっかけにその後急増している。 
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ＰＤＰの駆動技術の解決手段と課題の分布 

 

課題と解決手段の分布 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

課題と解決手段 

課題については、「階調表示技術の改善」「表示品質の向上」「動作／装置特性の

改善」と言う基本的なものに対する出願が多く、それらに対する解決手段としては

各種手順、信号処理や制御、駆動波形や電圧を工夫するものが多い。 

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

階
調
表
示
技
術
の
改
善

高
解
像
度
化
・
大
容
量
化

表
示
品
質
の
改
善

各
種
映
像
信
号
・

画
像
フ
ォ
¦
マ
ッ
ト
へ
の
対
応

動
作
特
性
・
装
置
特
性
の
改
善

低
消
費
電
力
化

低
コ
ス
ト
化
・
小
型
化

高
信
頼
性
化

応
用
技
術
の
改
善

周
辺
技
術
の
改
善

課       題

解
決
手
段

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

共
通

A
C
型
P
D
P

D
C
型
お
よ
び
特
殊
構

造
P
D
P

142

133

129

115

111

109

98

96

65

53

52

45

45

43

42

41

41

37

32

31

31

29 29

27

24

2322

22

22

21

20

18

18

17

16

15

15

15

15

15

15

14

12

12

12

12

12

12

11

11

10 10

10

9

9

9

8

8

7

7

66

6

6

6

5 5

5

5 5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4 4

4

4

3

3

3

3

3

3

3 3

3

3

2

2 2

2

2 2

2

2

2 2

2

2

2

1 1

1 1

1

1
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「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願件数 

階調表示技術の改善が課題 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

課題・解決手段対応の出願人 

 「AC 型 PDP」の駆動技術における課題と解決手段の出願件数を後側の表に、そ

の出願人リストを前側の表に示した。後側の表の黄色の網掛部分に対応する出願人

のリストを前側の表に示し、更に、その中の最多出願件数（57 件）の項目と、そ

れに対応する出願人のリストを薄緑色の網掛部分で示した。最多出願件数項目の課

題は「動画偽輪郭の防止」（「階調表示技術の改善」の中の課題）であり、その解

決手段は「サブフレーム構成・配列」である。 

課題         

解決手段

Ａ
Ｗ
Ｓ
方
式
の
改
善

Ａ
Ｄ
Ｓ
方
式
・
電
圧
変
調
方
式
等
の
改
善

高
階
調
化

動
画
偽
輪
郭
の
防
止

誤
差
拡
散
・
デ
ィ
ザ
・
面
積
階
調
等
の
改
善

不
連
続
階
調
・
階
調
再
現
性

カ
ラ
｜
の
モ
ノ
ク
ロ
階
調
化

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
駆
動
で
階
調
表
示

高
輝
度
化

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
改
善

γ
補
正
・
逆
γ
補
正
の
改
善

高
低
輝
度
部
の
階
調

輝
度
変
動
・
輝
度
ム
ラ
・
色
ム
ラ
・
色
ズ
レ

焼
き
付
き

ち
ら
つ
き
・
フ
リ
ッ
カ
・
ジ
ッ
タ

画
面
輝
度
調
節

表
示
色
調
節
・
色
再
現
性

表
示
異
常
・
画
像
劣
化

各
種
表
示
機
能
の
改
善

リセット・アドレス及び維持の手順 4 3 1 3 1 2 10 2 1

リセットの手順 4 1 12 1

アドレス /走査の手順 7 1 4 2 1 2

維持の手順 1 1 1 2

維持消去の手順 1 1

期間構成 1 1 1

サブフレーム構成・配列 5 1 4 57 1 4 5 5 13 1 3

条件対応制御 4 8 1 1 9 2 3 1 18

インタレースの手順 2 1

分割駆動の手順 7 1 5 1 3 2 3

起動 /終了の手順 5

リセット・アドレス及び維持の波形・電圧 2 1 1 4 1

リセット波形・電圧 1 12 1

アドレス /走査の波形・電圧 3 3 1 1

維持波形・電圧 2 1 1 5 2 1 1 2 1 1

タイミング・位相 1 2

極性操作 1

条件対応制御 2 2

リフレッシュ波形・電圧・手順 1 3

ドライバ構成 5 1 3

駆動部・高圧部の回路構成 1 2 2

ロジック部・制御部の回路構成 1 2 1 1 1 1 1 2

駆動手順 1 2

システム的構成 2 2 1 1

試験装置の構成 /手順 1 1

データ補正処理 4 3 7 11 1 1 3 1 1 6 2

データ変換 2 2 9 4 1 2 1 3 4 2 1

条件対応制御 5 4 18 13 7 1 4 6 2 9 4 16 5 9

タイミング・位相 1

レベル変換 1 3 1

制御信号処理 1 1 1 1 2

データ処理手順 5 17 5 3 1 2 1 1 3 1 4 4 3 1

条件指定 1

特殊構造セルの駆動 4 1 1 8 7 1

特殊構造パネルの駆動 3 4 1 1 1

特殊構造装置の駆動 1

表示品質の改善

特殊構造セ
ル /パネル /
装置

階調表示技術の改善

シーケンス
(手順 )

駆動回路・
システムの
構成

信号処理・
制御

駆動波形・
電圧

 

「AC 型 PDP」に関する課

題と解決手段の出願人 

課題

解決手段

ＡＷＳ方式の改善 高階調化 動画偽輪郭の防止 不連続階調・階調再現性

リセッ
ト・アド
レス及び
維持の手
順

三星エスデイアイ(2)
日本電気
パイオニア

富士通 パイオニア(3) 日立製作所

リセット
の手順

日本電気(2)
三星エスデイアイ
パイオニア

アドレス/
走査の手
順

パイオニア(2)
ﾄﾑｿﾝ　ﾁｭ-ﾌ゙ 　ｴﾚｸﾄﾛﾆ-ｸ(2)
富士通
日本電気
三星エスデイアイ

パイオニア 富士通ゼネラル(2)
富士通
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾃ ｲ゙ｱ

シ
ー

ケ
ン
ス
（

手
順
）

サブフレー
ム構成・配
列

日本電気(2)
パイオニア(2)
エルジ－電子

富士通(2)
富士通日立ﾌ゚ ﾗｽ゙ ﾏﾃ ｨ゙ｽﾌ゚ ﾚｲ
日本電気

富士通ゼネラル(13)
富士通(10)
松下電器産業(9)
日本電気(8)
日立製作所(4)
三星エスデイアイ(3)
パイオニア(3)
三菱電機(2)
沖電気工業
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾁ ｲ゙ｱ
ﾄ゙ ｲｯﾁｪ ﾄﾑｿﾝ ﾌ ﾗ゙ﾝﾄ
ケンウツド
エルジ－電子

富士通ゼネラル
日本電気
松下電器産業
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾁ゙ ｲｱ

条件対応制
御

富士通ゼネラル(4) 日本ビクタ－(3)
富士通ゼネラル(2)
富士通(2)
御子柴　茂生
富士通

インタレー
スの手順

松下電器産業
三菱電機

分割駆動の
手順

三星エスデイアイ(3)
パイオニア(2)
トムソン　マルチメデイア
エルジ－電子

華隆微電子 日立製作所(3)
三菱電機
エルジ－電子

階調表示技術の改善

共願

1990 年 1 月以後出願、2002 年 8

月既公開の出願 



 

ⅶ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PDP 駆動技術上位出願人の出願件数 
 

上位出願人と技術開発の拠点 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

技術開発の拠点の分布 

出願上位 20 社の開発拠点を発明者の住所・居所でみると、東京都、神奈川県、

で全体の 4 割、さらに大阪府、兵庫県を加えて 4 都府県で全体の 6 割を占める。

他は関東以西の各府県に分布している。また、海外では韓国に拠点が多い。 

また、出願件数では、出願人上位 7 社で全体の 7 割以上を占めている。 

技術開発拠点地図 

89年以前 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 合計
1 富士通ゼネラル 0 57 67 77 63 41 19 13 12 349
2 松下電器産業 0 4 4 2 3 14 12 21 47 48 74 61 290
3 富士通 2 20 32 21 25 11 37 30 28 35 24 11 276
4 日本電気 1 20 27 11 12 13 17 12 28 28 49 37 254
5 三菱電機 0 15 5 8 5 5 1 20 40 49 26 20 179
6 日立製作所 25 10 18 2 1 2 7 22 32 21 30 14 159
7 パイオニア 0 1 0 6 9 12 17 22 19 25 21 132
8 沖電気工業 0 6 11 9 10 9 11 10 4 2 72
9 三星エスデイアイ 0 1 2 6 2 0 1 1 3 9 16 7 48
10 東芝 2 5 13 5 3 2 2 3 0 4 4 2 38
11 エルジ－電子 0 4 0 10 14 14 42
12 日本ビクタ－ 0 4 0 0 0 0 0 11 5 8 9 3 40
13 ソニ－ 0 1 0 2 3 7 7 12 32
14 富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 0 1 26 27
15 日本放送協会 1 2 9 3 1 0 5 2 1 2 3 2 30
16 シヤ－プ 0 1 0 2 0 1 2 1 4 6 4 21
17 三洋電機 0 1 0 0 1 0 4 2 2 2 7 19
18 大宇電子 0 1 7 6 14
19 トムソン　マルチメデイア 0 1 0 7 2 3 13
20 富士電機 0 3 2 0 0 0 1 2 3 0 0 1 12

出願人No.
年次別出願件数

⑥ 

⑦⑩ 

④⑤⑥⑦⑧ 
⑩⑬⑮ 

①②③⑤⑥⑩⑫ 
⑬⑭⑳ 

⑥

⑦ 

⑦ ②⑬

②⑯⑰ 
② 

⑤ 

⑤⑩ 

⑯ 

③ 

⑭ 

⑤ 

韓国 

⑨⑪⑱ 

フランス 

⑲ 

米国 

② 

⑥



 

ⅷ 

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

階
調
表
示
技
術
の
改
善

高
解
像
度
化
・
大
容
量
化

表
示
品
質
の
改
善

各
種
映
像
信
号
・
画
像

フ
ォ
|

マ

ッ
ト
へ
の
対
応

動
作
特
性
・
装
置
特
性
の

改
善

低
消
費
電
力
化

低
コ
ス
ト
化
・
小
型
化

高
信
頼
性
化

応
用
技
術
の
改
善

周
辺
技
術
の
改
善

課       題

解
決
手
段

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

共
通

A
C
型
P
D
P

D
C
型
お
よ
び
特
殊
構

造
P
D
P

68 54

33

24

16

13

13

12

11 9 9

8

7

7

6

6

4 4

3 3

2 2

2

2 2

2 2

2

2

2

2 2

1 1

1

1 1 1

1 1

1

1 1

1 1 1

1

 

 

 

 

出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
富士通ゼネラルの出願

した件数は 349 件であり、

そのうちの 48 件が登録と

なっている。 

AC型 PDPの階調技術や表

示品質向上等の課題に対

して信号/データの処理や

制御により解決を図ろう

とするものが多い。 

これらの出願のうちで

は、動画偽輪郭防止のため

のサブフレーム構成/配列

方法、擬似階調表示におけ

る誤差拡散技術やガンマ

補正方法、電力制御のため

の画面輝度制御技術など

に特徴がある。 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解

決

手

段 

特許番号 

出願日 

主 IPC 

［被引用回数］ 

発明の名称、概要 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク

部 

品
質:

γ/

逆
γ
補
正 

信
号
処
理:

デ
ー
タ
補
正 

特許 3277741 

95.01.13 

G09G  3/20 

[被引用 2 回] 

映像信号処理装置 

ﾌﾞﾗｲﾄ情報､ｺﾝﾄﾗｽﾄ情報及び映像信号の明るさ情報のうちの１つの情報を所

定の尺度で複数段階に区分し､その各区分における残りの 2 つの情報に対応し

たγ補正ﾃﾞｰﾀを予め記憶した ROM と､ﾌﾞﾗｲﾄ情報､ｺﾝﾄﾗ 

ｽﾄ情報及び映像信号の明るさ情報に基づいて､各区分 

における最適のγ補正ﾃﾞｰﾀを読み出すためのｱﾄﾞﾚｽを 

選択する選択回路と､選択されたｱﾄﾞﾚｽで対応したγ 

補正ﾃﾞｰﾀを読み出すﾃﾞｰﾀ読み出し手段と､読み出され 

たγ補正ﾃﾞｰﾀを用いて､各区分のγ補正曲線を滑らか 

に連結するための処理をする補正回路と､補正処理さ 

れたγ補正曲線上のﾃﾞｰﾀを用いて映像信号のﾌﾞﾗｲﾄ調 

整､ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整及びγ補正をするﾀﾞｲﾅﾐｯｸγ処理回路と 

を具備してなることを特徴とする映像信号処理装置｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

階
調:

動
画
偽
輪
郭
防
止 

手
順:

サ
ブ
フ
レ
ー
ム
構

成･

配
列 

特許 2903984 

93.12.17 

G09G  3/20 

[被引用 6 回] 

ディスプレイ装置の駆動方法 

輝度の相対比の異なる複数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞで 1 ﾌﾚｰﾑを構成して多階調の映像信

号を映出するようにしたﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置におい 

て､複数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞのうちの任意のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ 

を 2 以上に分割し､かつ外部ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ設定信号 

によりｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの走査順序をﾌﾚｰﾑ単位で変更 

して駆動するようにしたことを特徴とするﾃﾞｨ 

ｽﾌﾟﾚｲ装置の駆動方法｡ 

株式会社富士通ゼネラル 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

主要企業 



 

ⅸ 

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

階
調
表
示
技
術
の
改
善

高
解
像
度
化
・
大
容
量
化

表
示
品
質
の
改
善

各
種
映
像
信
号
・
画
像

フ
ォ
|

マ
ッ
ト
へ
の
対
応

動
作
特
性
・
装
置
特
性
の

改
善

低
消
費
電
力
化

低
コ
ス
ト
化
・
小
型
化

高
信
頼
性
化

応
用
技
術
の
改
善

周
辺
技
術
の
改
善

課       題

解
決
手
段

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

共
通

A
C
型
P
D
P

D
C
型
お
よ
び
特
殊
構

造
P
D
P

38

27

24

20

15

12

12 1110

9

8

7

76

5

4

4

4

3

3

3 3

3

3

3

3

2

2 2

2

2

2 2

2 2

2

1 1

1

1

1 1 1 1

1 1 1

1

1 1

1 1

1 1 1

1

1 1 1 1

1

1 1

 

 

 

 

出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
松下電器産業の出願し

た件数は 294 件であり、そ

のうちの 44 件が登録とな

っている。 

AC型 PDPの階調技術や表

示品質向上、特性安定化等

の課題に対して信号/デー

タの処理や制御により解

決を図ろうとするものが

多い。 

これらの出願のうちで

は、画質向上のための画面

輝度制御技術、コントラス

ト向上のための初期化方

法に関する技術などに特

徴がある。 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解

決

手

段 

特許番号 

出願日 

主 IPC 

［被引用回数］ 

発明の名称、概要 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク

部 

品
質:

画
面
輝
度
調
節 

手
順:

条
件
対
応
制
御 

特許 2994630 

97.12.10 

G09G  3/28 

[被引用 2 回] 

明るさによるサブフィ－ルド数調整可能な表示装置 

画像全体の明るさを定倍係数 A により映像信号を増幅して調整すると共に､

ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ分割により階調表示を行う表示装置 

において､画像の明るさの平均ﾚﾍﾞﾙを検出する 

平均ﾚﾍﾞﾙ検出手段と､画像の明るさの平均ﾚﾍﾞﾙ 

(Lav)が低なるほど､ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ数 Z を減少させ､ 

重み付けの数 N を増加させるようにして画像の 

明るさの平均ﾚﾍﾞﾙ(Lav)に基づき､総階調数 K を 

変えずにｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ数 Z および重み付けの倍数 N 

を決定する画像特徴判定手段と､倍数 N に基づい 

て､各ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの重み付けを N 倍する重み付け 

設定手段とを有することを特徴とする明るさに 

よるｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ数調整可能な表示装置｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特
性:

動
作
安
定
化･

マ
ー

ジ
ン
拡
大 

波
形･

電
圧:

維
持
消
去 

特許 2895397 

94.07.15 

G09G  3/28 

[被引用 1 回] 

気体放電型表示装置の駆動方法 

書き込み期間と､それに続く維持期間と､それに続く 

消去期間とを有し､消去期間において､走査電極群およ 

び維持電極群の一方に緩勾配で瞬時値が増加または減 

少する単一の消去ﾊﾟﾙｽを印加して､走査電極群および 

維持電極群間の電位差を緩やかに増加させるとにより､ 

誘電体層上に蓄積された電荷を消滅させるように消去 

動作を行うことを特徴とする PDP の駆動方法｡ 

松下電器産業株式会社 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

主要企業 



 

ⅹ 

 

 

 

 

出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
富士通の出願した件数

は 276 件であり、そのうち

の 71 件が登録となってい

る。 

AC 型 PDP に対する課題

「表示品質改善」「階調表

示技術改善」「特性改善」

に対して、シーケンスや駆

動波形・電圧を工夫するこ

とにより解決しようとす

るものが多い。 

同社は、アドレス動作の

高速化を可能にするアド

レス/表示分離（ADS）駆動

や、維持電極対の組合せを

切り換えることで高解像

度・高輝度化を図るインタ

レース駆動（ALiS）、低電

圧駆動等の主要特許を保

有している。 

 

 

 

 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解

決

手

段 

特許番号 

出願日 

主 IPC 

［被引用回数］ 

発明の名称、概要 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

高
解
像
度:

イ
ン
タ
レ
ー
ス
方
式
の

改
善 

手
順:

イ
ン
タ
レ
ー
ス
の
手
順 

特許 2801893 

95.08.03 

G09G  3/28 

[被引用 27 回] 

プラズマディスプレイパネル駆動方法及びプラズマディスプレイ装置 

Ｘ電極と Y 電極とが互いに平行に、且つ各 Y 

電極が各Ｘ電極に挟まれるように配置され、Ｘ 

及びＹ電極と交差するように複数のｱﾄﾞﾚｽ電極が 

配置された PDP の駆動方法であって、各Ｙ電極と、 

各Ｙ電極に隣接する一方の各Ｘ電極との間の放電 

により表示を行う期間と、各Ｙ電極と、各Ｙ電極 

に隣接する他方の各Ｘ電極との間の放電により表 

示を行う期間とを時間的に分離させる。(AliS 駆動) 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共

通:

方
式 

階
調:

Ａ
Ｄ
Ｓ
方
式
の
改
善 

手
順
：
期
間
構
成 

特許 3259253 

90.11.28 

G09G  3/328 

[被引用 25 回] 

フラット型表示装置の階調駆動方法及び階調駆動装置 

１フレームを複数のサブフレームに分割 

して階調表示を行う PDP の階調駆動法であ 

って、各サブフレームは全画面共通の書込 

期間と、全画面共通の維持表示期間とから 

構成される。(ADS 駆動) 

 

 

 

富士通株式会社 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

主要企業 

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

階
調
表
示
技
術
の
改
善

高
解
像
度
化
・
大
容
量
化

表
示
品
質
の
改
善

各
種
映
像
信
号
・
画
像

フ
ォ
|

マ
ッ
ト
へ
の
対
応

動
作
特
性
・
装
置
特
性
の

改
善

低
消
費
電
力
化

低
コ
ス
ト
化
・
小
型
化

高
信
頼
性
化

応
用
技
術
の
改
善

周
辺
技
術
の
改
善

課       題

解
決
手
段

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

共
通

A
C
型
P
D
P

D
C
型
お
よ
び
特
殊
構

造
P
D
P

6

2

19

1

3

4

4

1

4

28

7

6

3

7

3

2

25

23

4

3

7

1

1

1

8

2

1

1

2

2

3

1

2

4

6

12

2

7

1

1

1

1

4

3

3

4

14

3

1

1

2

2

1

8

2

1

1

1

1

1

1



 

ⅹⅰ 

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

階
調
表
示
技
術
の
改
善

高
解
像
度
化
・
大
容
量
化

表
示
品
質
の
改
善

各
種
映
像
信
号
・
画
像

フ
ォ
|

マ
ッ
ト
へ
の
対
応

動
作
特
性
・
装
置
特
性
の

改
善

低
消
費
電
力
化

低
コ
ス
ト
化
・
小
型
化

高
信
頼
性
化

応
用
技
術
の
改
善

周
辺
技
術
の
改
善

課       題

解
決
手
段

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

共
通

A
C
型
P
D
P

D
C
型
お
よ
び
特
殊
構

造
P
D
P

35

2118 15

14

11

10

9

8

8

7

7

6

6

6

6

5

4 4

4

3

3

3

3

3

2 2

2 2 2

2

2 2

2 2

2 2

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1 1

 

 

 

 

出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 

 日本電気の保有する出

願は 255 件である。そのう

ち登録になった特許が 135

件ある。 

技術要素として AC型 PDP

を主体に技術開発を行い、

関連の平面型ディスプレ

イ共通の出願もある。 

主に動作特性・装置特性

の改善、表示品質の改善、

階調表示技術の改善等の

課題を、主に駆動波形・電

圧、シーケンス、信号処

理・制御等の手段により解

決している。 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解

決

手

段 

特許番号 

出願日 

主 IPC 

［被引用回数］ 

発明の名称、概要 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

品
質:

コ
ン
ト
ラ
ス
ト 

波
形･

電
圧:

リ
セ
ッ
ト 

特許 3008888 

97.05.02 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

放電を発生させるための電圧の立ち下がり速度また 

は立ち上がり速度によって発光輝度が高い状態と低い 

状態を有する PDP の駆動方法において､表示を行うため 

の放電を発生する前に全てのｾﾙを放電させる予備放電 

の工程と､その予備放電の後に全てのｾﾙを放電させて消 

去する予備放電消去の工程とを有し､予備放電と予備放 

電消去の少なくとも一方の電圧の立ち下がり速度または 

立ち上がり速度は､発光輝度の低い状態における速度と 

する｡ 
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メモリ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

ﾒﾓﾘ型 PDP の発光表示のための維持放電に先だっ 

て行われる走査書き込みの駆動ﾊﾟﾙｽとして､走査書 

き込み期間中印加される一定電圧からなる走査ﾍﾞｰｽ 

ﾊﾟﾙｽと､順次に走査電極に印加される走査変調ﾊﾟﾙｽと 

が重畳された走査ﾊﾟﾙｽを用いる｡ 

日本電気株式会社 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
三菱電機の保有する出

願は 195 件である。そのう

ち登録になった特許が９

件ある。 

DC 型 PDP、AC 型 PDP、平

面型ディスプレイ共通の

三つの技術要素の全体に

おいてほぼ均等に技術開

発を進めている。 

主に表示品質の改善、動

作特性・装置特性の改善、

高信頼性化等の課題を、主

にシーケンス、駆動波形・

電圧、信号処理・制御等の

手段により解決している。 
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プラズマディスプレイ及びその駆動方法 

第１の電極及び第２の電極を互いに平行に電極対 

をなして複数配置し､それらの電極と直交するように 

配設された第３の電極とを備え､第１の電極及び第２ 

の電極と第３の電極との交差部にｾﾙが形成された表 

示部を有する PDP において､隣合う電極対に流れる電 

流が同時に且つ逆方向に流れるように駆する｡ 
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ディスプレイ装置 

入力された画像信号に対して輝度補正係数に 

よる補正を加えた画像信号を生成し､この補正 

画像信号により表示ﾊﾟﾈﾙ上の画像の輝度を制 

御するﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置において､表示ﾊﾟﾈﾙに複数 

の領域を設定し､それぞれの領域において算出 

した画像信号の平均値に基づいて新たな輝度補 

正係数を生成し､この輝度補正係数に基づいて 

画像信号の補正を行い画像の輝度を制御する｡ 

三菱電機株式会社 

プラズマディスプレイ（PDP）

の駆動技術 

 

主要企業 
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プラズマディスプレイ（以下「PDP」と称する）は、液晶（LCD）、EL（電界発光表示デバ

イス）、FED（電界放出電子による表示デバイス）などの平面型ディスプレイの中で、「フル

カラー“大画面”表示」に最も適したデバイスであると見られていた。 

モノクロ表示や小画面表示の分野においては、他のデバイス（特にLCD）の後塵を拝して

いたが、「フルカラー“大画面”表示」の実用化が可能になった頃（1992～1995年頃）から、

その実用的ポテンシャルの高さが注目されるようになった。 

その後、徐々にあるいは急速に、42型前後の”大画面”の「プラズマテレビ」の普及が

進むと共に、技術開発や製品化に参入する企業が増えてきている。 

そのような「フルカラー“大画面”表示」のPDPは、最近約10年の間に集中的な開発が進

められ、丁度1990年代の半ば頃（1992～1995年頃）に実用化がスタートした。PDPが発明さ

れた年（1966年）から約30年を経ての「プラズマテレビ」の実用化であった。 

そして、その後も引き続き活発な技術開発が進められている。 

 

このような「プラズマテレビ」の実用化のためには、「PDPパネル」の基本構造の開発が

重要なポイントとなったことに加えて、PDPパネル上にフルカラー画像を表示するように駆

動するための技術（即ち、「PDPの駆動技術」）の飛躍的な改善が重要であった。この中の後

者に当たる「PDPの駆動技術」(「PDP駆動技術」とも称する)がこの「特許流通支援チャー

ト」のテーマであるため、以下に「PDP駆動技術」の概要について説明する。 

そしてこの説明は、第1.3節以後の調査結果（「課題」や「解決手段」など）に関係の深

い項目を中心に行うものとする。 

 

 

 

１. 技術の概要 

 

1995 年頃からプラズマテレビの実用化が進展し、その

本格普及に向けて、技術開発が活発に行われている。 

 

特許流通 

支援チャート

1.1 「プラズマディスプレイ（PDP）の駆動技術」の概要 
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図1.1.1-1 PDP表示装置の構成と応用 

 

 

 

図1.1.1-2 AC型PDPの構造(出展:特許2801893号公報) 

 

パソコン

放送波

TVチューナ

・・・・
…

PDP表示装置

放送局

PDPパネル

パネル駆動回路

駆動部(高圧)

3D表示

座標入力

マルチパネル

画像信号

公衆表示 プラズマTV

札幌行５便　搭乗中

大阪行７便　搭乗待

札幌行５便　搭乗中

信号処理回路
(ロジック部)

制御部

方式

パソコン

放送波

TVチューナ

・・・・
…

PDP表示装置

放送局

PDPパネル

パネル駆動回路

駆動部(高圧)

3D表示

座標入力

マルチパネル

画像信号

公衆表示 プラズマTV

札幌行５便　搭乗中

大阪行７便　搭乗待

札幌行５便　搭乗中

信号処理回路
(ロジック部)

制御部

方式



 

5 

1.1.1 PDP表示装置の構成 

プラズマテレビのようなPDP表示装置の概略の構成を、その応用技術も含めて図1.1.1-1

に示した。 

PDP表示装置においては、テレビ信号やパソコンの出力信号などを映像信号として入力し、

それらの入力信号をPDPに表示するための信号に変換すると共に、その他の関連のPDP制御

信号を作成する。これらの処理は、図1.1.1-1の「信号処理回路」及び「制御部」において

行われる。次に、それらの信号に基づいて、図1.1.1-1に示した「駆動部」及び「パネル駆

動回路」を動作させ、「PDPパネル」の各セルに所望の発光をさせて、「PDPパネル」の上に

フルカラーの画像表示を行う。この図において「PDP表示装置」として示した円の中で、「PDP

パネル」の部分を除く範囲の技術が、ここで扱う「PDP駆動技術」に相当する。（なお、「PDP

パネル」に関して、「AC型PDP」の基本構造を図1.1.1-2に示した。） 

このようなPDP表示装置は、既に図1.1.1-1に示した「プラズマTV」や「公衆表示」（駅や

空港の案内表示、広告表示など）などの用途に用いられている。 

また、図1.1.1-1に示したように、複数枚のPDPを併置して更に大きな画面とする「マル

チパネル」への応用、「座標入力機能」を備えたPDPへの応用、「3D表示（３次元表示）」へ

の応用などに関する応用技術の開発も進められている。 

 

1.1.2 PDPに対する３種類の分類 

「PDP駆動技術」は、次に示すような３種類の技術要素に分類して比較検討することが望

ましい。 

  ① 平面型ディスプレイ共通 

  ② AC型PDP 

  ③ DC型PDP及び特殊構造PDP 

PDPには基本的にAC型（交流型）とDC型（直流型）の２種類がある。放電を発生させるた

めの電極と放電ガスとの間に誘電体層を介在させる構造（図1.1.1-2参照）のPDPがAC型で

あり、その電極が放電ガスに直接接触する構造のPDPがDC型である。前者は長寿命である点、

後者は駆動が容易である点に特徴がある。 

AC型とDC型は、その名前の通り前者が上記②であり後者が上記③であるが、この「特許

流通支援チャート」においては、後者の③の中に「特殊構造PDP」という技術要素を含ませ

るものとした。この「特殊構造PDP」とは、「DC型PDPの特殊構造」以外に、その構造を大幅

に変更した「AC型PDPの特殊構造」をも含むものとし、その中には「AC型とDC型の構造を併

せ持つもの」などがある。 

一方、①の分類は、PDP、LCD、ELなどの平面型ディスプレイ全般に共通する技術であっ

て、しかもPDPに適用するものあるいはPDPに適用可能なものを含む。 

なお、これら３分類に関する特記事項については、第1.3節に詳述した。 

 

1.1.3 階調駆動技術 

フルカラーのテレビ画像を表示するためには、256階調程度の「階調表示」を高速で実現

可能にする技術が必須であるが、約10年前のPDPにおいてはそのような技術の開発は全く不

十分であった。 
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元々、AC型PDPはメモリー機能を持つ２値デバイスで、オンとオフとの二つの状態の表示

を基本とするものである。このような２値デバイスで階調表示を行うためには、１フレー

ムを複数のサブフレームに分割して、それを人間の目の中で時間的に積分して階調画像と

する方法しかない。これは一種の「擬似階調表示」であると言える。 

なお、DC型PDPは元々アナログ表示デバイスであったため、初期段階ではアナログ変調が

行われていた。しかし、高輝度の階調表示を行うためには、AC型PDPと同様にDC型PDPの持

つメモリー機能を利用して「擬似階調表示」を行う方向に開発が進んできた。 

このような「擬似階調表示」を行うために、当初は「AWS(Address While Sustain)」と

呼ばれる技術が開発されていた。この「AWS駆動」の技術内容を図1.1.3-1に示す。「AWS」

という名称は、必ずしも一般的ではないかも知れないが、この「特許流通支援チャート」

の中ではこの「AWS」という名称を用いて説明することとする。 

 

ところで、「AWS駆動」においては、実現可能な「擬似階調」の実現レベルが低いという

問題があった。具体的には、階調数が足りない、高速駆動ができない、従ってフルカラー

の動画表示ができない、というようなレベルのものであった。 

そして、遂にこの欠点を本質的に克服可能な新技術が発明された。それは「ADS(Address 

Display Separated)」（アドレス・表示・分離駆動）と呼ばれる新技術である。この「ADS

駆動」の技術内容を図1.1.3-2に示す。 

図1.1.3-1と図1.1.3-2の二つの図面を比較すれば明らかなように、「ADS駆動」において

は、アドレス期間と表示期間とを「時間的に完全に分離する点」に特徴があり、このよう

な「ADS駆動」の技術により、256階調レベルの階調画像を十分高速に表示することが可能

となった。その結果、テレビ画像のようなフルカラーの動画像を容易に表示することがで

きる。この新技術の発明により「プラズマテレビ」の実用化のための壁を超えることがで

きたと言っても過言ではないであろう。 

しかし、初期の「ADS駆動」においては、未だ解決しなければならない問題がいくつかあ

り、その中の最大のものは「擬似輪郭」の問題であった。そして、複数のサブフレームを

用いることに起因して、サブフレームの切り換えのタイミングで瞬時的に大きな輝度の不

連続が発生する場合がある。その場合に表示される画像においては、例えば人間の顔の中

に、実際には無いはずの縞状の輪郭が見えたりする。このような輪郭は、本来存在しない

輪郭（即ち「偽輪郭」）であり、「ADS駆動」というものが、ミクロに見れば不連続的に変化

する複数のサブフレームを用いた「擬似階調表示」であるが故の問題であるとも言える。 

この「擬似輪郭」又は「偽輪郭」は、特に動画を表示する場合に発生しやすいものであ

るため「動画擬似輪郭」又は「動画偽輪郭」と呼ばれることが多い。 

この「特許流通支援チャート」では、以後、「偽輪郭」または「動画偽輪郭」という言葉

を用いて説明するものとする。 

「ADS駆動」は、この「動画偽輪郭」などの「擬似階調表示に関連する問題」を解決した

ときに初めて実用レベルの域に達したものと言えるであろう。具体的には、この課題は、

サブフレームの構成やシーケンスの工夫により解決が図られている。 

なお、「サブフレーム」は「サブフィールド」とも呼ばれる。この「特許流通支援チャー

ト」ではこれら二つの表現の両方を使用し、それらを「SF」と略記する所もある。 
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図1.1.3-1 「AWS駆動」のシーケンス 

 

 

 

 

 

図1.1.3-2 「ADS駆動」のシーケンス 
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図1.1.4-1 PDP表示ユニット部分のブロック図 

 

 

1.1.4 パネル駆動回路及び駆動波形・電圧 

PDPを直接駆動する駆動回路部分（図1.1.1-1に示した「パネル駆動回路」及び「駆動部」）、

即ち「PDP表示ユニット部分」の詳細を図1.1.4-1に示した。この部分の開発や改良は以前

から色々と行われてきた。 

特に、近年活発に行われた開発としては、第１に「省電力回路」（「電力回収回路」とも

言う）がある。これは、Ｌ（インダクタンス）とＣ（キャパシタンス）の共振を利用して、

無効電力を回収・利用して装置としての消費電力を大幅に低減するという技術である。PDP

はＣ負荷であるため、本質的にその充放電に伴う電力ロスがあるため、例えば42型のよう

な大画面のPDPになるとその電力ロスは過大なものになるという問題があった。そこで、当

初ELにおいて開発がスタートしたこの「省電力回路」の技術を、PDPに対して効率良く適合

させるための技術を開発することが、PDP実用化のための一つの重要な要件であった。 

そして、この「省電力技術」が期待通りの効果を示すものとして開発されたことにより、

PDP表示装置において、実用的な低電力駆動を実現することが可能となった。この「省電力

回路」の１例を図1.1.4-2に示した。 

なお、この技術は、維持回路や走査回路の部分に主に用いられているが、アドレス回路

の部分にも適用して更に低電力化を図る開発も行われている。 

 

第２点目の開発としては、「駆動波形・電圧」やその「シーケンス」の開発がある。これ

は、特に「動作マージン」を増大することがポイントである。 
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拡大するためには、まず「ADS駆動」の基本的シーケンスの中で用いる「アドレスパルス」

や「維持パルス」の波形や電圧を改善することであった。そして次に、その基本的シーケ

ンスを部分的にモディファイして、「動作マージン」を拡大することであった。これらの開

発は継続的に色々と行われている。また、「ADS駆動」の動作マージンを更に拡大するため

に新たに持ち込まれた「リセット期間」を含むシーケンスを、その波形を含めて改善する

ということも重要であった。この「リセット期間」は、「初期化期間」とも呼ばれる。 

「ADS駆動」において現在広く用いられている基本的なシーケンスを図1.1.4-3に示した。

基本的には、１つのフレームが複数のサブフレームに分割され、各サブフレームが「リセ

ット期間、アドレス期間、維持期間」の３つの期間を持つように構成されている。 

 

図1.1.4-2 「省電力回路」の構成例 （出典：特許2776419号公報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.4-3 最近の「ADS駆動」のシーケンス 
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1.1.5 表示品質 

ディスプレイにとって表示品質を良好なものとすることは最重要課題の一つである。 

この表示品質の中で、「ADS駆動」に直結する課題（例えば「動画偽輪郭」）については既

に第1.1.3項において説明した。 

表示品質としては、更に、「色再現性」の改善、「色ムラ・輝度ムラ」の改善、「画像の鮮

明化」、「焼き付き現象(長時間表示した画像のパターンが残る現象)」の対策・・・など色々

な課題があった。 

これらの課題に対しては、主に「信号変換や補正」(γ補正・逆γ補正、誤差拡散処理、

ディザ処理など)、「制御方法の改善」、「制御信号の処理」・・・など色々な手段を組み合わ

せて種々の改善が施されている。また、「駆動波形・電圧」の工夫による改善もある。 

一方、特に「コントラスト」の改善については、「ADS駆動」のシーケンスに特有の「リ

セット期間」における駆動波形・電圧（例えば「鈍波リセット」）により対策する技術が重

要でかつ効果的であると思われる。この「鈍波リセット」の駆動波形の１例を図1.1.5に示

す（この図では、「リセット期間」を「セットアップ期間」と表記している）。 

これら多くの表示品質改善技術の開発により、PDPの表示品質はCRTと同等以上のレベル

に達してユーザに受け入れられるものとなり、実用化の扉が開かれたものと思われる。 

 

 

 

図1.1.5 セットアップ期間（リセット期間）における「鈍波リセット」の駆動波形例 
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1.1.6 信号処理・制御 

PDP表示装置に入力される信号には種々のものがあるが、主要なものの一つにテレビ信号

（アナログの映像信号）がある。PDP表示装置にテレビ信号が入力された場合、その信号の

画像をPDPに表示可能にするためには、種々の変換処理を含む次のような「信号処理」や「制

御」が必要である。 

   ① AD変換 

   ② 画像フォーマット変換 

   ③γ補正・逆γ補正 

   ④ 誤差拡散処理、ディザ処理 

   ⑤ サブフレーム画像への変換 

   ⑥ 画面輝度制御のための処理 

   ⑦ コントラスト調節などの高品質化処理 

⑧ 環境温度対応制御 、焼き付き対策制御などの高信頼化処理 

なお、テレビ信号以外の信号として例えばパソコンからの信号（デジタルの映像信号）

などが入力された場合、上記の①は別として、②～⑧は共通の項目となる。 

 

上記の①は、アナログの映像信号をデジタル信号に変換する技術であるが、高精細な表

示画像を扱う場合には、AD変換の処理を高速化するための工夫が必要である。 

 

上記の②については、信号に内在する画像フォーマット（例えば、縦横の画素数）と、

PDP表示装置の画像フォーマットとが異なることが多いが、その場合には両者の画像フォー

マットを変換するための処理を行う必要がある。 

 

上記の③については、PDP表示装置の階調特性が直線からずれる傾向があるため、即ち、

輝度が高いほど輝度レベルが飽和する傾向があるため、その非直線特性の補正を含めて、

γ補正・逆γ補正を行う必要がある。 

 

上記④の「誤差拡散処理、ディザ処理」は、階調表示のレベルを上げるための信号補正

技術である。これにより階調のある表示画像の品質が一層良好なものとなる。PDP表示装置

においては、駆動速度などの制約からサブフレームの数を更に増やすことが困難であるた

め、サブフレームを用いた階調を現状の８ビットのレベルに限定すると、実質的にそれ以

上の階調表現をしたい場合にはこの「誤差拡散処理、ディザ処理」という「擬似階調」の

技術を利用する。 

 

上記⑤の「サブフレーム画像への変換」の処理は、PDP表示装置特有の処理（正確には、

２値表示デバイスに特有の処理）であると言える。「ADS駆動」に用いられる複数のサブフ

レームの各々のビット信号群を新たに作成するために、信号の変換処理を行う。この変換

処理を行う回路部分のブロック図の１例を図1.1.6に示す。 
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上記⑥の「画面輝度制御のための処理」は、通常「APC(Automatic Power Control)」と

呼ばれる技術を含む。この「APC」は、映像信号の内容に対応して維持パルスの波数を自動

調節して、画面の輝度を制御する技術である。 

 

上記⑦の「コントラスト調節などの高品質化処理」については、例えば画面全体が低輝

度の画像である場合には、低輝度部分のγ特性が急峻になるように補正して、その画像を

見やすい画像（コントラストの高い高品質な画像）にする。逆に画面全体が高輝度の画像

である場合についても同様である。 

 

上記の⑧については、例えば環境温度が高い場合には画面輝度が通常より低めになるよ

うに調節してPDPパネルの劣化を予防するとか、例えば固定的な画像（特定文字や特定パタ

ーンが長時間表示されるような画像）が表示される場合にはその表示位置を随時ずらすよ

うに制御して焼き付きを予防する、などの制御を行う。 

 

以上に説明したような技術的背景のもとで、「PDP駆動技術」の開発の種々の過程におい

て、第1.3節以後に示すような種々の「課題」に取り組み、それに対応して、第1.3節以後

に示すような種々の「解決手段」の開発が行われることになる。 

 

 

図1.1.6 サブフレーム画像作成処理部の構成例 
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HSYNC
BLANK
CLOCK

R7-0
G7-0
B7-0

RCA1
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●国際特許分類(IPC) 
  PDP駆動の技術は、国際特許分類(IPC分類)では表示装置、ガス放電管、テレビジョン方

式などにまたがっている。これらのうちで、特に、PDPを直接指示するものとしては 

IPC:G09G3/28        発光ガス放電パネルに関連した制御装置または回路 

    G09F9/313       ガス放電装置を有する可変情報指示装置 

H01J11/00       うつわ外に少なくとも１つの主電極を持つガス入り放電管 

H01J17/49       固体陰極を持つガス入り表示パネル 

H04N5/66 101    電気信号の光信号への変換で、ガス放電によるもの 

を挙げることができる。ただし、これらのうち、G09F9/313,H01J11/00,H01J17/49には、

PDPの駆動のみならず、構造や製造方法等に関する出願も含まれるため、キーワードとし

て「駆動」や「制御」、「回路」等を用いて絞り込む必要がある。 

 

●ファイルインデックス(FI) 

  PDP駆動の技術は、ファイルインデックス(FI)によって、下記のものにアクセスできる。 

FI:(G09G3/00C～Z)  各種表示 

   (G09G3/20A～Z)  ・マトリクス型の表示 

    G09G3/28       ・・・発光ガス放電パネルを用いるもの 

   (G09F9/00)      可変情報用の指示装置(全体) 

   (G09F9/30)      ・必要な文字が個々の要素の組合わせにより得られるもの 

    G09F9/313      ・・ガス放電装置があるもの 

   (H01J11/00)     うつわ外に少なくとも１つの主電極を持つガス入り放電管 

  H01J11/00A     うつわ外に少なくとも１つの主電極を持つガス入り表示パネル 

  H01J11/00Z     うつわ外に少なくとも１つの主電極を持つその他のガス入り放電管 

  H01J17/49      固体陰極をもつガス入り表示パネル(H01J17/00の下位階層) 

 (H04N5/00)      テレビジョン方式の細部 

 (H04N5/66)     ・電気信号の光信号への変換 

  H04N5/66 101  ・・ガス放電によるもの 

  H04N5/66 101B       同上               のパネルの駆動/制御に関するもの 

  H04N5/66 101C       同上               のアナログ信号をデジタル信号に変換し 

て表示するもの 

  H04N5/66 101Z       同上               のその他 

 

括弧で囲んだものはPDP駆動技術関連FIの上位階層を示している。また、H01J11～17は、

ガス放電表示パネルそのもの、G09F9/313はPDP装置そのものを指しているが、それぞれ駆

動に関連する特許も多く含まれている。この場合も、IPCと同様に「駆動」、「制御」、

「回路」等、駆動技術を示唆するキーワードによる絞り込みが必要である。 

 

1.2 PDP 駆動技術の特許情報へのアクセス 
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●Ｆターム(FT) 

PDP駆動の技術はＦターム(FT)によって、下記のものにアクセスできる。 

FT:5C080AA05      プラズマ放電セルの制御 

   5C080BB01～10  表示素子の形態 

   5C080CC01～10  表示方式 

   5C080DD01～30  目的・効果(DD00とすれば目的全体) 

5C080FF01～14  駆動手段(FF00とすれば目的全体) 

5C094BA31      要素組合せによる可変情報表示装置(表示素子:PDP) 

5C094GA00      駆動(最上位階層) 

   5C058AA11      電気信号の光信号への変換(種別:PDP) 

   5C058BA01～35  目的・効果(BA00とすればその全体) 

   5C058BB01～25  信号処理・回路(BB00とすればその全体) 

   5C040FA00      ガス放電表示管 

   5C040FA01           同上     のAC型 

   5C040FA02           同上     のDC型 

   5C040FA04           同上     のマトリクス表示パネル 

   5C040FA05           同上     のセグメント型表示パネル 

   5C040FA07           同上     のフルカラー以外の複数色表示パネル 

   5C040MA01～20       同上     の構成の機能、作用(製造に関するもの以外) 

 

表1.2(「PDP駆動技術に関連するＦターム一覧」)に、検索に使用したＦタームの 

一覧を示す。 

 

表 1.2 PDP駆動技術に関連するFターム一覧(その1) 

テーマコード:5C040(ガス放電表示管) 

FTコード     説明 

FA00 パネルの種別 

FA01 ・AC型 

FA02 ・DC型 

FA04 ・マトリクス型 

FA05 ・セグメント型 

FA07 
・フルカラー以外の複数色表
示パネル 

MA00 構成の機能・作用 

MA01 ・パネルの構造に関するもの

MA16 ・放電状態の改善・調整 

MA17 ・・放電/消去動作確実化 

MA18 ・・放電経路の設定 

MA19 ・・放電電流の制限 

MA20 ・・不要放電の低減/除去 

テーマコード:5C094(要素組合せによる

可変情報用表示装置2) 

FTコード     説明 

BA00 表示素子の種別 

BA31 ・PDP 

GA00 駆動 

テーマコード:5C058(電気信号の光信号

への変換) 

FTコード     説明 

AA00 表示装置の種別 

AA05 ・マトリクス型 

AA11 ・・ガス放電(PDP) 

BA00 目的、機能 

BB00 信号処理、回路 
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表 1.2 PDP駆動技術に関連するFターム一覧(その２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、テーマコード5C080の場合にはAA05がPDPを特定するものでそれ以外は関連項目で

あることから、AA05に対して、BB00以下の、目的とする内容に対応するＦタームを論理積

演算する必要がある。 

同様に、5C058については、AA11に対してBA00以下の目的に対応するＦタームを、また、

テーマコード:5C080(陰極線管以外の表

示装置の制御) 

FTコード     説明 

AA00 表示素子 

AA05 ・・・・プラズマ放電セル 

DD00 目的・効果 

DD01 ・見易さの向上 

DD08 ・表示の高速化 

DD09 ・誤作動防止 

DD12 ・ノイズ発生防止 

DD13 ・操作性の向上 

DD17 ・安全、保護 

DD22 ・システム規模縮小化 

DD26 ・省エネ、低発熱化 

DD27 ・低価格化 

DD29 ・長寿命化 

EE00 表示画面処理 

EE17 ・図形 

EE19 ・・動画 

EE20 ・文章区切り 

EE21 ・拡大縮小 

EE22 ・移動 

EE23 ・回転 

EE24 ・ポジネガ反転 

EE25 ・明滅制御 

EE26 ・画面切替 

EE27 ・カーソル/アイコン 

EE28 ・輝度調整 

FF00 駆動手段 

HH00 表示素子特有の構成 

HH01 ・プラズマディスプレイ 
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5C040については、FA00または01～07のうちの対象とする方式のパネルに対応するＦター

ムと、MA01～20の中の目的とする機能・作用に対応するＦタームとを各テーマコード内で

それぞれ掛け合わせることにより、絞り込むことが可能となる。   

 

●その他のIPCとキーワードの活用 

さらに、PDPの駆動に関連する技術を包含するIPCとしては先に挙げたものの他に、 

IPC:G09G3/00        陰極線管以外の可視的表示器にのみ関連した制御装置または回路 

                    (平面型表示装置共通の制御G09G3/28の最上位階層) 

G09G3/20        マトリクス型表示装置の制御(G09G3/28の上位階層) 

H04N5/00        テレビジョン方式の細部(H04N5/66 101の最上位階層) 

などが挙げられるが、これらのIPCには、液晶やEL、さらに陰極線管などに関連した広範 

な技術も含まれるため、「PDP」「プラズマディスプレイ」「ガス放電」等のキーワード 

により絞り込む必要がある。 

  なお、セグメント型など、非マトリクス型のものを対象とする場合には、 

IPC:G09G3/10        多数の文字からの選択または個々の要素を組合わせることによって 

       単一の文字を表示するための装置で、ガス管を用いるもの 

を用いるが、最近では、非マトリクス型関連の出願は極めて少なくなっている。 
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1.3.1 「PDP の駆動技術」の技術要素 

 プラズマディスプレイの駆動技術（以下「PDP の駆動技術」と称する）の市場注目度を

示すために、技術成熟度チャートを用いて説明する。特許出願件数と出願人数を年次ごと

にプロットしたチャートであり、出願件数はその技術の技術開発動向を示し、出願人数は

参入企業数を示すことから、この関係をみることにより、PDP 駆動技術の市場状況の把握

ができる。 

 第 1.2 節に示したような検索式によりまず約 4,900 件の出願を抽出し、次にその抄録を

見ることにより今回のテーマに対応する候補として 2,669 件の出願に絞り込み、さらにそ

れらの出願の本文を解釈して 2,277 件の対象出願を選定した。 

これらの出願を、表1.3.1に示すような技術要素に階層分類した。 

表 1.3.1 技術要素のまとめ 

 
 これらの分類における「特記事項」として次のような点がある。 

第１の大分類「平面型ディスプレイ共通」の中には次のような技術を含ませるものとし

1.3 技術開発活動の状況 
 

テーマ 大分類 中分類

方式

信号処理部・ロジック部

駆動部・高圧部

応用等

特殊構造セル/パネルの駆動

試験/検査

方式

信号処理部・ロジック部

駆動部・高圧部

応用等

リフレッシュ駆動

特殊構造セル/パネルの駆動

試験/検査

方式

信号処理部・ロジック部

駆動部・高圧部

応用等

特殊構造セル/パネルの駆動

試験/検査

ＤＣ型ＰＤＰ
及び特殊構造ＰＤＰ

ＰＤＰ駆動技術

平面型ディスプレイ共通

ＡＣ型ＰＤＰ
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た。例えば、実施例が「DC 型 PDP」のものであって、しかもその技術が「AC 型 PDP や EL

（エレクトロルミネッセンス）ディスプレイなど」の平面ディスプレイにも適用可能であ

ることを説明し、その請求項を「・・・を特徴とするマトリクス型表示装置」として平面

ディスプレイ全般を含むようにした出願がある。具体的には、「動画偽輪郭」を防止する

ためにサブフレームの構成やサブフレーム配列を制御する技術の出願などがある。また、

EL 素子のような「容量性の負荷」に対して LC 共振を用いた「省電力駆動」を行う技術に

ついて詳述し、その請求項を「・・・容量性負荷の駆動方法」として EL の他に PDP や LCD

などを含むようにした出願もこの分類とした。 

さらに、実施例が「LCD」であって、その技術が「PDP や EL など」の平面ディスプレイ

にも適用可能であることを説明し、その請求項を「・・・を特徴とするマトリクス型表示

装置」とした出願がある。具体的には、「信号処理技術」や「制御回路技術」に関する出

願などがある。さらに、実施例が「CRT」であって、その技術が「PDP や LCD など」の平面

ディスプレイにも適用可能であることを説明し、その請求項を「・・・を特徴とする表示

装置」とした出願がある。具体的には、「映像信号処理技術」に関する出願などがある。 

一方、第２の大分類「AC 型 PDP」の中には次のような技術を含ませるものとした。例え

ば、実施例が「DC 型 PDP」であって、その技術が「AC 型 PDP」にも適用可能であることを

説明し、その請求項を「・・・を特徴とするガス放電表示装置」として「AC 型 PDP」を含

むようにした出願がある。このような出願は「DC 型 PDP」の分類ではなく「AC 型 PDP」の

分類になるように配慮した。具体的には、「ドライバ構成」や「制御回路構成」などに関

する出願がある。 

また、第３の大分類「DC 型 PDP 及び特殊構造 PDP」の中には、「DC 型 PDP」の他に「特

殊構造 PDP」を含ませるものとした。ここで「特殊構造 PDP」とは、「AC 型 PDP や DC 型 PDP」

の基本構造を大幅に変更したものに関する駆動技術のことであり、「AC 型 PDP」の基本構

造を小変更したもの（モディファイしたもの）に関する駆動技術は「AC 型 PDP」の分類の

ままとした。 

なお、PALC(Plasma Addressed LCD)は範囲外とした。 

1.3.2 「PDP 全般」の駆動技術 

「PDP の駆動技術」全体の「技術要素別累計出願件数」を表 1.3.2-1 に、「出願人－出

願件数推移」を図 1.3.2 に、「主要出願人別出願件数」を表 1.3.2-2 に示す。 

 

表 1.3.2-1 の「技術要素別累計出願件数」によれば、「AC 型 PDP」が最も多く、「平面

型ディスプレイ共通」がその約半分、両者で全体の約 92％占める。一方、「DC 型 PDP 及び

特殊構造 PDP」は全体の約８％程度しかない。 

従って、全体の開発動向としては「AC 型 PDP」が主流であり、「平面型ディスプレイ共

通」がそれに続くと共に、数年以上前には AC 型 PDP と肩を並べる開発が行われていたと思

われる「DC 型 PDP」は既に傍流となっている。 

「平面型ディスプレイ共通」の分野には「AC 型 PDP」の約半分の出願があるが、内容的

には、他の技術分野から出発して「AC 型 PDP」への適用を可能にするように請求項を作成

したと思われるものが多い。この点は、既に、表 1.3.1 の直後の欄に「特記事項」として
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説明した内容と対応している。 

 

図 1.3.2 の「出願人－出願件数推移」によれば、1994 年頃までに初期段階の開発が一区

切りしたものと思われ、1994 年から出願件数および出願人数が増加している。そして、出

願人数は 1996 年に、出願件数は 1999 年にピークとなっている。それらのピーク時におい

ては、出願件数も出願人数も 1994 年頃に比べてほぼ倍増している。 

また、表 1.3.2-2 の「出願人別出願件数」によれば、AC 型 PDP を中心にした種々の技術

開発においては、「主要７社」（富士通ゼネラル、松下電器産業、富士通、日本電気、三

菱電機、日立製作所、パイオニア）が約 75％を占めていることが特徴的である。これらの

「主要７社」により PDP 駆動技術の開発が主導されてきたものと思われる。 

そして、主に 1996 年頃から新規に開発に参入する企業があることが解る。 
 

表 1.3.2-1「PDP の駆動技術」の技術要素別累計出願件数 

 
 

図 1.3.2「PDP の駆動技術」の出願人－出願件数推移 
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技術要素（大項目） 累計出願件数

平面型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ共通 706

AC型PDP 1,398

DC型PDP及び特殊構造PDP 173

合計 2,277
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表 1.3.2-2 「PDP の駆動技術」の主要出願人別出願件数 

 

 

 

 

 

89年以前 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 富士通ゼネラル 57 67 77 63 41 19 13 12 349

2 松下電器産業 4 4 2 3 14 12 21 47 48 74 61 4 294

3 富士通 2 20 32 21 25 11 37 30 28 35 24 11 276

4 日本電気 1 20 27 11 12 13 17 12 28 28 49 37 255

5 三菱電機 15 5 8 5 5 1 20 40 49 26 20 1 195

6 日立製作所 25 10 18 2 1 2 7 22 32 21 30 14 184

7 パイオニア 1 0 6 9 12 17 22 19 25 21 132

8 沖電気工業 6 11 9 10 9 11 10 4 2 72

9 三星エスデイアイ 1 2 6 2 0 1 1 3 9 16 7 48

10 東芝 2 5 13 5 3 2 2 3 0 4 4 2 45

11 エルジ－電子 4 0 10 14 14 42

12 日本ビクタ－ 4 0 0 0 0 0 11 5 8 9 3 40

13 ソニ－ 1 0 2 3 7 7 12 32

14 富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 1 26 5 32

15 日本放送協会 1 2 9 3 1 0 5 2 1 2 3 2 31

16 シヤ－プ 1 0 2 0 1 2 1 4 6 4 21

17 三洋電機 1 0 0 1 0 4 2 2 2 7 19

18 大宇電子 1 7 6 14

19 ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ 1 0 7 2 3 13

20 富士電機 3 2 0 0 0 1 2 3 0 0 1 12

21 ﾉﾘﾀｹｶﾝﾊﾟﾆｰﾘﾐﾃﾄﾞ 1 0 2 2 1 1 3 1 11

22 ﾃｨｰﾃｨｰﾃｨｰ 1 0 0 0 1 3 0 2 2 9

23 ｺｰﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1 0 2 4 0 1 8

24 ﾄﾞｲｯﾁｪ ﾄﾑｿﾝ ﾌﾞﾗﾝﾄ 1 0 1 0 0 0 0 5 7

25 三星電子 1 0 1 0 5 7

26 キヤノン 1 0 0 1 1 0 1 2 6

27 セイコ－エプソン 1 5 6

28 セントラル硝子 6 6

29 フアナツク 1 2 1 2 6

30 ﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨ ｵﾌﾞ ｲﾘﾉｲｽﾞ 6 6

出願人No.
年次別出願件数
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1.3.3 「平面型ディスプレイ共通」の駆動技術 

第１の技術要素（大分類）の「平面型ディスプレイ共通」においては、図 1.3.3 の「出

願人－出願件数推移」によれば、前半部分（1996 年以前）で上昇と下降とが入り交じる状

態ではあるが、後半部分（1997 年以後）では右肩上がりで上昇する傾向を示している。 

この傾向は、AC 型 PDP の開発動向を反映したものであると推測される。 

一方、表 1.3.3 の「主要出願人別出願件数」によれば、開発機関の上位 10 社の中に前記

の「主要７社」が入っている。 

 

図 1.3.3 「平面型ディスプレイ共通」の出願人－出願件数推移 

 

表 1.3.3 「平面型ディスプレイ共通」の主要出願人別出願件数 
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89年以前 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 合計

1 日立製作所 24 8 10 2 1 1 3 12 10 6 13 9 99

2 富士通ゼネラル 8 24 15 11 12 4 7 6 87

3 三菱電機 2 1 1 2 0 8 10 22 7 9 62

4 日本電気 3 6 3 0 3 4 1 8 7 20 7 62

5 富士通 6 7 3 5 4 9 7 2 8 3 1 55

6 東芝 2 4 13 5 3 2 1 2 0 3 4 2 41

7 パイオニア 2 1 4 3 7 7 7 31

8 ソニ－ 1 0 2 3 5 6 12 29

9 松下電器産業 1 0 1 0 0 2 2 3 2 5 13 29

10 シヤ－プ 1 0 2 0 1 2 1 4 6 4 21

2001年のデータは省略（ただし合計には含む）

No. 出願人
年次別出願件数
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1.3.4 「AC 型 PDP」の駆動技術 

 第２の技術要素の「AC 型 PDP」においては、図 1.3.4 の「出願人－出願件数推移」によ

れば、初期部分（1994 年以前）と後期部分（1997 年以後）とで上昇と下降とが入り交じる

ことがあるが、大局的には、右肩上がりで上昇する傾向を示している。 

 1997 年以後は飽和傾向にあると見ることもできるが、業界や市場の動向が近年明らかに

拡大基調にあるように見えることを考慮すると、飽和傾向か拡大傾向かは今後の動向を見

て判断することが必要かと思われる。 

一方、表 1.3.4 の「主要出願人別出願件数」によれば、開発機関としては前記の「主要

７社」が主体であると共に、８～10 位に「新規参入３社」（三星エスディアイ、エルジ－

電子、富士通日立プラズマデイスプレイ）が入っている点に特徴がある。 

図 1.3.4 「AC 型 PDP」の出願人－出願件数推移 

表 1.3.4 「AC 型 PDP」の主要出願人別出願件数 
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89年以前 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 合計

1 富士通ゼネラル 49 43 62 52 29 15 6 6 262

2 松下電器産業 1 10 5 18 43 46 69 48 240

3 富士通 2 12 25 17 19 7 28 23 26 27 21 10 217

4 日本電気 1 17 21 8 12 10 13 11 20 21 28 30 192

5 パイオニア 1 0 6 7 11 13 19 12 18 14 101

6 三菱電機 1 1 3 0 11 29 22 19 10 96

7 日立製作所 1 8 0 0 0 1 10 20 15 17 5 77

8 三星エスデイアイ 1 1 3 7 15 7 34

9 エルジ－電子 4 0 7 7 12 30

10 富士通日立プラズマデイスプレイ 1 24 30

2001年のデータは省略（ただし合計には含む）

No. 出願人
年次別出願件数



 

23 

1.3.5 「DC 型および特殊構造 PDP」の駆動技術 

 第３の技術要素の「DC 型および特殊構造 PDP」においては、図 1.3.5 の「出願人－出願

件数推移」によれば、中間部分（1991～1998 年）で上昇と下降とが入り交じることがある

が、大局的には、左肩下がりで急激に下降する傾向を示している。 
 数年以上前には、AC 型 PDP に匹敵するような積極的な開発が行われていたが、その後の

カラーPDP の製品化直前のステージで、AC 型 PDP の性能や信頼性を凌ぐことができなかっ

たことにより、DC 型 PDP はその開発活動を急速に縮小または終息していった。その様子を

図 1.3.5 から読み取ることができる。 

 表 1.3.5 の「主要出願人別出願件数」によれば、上位 10 社の内、2000 年に出願を行っ

ているのはわずかに２社のみとなっていることを「表 1.3.5」から読み取ることができる。

表 1.3.5 の中のその他の８機関は開発を一時中止又は終息したものと思われる。 
しかし、今後何らかのブレークスルーがあれば、DC 型 PDP がまた復活することがあるか

も知れない。 

図 1.3.5 「DC 型および特殊構造 PDP」の出願人－出願件数推移 
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 「プラズマディスプレイ（PDP）の駆動技術」の三つの技術要素の各々に関して、技術開

発の「課題」と「解決手段」を体系化し、各課題や各解決手段に対する出願件数などにつ

いて分析する。また、各課題や各解決手段に対して、どのような企業（開発機関、出願人）

が特許を出願しているかについての分析も行う。 
 「PDPの駆動技術」全体の課題を表1.4-1に示す。この表の「課題」の各項目は、抽出した特許

の明細書を読んだ結果に基づいて作成し分類したものであり、「課題Ⅰ（大分類）」と「課題Ⅱ（中分

類）」とに分けた。 

表 1.4-1 「PDP の駆動技術」の課題 

1.4 技術開発の課題と解決手段 
 

課題Ⅰ 課題Ⅱ 課題Ⅰ 課題Ⅱ

AWS方式の改善 各種映像信号・インタレース信号への対応

ADS方式・電圧変調方式等の改善 画素数変換・画像フォーマット変換

高階調化 PC用複数DSPへの対応

動画偽輪郭の防止 各種ウィンドウ表示

誤差拡散・ディザ・面積階調等の改善 電力回収の改善

不連続階調・階調再現性 低電圧駆動

カラーのモノクロ階調化 回路電力ロス低減

リフレッシュ駆動で階調表示 発光効率向上

高輝度化 電力調節

コントラストの改善 回路規模・装置規模の低減

γ補正・逆γ補正の改善 IC回路の改善

高低輝度部の階調 装置製造歩留り

輝度変動・輝度ムラ・色ムラ・色ズレ 耐圧低減・電流容量低減

焼き付き 汎用IC・低価格素子の適用

ちらつき・フリッカ・ジッタ 長寿命化

画面輝度調節 調整・保守

表示色調節・色再現性 故障対策

表示異常・画像劣化 発熱対策・ドライバ突入電流対策

各種表示機能の改善 環境条件対応/腐食・変質対策

動作マージン拡大・動作安定化・誤表示防止 ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ・ﾏﾙﾁ画面・ﾏﾙﾁｳｨﾝﾄﾞｳへの応用

駆動高速化・時間利用率向上 座標入力機能の併用

回路ノイズ 3次元DSPへの応用

電磁放射・赤外放射 特殊応用・信号出力

異常音対策 試験方法の改善

電圧変動対策 事故対策・操作ミス対策

ソフトのハード化・設計改善

インタレース方式の改善  この表及び以下の課題項目の中で、次のような略称を用いた。

高精細化・大容量化 PC: パーソナルコンピュータ

信号処理及び駆動の高速化 DSP: ディスプレイ

表示特性のバラツキ

動作特性・装
置特性の改善

高解像度化・
大容量化

階調表示技術
の改善

表示品質の改
善

応用技術の改善

周辺技術の改善

各種映像信号・画像
フォーマットへの対
応

低消費電力化・発光
効率向上

低コスト化・小型化

高信頼性化
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同様にして、「PDPの駆動技術」全体の「解決手段」の分類を表1.4-2に示す。この表の「解

決手段」の各項目は、抽出した特許の明細書を読んだ結果に基づいて作成し分類したものであり、

「解決手段Ⅰ（大分類）」と「解決手段Ⅱ（中分類）」とに分けた。 
 

表 1.4-2 「PDP の駆動技術」の解決手段 

解決手段Ⅰ 解決手段Ⅱ

リセット・アドレス及び維持の手順

リセットの手順

アドレス /走査の手順

維持の手順

維持消去の手順

期間構成

サブフレーム構成・配列

条件対応制御

インタレースの手順

分割駆動の手順

起動 /終了の手順

リセット・アドレス及び維持の波形・電圧

リセット波形・電圧

アドレス /走査の波形・電圧

維持波形・電圧

維持消去波形・電圧

タイミング・位相

極性操作

条件対応制御

リフレッシュ波形・電圧・手順

ドライバ構成

駆動部・高圧部の回路構成

ロジック部・制御部の回路構成

駆動手順

システム的構成

試験装置の構成 /手順

データ補正処理

データ変換

条件対応制御

タイミング・位相

レベル変換

制御信号処理

データ処理手順

条件指定

特殊構造セルの駆動

特殊構造パネルの駆動

特殊構造装置の駆動

シーケンス (手順 )

特殊構造セル /パネル /装置

駆動回路・システムの構成

信号処理・制御

駆動波形・電圧
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1.4.1 「PDP の駆動技術」の技術要素と課題と解決手段 

(1) 技術要素と課題 

「PDP の駆動技術」全体の出願に関して、「技術要素の大分類」と「課題の大分類(課題

Ⅰ)」の観点から分析した結果を分布図として図 1.4.1-1 に示す。この図は、技術要素と課

題の各項目の交点に対する出願件数を、バブルの大きさで表したものである。 

 

図 1.4.1-1 「PDP の駆動技術」の技術要素と課題 
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(2) 課題と解決手段 

「PDP の駆動技術」全体の出願に関して、「課題の大分類(課題Ⅰ)」と「解決手段の大

分類(解決手段Ⅰ)」の観点から分析した結果を分布図として図 1.4.1-2 に示す。この図は、

課題Ⅰと解決手段Ⅰの各項目の交点に対する出願件数を、バブルの大きさで表したもので

ある。 

 

図 1.4.1-2 「PDP の駆動技術」の課題と解決手段 
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ここで、上記の図 1.4.1-1 と図 1.4.1-2 とに基づいて、技術要素・課題・解決手段の

「大項目分類」の観点から内容の分析を行う。 
 
まず、図 1.4.1-1 によれば、三つの技術要素の各々の「主要な課題（大分類）」は次の

ようになっている。 

A. 「平面型ディスプレイ共通」の主要課題は、次の４項目： 

a) 表示品質の改善 

b) 各種映像信号・画像フォーマットへの対応** 

c) 階調表示技術の改善 

d) 低消費電力化 

B. 「AC型PDP」の主要課題は、次の４項目： 

a) 動作特性・装置特性の改善** 

b) 階調表示技術の改善 

c) 表示品質の改善 

d) 低消費電力化 

C. 「DC型PDP及び特殊構造PDP」の主要課題は、次の２項目： 

a) 動作特性・装置特性の改善 

b) 表示品質の改善 

上記のAとBとでは、主要課題の３項目が共通し、１項目ずつが異なっている点に特徴が

ある。異なる項目には「**」のマークを付けた。 

上記の共通項目は既述の内容（「平面型ディスプレイ共通」の出願は、「AC型PDP」の出

願と共通の目的・課題・効果を持ったものが多いこと）に対応するものと考えられる。 

 一方、異なっている２項目において、「A.bの各種映像信号・画像フォーマットへの対応」

については「CRTやLCDを含めてAC型PDPに適用可能な信号処理技術を実現すること」、「B.a

の動作特性・装置特性の改善」については「AC型PDPを実用化する上で動作の安定化を実現

すること」に関連する出願が多いことによるものと思われる。 

 「C」の２項目は、実用化前の段階でクリアしなければならない必須の課題の内の一部に

対応している。（これらの開発がまだ不十分であったために、現時点では実用化に至って

いないものと思われる。） 

 

次に、図 1.4.1-2 によれば、三つの技術要素の各々の「主要な解決手段（大分類）」は

次のようになっている。 

イ. 「平面型ディスプレイ共通」の主要な解決手段は、次の３項目： 
a) 信号処理・制御 
b) シーケンス（手順） 
c) 駆動回路・システム 

ロ. 「AC型PDP」の主要解決手段は、次の４項目： 
a) シーケンス（手順） 

b) 信号処理・制御 

c) 駆動波形・電圧** 
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d) 駆動回路・システム 

ハ. 「DC型PDP及び特殊構造PDP」の主要解決手段は、次の３項目： 
a) シーケンス（手順） 
b) 駆動波形・電圧 
c) 特殊構造ｾﾙ/ﾊﾟﾈﾙ/装置** 

 上記のイとロとでは、主要な解決手段の３項目が共通し、１項目のみが異なっている点

に特徴がある。異なる項目には「**」のマークを付けた。また、「ロ」の４項目は、「PDP

駆動技術」全体の主要な解決手段を示す４項目に対応するものとなっている（後述）ため、

特に太字で表記した。 
 共通の三つの解決手段は、前記した共通の三つの課題に対する解決手段に対応するもの

であると思われる。 
 一方、異なる一つの解決手段「ロ.cの駆動波形・電圧」は、前記した異なる課題「B.a

の動作特性・装置特性の改善」の解決手段に対応するものが主体(142件)である。 

 「ハ」の３項目は、前記した「実用化前の段階」でクリアしなければならない必須の課

題の内の一部（「C.a～C.b」）に対応するものと思われるが、３番目の「ハ.cの特殊構造

ｾﾙ/ﾊﾟﾈﾙ/装置」がある点に特徴がある。 

 ３番目の「ハ.cの特殊構造ｾﾙ/ﾊﾟﾈﾙ/装置」は、一つにはDC型PDPのﾊﾟﾈﾙ構造がまだ開発途

上にあったため「特別なﾊﾟﾈﾙ構造」が模索されている点に対応しているものと思われる。

また、DC型PDPやAC型PDPの機能や性能を更に飛躍させることを目的にして「全く新しいﾊﾟ

ﾈﾙ構造」が検討されていたことも一つの要因であろう。（例えば、「AC型PDPとDC型PDPを

組み合わせた構造」とか、「通常の３電極構造よりも更に多い４電極以上の電極を用いた

PDP」などがある。） 
 なお、この分類の出願の中には、３次元表示に利用するもの、複数のPDPを組み合わせた

ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ構造のもの等があり、更に「将来の超大型表示や壁掛TV」などを目的としたと思わ

れる全く新しい構造のPDP（例えば、多数の細管状のものを並べてその中に多数の発光セル

を構成し、壁に掛けられるように構成するものなど）の出願もあることを付言する。 
 

以上は、技術要素・課題・解決手段を「大分類」の観点から検討したものであるが、更

に詳細な観点から分析するために、次の第 1.4.2 項からは、分類の階層を一つ下げて「中

分類」の観点から分析を行う。 

そして、各分類項目に対応する出願件数を更に詳細に示すために、「バブル図」ではな

く「クロス集計の表」を用いるものとする。 

次の第1.4.2項から第1.4.4項までのデータとしては、三つの技術要素の各々において、

第１に、「課題（中分類）」と「解決手段（中分類）」の各分類項目の交点部分に、その

内容に対応する出願件数を記入した表を示す。この表は２～３頁に分割されたものとなっ

ているが、それらを繋ぎ合わせればデータの全貌を示すものとなるように記載した。 

そして、第２に、前記した「クロス集計の表」の中で出願件数の多い部分を抽出して、

その出願を行った出願人（開発機関、企業）のリストを表として示した。三つの技術要素

の各々において数枚ずつの出願人の表を作成してあるが、これらは特徴的な部分を抜粋し

て示したものである（これらの表を集めてもその全貌を示すものとはならない）。 
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1.4.2 「平面型ディスプレイ共通」の課題と解決手段 

第１の技術要素（大分類）の「平面型ディスプレイ共通」の出願に関して、「課題の中

分類(課題Ⅱ)」と「解決手段の中分類(解決手段Ⅱ)」の観点から出願件数を分析した結果

をクロス集計の表として表 1.4.2-1～表 1.4.2-3 に示す。 

これらの表の中で網かけをして示した部分は、件数の多い箇所を含む特徴的な部分であ

り、その部分の出願人のリストを後出の表 1.4.2-4～表 1.4.2-8 として示した。 

 

表 1.4.2-1 「平面型ディスプレイ共通」に関する課題と解決手段の出願件数（その 1） 

課題        

解決手段

Ａ
Ｗ
Ｓ
方
式
の
改
善

Ａ
Ｄ
Ｓ
方
式
・
電
圧
変
調
方
式
等
の
改
善

高
階
調
化

動
画
偽
輪
郭
の
防
止

誤
差
拡
散
・
デ
ィ

ザ
・
面
積
階
調
等
の
改
善

不
連
続
階
調
・
階
調
再
現
性

カ
ラ
ー

の
モ
ノ
ク
ロ
階
調
化

高
輝
度
化

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
改
善

γ
補
正
・
逆
γ
補
正
の
改
善

高
低
輝
度
部
の
階
調

輝
度
変
動
・
輝
度
ム
ラ
・
色
ム
ラ
・
色
ズ
レ

焼
き
付
き

ち
ら
つ
き
・
フ
リ
ッ
カ
・
ジ
ッ
タ

画
面
輝
度
調
節

表
示
色
調
節
・
色
再
現
性

表
示
異
常
・
画
像
劣
化

各
種
表
示
機
能
の
改
善

リセット・アドレス及び維持の手順 1 1

アドレス/走査の手順 1 1

期間構成 1 1 1 1

サブフレーム構成・配列 1 2 48 2 1 3 1 10 5 1

条件対応制御 1 2 1 6 4 1

分割駆動の手順 4

起動/終了の手順 1

アドレス/走査の波形・電圧 1

維持波形・電圧 1

条件対応制御 1

ドライバ構成 1

ロジック部・制御部の回路構成 2 2 1 3

駆動手順 1

システム的構成 3 1

試験装置の構成/手順 2

データ補正処理 1 12 7 1 2 2 1 6 1 2 5

データ変換 1 2 2 1 5 1 2 3 2 2 3 2 3 1 4 3

条件対応制御 3 5 7 1 3 5 4 1 3 1 12 1

タイミング・位相 1 3

制御信号処理 2 1 4 1 10

データ処理手順 2 1 6 2 1 1 2 4

特殊構造セルの駆動 1 1 1 1

特殊構造装置の駆動 2 1

1990年1月以後出願、2002年8月既公開の出願

信号処理・
制御

特殊構造セ
ル/パネル/

装置

階調表示技術の改善 表示品質の改善

シーケンス
(手順)

駆動波形・
電圧

駆動回路・
システムの

構成



 

31 

 

表 1.4.2-2 「平面型ディスプレイ共通」に関する課題と解決手段の出願件数（その 2） 

 

課題        

解決手段

動
作
マ
ー

ジ
ン
拡
大
・
動
作
安
定
化
・
誤
表
示
防
止

駆
動
高
速
化
・
時
間
利
用
率
向
上

回
路
ノ
イ
ズ

電
磁
放
射
・
赤
外
放
射

異
常
音
対
策

電
圧
変
動
対
策

ソ
フ
ト
の
ハ
ー

ド
化
・
設
計
改
善

イ
ン
タ
レ
ー

ス
方
式
の
改
善

高
精
細
化
・
大
容
量
化

信
号
処
理
及
び
駆
動
の
高
速
化

各
種
映
像
信
号
・
イ
ン
タ
レ
ー

ス
信
号
へ
の
対
応

画
素
数
変
換
・
画
像
フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
変
換

Ｐ
Ｃ
用
複
数
Ｄ
Ｓ
Ｐ
へ
の
対
応

各
種
ウ
ィ

ン
ド
ウ
表
示

電
力
回
収
の
改
善

低
電
圧
駆
動

回
路
電
力
ロ
ス
低
減

電
力
調
節

リセット・アドレス及び維持の手順 1 1

リセットの手順 1

アドレス/走査の手順 1 3 1

期間構成 1 1 1

サブフレーム構成・配列 1 1 6

条件対応制御 2 2 3 1 4

インタレースの手順 1

分割駆動の手順 2 1 1 1 1 1

起動/終了の手順 1

リセット・アドレス及び維持の波形・電圧 1 1

リセット波形・電圧 1

維持波形・電圧 1

タイミング・位相 1 1

条件対応制御 1

ドライバ構成 2 2 3 1 6 1 3

駆動部・高圧部の回路構成 2 2 1 24 1 1

ロジック部・制御部の回路構成 1 3 3 3 3 3 2 1

駆動手順 1 1 4 1

システム的構成 2 2 3 2 1

データ補正処理 1 1 1

データ変換 1 1 8 14 2

条件対応制御 1 4 8 4 1 7 1

タイミング・位相 1 2 2 1

制御信号処理 1 1 15 17 2 1

データ処理手順 1 1 1 1 2 6 8 1

特殊構造セルの駆動 1 1

特殊構造パネルの駆動 1 1

特殊構造装置の駆動 1 2 1

1990年1月以後出願、2002年8月既公開の出願

低消費電力
化・発光効率

向上

各種映像信
号・画像

フォーマット
への対応

信号処理・
制御

特殊構造セ
ル/パネル/

装置

動作特性・装置特性の
改善

高解像度
化・大容

量化

シーケンス
(手順)

駆動波形・
電圧

駆動回路・
システムの

構成
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表 1.4.2-3 「平面型ディスプレイ共通」に関する課題と解決手段の出願件数（その 3） 

 

課題        

解決手段

回
路
規
模
・
装
置
規
模
の
低
減

Ｉ
Ｃ
回
路
の
改
善

装
置
製
造
歩
留
り

耐
圧
低
減
・
電
流
容
量
低
減

汎
用
Ｉ
Ｃ
・
低
価
格
素
子
の
適
用

長
寿
命
化

調
整
・
保
守

故
障
対
策

発
熱
対
策
・
ド
ラ
イ
バ
突
入
電
流
対
策

環
境
条
件
対
応
/
腐
食
・
変
質
対
策

マ
ル
チ
パ
ネ
ル
・
マ
ル
チ
画
面
・
マ
ル
チ
ウ
ィ
ン
ド
ウ

座
標
入
力
機
能
の
併
用

３
次
元
Ｄ
Ｓ
Ｐ
へ
の
応
用

特
殊
応
用
・
信
号
出
力

試
験
方
法
の
改
善

事
故
対
策
・
操
作
ミ
ス
対
策

期間構成 2

条件対応制御 1 1 1 1 1 1

分割駆動の手順 3 1

起動/終了の手順 2

アドレス/走査の波形・電圧 1

維持波形・電圧 1

タイミング・位相 1

条件対応制御 1

ドライバ構成 5 3 1 1 4 1

駆動部・高圧部の回路構成 4 1 2 1

ロジック部・制御部の回路構成 4 2 1 1 1 2

駆動手順 2

システム的構成 8 1 2 6 1

試験装置の構成/手順 1 1 4 3

データ補正処理 2 1 1

データ変換 6 1 1 5 1

条件対応制御 1 3 3 1 3 2 1

タイミング・位相 2 1 1

制御信号処理 5 1 3 2

データ処理手順 4 1 2 1 1 6 1

特殊構造パネルの駆動 1

特殊構造装置の駆動 2 1 7

1990年1月以後出願、2002年8月既公開の出願

特殊構造セル/
パネル/装置

シーケンス
(手順)

駆動回路・シ
ステムの構成

信号処理・制
御

駆動波形・電
圧

周辺
技術
の改
善

低コスト化・小
型化

高信頼性化
応用技術の改

善
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表 1.4.2-4 「平面型ディスプレイ共通」に関する課題と解決手段の出願人（その 1） 

 

 
 
 
 

課題
階調表示技術の改善

解決手段
動画偽輪郭の防止 焼き付き

ちらつき・フリッカ
・ジッタ

画面輝度調節

期間構
成

 
富士通

サブフ
レーム
構成・
配列

日立製作所(11)
日立製作所
日立デバイスエンジニアリング
三菱電機(4)
富士通ゼネラル(2)
富士通
御子柴　茂生
日本放送協会(2)
三星エスデイアイ(2)
ソニ－(2)
エルジ－電子(2)
シヤ－プ(2)
富士通
日立製作所
御子柴　茂生
山口　高弘
日立製作所
御子柴　茂生
山口　高弘
戸田　幸作
日本放送協会
松下電器産業
松下電子工業
日本電気
星和電機
パイオニア
コニン．フイリツプス エレクトロニクス

富士通ゼネラル(2)
日本放送協会
沖電気工業
シヤ－プ(2)
富士通
富士写真フイルム
三菱電機
ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼｰﾝｽﾞ

日立製作所(5)

条件対
応制御

富士通
日本ビクタ－

富士通ゼネラル(3)
日本ビクタ－
小松製作所
住友電気工業

富士通テン
富士通ゼネラル
富士通
グンゼ

分割駆
動の手
順

日立製作所
日立デバイスエンジニアリング
日立製作所
パイオニア

表示品質の改善

シーケ
ンス
(手順)

共願(11)

共願(2)

共願

共願

共願(2)

共願

共願(2)
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表 1.4.2-5 「平面型ディスプレイ共通」に関する課題と解決手段の出願人（その 2） 

 

 
 

表 1.4.2-6 「平面型ディスプレイ共通」に関する課題と解決手段の出願人（その 3） 

 
 

課題

解決手段
動画偽輪郭の防止

誤差拡散・ディザ・面積階
調等の改善

γ補正・逆γ補正の改善 表示異常・画像劣化

データ補
正処理

日立製作所(3)
パイオニア(2)
トムソン　マルチメデイア(2)
シヤ－プ(2)
日本放送協会
日本電気
シヤ－プ

三菱電機(2)
富士通
日立製作所
日本放送協会
日本電気
キヤノン

三菱電機
シヤ－プ

半導体ｴﾈﾙｷﾞ-研究所(2)
日本放送協会
日本電気
トムソン　マルチメデイ
ア

データ変
換

三菱電機(2) 富士通ゼネラル
日本電気

日立製作所
日立製作所
日立画像情報システム
ソニ－

富士通ゼネラル
富士写真フイルム
半導体エネルギ－研究所
松下電器産業

条件対応
制御

パイオニア(2)
日立製作所
日本ビクタ－
三菱電機

富士通ゼネラル(2)
毎日放送
日立製作所
日本電気
谷中　一寿
星野　坦之
パイオニア

日立製作所(2)
富士通ゼネラル
日本電気
日本ビクタ－

富士通ゼネラル(8)
シヤ－プ(2)
日立製作所
日本電気

階調表示技術の改善 表示品質の改善

信号
処
理・
制御

共願

共願

課題

解決手段
電力回収の改善 低電圧駆動 回路電力ロス低減 電力調節

ドライバ構成

日立製作所(2)
日本電気(2)
日立製作所
日立デバイスエンジニアリング
ハイニツクスセミコンダクタ－

パイオニア 日立製作所
日立原町電子工業
日本電気
東芝電子エンジニアリング
東芝

駆動部・高圧
部の回路構成

日本電気(9)
日立製作所(7)
パイオニア(4)
富士通
日立製作所
日立デバイスエンジニアリング
パイオニア
静岡パイオニア
シヤ－プ

富士通 日立製作所

低消費電力化・発光効率向上

駆動回
路・シ
ステム
の構成

共願

共願

共願

共願

共願
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表 1.4.2-7 「平面型ディスプレイ共通」に関する課題と解決手段の出願人（その 4） 

 

 
 
 
 

課題

解決手段

各種映像信号・インタレース
信号への対応

画素数変換・画像フォーマット変換 PC用複数DSPへの対応

データ補正処
理

富士通

データ変換

パイオニア(4)
三菱電機(2)
日立製作所
日立画像情報システム
松下電器産業

ソニ－(4)
富士通ゼネラル(2)
日立製作所(2)
三菱電機(2)
東芝
東芝
東芝ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
松下電器産業
キヤノン

東芝(2)

条件対応制御

富士通ゼネラル(2)
日本電気
ｴﾇｲｰｼｰ三菱電機ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞ

日本電気(3)
富士通
日立製作所
東芝
リコ－
ナナオ

東芝(2)
富士通
東芝
東芝ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

タイミング・
位相

富士通ゼネラル
マイクロン　テクノロジ－

ｺﾆﾝ.ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
カシオ計算機

ヤマハ

制御信号処理

富士通ゼネラル(4)
松下電器産業(2)
日立製作所
日立画像情報システム
日本電気ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
日本電気
小松製作所
ヤマハ
メガチツプス
ブル－ムバ－グ　ＬＰ
パイオニア
アルプス電気
ソニ－

フアナツク(5)
富士通ゼネラル(3)
松下電器産業(3)
日立製作所
日立製作所
日立画像情報システム
東芝
東芝
東芝ｴｰ ﾌﾞｲ ｲｰ
三菱電機
キヤノン

東芝
ヤマハ

データ処理手
順

富士通ゼネラル
日立製作所
日立画像情報システム
日本電気
東芝電子エンジニアリング
東芝
三菱電機
アイチツプス　テクノロジ－

富士通ゼネラル(3)
日立製作所
日立製作所
日立画像情報システム
日本電気
三菱電機
ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼｰﾝｽﾞ

各種映像信号・画像フォーマットへの対応

信号処理
・制御

共願

共願

共願

共願

共願

共願

共願

共願

共願

共願



 

36 

 

表 1.4.2-8 「平面型ディスプレイ共通」に関する課題と解決手段の出願人（その 5） 

 

 
 

課題
低コスト化・小型化

解決手段
回路規模・装置規模の低減 調整・保守 故障対策

発熱対策・ド
ライバ突入電

流対策

ドライバ構成

富士電機(3)
東芝
東芝ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
ソニ－

日立製作所 富士電機(2)
日立製作所
ソニ－

駆動部・高圧部
の回路構成

富士通(2)
日本電気
アビツクス

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ ﾏｲｸﾛ ﾃﾞﾊﾞｲｼｽﾞ 三菱電機
三星電子

ロジック部・制
御部の回路構成

富士電機(3)
シヤ－プ

三菱電機 東芝

駆動手順
富士通
松下電器産業

システム的構成

大宇電子(2)
理化工業
日本電気
三菱電機
三星電子
サン　マイクロシステムズ
キヤノン

富士通ゼネラル
日本ビクタ－

セイコ－エプソン(6)
日本電気

試験装置の構成
/手順

アドバンテスト 富士通
日本電気
三菱電機
三菱電機
三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

データ補正処理
シヤ－プ(2)

データ変換

日立製作所
日本電気
松下電器産業
三洋電機
沖電気工業
セイコ－エプソン

松下電器産業

条件対応制御

日本電気 富士通
三菱電機
シヤ－プ

三菱電機(3)

タイミング・位
相

ロ－ム
シヤ－プ

制御信号処理

富士通(2)
富士通ゼネラル
松下電器産業
三洋電機
日本電気

富士通ゼネラル
三菱電機
沖電気工業

データ処理手順

日立製作所(2)
大宇電子
パイオニア

三菱電機(2) 三菱電機 パイオニア

高信頼性化

駆動回
路・シ
ステム
の構成

信号処
理・制
御

共願

共願

共願



 

37 

 以上のデータに基づいて、「平面型ディスプレイ共通」において、課題と解決手段に関

する中分類ベースでの分析を行う。 
 
 表1.4.2-1～表1.4.2-3のクロス集計の表における「最多件数の項目(48件)」は、「動

画偽輪郭の防止」という課題を「サブフレーム構成・配列」という手段で解決するもので

ある。（表1.4.2-1の太字部分） 
 この課題は、TV画像の品質の改善が極めて重要であり、PDPを「TVモニタ」(動画を表示

するモニタ)として実用化するための必須要件であったという数年前の重要な開発課題を

反映している。 

 「画像の表示品質」が、CRTを中心にした現在のTVモニタの画像品質より劣る場合には

当然実用化が困難になる。AC型PDPは１か０かの状態制御により画像表示を行う装置であ

るため、「ADS方式を中心にした階調表示技術」を用いる必要がり、その場合に「動画偽

輪郭」が発生しやすいという欠点（「表示品質」面の欠点）があった。従って、この問題

を解決することが数年前以前の「実用化のための重要なポイント（第２のポイント）」と

なっていたものと思われる。（「第１のポイント」は後出、第1.5節参照） 
 これらの出願は、当初DC型PDPで開発した技術をAC型PDPや他の平面型ディスプレイに適

用可能なように請求項を拡大したものが多いことは注目に値する。 

 上記48件の出願人については、表1.4.2-4の網掛部分に示した。 

 
 「次に出願数が多い項目」は、「電力回収の改善」という課題を「駆動部・高圧部の回

路構成」という手段で解決するもの（24件）、「ドライバ構成」や「駆動手順」という手

段で解決するもの（両方で10件）である。（表1.4.2-2の太字部分） 

 これらはLC共振を用いた所謂「省電力回路」の改善に関するものである。これらの技術

は、当初ELでその開発がスタートしたこともあり、AC型PDP特有の技術というよりも、EL、

LCDなどの平面型ディスプレイ全般をカバーする回路技術となっている。 

 AC型PDPの実用化のための「第３のポイント」は「消費電力の低減」であった。具体的

には「CRTを用いたTVモニタ」と同等以下の「低消費電力化」を実現することである。こ

のためのキーテクノロジの一つとして上記の「省電力回路」があった。 

 上記の合計34件の主要な出願人については、表1.4.2-6の網掛部分に示した。 

 なお、この「省電力回路」の出願は、「AC型PDP」固有の出願としたものもあることは

勿論である。上記の三つの手段の合計（3+23+9）で35件ある。（表1.4.3-2の下側の太字

部分） 

 上記AC型PDP35件の主要な出願人については、後出の表1.4.3-8の網掛部分に示した。 
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1.4.3 「AC 型 PDP」の課題と解決手段 

第２の技術要素（大分類）の「AC 型 PDP」の出願に関して、「課題の中分類(課題Ⅱ)」

と「解決手段の中分類(解決手段Ⅱ)」の観点から出願件数を分析した結果をクロス集計の

表として表 1.4.3-1～表 1.4.3-3 に示す。 

これらの表の中で網かけをして示した部分は、件数の多い箇所を含む特徴的な部分であ

り、その部分の出願人のリストを後出の表 1.4.3-4～表 1.4.3-9 として示した。 

 

表 1.4.3-1 「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願件数（その 1） 

課 題         

解 決 手 段

Ａ
Ｗ
Ｓ
方
式
の
改
善

Ａ
Ｄ
Ｓ
方
式
・
電
圧
変
調
方
式
等
の
改
善

高
階
調
化

動
画
偽
輪
郭
の
防
止

誤
差
拡
散
・
デ
ィ

ザ
・
面
積
階
調
等
の
改
善

不
連
続
階
調
・
階
調
再
現
性

カ
ラ
ー

の
モ
ノ
ク
ロ
階
調
化

リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

駆
動
で
階
調
表
示

高
輝
度
化

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
改
善

γ
補
正
・
逆
γ
補
正
の
改
善

高
低
輝
度
部
の
階
調

輝
度
変
動
・
輝
度
ム
ラ
・
色
ム
ラ
・
色
ズ
レ

焼
き
付
き

ち
ら
つ
き
・
フ
リ
ッ

カ
・
ジ
ッ

タ

画
面
輝
度
調
節

表
示
色
調
節
・
色
再
現
性

表
示
異
常
・
画
像
劣
化

各
種
表
示
機
能
の
改
善

リセ ット・アドレス及び維 持の手順 4 3 1 3 1 2 10 2 1

リセ ットの手順 4 1 12 1

アド レス /走査の手順 7 1 4 2 1 2

維持 の手順 1 1 1 2

維持 消去の手順 1 1

期間 構成 1 1 1

サブ フレーム構成・配列 5 1 4 57 1 4 5 5 13 1 3

条件 対応制御 4 8 1 1 9 2 3 1 18

イン タレースの手順 2 1

分割 駆動の手順 7 1 5 1 3 2 3

起動 /終 了の手順 5

リセ ット・アドレス及び維 持の波形・電圧 2 1 1 4 1

リセ ット波形・電圧 1 12 1

アド レス /走査の波形・電圧 3 3 1 1

維持 波形・電圧 2 1 1 5 2 1 1 2 1 1

タイ ミング・位相 1 2

極性 操作 1

条件 対応制御 2 2

リフ レッシュ波形・電圧・ 手順 1 3

ドラ イバ構成 5 1 3

駆動 部・高圧部の回路構成 1 2 2

ロジ ック部・制御部の回路 構成 1 2 1 1 1 1 1 2

駆動 手順 1 2

シス テム的構成 2 2 1 1

試験 装置の構成 /手順 1 1

デー タ補正処理 4 3 7 11 1 1 3 1 1 6 2

デー タ変換 2 2 9 4 1 2 1 3 4 2 1

条件 対応制御 5 4 18 13 7 1 4 6 2 9 4 16 5 9

タイ ミング・位相 1

レベ ル変換 1 3 1

制御 信号処理 1 1 1 1 2

デー タ処理手順 5 17 5 3 1 2 1 1 3 1 4 4 3 1

条件 指定 1

特殊 構造セルの駆動 4 1 1 8 7 1

特殊 構造パネルの駆動 3 4 1 1 1

特殊 構造装置の駆動 1

1990年 1月以後出願、 2002年 8月既公開の出願

表 示品 質 の 改善

特殊構 造セ
ル /パネル /

装置

階 調 表 示技 術 の 改善

シ ー ケ ン ス
(手 順 )

駆 動 回 路 ・
シ ス テ ム の

構 成

信 号 処 理 ・
制 御

駆 動 波 形 ・
電 圧
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表 1.4.3-2 「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願件数（その 2） 

 

課題        

解決手段

動
作
マ
ー

ジ
ン
拡
大
・
動
作
安
定
化
・
誤
表
示
防
止

駆
動
高
速
化
・
時
間
利
用
率
向
上

回
路
ノ
イ
ズ

電
磁
放
射
・
赤
外
放
射

電
圧
変
動
対
策

イ
ン
タ
レ
ー

ス
方
式
の
改
善

高
精
細
化
・
大
容
量
化

信
号
処
理
及
び
駆
動
の
高
速
化

表
示
特
性
の
バ
ラ
ツ
キ

各
種
映
像
信
号
・
イ
ン
タ
レ
ー

ス
信
号
へ
の
対
応

画
素
数
変
換
・
画
像
フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
変
換

各
種
ウ
ィ

ン
ド
ウ
表
示

電
力
回
収
の
改
善

低
電
圧
駆
動

回
路
電
力
ロ
ス
低
減

発
光
効
率
向
上

電
力
調
節

リセット・アドレス及び維持の手順 7 4 2 1 1 1 1

リセットの手順 10 2 1

アドレス/走査の手順 13 8 2 2 2 3 1

維持の手順 6 2 3

維持消去の手順 1

期間構成 10 1 1

サブフレーム構成・配列 2 1 2 1 1 1

条件対応制御 9 1 1 1 3 16 4

インタレースの手順 1 13 2

分割駆動の手順 10 7 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1

起動/終了の手順 2 1

リセット・アドレス及び維持の波形・電圧 11 1 1 1 5

リセット波形・電圧 31 2 1 1 1

アドレス/走査の波形・電圧 39 5 2 1 1 2

維持波形・電圧 21 2 1 2 21

維持消去波形・電圧 7 1 2 1

タイミング・位相 4 2 1 1 1 1

極性操作 2 5

条件対応制御 1 1

リフレッシュ波形・電圧・手順 7

ドライバ構成 5 1 1 2 2 1 3 1

駆動部・高圧部の回路構成 4 1 6 5 3 1 23 2 1

ロジック部・制御部の回路構成 3 1 1 4 1

駆動手順 3 1 4 1 1 9 3

システム的構成 2 5

試験装置の構成/手順 1

データ補正処理 1 1 1 1 1

データ変換 2 4 1 1

条件対応制御 1 1 4 1 3 2

タイミング・位相 1 1 1 1

レベル変換 1

制御信号処理 1 2 2 2 4 7

データ処理手順 1 1 1 4 2 1

特殊構造セルの駆動 15 3 1 4 2 1 9

特殊構造パネルの駆動 2 1 1

1990年1月以後出願、2002年8月既公開の出願

特殊構造セ
ル/パネル/

装置

シーケンス
(手順)

駆動回路・
システムの

構成

信号処理・
制御

駆動波形・
電圧

低消費電力化・
発光効率向上

動作特性・装置
特性の改善

各種映像
信号・画
像フォー
マットへ
の対応

高解像度化・
大容量化
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表 1.4.3-3 「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願件数（その 3） 

 

 
 

課題        

解決手段

回
路
規
模
・
装
置
規
模
の
低
減

Ｉ
Ｃ
回
路
の
改
善

装
置
製
造
歩
留
り

耐
圧
低
減
・
電
流
容
量
低
減

汎
用
Ｉ
Ｃ
・
低
価
格
素
子
の
適
用

長
寿
命
化

調
整
・
保
守

故
障
対
策

発
熱
対
策
・
ド
ラ
イ
バ
突
入
電
流
対
策

環
境
条
件
対
応
/
腐
食
・
変
質
対
策

マ
ル
チ
パ
ネ
ル
・
マ
ル
チ
画
面
・
マ
ル
チ
ウ
ィ
ン
ド
ウ

座
標
入
力
機
能
の
併
用

３
次
元
Ｄ
Ｓ
Ｐ
へ
の
応
用

特
殊
応
用
・
信
号
出
力

試
験
方
法
の
改
善

事
故
対
策
・
操
作
ミ
ス
対
策

リセット・アドレス及び維持の手順 1

リセットの手順 1 1

アドレス/走査の手順 2 1

期間構成 1 2

サブフレーム構成・配列 1

条件対応制御 2 5 10 2

インタレースの手順 1

分割駆動の手順 5 3 1

起動/終了の手順 1 4

リセット・アドレス及び維持の波形・電圧 3 2

リセット波形・電圧 1

アドレス/走査の波形・電圧 1 3

維持波形・電圧 2 2 3 1

維持消去波形・電圧 1

タイミング・位相 1 3 1 1

極性操作 1 1

条件対応制御 3

ドライバ構成 13 9 4 1 1 3 2

駆動部・高圧部の回路構成 7 3 3 1 8 2 2

ロジック部・制御部の回路構成 4 3

駆動手順 1 2 1 1

システム的構成 1 1 1 5 1 3 1 1

試験装置の構成/手順 2 1 3

データ補正処理 1 1

データ変換 2 1 1

条件対応制御 1 2 3 6 1

制御信号処理 6 1 4 1 1

データ処理手順 7 1 4 1

特殊構造セルの駆動 1 1 1

特殊構造パネルの駆動 1 1 2 1 1 1

1990年1月以後出願、2002年8月既公開の出願

特殊構造セ
ル/パネル/

装置

シーケンス
(手順)

駆動回路・
システムの

構成

信号処理・
制御

駆動波形・
電圧

周辺
技術
の改
善

低コスト化・小
型化

高信頼性化
応用技術の改

善
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表 1.4.3-4 「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願人（その 1） 

 

 
 

課題

解決手段

ＡＷＳ方式の改善 高階調化 動画偽輪郭の防止 不連続階調・階調再現性

リセッ
ト・アド
レス及び
維持の手
順

三星エスデイアイ(2)
日本電気
パイオニア

富士通 パイオニア(3) 日立製作所

リセット
の手順

日本電気(2)
三星エスデイアイ
パイオニア

アドレス/
走査の手
順

パイオニア(2)
ﾄﾑｿﾝ　ﾁｭ-ﾌﾞ　ｴﾚｸﾄﾛﾆ-ｸ(2)
富士通
日本電気
三星エスデイアイ

パイオニア 富士通ゼネラル(2)
富士通
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｲｱ

シーケ
ンス(手
順)

サブフレー
ム構成・配
列

日本電気(2)
パイオニア(2)
エルジ－電子

富士通(2)
富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
日本電気

富士通ゼネラル(13)
富士通(10)
松下電器産業(9)
日本電気(8)
日立製作所(4)
三星エスデイアイ(3)
パイオニア(3)
三菱電機(2)
沖電気工業
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾁﾞｲｱ
ﾄﾞｲｯﾁｪ ﾄﾑｿﾝ ﾌﾞﾗﾝﾄ
ケンウツド
エルジ－電子

富士通ゼネラル
日本電気
松下電器産業
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾁﾞｲｱ

条件対応制
御

富士通ゼネラル(4) 日本ビクタ－(3)
富士通ゼネラル(2)
富士通(2)
御子柴　茂生
富士通

インタレー
スの手順

松下電器産業
三菱電機

分割駆動の
手順

三星エスデイアイ(3)
パイオニア(2)
トムソン　マルチメデイア
エルジ－電子

華隆微電子 日立製作所(3)
三菱電機
エルジ－電子

階調表示技術の改善

共願
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表 1.4.3-5 「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願人（その 2） 

 

 
 
 
 

課題

解決手段

ＡＤＳ方式・電圧変
調方式等の改善

動画偽輪郭の防止
誤差拡散・ディ
ザ・面積階調等の

改善

不連続階調・階調
再現性

駆動回
路・ｼｽﾃﾑ
の構成

ロジック
部・制御部
の回路構成

富士通ゼネラル 富士通ゼネラル
松下電器産業

富士通ゼネラル 富士通ゼネラル

データ補正
処理

富士通ゼネラル(4) 富士通ゼネラル(4)
日本電気
松下電器産業
エルジ－電子

富士通ゼネラル(8)
エルジ－電子(2)
日本ビクタ－

松下電器産業

データ変換

富士通ゼネラル(2) 松下電器産業(5)
富士通日立プラズマデイスプレイ
御子柴　茂生
富士通
トムソン　マルチメデイア
コニン．フイリツプス　エレクトロニク
ス

富士通ゼネラル(3)
三洋電機

条件対応制
御

富士通ゼネラル(5) 松下電器産業(8)
富士通ゼネラル(6)
日本電気(2)
パイオニア
トムソン　ライセンシング

富士通ゼネラル
(12)
富士通

松下電器産業(4)
富士通ゼネラル(2)
パイオニア

タイミン
グ・位相

富士通ゼネラル

レベル変換
富士通ゼネラル(2)
三洋電機

制御信号処
理

コニン．フイリツプス　エレクトロニク
ス

日本ビクタ－ 松下電器産業

データ処理
手順

富士通ゼネラル(5) 松下電器産業(13)
富士通ゼネラル(2)
三洋電機
ドイツチエ　トムソン　ブラント

富士通ゼネラル(3)
富士通
松下電器産業

松下電器産業(2)
富士通ゼネラル

階調表示技術の改善

信号処
理・制御

共願
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表 1.4.3-6 「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願人（その 3） 

 

 
 
 
 

課題
高解像度化・大容

量化
低消費電力化・発光

効率向上

　解決手段

動作マージン拡大・動作安定
化・誤表示防止

駆動高速化・時間利用率向上
インタレース方式

の改善
回路電力ロス低減

リセット・
アドレス及
び維持の手
順

富士通(2)
日本電気(2)
パイオニア(2)
松下電器産業

富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
富士通
松下電器産業
エルジ－電子

富士通
パイオニア

パイオニア

リセットの
手順

日立製作所(4)
富士通(2)
日本電気(2)
日立製作所
日立ﾃﾞﾊﾞｲｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
三菱電機

富士通
三菱電機

アドレス/走
査の手順

富士通(6)
日本電気(2)
日立製作所
日立製作所
日立ﾃﾞﾊﾞｲｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
沖電気工業
パイオニア
トムソン　プラスマ

日本電気(3)
松下電器産業(2)
日立製作所
三菱電機
パイオニア

日本電気
三星エスデイアイ

富士通(2)
沖電気工業

維持の手順

日本電気(2)
富士通
日立製作所
日立ﾃﾞﾊﾞｲｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
三菱電機
パイオニア

富士通
ﾄﾑｿﾝ ﾁｭｰﾌﾞ ｴﾚｸﾄﾛﾆ-ｸ

期間構成
富士通(7)
松下電器産業(3)

富士通

条件対応制
御

松下電器産業(7)
富士通
三菱電機

日本電気 富士通(9)
松下電器産業(4)
富士通ゼネラル(2)
三洋電機

インタレー
スの手順

富士通 日本電気(8)
富士通(2)
松下電器産業(2)
ケンウツド

分割駆動の
手順

日本電気(4)
日立製作所(3)
パイオニア(2)
三菱電機

日本電気(2)
エルジ－電子(2)
三菱電機
パイオニア
エル　ジ－　セミコン

富士通
三星エスデイアイ

パイオニア

起動/終了の
手順

日本電気
松下電器産業

三洋電機

動作特性・装置特性の改善

シーケ
ンス
(手順)

共願

共願

共願
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表 1.4.3-7 「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願人（その 4） 

表 1.4.3-8 「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願人（その 5） 

課題
高解像度化・
大容量化

低消費電力化・発光効率向上

解決手段

動作マージン拡大・動作安定
化・誤表示防止

駆動高速化・時
間利用率向上

高精細化・大
容量化

発光効率向上

リセット・
アドレス及
び維持の波
形・電圧

富士通(3)
松下電器産業(2)
三菱電機(2)
パイオニア(2)
日本電気
ﾉﾘﾀｹｶﾝﾊﾟﾆｰﾘﾐﾃﾄﾞ

富士通 富士通 松下電器産業(4)
富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

リセット波
形・電圧

日本電気(9)
富士通(8)
松下電器産業(4)
パイオニア(4)
日立製作所(3)
三菱電機(3)

松下電器産業 松下電器産業

アドレス/
走査の波
形・電圧

松下電器産業(14)
日本電気(8)
富士通(5)
日立製作所(5)
パイオニア(4)
富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
日立製作所
日立ﾃﾞﾊﾞｲｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
三菱電機

日本電気(2)
三菱電機(2)
エルジ－電子

日本電気(2) 松下電器産業
三菱電機

維持波形・
電圧

パイオニア(5)
富士通(4)
松下電器産業(4)
日立製作所(2)
日本電気(2)
三菱電機(2)
沖電気工業
ｻﾑｽﾝ　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ　ﾃﾞﾊﾞｲｼｽ

三菱電機 松下電器産業(9)
日本電気(7)
パイオニア(2)
富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
日立製作所
富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
日立製作所

駆動波
形・電圧

動作特性・装置特性の改善

共願

共願

課題

解決手段

電力回収の改善 回路電力ロス低減 発光効率向上

ドライバ
構成

日立製作所
ﾕﾆﾊﾞ-ｼﾃｲ ｵﾌﾞ ｲﾘﾉｲｽﾞ ﾌｱｳﾝﾃﾞ-ｼｮﾝ
プラズマコ

日本電気

駆動回
路・シ
ステム
の構成

駆動部・
高圧部の
回路構成

三菱電機(6)
日本電気(5)
松下電器産業(5)
富士通
日本ビクタ－
大宇電子
三星電子
三星エスデイアイ
パイオニア
テ－ウ　エレクトロニクス
エルジ－電子

富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｲｽﾌﾟﾚｲ
松下電器産業

富士通

駆動手順

富士通(3)
松下電器産業(3)
ﾕﾆﾊﾞ-ｼﾃｲ ｵﾌﾞ ｲﾘﾉｲｽﾞ ﾌｧｳﾝﾃﾞ-ｼｮﾝ(3)

富士通(2)
フオトニクス　システムズ

低消費電力化・発光効率向上

共願
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表 1.4.3-9 「AC 型 PDP」に関する課題と解決手段の出願人（その 6） 

 

 

課題  

解決手段

回路規模・装置規模の低減 IC回路の改善 調整・保守 故障対策

ドライバ構
成

富士通(6)
パイオニア(2)
富士通ゼネラル
日立製作所
富士通
三星エスデイアイ
ﾕﾆﾊ゙ ｼーﾃｨ ｵﾌ゙  ｲﾘﾉｲｽ゙  ﾌｧｳﾝﾃ゙ ｼーｮﾝ
ｴｽ ﾃー  ﾐｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

富士通(2)
日本電気(2)
富士電機
日立製作所
日本ﾃｷｻｽ ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ
松下電器産業
沖電気工業

松下電器産業 日立製作所(2)
日立製作所
日立画像情報ｼｽﾃﾑ

駆動部・高
圧部の回路
構成

三菱電機(3)
日本電気(2)
パイオニア
エル　ジ－　セミコン

富士通
松下電器産業
パイオニア

富士通ゼネラル(3)
日立製作所(2)
松下電器産業
三星エスデイアイ
パイオニア

ロジック
部・制御部
の回路構成

テ－ウ　エレクトロニクス(2)
富士通ゼネラル
エルジ－電子

富士通ゼネラル
富士通
日本電気

駆動手順 富士通 富士通ゼネラル

システム的
構成

三菱電機 日立製作所 富士通ゼネラル(2)
日本電気
日本ビクタ－
三菱電機

富士通ゼネラル

試験装置の
構成/手順

三菱電機
パイオニア

松下電器産業

駆動回
路・シス
テムの構
成

低コスト化・小型化 高信頼性化

共願

共願
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以上のデータに基づいて、「AC 型 PDP」において、課題と解決手段に関する中分類ベース

での分析を行う。 

 

表1.4.3-1～表1.4.3-3のクロス集計の表における「最多件数の項目(57件)」は、「動

画偽輪郭の防止」という課題を「サブフレーム構成・配列」という手段で解決するもので

ある。（表1.4.3-1の上側の太字部分） 

この課題は、既に「平面型ディスプレイ共通」の項目において「実用化のための重要な

ポイント（第２のポイント）」として説明したように、PDPを「TVモニタ」(動画を表示す

るモニタ)として実用化するための必須要件であったという数年前の重要な開発課題を反

映している。 

上記57件の出願人の出願人については、表1.4.3-4の網掛部分に示した。 

更に、この「動画偽輪郭の防止」という課題は、表1.4.3-1から明らかなように、「信

号処理・制御」の大項目中の六つの中項目「データ補正処理」～「データ処理手順」の手

段に基づいて解決しているものが合計（7+9+18+3+1+17）で55件ある。（表1.3-1の下側

の太字部分） 

これらの出願としては、映像信号の内容などに対応するように所定のPDP用画像信号に

変換するものがあり（「条件対応制御」の18件）、また、映像信号をPDP用画像信号に変

換する際にその変換処理手順を工夫するもの（「信号処理手順」の17件）などがある。 

上記55件の出願人については、表1.4.3-5の網掛部分に示した。 

 

「２番目に件数の多い項目(39件)」は、「動作マージン拡大・動作安定化・誤表示防止」

という課題を「アドレス/走査の波形・電圧」という手段で解決するものである。（表

1.4.3-2の上側の太字部分） 

なお、AC型PDP実用化の「第４のポイント」として「動作の安定化（動作マージンの拡

大など）」があった。この改善により、装置全体の信頼性を向上させると共に、パネル歩

留り向上によるコストダウンにも繋がることになる。 

上記39件の出願人については、表1.4.3-7の網掛部分に示した。 

上記の「動作マージン拡大・動作安定化・誤表示防止」という課題は、前記「アドレス

/走査の波形・電圧」の手段の他に、同じ大項目の中でその前後にある「リセット・アド

レス及び維持の波形・電圧」、「リセット波形・電圧」及び「維持波形・電圧」の３項目

の手段で解決するものも多い（合計63件）。（表1.4.3-2） 

上記63件の出願人については、表1.4.3-7の中に示した。 
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1.4.4 「DC 型 PDP 及び特殊構造 PDP」の課題と解決手段 

第３の技術要素（大分類）の「DC 型 PDP 及び特殊構造 PDP」の出願に関して、「課題の

中分類(課題Ⅱ)」と「解決手段の中分類(解決手段Ⅱ)」の観点から出願件数を分析した結

果をクロス集計の表として表 1.4.4-1～表 1.4.4-2 に示す。 

 

これらの表の中で網かけをして示した部分は、件数の多い箇所を含む特徴的な部分であ

り、その部分の出願人のリストを後出の表 1.4.4-3～表 1.4.4-4 として示した。 

 

表 1.4.4-1 「DC 型 PDP 及び特殊構造 PDP」に関する課題と解決手段の出願件数（その 1） 

 

課題        

解決手段

高
階
調
化

動
画
偽
輪
郭
の
防
止

不
連
続
階
調
・
階
調
再
現
性

高
輝
度
化

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
改
善

γ
補
正
・
逆
γ
補
正
の
改
善

輝
度
変
動
・
輝
度
ム
ラ
・
色
ム
ラ
・
色
ズ
レ

焼
き
付
き

ち
ら
つ
き
・
フ
リ
ッ

カ
・
ジ
ッ

タ

表
示
色
調
節
・
色
再
現
性

表
示
異
常
・
画
像
劣
化

動
作
マ
ー

ジ
ン
拡
大
・
動
作
安
定
化
・
誤
表
示
防
止

駆
動
高
速
化
・
時
間
利
用
率
向
上

高
精
細
化
・
大
容
量
化

表
示
特
性
の
バ
ラ
ツ
キ

リセット・アドレス及び維持の手順 3 1 5 1

アドレス/走査の手順 2 2 1 7 3 1

維持消去の手順 1

サブフレーム構成・配列 3 1 1 1

インタレースの手順 1

分割駆動の手順 1 4 1 1

リセット・アドレス及び維持の波形・電圧 1 1 2 2 1

リセット波形・電圧 1

アドレス/走査の波形・電圧 1 1 2 1 5 1

維持波形・電圧 1 2 1 1 2 1

維持消去波形・電圧 1

タイミング・位相 1 1

ドライバ構成 1

駆動部・高圧部の回路構成 4 1

データ変換 1 1

制御信号処理 1

特殊構造セルの駆動 5 5 1 8 1

特殊構造パネルの駆動 4 2 1

1990年1月以後出願、2002年8月既公開の出願

表示品質の改善

動作
特

性・
装置
特性
の改
善

高解
像度
化・
大容
量化

特殊構造セ
ル/パネル/

装置

階調表示
技術の改

善

シーケンス
(手順)

駆動回路・
システムの

構成

信号処
理・制御

駆動波形・
電圧
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表 1.4.4-2 「DC 型 PDP 及び特殊構造 PDP」に関する課題と解決手段の出願件数（その 2） 

 

 
 
 
 
 

課題        

解決手段

電
力
回
収
の
改
善

低
電
圧
駆
動

回
路
電
力
ロ
ス
低
減

発
光
効
率
向
上

回
路
規
模
・
装
置
規
模
の
低
減

IC
回
路
の
改
善

耐
圧
低
減
・
電
流
容
量
低
減

汎
用
IC
・
低
価
格
素
子
の
適
用

長
寿
命
化

調
整
・
保
守

故
障
対
策

マ
ル
チ
パ
ネ
ル
・
マ
ル
チ
画
面
・
マ
ル
チ
ウ
ィ
ン
ド
ウ

座
標
入
力
機
能
の
併
用

特
殊
応
用
・
信
号
出
力

リセット・アドレス及び維持の手順 1 2 1 1

アドレス/走査の手順 1 2 1 3

サブフレーム構成・配列 1 1

条件対応制御 1

分割駆動の手順 1 1

リセット・アドレス及び維持の波形・電圧 1 2

リセット波形・電圧 1

アドレス/走査の波形・電圧 2 1 1

維持波形・電圧 1 1 3

維持消去波形・電圧 1

ドライバ構成 1 4 3 1

駆動部・高圧部の回路構成 2 1 1 2

駆動手順 1 1

データ補正処理 1

データ変換 1

特殊構造セルの駆動 5 3 2 1

特殊構造パネルの駆動 1 1 1 1

1990年1月以後出願、2002年8月既公開の出願

低消費電力
化・発光効率

向上

低コスト化・
小型化

高信頼性
化

応用技術
の改善

特殊構造セ
ル/パネル/

装置

シーケンス
(手順)

駆動回路・
システムの

構成

信号処理・
制御

駆動波形・
電圧
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表 1.4.4-3 「DC 型 PDP 及び特殊構造 PDP」に関する課題と解決手段の出願人（その 1） 

 
 
 

表 1.4.4-4 「DC 型 PDP 及び特殊構造 PDP」に関する課題と解決手段の出願人（その 2） 

 

 
 
 

課題

解決手段
高輝度化 コントラストの改善

動作マージン拡
大・動作安定化
・誤表示防止

駆動高速化
・時間利用率向上

シーケン
ス(手順)

リセット・ア
ドレス及び維
持の手順

三菱電機(3) 三菱電機 三星電管(2)
三菱電機
沖電気工業
セントラル硝子

日本ビクタ－

アドレス/走査
の手順

三菱電機
沖電気工業

沖電気工業(2) 三菱電機(5)
沖電気工業(2)

日本放送協会
松下電器産業
三菱電機
沖電気工業

特殊構造セル
の駆動

日立製作所(2)
日立ﾃ゙ ﾊ゙ ｲｽｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙
三菱電機
沖電気工業
セントラル硝子

日立製作所(3)
三菱電機
沖電気工業
日本放送協会

三星電管(3)
セントラル硝子(3)
日立製作所
三菱電機

沖電気工業

特殊構造パネ
ルの駆動

松下電子工業(2)
岡谷電機産業
テイ－テイ－テイ－
ﾉﾘﾀｹｶﾝﾊ゚ ﾆー ﾘﾐﾃﾄ゙

日本電気
日本ビクタ－

テイ－テイ－テイ－

動作特性・装置特性の改善

特殊構造
セル/パ
ネル/装

置

表示品質の改善

共願

共願

共願

共願

課題
低消費電力化・発光効率向

上

解決手段
発光効率向上

回路規模・装置規
模の低減

IC回路の改善

ドライバ構成

沖電気工業(2)
松下電器産業
三星電管

日立製作所
日本テキサス　インスツルメンツ
沖電気工業

駆動部・高圧部
の回路構成

日本ビクタ－
三菱電機

特殊構造セルの
駆動

エルジ－電子(3)
日本放送協会
松下電器産業

三菱電機
三星電管
沖電気工業

特殊構造パネル
の駆動

テイ－テイ－テイ－ 沖電気工業

駆動回
路・シス
テムの構
成

低コスト化・小型化

特殊構造
セル/パネ
ル/装置
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以上のデータに基づいて、「DC型PDP及び特殊構造PDP」において、課題と解決手段に関

する中分類ベースでの分析を行う。 

 

表1.4.4-1～表1.4.4-2のクロス集計の表を参照すると、全体に渡って出願が少ないが、

その中で、出願の比較的多い項目を見ると「動作ﾏｰｼﾞﾝ拡大・動作安定化・誤表示防止」

の課題を「ｱﾄﾞﾚｽ/走査の手順」・「 ﾘｾｯﾄ・ｱﾄﾞﾚｽ及び維持の手順」の手段により解決す

るもの（合計で12件）、および「特殊構造ｾﾙ/ﾊﾟﾈﾙの駆動」という手段により解決するも

の（合計で10件）がある。（表1.4.4-1） 

 

「動作ﾏｰｼﾞﾝ拡大・動作安定化・誤表示防止」は、「実用化前の必須の開発課題」であり、

通常は「ｱﾄﾞﾚｽ/走査の手順」・「 ﾘｾｯﾄ・ｱﾄﾞﾚｽ及び維持の手順」あるいはそれらの手順

の他に「波形・電圧」などにより解決していくことが多い。 

 

一方、駆動する「パネルの構造」を大幅に変更（改良）して、飛躍的な改善を試みるこ

とも多い。この点を反映する解決手段が「特殊構造ｾﾙ/ﾊﾟﾈﾙの駆動」であると言える。 

 

上記の課題・解決手段に関する出願をしている主要な出願人については、表1.4.4-3～表

1.4.4-4の中に示した。 

 

 

なお、以上のようにこの第1.4節で行ってきた「課題」と「解決手段」に関する分析は、

更に、次の第1.5節においてもその分析を続ける。 

そして、第1.3節（前の節）～第1.5節（次の節）の分析結果を総合して、第1.6節にお

いて、全体の分析結果のまとめを行うものとする。 
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 調査対象とする全ての出願特許2,277件の引用関係の分析を行った。 

  被引用回数の多い特許の上位20件を表1.5に示し、その20件の各々について引用特許との

関係を図1.5-1～図1.5-8に示した。 

 表1.5における「被引用回数」とは、その被引用特許を引用した特許の件数を示すもので

ある。 

更に表1.5の「引用特許の内訳」として「自社特許」及び「他社特許」の件数を区別し

て記載すると共に、図1.5-1～図1.5-8の引用関係を示す図においても、「自社特許」と「他

社特許」とを区別して記載した。 

 

表 1.5 被引用回数ランキング表 

1.5 サイテーション分析 
 

自社特許数 他社特許数

1 特許2801893 富士通 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置 27 11 16

2 特許3259253 富士通 ﾌﾗｯﾄ型表示装置の階調駆動方法及び階調駆動装置 25 10 15

3 特開平07-140922 富士通ゼネラル ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の駆動方法 23 0 23

4 特許2932686 日本電気 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法 23 0 23

5 特許2772753 富士通 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ並びにその駆動方法及び駆動回路 21 2 19

6 特開平07-287548 パイオニア
交流放電型ﾏﾄﾘｯｸｽ方式のﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ及びその駆
動方法

21 0 21

7 特開平07-271325 富士通
ﾌﾚ-ﾑ内時分割型表示装置及びﾌﾚ-ﾑ内時分割型表示装置に
おける中間調表示方法

19 3 16

8 特許2692692 富士通 表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方法および装置 11 0 11

9 特許2746792 富士通
交流駆動型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用ﾄﾞﾗｲﾊﾞ及びその制御方
法

9 0 9

10 特許3265904 富士通 ﾌﾗｯﾄ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ･ﾊﾟﾈﾙの駆動方法 8 0 8

11 特開平10-003281 三菱電機 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 7 6 1

12 特開平08-314405 富士通 AC型PDPの駆動方法 6 0 6

13 特開平10-177363 パイオニア ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法 6 0 6

14 特許2903984 富士通ゼネラル ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の駆動方法 6 0 6

15 特許3238365 三菱電機 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置 5 0 5

16 特許2720607 日立製作所 表示装置､階調表示方法及び駆動回路 5 3 2

17 特許2953342 日本電気 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法 5 5 0

18 特許2655076 日本電気 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法 5 4 1

19 特開平08-211848 富士通 中間調表示方法及び中間調表示装置 5 0 5

20 特開平08-286636 パイオニア ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙにおける輝度調整装置 5 0 5

（注）各特許の概要は、第1.5.1項（第60頁）を参照のこと。

引用特許の内訳
発明の名称No. 被引用特許の公報番号 出願人名 被引用回数
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図 1.5-1 「被引用特許」と「引用特許」の関係を示す図(その 1) 

 

 

被引用特許 引用特許 発明の名称

特開平10-207422 自社 表示方法及び表示装置

特開平10-214059 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開平11-338416 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開平11-338414 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ駆動方法および駆動装置

特開平11-338420 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2000-148085 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの表示制御方法及び装置

特許3162040 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2001-222253 自社 PDPの表示制御方法

特開2001-305015 自社 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの動画表示評価方法および動画ﾊﾟﾀ-ﾝ発生装置

特開2002-123213 自社 画像表示のためのﾃﾞ-ﾀ変換方法

特開2002-132208 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法および駆動回路

特開2001-282180 関連会社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2002-006801 関連会社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙおよびその駆動方法

特開2002-072961 関連会社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及びﾌﾟﾗｽ゙ ﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2002-110047 関連会社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2002-149111 関連会社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙおよびその駆動方法

特開2002-229508 関連会社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開2002-082648 関連会社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙおよびその駆動方法

特開2001-125533 他社Ａ1 ﾊﾟﾈﾙ駆動回路及びそれを用いたﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2002-196719 他社Ａ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2001-222956 他社Ａ2 AC型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ､その駆動装置及びその駆動方法

特開2001-345052 他社Ａ2 AC型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ ﾈ゚ﾙおよびその駆動方法

特開2002-189444 他社Ａ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ及びその駆動方法

特開2000-112430 他社Ａ3 表示装置およびその駆動方法

特開2002-215090 他社Ａ3 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開2000-357463 他社Ａ4
交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ,ﾌﾟﾗｽ゙ ﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及び交流型ﾌﾟ
ﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開2002-182611 他社Ａ5 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚ-ﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特許2801893
　富士通

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ
駆動方法及び

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置
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図 1.5-2 「被引用特許」と「引用特許」の関係を示す図(その 2) 

 
 

 
 
 
 

被引用特許 引用特許 発明の名称

特開平6-004039 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動回路及びその駆動方法

特開平6-175608 自社 表示装置

特許2891280 自社 平面表示装置の駆動装置及び駆動方法

特許3265904 自社 ﾌﾗﾂﾄ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ･ﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平9-244574 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ･ﾊﾟﾈﾙの駆動装置

特開平10-302639 自社 壁電荷の測定方法および装置

特開平11-065515 自社 AC型PDPの駆動方法

特開2000-056731 自社 AC型PDPの駆動方法

特開2000-112431 自社 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ駆動方法及びその装置

特開2000-181405 自社 表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方法及び表示装置

特開平10-171402 他社Ｂ1 映像信号の階調表示方法及びこれを用いた表示装置

特開平10-171400 他社Ｂ1 映像信号の階調表示方法及びこれを用いた表示装置

特開平10-187095 他社Ｂ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及び表示装置

特開平11-065517 他社Ｂ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-143423 他社Ｂ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特許2639311 他社Ｂ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特許2674485 他社Ｂ2 放電表示装置の駆動方法

特許2655076 他社Ｂ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特許2581465 他社Ｂ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙとその駆動方法

特開平10-340065 他社Ｂ3 画像処理LSI,及びその調整方法

特開平11-109915 他社Ｂ3 AC型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2000-098960 他社Ｂ3 動画像表示装置

特開2000-132140 他社Ｂ4 表示装置

特開2000-122603 他社Ｂ5 ｶﾞｽ放電ﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2000-293138 他社Ｂ5 AC型PDPの駆動方法

特許3259253
富士通

フラット型表示装置
の階調駆動方法及び

階調駆動装置
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図 1.5-3 「被引用特許」と「引用特許」の関係を示す図(その 3) 

 
 

 
 
 
 
 

被引用特許 引用特許 発明の名称

特開平10-003281 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

特開平10-149132 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開平10-149133 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ

特開平10-307561 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開平11-015433 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ及びその駆動方法

特開平11-045070 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙおよびその駆動方法

特開平11-065522 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開平11-065523 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開平11-065524 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及び駆動装置

特開平11-109914 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開平11-143422 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開平11-282403 他社C 画像表示方法および画像表示装置

特開平11-282415 他社C
交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及び駆動回路並
びに交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ装置

特開平11-338418 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2000-122601 他社C
交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及び交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨ
ｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置

特開2000-172227 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ装置

特開2000-298451 他社C
交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法,ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及
び交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ

特開2000-330508 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開2001-135242 他社C
交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用基板､交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ
及び交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2001-242824 他社C
ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法､ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及びﾌﾟﾗ
ｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置

特開2002-149107 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2001-318649 他社C
ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法､ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及びﾌﾟﾗ
ｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置

特開2002-196720 他社C ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開平7-140922
富士通ゼネラル

ディスプレイ装置の
駆動方法
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図 1.5-4 「被引用特許」と「引用特許」の関係を示す図(その 4) 

 
 

 
 
 
 
 

 

被引用特許 引用特許 発明の名称

特開平8-248917 他社Ｄ1 気体放電型表示装置の駆動方法

特許3075335 他社Ｄ1 中間調表示方法

特開平8-160915 他社Ｄ2 画像表示装置

特開平8-212930 他社Ｄ2 気体放電型表示装置の駆動方法

特開平8-314406 他社Ｄ2 気体放電型表示装置の駆動装置

特開平8-190870 他社Ｄ2 気体放電型表示装置及びその駆動方法

特開平10-153981 他社Ｄ2 画像表示装置

特許3035886 他社Ｄ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平10-319903 他社Ｄ2 多階調画像表示装置

特開平11-007266 他社Ｄ2 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの映像表示方式およびその装置

特開平11-305725 他社Ｄ2 ｶﾞｽ放電ﾊﾟﾈﾙ

特開2000-020024 他社Ｄ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの駆動方法

特許2994634 他社Ｄ2 表示装置

特開2000-330515 他社Ｄ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の電力回収回路

特開2000-163005 他社Ｄ2 多階調画像表示方法

特開2002-032055 他社Ｄ2 AC型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動装置および駆動方法

特開2002-040985 他社Ｄ2 縮小表示方法

特開2002-064791 他社Ｄ2 走査線変換回路

特開平6-282242 他社Ｄ3 ｶﾞｽ放電ﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2000-003153 他社Ｄ3 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの中間調表示方法

特開2000-227778 他社Ｄ3 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2001-337646 他社Ｄ3 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2001-350447 他社Ｄ3 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特許2932686
日本電気

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ
の駆動方法
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図 1.5-5 「被引用特許」と「引用特許」の関係を示す図(その 5) 

 
 

 
 

被引用特許 引用特許 発明の名称

特開平10-171401 自社 階調表示方法

特開平11-038930 自社 平面表示装置の駆動回路

特許3271598 他社Ｅ1 AC型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの駆動方法及びAC型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

特開平10-301528 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの駆動方法

特開平10-307561 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-024626 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの駆動方法および表示装置

特開平11-065522 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-065523 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-109914 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-085099 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開平11-282415 他社Ｅ2
交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及び駆動回路並び
に交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ装置

特開平11-352916 他社Ｅ2 表示装置

特開平11-352917 他社Ｅ2 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及び表示駆動方法

特開2000-113826 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ及びその駆動方法

特開2000-122601 他社Ｅ2
交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及び交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨ
ｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置

特開2000-172227 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ装置

特開2000-172222 他社Ｅ2 表示装置

特開2000-221939 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2000-276105 他社Ｅ2 表示装置及び駆動装置

特開2000-330508 他社Ｅ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

WO99/53470 他社Ｅ2
面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙのｱﾄﾞﾚｽ電極駆動装置及びｱﾄﾞﾚｽ
電極駆動方法

特開平10-003281 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

特開平10-149132 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平10-149133 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ

特開平10-307561 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-015433 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ及びその駆動方法

特開平11-045070 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙおよびその駆動方法

特開平11-065522 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-065523 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-065524 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及び駆動装置

特開平11-109914 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-143422 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-338418 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2000-113826 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ及びその駆動方法

特開2000-122601 他社Ｆ
交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及び交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨ
ｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置

特開2000-172227 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ装置

特開2000-298451 他社Ｆ
交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法,ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及
び交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ

特開2000-330508 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2001-135242 他社Ｆ
交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用基板､交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ
及び交流型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2001-242824 他社Ｆ
ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法､ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及びﾌﾟﾗ
ｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置

特開2002-149107 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2002-196720 他社Ｆ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特許2772753
富士通

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ
並びにその駆動方法

及び駆動回路

特開平7-287548
パイオニア

交流放電型ﾏﾄﾘﾂｸｽ方式
のﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ
及びその駆動方法
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図 1.5-6 「被引用特許」と「引用特許」の関係を示す図(その 6) 

 

 

被引用特許 引用特許 発明の名称

特開平9-160522 自社 AC型PDPの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏ表示装置

特許2801893 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開平11-327503 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特許2962245 他社Ｇ1 表示装置の階調表示方法

特開平10-153982 他社Ｇ1 階調表示方法

特許3045284 他社Ｇ1 動画表示方法および装置

特許3266143 他社Ｇ1 表示装置の階調表示方法

特開平10-171403 他社Ｇ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ表示装置の駆動方法

特開平10-055152 他社Ｇ3 気体放電型表示装置､及びその駆動方法

特開平10-198302 他社Ｇ3 ﾏﾙﾁｽｷｬﾝ型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開平10-340063 他社Ｇ3 画像表示装置

特許3125269 他社Ｇ3 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開平11-252591 他社Ｇ3 画像表示装置におけるﾄﾞｯﾄｸﾛｯｸ自動再生装置

特開2000-039865 他社Ｇ3 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2001-202050 他社Ｇ3 駆動回路および表示装置

特開平10-098662 他社Ｇ4 自発光表示器の駆動装置

特開平10-098663 他社Ｇ4 自発光表示器の駆動装置

特開平10-124000 他社Ｇ4 自発光表示器の駆動装置

特表2000-509846 他社Ｇ5
ﾌﾗﾂﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲをｻﾌﾞﾌｨ-ﾙﾄﾞﾓ-ﾄﾞにおいて駆動する回路およ
び方法と､このような回路を有するﾌﾗﾂﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

特開平9-319328 他社Ｈ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの書込み方式

特開平9-319330 他社Ｈ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏ表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平9-319329 他社Ｈ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平10-207419 他社Ｈ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平10-228257 他社Ｈ1
ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法､駆動装置及びこれを用いたﾌﾟﾗ
ｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

特開平11-259041 他社Ｈ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特許2757795 他社Ｈ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの輝度補償方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開平4-026886 他社Ｈ3 平板型表示装置

特開平8-160910 他社Ｈ4 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

WO98/44531 他社Ｈ4
平面表示ﾊﾟﾈﾙとその製造方法及びその制御装置並びにその駆動
方法

特開平11-311974 他社Ｈ5 ﾌﾟﾗｽﾞﾏ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ･ﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特許2885127 他社I1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動回路

特許2776298 他社I1 容量性負荷の駆動回路及び駆動方法

特許3241577 他社I1 表示ﾊﾟﾈﾙ駆動回路

特許3036496 他社I1
ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法および回路ならびにﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨ
ｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ表示装置

特開平10-319904 他社I2 多階調画像表示装置

特開平11-133915 他社I2 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの映像表示方法およびその装置

特開平10-149135 他社I3 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開平10-214056 他社I3 交流駆動型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及び駆動方法

特開平11-085099 他社I3 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特許2692692
富士通

表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方法
および装置

特許2746792
富士通

交流駆動型ﾌﾟﾗｽﾞﾏ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用ﾄﾞﾗｲﾊﾞ
及びその制御方法

特開平7-271325
富士通

ﾌﾚ-ﾑ内時分割型表示
装置及びﾌﾚ-ﾑ内
時分割型表示装置

における中間調表示方
法
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図 1.5-7 「被引用特許」と「引用特許」の関係を示す図(その 7) 

 
 

 
 
 
 

特開平11-065513 他社Ｊ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-259040 他社Ｊ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2000-029431 他社Ｊ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの駆動方法及び装置

特開2001-013918 他社Ｊ1 放電式表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方法と表示装置

特開2000-105568 他社Ｊ1 表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方法と放電式表示装置

特開平10-307561 他社Ｊ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-065522 他社Ｊ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2000-105570 他社Ｊ2 表示ﾊﾟﾈﾙの駆動回路

特開2000-181404 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2000-221940 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動装置および駆動方法

特開2000-227781 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動装置及びﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2001-154633 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置およびその制御方法

特開2002-023690 自社 表示装置及び表示ﾊﾟﾈﾙ用駆動装置

特開2002-149108 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置およびﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2000-029431 他社K ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの駆動方法及び装置

特開平11-219150 他社Ｌ1 AC型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2000-010521 他社Ｌ1 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-143422 他社Ｌ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平11-282415 他社Ｌ2
交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法及び駆動回路並び
に交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ装置

特開2000-113826 他社Ｌ2 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ及びその駆動方法

特開2000-122601 他社Ｌ2
交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置及び交流面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨ
ｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ用駆動装置

特開2000-113822 他社M1 表示用放電管の駆動方法

特開2000-113823 他社M1 表示用放電管の駆動方法

特開2000-305512 他社M1 画像表示装置

特開2000-330510 他社M1 表示用放電管の駆動方法

特開2000-330511 他社M1 表示用放電管の駆動方法

特許3233121 他社M2 面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平10-123998 関連会社 ﾌﾗｯﾄ表示ﾊﾟﾈﾙを利用した表示装置

特許3221341 関連会社
ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法､ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ及び表示
装置

特許2962245 他社Ｎ1 表示装置の階調表示方法

特許3266143 他社Ｎ1 表示装置の階調表示方法

特開平9-330057 他社Ｎ2 ｶﾞｽ放電表示ﾊﾟﾈﾙの階調表示方法及びｶﾞｽ放電表示装置

特開2001-083925 他社Ｎ3 表示装置の動き検出方法及び表示装置

特許2903984
富士通ゼネラル

ディスプレイ装置の
駆動方法

特許3265904
富士通

ﾌﾗｯﾄ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ･ﾊﾟﾈﾙの
駆動方法

特開平10-003281
三菱電機

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの
駆動方法及び
ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

特開平8-314405
富士通

AC型PDPの駆動方法

特開平10-177363
パイオニア

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの
駆動方法
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図 1.5-8 「被引用特許」と「引用特許」の関係を示す図(その 8) 

 
 

 
 
 
 

被引用特許 引用特許 発明の名称

特許2820491 他社Ｏ 気体放電型表示装置

特許3232889 他社Ｏ ｶﾗ-画像表示用発光ﾊﾟﾈﾙ､その駆動装置およびｶﾗ-画像表示装置

特開2002-072959 他社Ｏ ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌ ﾚ゚ｲの駆動方法

特許3242096 他社Ｏ 表示装置およびその表示方法

特許3249814 他社Ｏ 表示装置およびその輝度制御方法

特開平9-107512 自社 ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ画像信号の階調表示方法

特開平11-052911 自社 ﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙ表示装置

特開平11-085100 自社 映像信号の表示装置

特開平8-234694 他社P 自発光表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開平9-218662 他社P 自発光画像表示ﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特許2950270 自社 交流放電ﾒﾓﾘ型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特許3233121 自社 面放電型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特開2000-276107 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙﾃﾞ-ﾀ駆動装置及びその駆動方法

特開2000-338930 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動装置および駆動方法

特開2001-272948 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの駆動方法およびﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開平11-065518 自社 放電表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方法

特許2874671 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動回路

特許2976923 自社 容量性負荷の駆動装置

特許3114865 自社 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動装置

特開2000-066635 他社Ｒ ﾌﾟﾗｽﾞﾏ表示装置の駆動方法

特許3068047 他社Ｓ1 階調表示装置および階調表示方法

特開2000-047636 他社Ｓ2 AC型ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃ゙ ｨｽﾌﾟﾚｲ装置

特開2000-163012 他社Ｓ2 表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方式

特開2000-194311 他社Ｓ2 表示装置および表示方法

特開2001-051647 他社Ｓ2 画像表示装置

特許3269451 他社T 表示装置の駆動回路

特許2994632 他社T 発光中心変動防止のためのPDP表示の駆動ﾊﾟﾙｽ制御装置

特開2000-098972 他社T ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙ駆動装置

特許3250995 他社T 表示装置及び方法

特開2002-006799 他社T ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊ゚ ﾈﾙの駆動方法

特開平8-211848
富士通

中間調表示方法及び
中間調表示装置

特開平8-286636
パイオニア

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌ゚ ﾚｲﾊﾟﾈﾙ
における輝度調整装置

特許3238365
三菱電機

ディスプレイ装置

特許2720607
日立製作所

表示装置､階調表示方法
及び駆動回路

特許2953342
日本電気

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌ゚ ﾚｲﾊﾟﾈﾙの
駆動方法

特許2655076
日本電気

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌ゚ ﾚｲﾊﾟﾈﾙの
駆動方法
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1.5.1 各特許の概要 

 表 1.5 に示した 20 件の各々の特許の概要を次に示す。 

 

(1) 特許 2801893 プラズマディスプレイパネル駆動方法及びプラズマディスプレイ装置

（富士通） 

複数のＸ電極と複数のＹ電極とが互いに平行に、且つ各Ｙ電極が該Ｘ電極に挟まれるよ

うに配置され、該Ｘ電極及び該Ｙ電極と離間して交差するように複数のアドレス電極が配

置された PDP の駆動方法であって、各Ｙ電極と、該各Ｙ電極と隣り合う一方の各Ｘ電極と

の間の放電により表示を行う第１表示工程と、各Ｙ電極と、該各Ｙ電極と隣り合う他方の

各Ｘ電極との間の放電により表示を行う第２表示工程とを、時間的に分離することを特徴

とする駆動方法。（AliS 駆動） 

 

(2) 特許 3259253 フラット型表示装置の階調駆動方法及び階調駆動装置（富士通） 

 １フレームを複数のサブフレームに分割して階調表示を行う PDP の階調駆動法であって、

各サブフレームは全画面共通の書込期間と、全画面共通の維持表示期間とから構成される。

（ADS 駆動） 

 

(3) 特開平 07-140922 ディスプレイ装置の駆動方法（富士通ゼネラル） 

 SF 分割により多階調の映像信号表示を行う表示装置において、SF の走査順序をｐ（ｐ＝

１、２、３、…）フレーム単位で規則的に、例えば第１フレーム目では、輝度順に、第２

フレーム目以降では、１つずつずらして走査する。 

 

(4) 特許 2932686 プラズマディスプレイパネルの駆動方法（日本電気） 

 複数のサブフィールドにより階調表示を行う AC プラズマディスプレイパネルの駆動方

法において、交流駆動の１周期の維持パルスの間に、ｎ個（ｎ≧２の整数）の走査パルス

をｎ本の走査電極に順次印加し、それらの走査パルスにより点灯された画素を、同一タイ

ミングで印加される消去パルスにより一括消去する。 

 

(5) 特許 2772753 プラズマディスプレイパネル並びにその駆動方法及び駆動回路（富士通） 

 リセット工程では、電圧パルスを印加して第１の放電を生じさせ、その放電により蓄積

された互いに極性の異なる壁電荷の間の電位差自体により、該壁電荷を中和させる第２の

放電が自己消去放電として生ずるようにすることを特徴とする PDP 駆動方法。 

 

(6) 特開平 07-287548 交流放電型マトリックス方式のプラズマディスプレイパネル及びそ

の駆動方法（パイオニア） 

 ２本ずつ対となるように配列された複数の行電極対と、行電極対に直行する方向に配列

され複数の列電極とからなる交流放電型プラズマディスプレイパネルの駆動方法であって、

行電極対間に放電を励起させる強制書込みパルスを、行電極対の配列順にて順次各々の行

電極対に印加して予備放電をなす予備放電行程と、列電極を用いて画素データの書込みを

行う書込み行程とを有する。 
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(7) 特開平 07-271325 フレ－ム内時分割型表示装置及びフレ－ム内時分割型表示装置にお

ける中間調表示方法（富士通） 

 １フレーム中に於ける、当該維持放電されるべき複数個のサブフレーム SF のそれぞれの

選択順序を任意に設定しうる階調調整手段が設けられているフレーム内時分割型表示装置。 

 

(8) 特許 2692692 表示パネルの駆動方法および装置（富士通） 

 全セル書込み放電を行った表示ラインの全セルで、全セル消去放電を行うステップによ

り、書込み放電時にセルに印加される書込みパルスと同一の極性を有する壁電荷を電極上

に残留させ、残留した壁電荷は、書込み放電時に書込みパルスに重畳されて書込み放電を

もたらすと共に、維持放電を行うための維持放電パルスをセルに印加した際に、書込み放

電を行ったセル以外には維持放電が生じないような量であることを特徴とする PDP の駆動

方法。 

 

(9) 特許 2746792 交流駆動型プラズマディスプレイパネル用ドライバ及びその制御方法

（富士通） 

 維持パルスを生成して、ACPDP の互いに独立なｎ本の走査電極に印加する ACPDP 用ドラ

イバにおいて、該走査電極それぞれに、選択的に走査パルスを供給する複数の走査回路と、

該走査電極に共通に維持パルスを供給する維持放電回路とを有し、該維持放電回路は、コ

ンデンサと、該コンデンサと該走査電極との間に設けられ、該コンデンサの回収電荷を該

走査電極に供給するための第１コイルと、該コンデンサと該走査電極との間に設けられ、

該走査電極上の電荷を該コンデンサに回収するための第２コイルとを有する。 

 

(10) 特許 3265904 フラット・ディスプレイ・パネルの駆動方法（富士通） 

 リセット期間において、直前の放電期間に点灯していた表示セルのみに放電が生じるよ

うな電圧値又はパルス幅を備えた書込みパルスを全表示セルに印加し、次いで、前記放電

により蓄積された壁電荷自身の電位差により放電を開始する自己消去放電を行わせること

を特徴とするフラット・ディスプレイ・パネルの駆動方法。 

 

(11) 特開平 10-003281 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディスプレ

イ（三菱電機） 

 プラズマディスプレイパネルの画像表示のためのフィールドを、オフセルを含む全セル

を放電させる電圧値とパルス幅を有したプライミングパルスにより全セルを放電させた後

その全セルを消去する第１のリセット期間を有する第１のサブフィールドと、前のサブフ

ィールドで放電していたセルのみを消去する消去パルスを印加する第２のリセット期間を

有する第２のサブフィールドとの少なくとも２種類のサブフィールドを備えたフィールド

を含むように構成したプラズマディスプレイパネルの駆動方法。 

 

(12) 特開平 08-314405 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法（富士通） 

 一対の表示電極に対して､放電開始電圧より低い放電維持電圧を交互に印加し､誘電体層

の蓄積電荷による壁電圧を利用して周期的に放電を生じさせる場合に､放電維持電圧を印
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加する通電期間 TS1 の直後に､両方の表示電極の電位を接地電位とする通電休止期間 TS2

を設け､通電期間 TS1 中に壁電圧が放電開始電圧以上となるように誘電体層を帯電させて

おき､通電休止期間 TS2 に壁電圧による自己放電を生じさせる｡ 

 

(13) 特開平 10-177363 プラズマディスプレイパネルの駆動方法（パイオニア） 

 画素データに応じて点灯及び消灯画素を選択するアドレス期間と、それらの点灯及び消

灯画素を維持する維持放電期間とを用いて表示を行うプラズマディスプレイパネルの駆動

方法において、維持放電期間において、放電維持パルスの印加開始から所定期間の間に印

加される放電維持パルスの電圧に比して、所定期間終了後に印加される放電維持パルスの

電圧を低く設定する。 

 

(14) 特許 2903984 ディスプレイ装置の駆動方法（富士通ゼネラル） 

 輝度の相対比の異なる複数のサブフィールドで１フレームを構成して多階調の映像信号

を映出するようにしたディスプレイ装置において、複数のサブフィールドのうちの任意の

サブフィールドを２以上に分割し、かつ外部サブアドレス設定信号によりサブフィールド

の走査順序をフレーム単位で変更して駆動するようにしたことを特徴とするディスプレイ

装置の駆動方法。 

 

(15) 特許 3238365 ディスプレイ装置（三菱電機） 

 入力された画像信号に対して輝度補正係数による補正を加えた画像信号を生成し、この

補正画像信号により表示パネル上の画像の輝度を制御するディスプレイ装置において、表

示パネルに複数の領域を設定し、それぞれの領域において算出した画像信号の平均値に基

づいて新たな輝度補正係数を生成し、この輝度補正係数に基づいて画像信号の補正を行い

画像の輝度を制御する。 

 

(16) 特許 2720607 表示装置、階調表示方法及び駆動回路（日立製作所） 

 サブフィールドを用い階調のある画像を表示する表示装置において、１フィールド内に、

最長表示期間のサブフィールドを含む表示期間の略等しい複数のサブフィールドを有し、

表示動作時、隣り合ったフィールド間で後続フィールドの階調がその複数のサブフィール

ドの一部のものを用いるレベルで、しかも、先行フィールド内でその複数のサブフィール

ドのうちで配列順番が最後のものが作動状態にされたときは、後続フィールド内で配列順

番が最初以外のものを作動状態とし、両フィールドにおける作動サブフィールドを分散さ

せて階調の乱れを抑える。 

 

(17) 特許 2953342 プラズマディスプレイパネルの駆動方法（日本電気） 

 複数の走査電極と複数のデータ電極との各交差部分に表示セルを行列状に配設し、デー

タ電極から印加するデータパルスにより表示セルの発光を制御して画面表示を行なうプラ

ズマディスプレイパネルの駆動方法において、データ電極を複数のデータ電極群に分割し、

分割したデータ電極群の夫々に、所定の時間幅の範囲で、印加開始時刻を順次にずらした

データパルスを印加する。 
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(18) 特許 2655076 プラズマディスプレイパネルの駆動方法（日本電気） 

 複数の列電極と、列電極と直交する複数の走査電極と、これらの電極の交点に形成され

る複数のセルとを有する AC メモリ型のプラズマディスプレイパネルを駆動する場合、少な

くとも２個以上の連続するデータパルスが、これらと同極性のデータベースパルスにそれ

ぞれ共通に重畳されるとともに、データベースパルスの電圧は、列電極と走査電極との間

の電圧差が、書き込み放電におけるそれらの電極間の放電開始電圧以下となるように設定

する。 

 

(19) 特開平 08-211848 中間調表示方法及び中間調表示装置（富士通） 

 １フレームで表示される画像を構成する表示データ D1 を、各サブフレーム SFn 毎に該表

示データを所定の位置に表示するに際して、各サブフレーム毎に表示される当該所定の表

示データの表示位置が互いに異なる様に表示させる動画時の中間調表示方法。 

 

(20) 特開平 08-286636 プラズマディスプレイパネルにおける輝度調整装置（パイオニア） 

１フィールドの画像情報を輝度の大きさに応じた複数の画素データに分割し、各々の画

素データにおける発光回数を設定して階調表示を行うプラズマディスプレイパネルの輝度

調整装置において、調整すべき輝度レベルに対応した輝度調整信号を発生し、輝度調整信

号の値が、区分けされた複数の領域の内のどの領域に該当するかを判定し、その判定領域

に対応した発光回数を設定すると共に、判定領域に対応したゲイン特性にて画素データの

ゲイン調整を行う。 
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1.5.2 課題と解決手段の分析 

 被引用特許上位 20 件に対して、その課題と解決手段を分析した結果を、表 1.5.2-1 及び

表 1.5.2-2 に示す。前者は件数ベースの観点から、後者は出願人ベースの観点から、それ

ぞれの課題と解決手段を整理したものである。 

 

 被引用特許の上位20件に対応する課題と解決手段は、技術開発の中心になったものを反

映していると見なすことができるであろう。 

 このような観点から、表1.5.2-1を参照すると、「開発の中心課題」は「階調表示技術

の改善」（６件）と「表示品質の改善」（５件）の二つであった。 

 前記した第１の課題「階調表示技術の改善」は、初期のカラー表示AC型PDPにとって「良

好な階調表示を行う」という課題が大きかったことを示している。AC型PDPは、LCDなどの

アナログデバイスと異なり、１か０かで表示を行うディジタルデバイスであるためアナロ

グ的な階調表示を可能にするためには「種々の基本的な課題」を解決することが必要であ

った点が背景にある。 

この「種々の基本的な課題」の中に「階調表示技術の発案と確立」があり、結局この課

題がAC型PDPをTVモニタとして実用化するための「第１のポイント」であった。 

なお、表1.4-1に示した「課題表」の中の「階調表示技術の改善」という大分類（課題Ⅰ）

は、その中に「ADS方式・・・の改善」と共に「動画偽輪郭の防止」という中分類（課題Ⅱ）

を含み、前者が「第１のポイント」に対応し、後者は既に「第２のポイント」として説明

した。 

前記した第２の課題「表示品質の改善」には、表1.4-1に示したように「高輝度化、コン

トラストの改善、輝度ムラ・色ムラ対策、色再現性改善」などの課題があり、通常のカラ

ーTV画像表示に対する品質をCRTレベルの品質に改善するという内容が主体であったと思

われる。これらの点も「第２のポイント」に含まれるものとして既に説明した。 
 
 次に、「主要な解決手段」に関しては、表1.5.2-1を参照すると、「シーケンス（手順）」

（10件）と「駆動波形・電圧」（５件）が中心になっていることが解る。 

 前者の「シーケンス（手順）」は、表1.5.2-1からも明らかなように、種々の課題に対す

る解決手段を提供している。AC型PDPを駆動するための種々のステップの組合せ方（シーケ

ンス）とか、種々の駆動波形・電圧の組合せ方（シーケンス）により、多くの課題を解決

していることを示すものであろう。 

 後者の「駆動波形・電圧」は、その解決手段に対応する課題を見れば明らかなように、

主に、「表示品質の改善」や「動作特性・装置特性の改善」の課題を解決するものである。

このような課題と手段との対応関係は、当業者には理解しやすいものと思われる。 
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表 1.5.2-1 「被引用特許上位 20 件」の課題と解決手段（その１） 

 

 

 

表 1.5.2-2 「被引用特許上位 20 件」の課題と解決手段（その 2） 

 

○の中の数字は表 1.5 の番号（No.）を示す。 

 

技術要素 解決手段

階調表示技術
の改善

表示品質の改善
動作特性・装置特性

の改善
高解像度化・大容量化

低消費電力化
・発光効率向上

高信頼性化

シーケンス
(手順)

①特許2801893
     (富士通)
②特許3259253
     (富士通)

信号処理
・制御

③特開平7-140922
   (富士通ゼネラル)

シーケンス
(手順)

④特許2932686
     (日本電気)
⑧特許2692692
     (富士通)
⑨特許2746792
     (富士通)
⑩特許3265904
     (富士通)

⑥特開平7-287548
     (パイオニア)
⑪特開平10-003281
     (三菱電機)

⑦特開平7-271325
     (富士通)

⑫特許2903984
   (富士通ゼネラル)
⑬特開平10-177363
     (パイオニア)

⑤特許2772753
     (富士通)

駆動波形
・電圧

⑮特開平8-211848
     (富士通)
⑰特許2720607
     (日立製作所)

⑭特開平8-314405
     (富士通)
⑯特許3238365
     (三菱電機)

⑱特許2953342
    (日本電気)

駆動回路・シス
テムの構成

⑲特許2655076
    (日本電気)

信号処理
・制御

⑳特開平8-286636
     (パイオニア)

平面型ﾃﾞｨ
ｽﾌ゚ﾚｲ共
通

AC型PDP

課題

技術要素 解決手段

階
調
表
示
技
術
の
改
善

表
示
品
質
の
改
善

動
作
特
性
・
装
置
特
性
の
改
善

高
解
像
度
化
・
大
容
量
化

低
消
費
電
力
化
・
発
光
効
率
向
上

高
信
頼
性
化

合
計

シーケンス(手順) 2 2

信号処理・制御 1 1

シーケンス(手順) 4 2 1 2 1 10

駆動波形・電圧 2 2 1 5

駆動回路・システムの構成 1 1

信号処理・制御 1 1

合計 6 5 3 2 2 2 20

平面型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
共通

AC型PDP

課題
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 既に、第1.3節において「開発活動の状況」の分析を行い、第1.4節～第1.5節において「課

題」と「解決手段」の観点から種々の「開発活動」の分析を行った。この第1.6節において

は、それらの分析結果に基づいて「PDP駆動技術全体の開発動向」を抽出し、その内容を纏

めて以下に説明する。 

 
 例えば40型～50型の「大画面平面型ディスプレイ」によりTVモニタを完成させること、

あるいはハイビジョン画像を表示するTVモニタを完成させることは、平面型ディスプレイ

の開発に携わる技術者達の夢であった。 

 
 数年以上前に、このような夢の実現に向けて、大型表示に適した平面型表示デバイスと

してAC型PDP及びDC型PDPの間で開発競争が進められていた。当時の開発競争の状況は、AC

型PDP及びDC型PDPの両者のいずれにも一長一短があり、どちらが先に実用化のレベルに達

するかの予測は全く困難であったと言える。 

 DC型PDPにおいては、1996年頃までに実用化のための数々の技術開発を積み上げ、1998

年２月の長野オリンピックまでに「40型級のハイビジョン用PDP」を実用化することを目指

していた。このような状況は当時の技術雑誌などに紹介されているが、結果的には、その

実用化は現在に至るまで実現していない。 

既に各種のデータで見たように、現時点においては、この開発競争はAC型PDPが圧倒的

に多く、DC型PDPの開発は一時中断または終息した形になっている。 
ただし、DC型PDPにもいくつかの優れた特徴があるため、今後において新たなブレークス

ルー、即ち現在のDC型PDPの実用化を阻んでいるいくつかの課題を基本的に解決するような

発明が現れれば、再度DC型PDPの復活があるかも知れない。 

 

 一方、AC型PDPにおいては、実用化が可能になるまでに少なくとも「４つの主要な課題」

があったことを、第1.4節～第1.5節のデータ解析結果から読み取ることができる。 具体的

には、 
  ・第１のポイント（課題）：階調表示技術の発案と確立、 
  ・第２のポイント（課題）：画像の表示品質の改善、 
  ・第３のポイント（課題）：消費電力の低減、 
  ・第４のポイント（課題）：動作の安定化（動作マージンの拡大など） 
の４つである。 

ここで、第１及び第２のポイントは、PDPをカラー表示デバイスとして実用化するために

必須の開発項目（課題）であるため、特に開発前期における出願が多いものとなる。 

一方、第３及び第４のポイントは、実用化のための必須項目になることは勿論として、

実用化後にも低価格化（歩留り向上など）や高信頼化のために重要な項目である。従って、

開発前期の出願が多いことに加えて、実用化後にも引き続き出願が多いものとなっている。 

 

1.6 課題と解決手段から見た開発動向 
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これらの主要課題が、上記に説明したように、少なくとも次に示す「４つの主要な解決

手段」により次々に解決されたことにより、AC型PDPは実用化に至ることができたことに

なる。 

  ・第１の解決手段：シーケンス（手順）  
  ・第２の解決手段：信号処理・制御 
  ・第３の解決手段：駆動波形・電圧 
  ・第４の解決手段：駆動回路・システム  

上記の第１の課題は主に第１の解決手段により、第２の課題は主に第１及び第２の解決

手段により、第３の課題は主に第４の解決手段により、そして第４の課題は主に第３及び

第４の解決手段により解決されている。 
 
これらの課題に対してその解決手段を得るための開発活動は、「主要７社」（富士通ゼ

ネラル、松下電器産業、富士通、日本電気、三菱電機、日立製作所、パイオニア）により

主導的に行われたことが、その出願状況から明らかである。さらに、近年、三星エスデイ

アイ、エルジ－電子、富士通日立プラズマデイスプレイの３社がその開発に新規参入して

いることをその出願状況から読み取ることができる。 
 
そして、AC型PDPの現在及び今後の開発は、品質・性能・コストの面において、既に実用

化された「PDP駆動技術」を更に改善するような方向に開発が進められるものと思われる。

このような開発動向の一端が近年の出願の中に見られるため、AC型PDPにおける今後の一層

の発展を予感することができる。 

 
結局、今回の調査範囲の多くの出願の全体としての動向は、「AC型PDP」の実用化に向

けた開発に関する「基本的なトレンド（潮流）」を示したものとなっている、と見ること

ができる。 
 

なお、カラー表示TVモニタにおいて、現在のPDPの競争相手となる「他の平面型表示デバ

イス」としてLCDやELやFEDなどがある。これらのデバイスは今回の調査範囲外のものでは

あるが、現在のAC型PDPと同様な大型のTVモニタとして、LCDは既に実用化が開始され、EL

やFEDは今後実用化される可能性があるものと思われる。従って、AC型PDPにおいては今後

の開発の益々の促進が期待される所であるが、現実にその方向に業界が動きつつあること

を最近の出願状況やその内容からもうかがい知ることができる。 

例えば、複数のPDPを組み合わせたマルチパネル構造のもの、座標入力装置と組み合わせ

た機能を持つもの、３次元表示に利用するもの等がある。更に、多数の細管状のものを並

べてその中に多数の発光セルを構成する表示装置などの出願があり、屋外に設置する超大

型の表示装置や、屋内の壁面に設置する表示装置として用いることが想定されている。 

それらの開発は言わば「PDPの新しい夢」への挑戦の兆し（出願）でもあり、AC型PDPの

今後の開発が一層楽しみになる所である。 

 

 



 

２. 主要企業等の特許活動 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 富士通ゼネラル 

2.2 松下電器産業 

2.3 富士通 

2.4 日本電気 

2.5 三菱電機 

2.6 日立製作所 

2.7 パイオニア 

2.8 沖電気工業 

2.9 三星 SDI 

2.10 東芝 

2.11 LG 電子 

2.12 日本ビクター 

2.13 富士通日立プラズマディスプレイ 

2.14 ソニー 

2.15 日本放送協会 

2.16 シャープ 

2.17 三洋電機 

2.18 大宇電子 

2.19 トムソンマルチメディア 

2.20 富士電機 
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PDP 駆動技術に対する出願件数の多い企業について、企業ごとに企業概要、製品例、技術開

発の分析を行う。表 1.3.2-2 に示した主要出願人の中から主要企業 20 社を選出し、20 社の保

有する特許の解析を行う。最近 10 年間の PDP 駆動技術関連特許の全出願件数は 2,277 件であ

り、そのうち主要企業 20 社の出願件数は 2,082 件と、ほぼ全体の９割を占めている。主要企

業 20 社の出願件数 2,082 件の内訳では登録特許が 395 件であり、全体に審査請求が遅く、登

録特許が少ない。しかし 20 社のうち、日本電気は審査請求を比較的早く行っているため、出

願件数の半数以上が既に登録特許となっている。 

一方、主要企業以外の企業(個人を含む)の出願件数は 195 件で全体の出願率では１割にすぎ

ない。そのうち、登録件数は 37 件であり、主要企業と同様の傾向である。これらの出願され

た特許を技術要素別課題対応に解析し、別添資料４.特許番号一覧に示す。 

各企業における保有特許の記載は 1990 年１月以降に出願され、特許として登録されたもの

は概要を記載した。また、まだ登録されていない公開分のうち、被引用５回以上のものについ

て、概要を記載した。 

なお、各社の技術要素別課題対応特許一覧における、課題と解決手段については、表２

の対応表に示すように省略した表現を用いている。 

本書に記載されている特許は、すべてがライセンス可能な開放特許であるとは限らない。開

放特許にするか、ライセンスの可能性のない非開放特許にするかは各企業の特許戦略によって

決められている。 

企業の概要はアンケート調査を基に、有価証券報告書とホームページで補完している。 

 

（注）各社の技術要素別課題対応特許一覧に記載している特許について、平成14年８月時点（書誌：平

成14.08.16発行分）で特許になっているものは概要等を掲載した。その後、平成15年２月時点（書

誌：平成15.01.24発行分）で特許になったものは、当該番号を付記した。 

 

 

 

２. 主要企業等の特許活動 

 

出願件数 2,277 件のうち登録特許は 432 件であり、 

これらの特許を中心に解析されている。 

 

特許流通 

支援チャート



 
 
 

表 2 課題・解決手段のキーワード略語対応表(1/2) 
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課題 1 課題 2 キーワード 

AWS 方式の改善 階調:AWS 方式 

ADS 方式・電圧変調方式等の改善 階調:ADS 方式等 

高階調化 階調:高階調化 

動画偽輪郭の防止 階調:動画偽輪郭防止 

誤差拡散・ディザ・面積階調等の改善 階調:誤差拡散・面積階調等 

不連続階調・階調再現性 階調:階調再現性等 

カラーのモノクロ階調化 階調:ｶﾗｰのﾓﾉｸﾛ階調化 

階調表示技術の改善 

リフレッシュ駆動で階調表示 階調:ﾘﾌﾚｯｼｭ駆動 

高輝度化 品質:高輝度化 

コントラストの改善 品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

γ補正・逆γ補正の改善 品質:γ/逆γ補正 

高・低輝度部の階調 品質:高/低輝度部階調 

輝度変動・輝度ムラ・色ムラ・色ズレ 品質:輝度/色のﾑﾗ・変動 

焼き付き 品質:焼き付き 

ちらつき・フリッカ・ジッタ 品質:ちらつき等 

画面輝度調節 品質:画面輝度調節 

表示色調節・色再現性 品質:表示色再現性・調節等 

表示異常・画像劣化 品質:表示異常・画像劣化 

表示品質の改善 

各種表示機能の改善 品質:各種表示機能 

動作マージン拡大・動作安定化・誤表示防止 特性:動作安定化・ﾏｰｼﾞﾝ拡大 

駆動高速化・時間利用率向上 特性:駆動高速化 

回路ノイズ 特性:回路ﾉｲｽﾞ 

電磁放射・赤外放射 特性:電磁放射・赤外放射 

異常音対策 特性:異常音対策 

電圧変動対策 特性:電圧変動 

動作特性・装置特性の改善 

ソフトのハード化・設計改善 特性:ｿﾌﾄのﾊｰﾄﾞ化 

インタレース方式の改善 高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 

高精細化・大容量化 高解像度:高精細化 

信号処理及び駆動の高速化 高解像度:信号処理・駆動高速化 
高解像度化・大容量化 

表示特性のバラツキ 高解像度:表示特性ﾊﾞﾗﾂｷ 

各種映像信号・インタレース信号への対応 各種映像信号等:各種信号等への対応 

画素数変換・画像フォーマット変換 各種映像信号等:画素数等変換 

PC 用複数 DSP への対応 各種映像信号等:複数ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 

各種映像信号・画像フォーマッ

トへの対応 

各種ウインドウ表示 各種映像信号等:各種ｳｲﾝﾄﾞｳ表示 

電力回収の改善 低消費電力:電力回収 

低電圧駆動 低消費電力:低電圧駆動 

回路電力ロス低減 低消費電力:電力ﾛｽ低減 

発光効率向上 低消費電力:発光効率向上 

低消費電力化・発光効率向上

電力調節 低消費電力:電力調節 

回路規模・装置規模の低減 低ｺｽﾄ化:回路・装置規模低減 

IC 回路の改善 低ｺｽﾄ化:IC 回路改善 

装置製造歩留り 低ｺｽﾄ化:装置製造歩留 

耐圧低減・電流容量低減 低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

低コスト化・小型化 

汎用 IC・低価格素子の適用 低ｺｽﾄ化:汎用・低価格素子適用 

長寿命化 高信頼性:長寿命化 

調整・保守 高信頼性:調整・保守 

故障対策 高信頼性:故障対策 

発熱対策・ドライバ突入電流対策 高信頼性:発熱対策等 

高信頼性化 

環境条件対応/腐食・変質対策 高信頼性:環境条件対応 

マルチパネル・マルチ画面・マルチウインドウ 応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 

座標入力機能の併用 応用:座標入力機能 

3 次元表示への応用 応用:3 次元表示 
応用技術の改善 

特殊応用・信号出力 応用:特殊応用 

試験方法の改善 周辺:試験方法 

周辺技術の改善 事故対策・操作ミス対策 周辺:事故・操作ﾐｽ対策 
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手段 1 手段 2 キーワード 

リセット・アドレス及び維持の手順 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ・維持 

リセットの手順 手順:ﾘｾｯﾄ 

アドレス/走査の手順 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

維持の手順 手順:維持 

維持消去の手順 手順:維持消去 

期間構成 手順:期間構成 

サブフレーム構成・配列 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成・配列 

条件対応制御(手順) 手順:条件対応制御 

インタレースの手順 手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 

分割駆動の手順 手順:分割駆動 

シ
ー
ケ
ン
ス(

手
段)

 

起動/終了の手順 手順:起動/終了 

リセット・アドレス及び維持の波形・電圧 波形・電圧:ﾘｾｯﾄ・ｱﾄﾞﾚｽ・維持 

リセット波形・電圧 波形・電圧:ﾘｾｯﾄ 

アドレス/走査の波形・電圧 波形・電圧:ｱﾄﾞﾚｽ・走査 

維持波形・電圧 波形・電圧:維持 

維持消去波形・電圧 波形・電圧:維持消去 

駆動波形/電圧のタイミング・位相 波形・電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ・位相 

極性操作 波形・電圧:極性 

条件対応制御(波形・電圧) 波形・電圧:条件対応制御 

駆
動
波
形
・
電
圧 

リフレッシュ波形・電圧・手順 波形・電圧:ﾘﾌﾚｯｼｭ駆動 

ドライバ構成 回路・ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

駆動部・高圧部の回路構成 回路・ｼｽﾃﾑ:駆動部・高圧部 

ロジック部・制御部の回路構成 回路・ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ・制御部 

駆動手順 回路・ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

システム的構成 回路・ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 

駆
動
回
路
・
シ
ス
テ
ム
の
構

成 

試験装置の構成/手順 回路・ｼｽﾃﾑ:試験装置の構成/手順 

データ補正処理 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

データ変換 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

条件対応制御(データ処理) 信号処理:条件対応制御 

信号処理・制御のタイミング・位相 信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ・位相 

レベル変換 信号処理:ﾚﾍﾞﾙ変換 

制御信号処理 信号処理:制御信号 

データ処理手順 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 

信
号
処
理
・
制
御 

条件指定 信号処理:条件指定 

特殊構造セルの駆動 特殊構造:ｾﾙ 

特殊構造パネルの駆動 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特
殊
構
造
セ

ル/

パ
ネ
ル/

装
置 

特殊構造装置の駆動 特殊構造:装置 

 



74 

 

 

 

2.1.1 企業の概要 

商号 株式会社 富士通ゼネラル 

本社所在地 〒213-8502 神奈川県川崎市高津区末長1116番地 

設立年 1936年（昭和11年） 

資本金 175億57百万円（2002年3月末） 

従業員数 1,455名（2002年3月末）（連結：5,352名） 

事業内容 家電（エアコン、冷蔵庫等）、情報通信機器（プラズマディスプレイ、セ

キュリティネットシステム、ハイブリッドIC等）の製造・販売 

富士通の関連会社であるが、特許の出願等は独立に行っている。 

 

 

2.1.2 製品例 

本社内に情報通信部門があり、ここでPDP関連製品を扱っている。PDP製品は2002年末の

時点では42型のみが製品化されているが、2003年以降、50型や61型が製品化される予定で

ある。 

 

表2.1.2 富士通ゼネラルのPDP製品例(出展: 富士通ゼネラルのHP) 

※AVM:Advanced Video Movement(同社独自のPDP用フルデジタルビデオプロセッサ) 

 

 

2.1.3 技術開発拠点と研究者 

図2.1.3に、PDP駆動技術の富士通ゼネラルの出願件数と発明者数を示す。 

 

富士通ゼネラルの開発拠点: 川崎市高津区末長１１１６番地  株式会社富士通ｾﾞﾈﾗﾙ内 

                  

 

 

製品名 発売年月 概要 

P42VHA10JS 記載無 ・42型ワイドモニタ 

・852x480ドット、消費電力300W 

P42HHS10JS 

P42HCA10JH 

2002年11月  ・42型ハイビジョン対応高精細モニタ 

・1024x1024ドットAliS方式パネル使用、AVM搭載

・消費電力405W 

P50XHA10JS 

P50XCA11JH 

2003 年 春

(予定) 

・50型ハイビジョン対応高精細モニタ 

・1366x768ドット、AVM搭載 

・消費電力540W 

P61XHA10JS 

PDS6101J-H 

2003 年 春

(予定) 

・61型ハイビジョン対応高精細モニタ 

・1366x768ドット、AVM搭載 

・消費電力655W 

2.1 富士通ゼネラル 
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図2.1.3 富士通ゼネラルの出願件数と発明者数 
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2.1.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.1.4に、富士通ゼネラルの特許の課題と解決手段の分布を示す。課題「階調表示技

術の改善」と「表示品質の改善」において、解決手段「信号処理・制御」の出願が多く、

傾向的に表示装置として製品化した場合の表示品質を主眼に置いた出願が多い事が判る。 

これらの出願の内容としては、擬似階調表示における誤差拡散技術やガンマ補正方法、

電力制御のための画面輝度制御技術などに特徴がある。 

表2.1.4には富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許を示す。出願件数349件のうち登

録特許38件と被引用５回以上の特許は出願日、主IPC、および概要入りで示す。 

なお、これらの富士通ゼネラルの出願のうちで、被引用回数の多い出願としては以下の

ようなものがある。 

・ 特許2903984 

・ 特開平7-140922 
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図2.1.4 富士通ゼネラルの特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平6-335013 

(取下) 

映像信号処理方法およびその装置 

特開平6-332398 

(取下) 

映像信号処理方法およびその装置 
階調:ADS方式等 信号処理:条件対応制御

特開平6-332399 

(取下) 

電子ディスプレイの制御方法およびその装置 

階調:高階調化 特殊構造:ｾﾙ 
特開平8-146908 

(特許3324313) 

ディスプレイ駆動方法および装置 

特開平7-248743 

(取下) 

階調表示方法 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平7-264515 

(取下) 

[被引用1回] 

階調表示方法 

階調:誤差拡散･面積階調

等 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平9-261562 映像表示装置 

特開平8-251508 

(取下) 

表示器の焼付防止方法 

品質:焼き付き 手順:条件対応制御 
特開平8-292740 

(取下) 

表示器の焼付防止装置 

特許2900744 

93.03.03 

G09G  3/20 

[被引用4回] 

マトリックス型ディスプレイパネルの中間調画像表示方法 

各画素についての 1 画面表示期間を表示階調に対応したﾋﾞｯﾄ数 N(N

は 2 以上の整数)の表示期間に時分割し､この N 個の分割表示期間に各

ﾋﾞｯﾄに対応した重み付けをすることによって中間調画像を表示する方

法において､前記 N 個の分割表示期間の時系列配列を､重み付けの昇順

配列と降順配列から順次交互に 1 つず

つ取り出して順に配置した配列として

なることを特徴とするﾏﾄﾘｯｸｽ型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚ

ｲﾊﾟﾈﾙの中間調画像表示方法｡ 

品質:ちらつき等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平7-261696 

(取下) 

階調表示方法 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
手順:条件対応制御 

特開平8-030247 ディスプレイ装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 信号処理:制御信号 
特開平8-317320 

(取下) 

省エネルギ－型表示装置 

高信頼性:調整･保守 
特開平8-179719 

(取下) 

ディスプレイ用信号発生器 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開平8-032904 

(取下) 

マルチパネル表示システム 

特開平8-223514 

(取下) 

マルチパネルシステム 応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平8-317322 多画面表示システム 

応用:3次元表示 特殊構造:装置 特開平9-171156 立体画像表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

応用:特殊応用 手順:条件対応制御 特開平7-210123 映像表示装置 

階調:ADS方式等 特殊構造:ｾﾙ 

特許3139312 

94.11.25 

G09G  3/20 

ディスプレイ駆動方法および装置 

出力信号のﾋﾞｯﾄ数を入力信号のﾋﾞｯﾄ数より低減した場合における中

間調表示を ADS 方式の駆動法により誤差拡散して行うようにしたﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲ駆動方法において､量子化されて入力した原画素映像信号 1 ﾄﾞｯﾄを

複数画素で構成し､この 1 画素単位で過去の画素のﾃﾞｰﾀに基づく誤差拡

散をし､かつ､各画素単位毎に駆動して中間調表示をするようにした｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

階調:誤差拡散･面積階調

等 
信号処理:条件対応制御

特許3232921 

94.11.17 

G09G  3/20 

擬似紋様処理回路 

ﾄﾞｯﾄまたはﾗｲﾝ単位のﾀｲﾐﾝｸﾞで擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ信号を発生するﾉｲｽﾞ発

生回路と､このﾉｲｽﾞ発生回路の出力信号に±K(|K|<1)倍の係数を掛けて

出力する誤差荷重出力乗算器と､前記入力映像信号のﾚﾍﾞﾙを検出し､検

出したﾚﾍﾞﾙに応じて誤差荷重出力乗算器の係数を設定するﾚﾍﾞﾙ判定回

路と､この誤差荷重出力乗算器から出力する信号を誤差拡散回路中の映

像信号に加算する補正加算回路とを具備してなることを特徴とする擬

似紋様処理回路｡ 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(1/14) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:条件対応制御
特開平9-006282 

(特許3327058) 

擬似紋様処理回路 

信号処理:制御信号 特開平8-179720 誤差演算回路 階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特許3089960 

94.11.17 

G09G  3/20 

誤差拡散回路 

誤差検出回路がﾌﾚｰﾑ単位で誤差をｸﾘｱするｸﾘｱ回路を具備してなるこ

とを特徴とする誤差拡散回路｡ 

特開平7-322179 

(取下) 

電子ディスプレイの映像表示処理方法およびその装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平7-322176 

(取下) 

電子ディスプレイの映像表示処理方法およびその装置 

特開平6-350943 

(取下) 

画像処理回路 品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

信号処理:条件対応制御 特開平8-317250 

(取下) 

[被引用1回] 

ダイナミック映像制御回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 特開2001-094831 画質補正回路 

信号処理:条件対応制御 特開2002-044680 映像機器における色補正回路 

特許3201449 

94.04.06 

G09G  5/10 

電子ディスプレイの映像表示処理方法およびその装置 

入力映像信号の輝度信号により同じ信号ﾚﾍﾞﾙ毎に画素数をｶｳﾝﾄしてﾋ

ｽﾄｸﾞﾗﾑを作成して､そのﾋｽﾄｸﾞﾗﾑの平均値および分散を得､平均値により

y=1/2･((x/c)のγ乗)(y;出力ﾚﾍﾞﾙ,x;入力ﾚﾍﾞﾙ,c;中央値,γ;ｶﾞﾝﾏ値)の

中央値を決定するとともに､分散により上記y=1/2･((x/c)のγ乗)のｶﾞﾝ

ﾏ値を決定して入出力特性変換のためのﾃﾞｰﾀを得､そのﾃﾞｰﾀによって前

記入力映像信号をﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの特性に合わせて入出力特性変換するよう

にしたことを特徴とする映像表示処理方法｡ 

特開2000-287104 映像信号補正回路 

特開2000-284739 

[被引用1回] 

画質補正回路 

特開2001-103338 画質補正回路 

特開2001-125535 画質補正回路 

品質:γ/逆γ補正 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2001-136412 複数映像表示装置のガンマ補正回路 

手順:条件対応制御 
特開平6-332418 

(取下) 

ディスプレイ表示装置の発光面保護回路 

信号処理:条件対応制御
特開平8-251515 

(取下) 

表示器の焼付防止方法 

信号処理:制御信号 
特開平8-248934 

[被引用2回] 

表示器の焼付防止回路 

品質:焼き付き 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平10-063213 スクリ－ンセ－バ 

信号処理:条件対応制御
特開平8-163470 

(取下) 

フリッカ軽減回路 

品質:ちらつき等 

信号処理:制御信号 特開2000-031821 位相同期ル－プ回路 

品質:画面輝度調節 手順:条件対応制御 特開平6-245171 映像レベル制限装置 

信号処理:条件対応制御 特開2001-285890 色補正回路 品質:表示色再現性･調節

等 信号処理:制御信号 特開平11-069263 垂直ブランキング生成回路 

手順:条件対応制御 特開平9-046621 表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開2001-209350 ディジタル映像信号処理回路 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平11-046312 輪郭強調回路 

特開平10-055161 ディジタル映像処理装置用のＰＬＬ回路 

特開平10-056581 表示装置用のＰＬＬ回路 

特開平10-301526 ＰＬＬ回路 

特開平11-032234 水平同期信号分離回路 

特開平11-045068 動きベクトル検出回路 

特開平11-046313 輪郭強調回路 

特開2002-033939 映像処理装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:条件対応制御

特開2002-162929 クロック位相調整回路 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(2/14) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平7-143424 

(取下) 

クロック信号の位相制御回路 

特開平9-160520 画像表示装置 

特開平11-194738 映像表示装置のサンプリングクロック調整回路 信号処理:制御信号 

特開2002-006823 ディスプレイ装置 

品質:表示異常･画像劣化 

特開平10-260653 サンプリング位相制御装置 

品質:各種表示機能 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平7-248758 文字のディスプレイ表示方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平9-281943 輝度特性可変装置 

特開平10-042166 映像信号用クランプ回路 
信号処理:条件対応制御

特開2001-092401 入力映像モ－ド判別回路 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開平9-284681 ＰＬＬ回路 

特開平8-123357 

(取下) 

画像表示位置設定回路 

特開平9-258690 ブランキング信号生成回路 

特開平10-149129 映像表示位置制御回路 

信号処理:制御信号 

特開平10-276411 インタレ－ス／プログレッシブ走査変換回路 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平8-163581 映像信号処理方法 

特開平9-149344 マトリクス型表示装置 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平9-160521 画像表示装置 

特開平8-149396 

(取下) 

画像表示位置設定回路 

特開平11-015428 水平表示幅調整回路 
信号処理:制御信号 

特開2000-047647 ワイド画面表示方法および表示装置 

特開平7-212690 

(取下) 

画像サイズ変換回路 

特開平11-288257 圧縮表示方法及びその装置 

各種映像信号等:画素数

等変換 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平11-283024 圧縮表示方法及びその装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 信号処理:条件対応制御

特許3225767 

94.11.17 

G09G  5/00 

誤差拡散回路 

各回路に入力するｸﾛｯｸ信号のﾀｲﾐﾝｸﾞを､遅延回路で映像処理に伴う遅

延時間に合わせながら､入力した n ﾋﾞｯﾄの原画素の映像信号に､誤差検

出回路で検出した再現誤差を加算し､さらに､拡散出力信号を m(≦n-1)

ﾋﾞｯﾄの信号に変換して表示ﾊﾟﾈﾙへ出力する誤差拡散回路において､ｸﾛｯｸ

信号入力端子と遅延回路との間に､ﾌﾞﾗﾝｷﾝｸﾞ期間の一部または全部にお

ける誤差拡散処理を停止するためのﾏｽｸ信号を出力する､映像処理の遅

延分をﾌﾞﾗﾝｷﾝｸﾞ期間から差し引いた期間をﾏｽｸ期間とするためのｶｳﾝﾀと

ﾃﾞｺｰﾀﾞとからなるﾏｽｸ信号形成回路を介在した｡ 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開平8-115058 擬似中間調処理方法および回路 

高信頼性:調整･保守 

信号処理:制御信号 

特開平9-284680 映像信号サンプリングクロック作成用ＰＬＬ回路 

手順:条件対応制御 特開平11-109912 表示装置 

特開平7-322181 ガンマ補正回路 
信号処理:条件対応制御

特開平10-282925 表示装置 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開平9-284679 非同期映像信号処理回路 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 

特開平9-046618 

(特許3344173) 

マルチパネル表示装置 

特許2901122 

93.05.20 

G09G  3/28 

ＰＤＰ疑似階調表示回路 

(N+2)ﾋﾞｯﾄからなる入力映像信号をNﾋﾞｯﾄにして表示するようにした

PDP 等の表示装置において､現信号と補間ﾃﾞｰﾀに係る補間信号とを表示

することにより擬似的に N ﾋﾞｯﾄ表示における階調表示範囲を拡張する

ようにしたPDP疑似階調表示回路｡ 

特開平7-219491 

(取下) 

ディスプレイ装置の中間調表示回路 

階調:ADS方式等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平7-219492 

(取下) 

ディスプレイ装置の中間調表示回路 

特開平11-038933 ＰＤＰ表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

階調:高階調化 手順:条件対応制御 
特開平11-065521 ディスプレイの駆動方式 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(3/14) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平11-095719 ＰＤＰ表示装置 
手順:条件対応制御 

特開平11-146306 ＰＤＰ表示装置 

特許2900966 

93.04.02 

G09G  3/28 

画像表示方法およびその装置 

入力映像信号による画像をPDPに表示するにあたって､前記入力映像

信号から前記 PDP にそのまま表示したときの表示画像の空間分布およ

びその時間的変化を検出するとともに､前記 PDP が置かれている周囲の

環境状況を検出し､これら検出した各情報に応じて､前記 PDP に対する

入力信号特性および同 PDP についての種々のﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値をそれぞれ

所定の最適値に補正するようにしたことを特徴とする画像表示方法｡ 

信号処理:条件対応制御

特開平8-202311 

(取下) 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイ表示装置 

階調:高階調化 

特殊構造:ｾﾙ 
特開平8-179726 

(取下) 

プラズマディスプレイパネル 

特開平8-063120 

(取下) 

ディスプレイパネルの中間調画像表示方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平8-063121 

(取下) 

ディスプレイパネルの中間調画像表示方法 

特開平7-007702 

(取下) 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイ表示装置 

特開平7-140922 

93.11.15 

G09G  3/20 

[被引用23回] 

ディスプレイ装置の駆動方法 

SF分割により多階調の映像信号表示を行

う表示装置において､SF の走査順序を

p(p=1､2､3､…)ﾌﾚｰﾑ単位で規則的に､例えば

第1 ﾌﾚｰﾑ目では､輝度順に､第2 ﾌﾚｰﾑ目以降

では､1つずつずらして走査する｡ 

特許2903984 

93.12.17 

G09G  3/20 

[被引用6回] 

ディスプレイ装置の駆動方法 

輝度の相対比の異なる複数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞで 1 ﾌﾚｰﾑを構成して多階調の

映像信号を映出するようにしたﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置において､複数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙ

ﾄﾞのうちの任意のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞを 2 以上に分割し､かつ外部ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ設定

信号によりｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの走査順序をﾌﾚｰﾑ単

位で変更して駆動するようにしたことを特

徴とするﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の駆動方法｡ 

特開平8-054852 

(取下) 

[被引用2回] 

ディスプレイパネルの中間調画像表示方法 

特開平8-054854 

(取下) 

ディスプレイパネルの中間調画像表示方法 

特許3312529 

95.04.07 

G09G  3/20 

[被引用2回] 

ディスプレイ装置の駆動方法 

輝度の相対比の異なる複数のｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ(SF)中の最小輝度 SF に､この最

小輝度SFと同一輝度の最小輝度SFを隣接して付加し､時間軸方向の画

像輝度の変化に応じて､付加した最小輝度

SFと､最大輝度SFを除く他のSFとの組合

わせの点灯により､最大輝度SF と同一の輝

度を得るようにしたことを特徴とするﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲ装置の駆動方法｡ 

特開平9-034402 ディスプレイ装置の駆動方法 

特開平9-097035 ディスプレイ装置の駆動方法 

特開平9-160523 表示装置の駆動方法 

特開平9-171368 表示装置の駆動方法及び駆動回路 

特開平9-171369 表示装置の駆動方法及び駆動回路 

特開平9-325737 表示装置の駆動方法及び駆動回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

階調:動画偽輪郭防止 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平10-091118 ディスプレイ装置の駆動方法 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(4/14) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:条件対応制御 

特許2817597 

93.11.15 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

ディスプレイ装置の駆動回路 

ﾊﾟｿｺﾝ映像信号の入力と一般映像信号の

入力とを切換える映像信号切換え部と､一

般映像信号に､原画素より過去に生じた再

現誤差を加算して拡散出力信号を得て前記原画素映像入力信号より少

ないﾋﾞｯﾄで出力するようにした擬似中間調表示を行なう誤差拡散処理

回路と､この誤差拡散処理回路と映像信号切換え部の信号を選択して映

像信号を表示ﾊﾟﾈﾙへ出力する信号選択部と､表示ﾊﾟﾈﾙのｱﾄﾞﾚｽを制御す

るﾊﾟﾈﾙ制御駆動部と､映像信号切換え部､信号選択部､ﾊﾟﾈﾙ制御駆動部の

切換え信号を入力する切換え信号入力端子とを具備してなることを特

徴とする表示装置の駆動回路｡ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3158904 

94.10.19 

G09G  3/328 

[被引用3回] 

ディスプレイパネルの映像表示方法 

SF 分割により階調表示を行う表示ﾊﾟﾈﾙ

で表示する映像の単位表示期間における

動き量と方向を各ﾋﾞｯﾄ毎に検出し､この検出値と､各 SF 画面の単位表示

期間における分割期間割合とに基づいて動き補正量を求め､この動き補

正量だけ､対応するｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ画面の映像を検出方向へ移動してなるこ

とを特徴とする表示ﾊﾟﾈﾙの映像表示方法｡ 

特許2787972 

[異議終了] 

93.04.08 

G09G  3/20 

画像表示方法およびその装置 

入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号による画像をPDPに表示する際､

同入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号のﾚﾍﾞﾙを表示ﾗｲﾝ(水平走査期

間)毎に可変し､かつﾌｨｰﾙﾄﾞ毎あるいはﾌﾚｰﾑ毎に

可変し､該ﾚﾍﾞﾙ可変したﾋﾞﾃﾞｵ信号に基づいて画像を表示するようにし

たことを特徴とする画像表示方法｡ 

信号処理:ﾚﾍﾞﾙ変換 
特許2900967 

93.04.08 

G09G  3/20 

画像表示方法およびその装置 

入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号による画像を PDP に表示する際､前記 PDP の画素を N

×M 個を 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟとして複数にｸﾞﾙｰﾌﾟ分けし､この各ｸﾞﾙｰﾌﾟの N×M 個

の画素に対応する前記入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号を色復調してﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ変換するに

あたって､そのﾃﾞｼﾞﾀﾙ変換時における変換ﾚﾍﾞﾙを､前記各ｸﾞﾙｰﾌﾟ内の表

示画素毎に､かつ前記入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号のﾌｨｰﾙﾄﾞ毎にそれぞれ変え､同変換

ﾚﾍﾞﾙを用いてﾃﾞｼﾞﾀﾙ変換したﾋﾞﾃﾞｵ信号に基づいて画像を表示するよう

にしたことを特徴とする画像表示方法｡ 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特許2900968 

93.04.14 

G09G  3/20 

[被引用1回] 

画像表示方法およびその装置 

入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号をﾃﾞｼﾞﾀﾙ変換したﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵ信号に

よる画像を PDP に表示する際､前記入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号によ

り表示画面の空間周波数が小さい領域を検出し､該検出

した領域に対応するﾋﾞﾃﾞｵ信号のﾃﾞｼﾞﾀﾙ変換ﾚﾍﾞﾙもしくはﾃﾞｼﾞﾀﾙ変換後

のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵ信号のﾚﾍﾞﾙを､前記入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号のﾌｨｰﾙﾄﾞ毎あるいはﾌ

ﾚｰﾑ毎に変え､該ﾚﾍﾞﾙを変えたﾋﾞﾃﾞｵ信号を含むﾋﾞﾃﾞｵ信号に基づいて画

像を表示するようにしたことを特徴とする画像表示方法｡ 

階調:誤差拡散･面積階調

等 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平7-105363 

[被引用1回] 

ディスプレイ装置の誤差拡散処理方法 

階調:階調再現性等 特開平11-085102 ディスプレイ装置の駆動方法及び駆動回路 

品質:高輝度化 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平11-352929 

[被引用1回] 

高輝度モ－ド表示方法および高輝度表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 手順:条件対応制御 

特許2795124 

93.03.03 

G09G  3/28 

[被引用2回] 

ディスプレイパネルの中間調画像表示方法 

各画素についての 1 画面表示期間を表示階調に対応したﾋﾞｯﾄ数の表

示期間に時分割し､各分割表示期間の表示ﾊﾟﾙｽ数に各ﾋﾞｯﾄに対応した重

み付けをすることによってﾋﾞﾃﾞｵ信号の中間調

画像を表示する方法において､前記ﾋﾞﾃﾞｵ信号の

APL(平均映像ﾚﾍﾞﾙ)を設定ﾚﾍﾞﾙと比較すること

によって表示画像の明るさをm段階(mは2以上

の整数)に区分し､表示画像の明るさが明るくな

るほど表示階調数が多くなるように､表示画像

の明るさの段階に応じて分割数を切り換えて中

間調画像を表示するようにしたことを特徴とす

るﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの中間調画像表示方法｡ 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(5/14) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:条件対応制御 
特開平7-075119 

(取下) 

ＰＤＰ駆動回路 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3070647 

93.04.19 

G09G  3/20 

プラズマディスプレイパネルの映像表示方法およびその映像

表示制御装置 

入力映像信号を所定のｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周波数にて A/D 変換してその映像を

PDP に表示する映像表示方法において､上記 A/D 変換されたﾃﾞｼﾞﾀﾙ映像

ﾃﾞｰﾀから同映像ﾃﾞｰﾀのﾍﾟﾃﾞｽﾀﾙﾚﾍﾞﾙﾃﾞｰﾀを検出し､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ映像ﾃﾞｰﾀから

ﾍﾟﾃﾞｽﾀﾙﾚﾍﾞﾙﾃﾞｰﾀを減算してPDPに表示するようにした｡ 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特殊構造:装置 特開平6-274128 プラズマディスプレイ表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平8-317321 画像表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3107260 

（審判・成立） 

93.03.02 

H04N  9/969 

カラ－表示装置 

ｶﾞﾝﾏ補正ﾃﾞｰﾀ記憶部には､入力信号ﾚﾍﾞﾙの増加方向に沿って黒裾部特

性から中央部特性に至り､さらに同中央部特性から白裾部特性に至る全

体がほぼ S 字状の曲線で表されるｶﾞﾝﾏ特性曲線であって､上記中央部特

性が 2.2 よりも大きなｶﾞﾝﾏ値とされ､かつ､同中央部特性が輝度ﾚﾍﾞﾙの

大きい位置寄りとされているとともに､上記黒裾部特性が所定の増加勾

配で上記中央部特性に対して滑らかに連続した曲線となり､上記白裾部

特性が所定の減少勾配で上記中央部特性に対して滑らかに連続した曲

線となるようなｶﾞﾝﾏ補正ﾃﾞｰﾀが格納されていることを特徴とするｶﾗｰ

PDP装置｡ 

品質:γ/逆γ補正 

信号処理:条件対応制御 特開平6-311394 ガンマ補正回路 

品質:焼き付き 
回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開平9-191465 カラ－ＰＤＰの焼付け軽減方法 

品質:画面輝度調節 手順:条件対応制御 

特開平7-072825 

(取下) 

[被引用1回] 

ＰＤＰ表示装置 

品質:画面輝度調節 信号処理:条件対応制御

特許2798169 

93.04.02 

G09G  3/20 

画像表示方法およびその装置 

入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号による画像を表示ﾊﾟﾈﾙに表示する際､表示画像の白ﾊﾞﾗ

ﾝｽをとる画像表示方法において､前記入力ﾋﾞﾃﾞｵ信号により表示画像の

肌色部分の有無を検出し､かつ表示画像の明るさを検出し､該検出した

肌色の有無および明るさの情報に応じて前記表示ﾊﾟﾈﾙの表示画像の輝

度低下を抑えるようにしたことを特徴とする｡ 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開平6-289806 

(取下) 

ＰＤＰのインターフェイス方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開平10-084553 白バランス調整装置 

特開平6-276544 ＰＤＰの白バランス調整方法 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平9-319331 表示装置における蛍光体の表示特性補正回路 

品質:表示色再現性･調節

等 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 
特開平8-123364 

(取下) 

色補正装置 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開平10-222123 ＰＤＰ表示装置 

品質:表示異常･画像劣化 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平8-328509 

(取下) 

[被引用1回] 

ディスプレイ装置の駆動回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平6-311460 オンスクリ－ン表示回路 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平6-245173 

(取下) 

プラズマディスプレイ表示装置 
品質:各種表示機能 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平6-274124 ＰＤＰディスプレイ装置 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平10-133624 

富士通 

プラズマ・ディスプレイ・パネルの駆動方法及び輝度デ－タ

変換装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2000-125231 プラズマディスプレイ装置 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 

信号処理:条件対応制御 特開2000-155553 複数モ－ドの表示方法及び表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平6-311384 ＰＤＰ表示制御信号の切換回路 

特開平11-282410 ＰＤＰ表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開平11-305724 ＰＤＰ表示装置 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(6/14) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平11-327504 ＰＤＰ表示装置 各種映像信号等:各種信

号等への対応 
回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開2000-013716 ＰＤＰ表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平6-276462 

(取下) 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイ表示装置 

各種映像信号等:画素数

等変換 

信号処理:制御信号 
特開平6-311461 

(取下) 

プラズマディスプレイ表示装置の信号入力回路 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:条件対応制御 特開平10-083158 表示装置 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特開平7-248744 

(取下) 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイの駆動方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平6-276463 ＰＤＰディスプレイ装置 

高信頼性:長寿命化 手順:条件対応制御 特開平9-081075 映像表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開平6-311462 

(取下) 

映像信号回路 

高信頼性:調整･保守 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開平7-264517 ＰＤＰ特性調整方法 

手順:起動/終了 
特開平8-033202 

[被引用1回] 

電源制御装置 

高信頼性:故障対策 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平9-023398 

(取下) 

プラズマディスプレイ装置 

特開平8-088820 

(取下) 

マルチパネル表示システム 

特開平8-202313 

(取下) 

マルチ映像システム 
応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開平8-205056 

(取下) 

マルチパネル式画像表示装置 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平9-034640 

(取下) 

ＰＤＰ用デジタイザ 

応用:座標入力機能 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 
特開平8-248918 

(取下) 

デジタイザ付プラズマディスプレイ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平9-106263 ディジタルディスプレイ装置と外部回路とのインターフェイ

ス 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

応用:特殊応用 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 
特開平10-174022 プラズマディスプレイ装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平8-292747 

(特許3322073) 

ディスプレイ装置の誤差拡散処理装置 

特許2970332 

93.08.23 

G06T  5/500 

[被引用3回] 

ＰＤＰ駆動回路 

誤差検出回路で求めた誤差出力を､

h ﾗｲﾝ遅延回路とd ﾄﾞｯﾄ遅延回路に加

え､この再現誤差を､映像信号入力端

子に入力した原画素映像信号に組み入れるようにした PDP 駆動回路に

おいて､誤差検出回路は､PDP 駆動信号に対する PDP の実際の発光輝度

ﾃﾞｰﾀを実測し､この実測線に基づいて補正輝度線を求め､この補正輝度

線が理想線からずれている時､この補正輝度線となるように補正された

輝度ﾚﾍﾞﾙのﾃﾞｰﾀを記憶するﾒﾓﾘを具備する｡ 

特許2982575 

93.08.26 

G06T  5/500 

ＰＤＰ駆動回路 

R､G､B それぞれの誤差拡散回路にて誤差拡散して PDP で表示する表

示装置において､R､G､B の各誤差拡散回路は､それぞれの誤差出力を､h ﾗ

ｲﾝ遅延回路とdﾄﾞｯﾄ遅延回路に加え､この再現誤差を､R､G､Bそれぞれの

映像信号入力端子に入力した各色の原画素映像信号に組み入れる誤差

検出回路を具備し､この誤差検出回路内に､PDPへの駆動信号に対する実

際の発光輝度ﾚﾍﾞﾙを表した実測の輝度線ﾃﾞｰﾀ又はこの実測の輝度線ﾃﾞｰ

ﾀを理想線に近づくように補正した輝度線ﾃﾞｰﾀとを記憶するﾒﾓﾘを設け､

このﾒﾓﾘのﾃﾞｰﾀを用いてPDPをより自然な状態で表示するようにした｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

階調:ADS方式等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平7-219494 

(取下) 

ディスプレイ装置の中間調表示回路 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(7/14) 
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課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3158883 

94.07.27 

G09G  3/20 

ディスプレイ装置の誤差拡散回路 

映像入力信号と予め記憶されたﾃﾞｰﾀとの誤差検出出力に誤差加重の

ための所定の係数を掛けて重み付けをして誤差検出回路により得た再

現誤差ﾃﾞｰﾀを遅延回路を介して映像入力信号に加算して拡散出力信号

を得て､映像入力信号より少ないﾋﾞｯﾄで出力して擬似中間調表示を行う

ようにしたﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の誤差拡散回路において､誤差検出回路に､ﾌﾚｰ

ﾑ毎に誤差加重の係数を切り換えるための誤差加重値設定回路を接続し

た｡ 

特開平7-121149 

(取下) 

表示映像の処理方法およびその装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平7-210126 ディスプレイ装置の擬似中間調処理回路 

特開平7-140924 

(取下) 

ディスプレイ装置の駆動回路 

特開平7-302061 

(取下) 

映像の表示処理方法およびその装置 

特許2820036 

94.06.24 

G09G  3/20 

ディスプレイ装置の階調補正回路 

ﾌﾚｰﾑ中の反転開始ﾚﾍﾞﾙの信号と反転区間の信号とを出力する発光輝

度特性取得回路と､新たな映像ﾃﾞｰﾀ入力端子からのﾃﾞｰﾀと前記反転開始

ﾚﾍﾞﾙの信号とを比較するﾚﾍﾞﾙ比較回路と､このﾚﾍﾞﾙ比較回路の出力によ

り開閉制御され､前記反転区間の信号を出力するｹﾞｰﾄ回路と､新たな映

像ﾃﾞｰﾀ入力端子のﾃﾞｰﾀと反転区間の信号とを加算する加算回路とから

なることを特徴とするﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の階調補正回路｡ 

特許2820037 

94.06.24 

G09G  3/20 

ディスプレイ装置の誤差拡散回路 

誤差拡散回路の後段に発光輝度特性が反転しているときに､反転して

いない区間までｼﾌﾄするための階調補正回路を介在し､この階調補正回

路で補正された発光輝度特性により誤差拡散回路の誤差量を演算する

ようにしたことを特徴とするﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の誤差拡散回路｡ 

信号処理:条件対応制御

特開平10-063223 擬似中間調処理制御装置 

特許3125560 

94.02.01 

G09G  5/500 

ディスプレイ装置の中間調表示回路 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の中間調表示のﾋﾞｯﾄ数を n､入力信号のﾋﾞｯﾄ数を x とし

て､n<x であって､表示画面を M×N 画素単位で区分した小面積ﾌﾞﾛｯｸ内

で点灯するﾄﾞｯﾄ数を変えて記憶したﾊﾟﾀｰﾝの中から､量子化されて入力

した輝度信号ﾚﾍﾞﾙに対応したﾊﾟﾀｰﾝを選択出力することにより､入力信

号より少ない輝度階調数を擬似中間調表示により補って滑らかな画像

を再現するようにしたﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置において､入力信号のﾋﾞｯﾄ数 x を､

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置のﾋﾞｯﾄ数と同数の上位ﾋﾞｯﾄ数 n と残りの下位ﾋﾞｯﾄ数 m に

分離する上下位ﾋﾞｯﾄ分離回路と､この下位ﾋﾞｯﾄ数 m につき擬似中間調処

理をして 1 ﾋﾞｯﾄの信号に変換して出力をする擬似中間調処理回路と､前

記上位ﾋﾞｯﾄ数 n に､前記擬似中間調処理回路の擬似中間調処理をした 1

ﾋﾞｯﾄ出力を順次加算する加算回路とを具備する｡ 

階調:ADS方式等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平9-016121 

(特許3353555) 

ディスプレイパネルの擬似中間調画像表示装置 

特許3006360 

93.08.23 

G06T  5/500 

ＰＤＰ駆動回路 

原画素映像信号に､h ﾗｲﾝ遅延回路と d ﾄﾞｯﾄ遅延回路により得られた

原画素より h ﾗｲﾝと d ﾄﾞｯﾄだけ過去に生じた再現誤差を､垂直方向加算

回路と水平方向加算回路にて組み入れるようにした ADS 型駆動法によ

る PDP 駆動回路において､垂直方向加算回路を水平方向加算回路の前に

挿入し､h ﾗｲﾝ遅延回路と d ﾄﾞｯﾄ遅延回路の前段に､所定の重み付けをす

るための誤差荷重を出力する誤差検出回路を挿入し､n ﾋﾞｯﾄで量子化さ

れた拡散出力信号の出力側に､n ﾋﾞｯﾄより少ない m ﾋﾞｯﾄに変換するﾋﾞｯﾄ

変換回路を挿入して拡散出力信号を得るようにした｡ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平10-126717 映像表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平8-160911 

(取下) 

多階調表示ＰＤＰ 

特開2001-154631 ＰＤＰにおける階調制御方法及び装置 
信号処理:条件対応制御

特開2001-166735 ＰＤＰ駆動回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

階調:高階調化 

信号処理:ﾚﾍﾞﾙ変換 特開2001-282183 ＰＤＰにおける階調制御装置 
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特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:条件対応制御 特開平10-039829 ディスプレイ装置の階調歪み補正回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平9-274467 ディスプレイ装置の動画補正用動き量検出回路 

特開平7-129114 ディスプレイ装置の誤差拡散処理回路 

特開平9-034401 

(特許3355882) 

[被引用1回] 

ディスプレイ装置の動画像歪除去回路 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平9-138666 

[被引用2回] 

表示装置の動画補正方法及び動画補正装置 

特開平7-114360 

(取下) 

表示映像の処理方法およびその装置 

特許3246217 

94.08.10 

G09G  3/20 

[被引用1回] 

ディスプレイパネルの中間調画像表示方法 

SF分割により階調表示を行う表示ﾊﾟﾈﾙの表示画面における動画と背

景画の境界に生じる偽ｲﾒｰｼﾞ領域を検出し､この偽ｲﾒｰｼﾞ領域の輝度が前

記入力映像信号を忠実に表示したときの輝度より明るいか否かを判別

し､この判別結果に基づいて前記偽ｲﾒｰｼﾞ領

域の画素の点灯を制御してなることを特徴

とするﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの中間調画像表示方法｡ 

特開平9-222872 ディスプレイ装置の階調反転補正回路 

特開平10-042137 ディスプレイ装置の階調歪み補正回路 

特開平10-039833 ディスプレイ装置の階調歪み補正回路 

信号処理:条件対応制御

特開平10-161586 

[被引用1回] 

表示装置の駆動方法及び駆動回路 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特許2760295 

94.10.06 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

ディスプレイ装置の誤差拡散処理装置 

量子化された原画素映像信号に､誤差拡散回路により原画素より過去

に生じた再現誤差を加算して拡散出力信号を得て擬似中間調表示を行

なう装置において､誤差拡散回路に M ﾋﾞｯﾄの映像ﾃﾞｰﾀをそれぞれのﾋﾞｯﾄ

に対応した M 個のｶｳﾝﾀで各ﾋﾞｯﾄの 1 または複数ﾌﾚｰﾑ中の表示数をｶｳﾝﾄ

するｶｳﾝﾀと､そのｶｳﾝﾀで計数した表示ﾄﾞｯﾄ数を､全ﾄﾞｯﾄ数で除する演算

を行い表示面積率を求める演算部と､各ﾋﾞｯﾄの輝度偏差特性を求める､

ROMからなる発光輝度偏差特性測定部と､その測定部のﾃﾞｰﾀに基づき各ﾚ

ﾍﾞﾙの輝度偏差量を求める輝度偏差量

演算部とからなる発光輝度特性取得

回路を結合してなることを特徴とす

るﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の誤差拡散処理装置｡ 

手順:条件対応制御 
特開平7-105364 

(取下) 

ディスプレイ装置の誤差拡散処理回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平9-016120 

(特許3334440) 

誤差拡散回路 

特許2970336 

93.08.26 

G06T  5/500 

ＰＤＰ駆動回路 

PDP 駆動信号に対するPDP の実際の発光輝度ﾃﾞｰﾀを実測し､この実測

線に基づいて補正輝度線を求め､この補正輝度線が理想線からずれてい

るとき､この補正輝度線となるように補正された輝度ﾚﾍﾞﾙのﾃﾞｰﾀを記憶

するﾒﾓﾘと､前記映像信号入力または再現誤差値に､原画質を劣化させな

い程度のﾗﾝﾀﾞﾑな補正値を加算および/または減算する手段とを具備し

た誤差検出回路で求めた誤差出力を､h ﾗｲﾝ遅延回路とdﾄﾞｯﾄ遅延回路に

加え､この再現誤差を､映像信号入力端子に入力した原画素映像信号に

組み入れるようにしたPDP駆動回路｡ 

特許3006363 

93.08.26 

G06T  5/500 

ＰＤＰ駆動方法 

SF 分割により階調表示を行う PDP 駆動法において､映像信号入力端

子に n ﾋﾞｯﾄで量子化されて入力した原画素映像信号に､原画素より過去

に生じた PDP における実際の発光誤差を誤差拡散して拡散出力信号を

得､nﾋﾞｯﾄより少ないmﾋﾞｯﾄに変換した駆動信号で駆動するようにした｡

特開平7-121134 

(取下) 

擬似中間調表示装置の誤差拡散回路 

特開平7-121135 

(取下) 

擬似中間調表示装置の誤差拡散回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平7-175440 

(取下) 

ディスプレイ装置 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(9/14) 
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概要 

特許3312517 

95.01.06 

G09G  3/328 

[被引用1回] 

ディスプレイ装置の誤差拡散処理装置 

誤差拡散回路に､M ﾋﾞｯﾄの映像ﾃﾞｰﾀをそれぞれのﾋﾞｯﾄに対応した M 個

のｶｳﾝﾀで各ﾋﾞｯﾄの 1 または複数ﾌﾚｰﾑ中の表示数をｶｳﾝﾄする表示数ｶｳﾝﾀ

と､前記表示数ｶｳﾝﾀで計数した表示ﾄﾞｯﾄ数を､全ﾄﾞｯﾄ数で除する演算を

行い表示面積率を求める表示面積率演算部と､ROMからなり､各ﾋﾞｯﾄの輝

度偏差特性を求める発光輝度偏差特性測定部と､前記発光輝度偏差特性

測定部のﾃﾞｰﾀに基づき輝度偏差量を求めて前記誤差拡散回路に低ﾚﾍﾞﾙ

を除いたﾚﾍﾞﾙの輝度偏差量を出力する輝度偏

差量演算部と､この輝度偏差量演算部で除か

れた低ﾚﾍﾞﾙの輝度偏差量に代えて予め設定さ

れた固定定数を出力する固定定数発生部とか

らなる発光輝度特性取得回路を結合したこと

を特徴とするﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の誤差拡散処理装

置｡ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平8-190361 

(特許3334401) 

ディスプレイ装置の誤差拡散処理装置 

特開平9-179522 ディスプレイ装置の誤差拡散処理装置 

特開平9-179523 ディスプレイ装置の誤差拡散処理装置 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平9-179524 ディスプレイ装置の誤差拡散処理装置 

特開平7-121136 

[被引用1回] 

擬似中間調表示装置の誤差拡散回路 

特開平7-129115 

(取下) 

ディスプレイ装置の誤差拡散処理回路 

特許3209017 

94.09.29 

G09G  3/20 

擬似中間調処理回路 

入力したnﾋﾞｯﾄの原画素の映像信号に､再現誤差を加算して拡散出力

信号を得､この拡散出力信号をm(≦n-1)ﾋﾞｯﾄの信号に変換して表示ﾊﾟﾈﾙ

へ出力する回路において､ﾄﾞｯﾄまたはﾗｲﾝ単位のﾀｲﾐﾝｸﾞで擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ

信号を発生する､P 次擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ発生器と､Q 次擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ発生器

と､P 次擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ発生器の擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ信号の｢1｣または｢0｣の連

続出現回数が設定値を超えたかどうかを検出する連続信号検出回路と､

設定値を超えないときに前記 P 次擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ発生器の信号を出力

し､超えたとき Q 次擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ発生器の信号を合成して出力する合

成回路とからなる擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ発生回路を具備した擬似中間調処理回

路｡ 

特許3309592 

94.09.30 

G09G  3/20 

ディスプレイ装置の駆動回路 

n ﾋﾞｯﾄの原画素の映像信号に､誤差検出回路により検出した再現誤差

を加算して拡散出力信号を得､この拡散出力信号をm(≦n-1)ﾋﾞｯﾄの信号

に変換して表示ﾊﾟﾈﾙへ出力する回路において､前記入力映像信号の輝度

ﾚﾍﾞﾙ差に基づくｴｯｼﾞ成分を検出し､このｴｯｼﾞ成分が予め設定した閾値以

上のとき前記誤差検出回路の誤差拡散をｸﾘｱする信号を出力するｴｯｼﾞ検

出回路を設け､このｴｯｼﾞ検出回路は､映像信号入力端子に､所定ﾄﾞｯﾄまた

は所定ﾗｲﾝ遅延する､それぞれの出力側に所定の係数を掛ける第 1､第 2､

第 3 の係数回路を接続した第1､第 2､第 3 の遅延回路を直列に接続し､

これら第1､第2､第3の係数回路の出力側に､加算回路を接続し､この加

算回路と閾値信号入力端子とを閾値比較回路に接続してなり､この閾値

比較回路の出力側を前記誤差検出回路に接続して構成したことを特徴

とするﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置の駆動回路｡ 

特開平8-305328 誤差拡散処理回路 

特開平8-307803 誤差拡散処理回路 

特許3346107 誤差拡散処理回路 

特開平9-237060 ディスプレイ装置の中間調表示回路 

特開平9-319325 誤差拡散回路 

特開平10-091119 ディスプレイ装置の誤差拡散回路 

特開平10-091120 ディスプレイ装置の誤差拡散回路 

信号処理:条件対応制御

特開平10-210296 誤差拡散回路 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開平8-106265 擬似中間調処理回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平9-244577 ディスプレイ装置の誤差拡散処理装置 
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特開平10-105116 擬似中間調画像表示装置 階調:誤差拡散･面積階調

等 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平10-105115 階調適応型誤差拡散処理装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平10-207424 ＡＧＣ回路 

特開平10-161588 表示装置の駆動方法及び駆動回路 
信号処理:条件対応制御

特開平11-088721 映像表示装置の白ツブレ防止回路 
階調:階調再現性等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平11-288240 表示装置の駆動方法及び回路 

階調:ｶﾗｰのﾓﾉｸﾛ階調化 手順:条件対応制御 
特開平9-037195 

(取下) 

ＰＤＰ表示システム 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開2001-195035 コントラスト調整回路 

信号処理:条件対応制御
特開平6-332402 

(取下) 

プラズマディスプレイの制御方法およびその装置 
品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開2000-115802 ディスプレイ装置の白バランス調整回路 

特許3277741 

95.01.13 

G09G  3/20 

[被引用2回] 

映像信号処理装置 

ﾌﾞﾗｲﾄ情報､ｺﾝﾄﾗｽﾄ情報及び映像信号の明る

さ情報のうちの 1 つの情報を所定の尺度で複

数段階に区分し､その各区分における前記ﾌﾞﾗ

ｲﾄ情報､ｺﾝﾄﾗｽﾄ情報及び映像信号の明るさ情

報のうちの残りの 2 つの情報に対応したｶﾞﾝﾏ

補正ﾃﾞｰﾀを予め記憶した ROM と､前記ﾌﾞﾗｲﾄ情報､ｺﾝﾄﾗｽﾄ情報及び映像信

号の明るさ情報に基づいて､前記各区分における最適のｶﾞﾝﾏ補正ﾃﾞｰﾀを

読み出すためのｱﾄﾞﾚｽを選択する選択回路と､選択されたｱﾄﾞﾚｽで対応し

たｶﾞﾝﾏ補正ﾃﾞｰﾀを読み出すﾃﾞｰﾀ読み出し手段と､読み出されたｶﾞﾝﾏ補正

ﾃﾞｰﾀを用いて､前記各区分のｶﾞﾝﾏ補正曲線を滑らかに連結するための処

理をする補正回路と､補正処理されたｶﾞﾝﾏ補正曲線上のﾃﾞｰﾀを用いて前

記映像信号のﾌﾞﾗｲﾄ調整､ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整及びｶﾞﾝﾏ補正をするダイナミック

ｶﾞﾝﾏ処理回路とを具備してなることを特徴とする映像信号処理装置｡ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平8-190362 映像信号処理装置 

特開平8-149339 

(取下) 

ガンマ補正回路 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平11-205633 映像表示装置 

特開平8-163404 

(取下) 

ガンマ補正回路 

信号処理:条件対応制御

特許3183377 

94.12.20 

G09G  3/328 

ＰＤＰの輝度特性補正回路 

ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｰﾀから最上位ﾋﾞｯﾄが1で他のﾋﾞｯﾄが全て0のﾃﾞｰﾀ及び最上位

ﾋﾞｯﾄが0で他のﾋﾞｯﾄが全て1のﾃﾞｰﾀを判定する判定部と､その判定部の

判定結果に基づき前記最上位ﾋﾞｯﾄが 1 で他のﾋﾞｯﾄが全て 0 のﾃﾞｰﾀの場

合は加算補正し､最上位ﾋﾞｯﾄが0で他のﾋﾞｯﾄが全て1のﾃﾞｰﾀの場合は減

算補正する演算部とでなることを特徴としたPDPの輝度特性補正回路｡

特開平8-190363 

[被引用2回] 

映像信号処理装置 

品質:γ/逆γ補正 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平10-013849 ＰＤＰのガンマ補正方式 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平9-062227 

(取下) 

映像レベル補正回路 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

信号処理:条件対応制御 特開2001-177845 ＲＧＢ利得調整回路 

特開平8-063124 

[被引用1回] 

表示面焼付き防止回路 

手順:条件対応制御 

特開2002-091373 表示器の焼付防止装置 

特開平10-063224 映像表示装置 
回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開平11-003059 表示器の焼付防止装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平9-006272 全白画面表示方法 

特開平8-179723 プラズマディスプレイ装置 

特開平8-211858 表示器の保護回路 

特開平8-248919 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイ装置 

特開平9-114418 表示器の保護回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:焼き付き 

信号処理:条件対応制御

特開2001-228846 表示焼付防止装置 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(11/14) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平10-222125 プラズマディスプレイ装置 

特開平11-065541 ＰＤＰ表示装置 品質:焼き付き 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2001-175212 表示焼付防止装置 

特開平9-222870 誤差拡散処理装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開平9-330056 

[被引用1回] 

階調適応型誤差拡散回路 

特開平9-146492 表示装置の誤差拡散処理装置 
信号処理:条件対応制御

特開平10-222124 階調適応型誤差拡散回路 

品質:ちらつき等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平9-146493 表示装置の誤差拡散処理装置 

特開平8-065607 

(取下) 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイ装置 

特開平8-123365 

(取下) 

プラズマディスプレイ装置 

特開平8-205049 映像表示装置 

特許2964922 

95.07.21 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

ディスプレイ装置の駆動回路 

各々が複数画素の駆動を担う複数の駆動

素子を有し､SF 分割により多階調画像を表示

するﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置において､入力映像信号に

基づいて各 SF 毎の表示負荷率を検出する表

示負荷率検出手段と､この検出出力に基づいて､表示ﾊﾟﾈﾙの輝度特性を

一定に保つように維持ﾊﾟﾙｽ数を制御する維持ﾊﾟﾙｽ制御手段とを具備し､

前記表示負荷率検出手段は､各 SF 毎の駆動画素数を計数するｶｳﾝﾀとし

てなり､前記維持ﾊﾟﾙｽ制御手段は､前記ｶｳﾝﾀの計数値をｱﾄﾞﾚｽとして､前

記表示ﾊﾟﾈﾙの輝度特性を一定に保つための維持ﾊﾟﾙｽ数を予め記憶した

ﾙｯｸｱｯﾌﾟﾃｰﾌﾞﾙを主体としてなることを特徴とする駆動回路｡ 

特許3206711 

（審判・成立） 

95.07.21 

G09G  3/328 

ディスプレイ装置の駆動回路 

各々が複数画素の駆動を担う複数の駆動素子を有し､SF 分割により

多階調画像を表示する表示装置において､n ﾋﾞｯﾄ(n は 2 以上の整数)の

入力映像信号を m ﾋﾞｯﾄ(m≦n-1)の映像信号に変換すると共に中間ﾚﾍﾞﾙ

を隣接駆動ﾚﾍﾞﾙから求める中間調表示手段と､この中間調表示手段の m

ﾋﾞｯﾄの映像信号に基づいて各 SF 毎の表示負荷率を検出し､この検出出

力に基づいて表示ﾊﾟﾈﾙの輝度特性を一定に保つように維持ﾊﾟﾙｽ数を制

御する表示面積検出手段とを具備してなることを特徴とする駆動回路｡

手順:条件対応制御 

特開2001-350448 ＰＤＰ表示装置 

信号処理:条件対応制御
特開平7-059029 

(取下) 

映像信号処理回路 

品質:画面輝度調節 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平8-223507 

(取下) 

映像信号振幅制限回路 

特開平8-146915 

(取下) 

[被引用3回] 

白バランス調整装置 

特開2000-020013 映像信号処理装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開2001-166736 ゲイン調整回路 

特開平9-281927 プラズマディスプレイ装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平10-174117 

[被引用1回] 

ＰＤＰの白バランス調整回路 

特開平11-205813 映像表示装置 
信号処理:条件対応制御

特開2000-115801 ＰＤＰの白バランス調整装置 

特開平9-023446 

(取下) 

プラズマディスプレイ 

特開平10-013848 ＰＤＰの白バランス調整方式 

品質:表示色再現性･調節

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2000-115799 カラ－映像表示装置の色補正回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平7-058978 

(取下) 

フレ－ムパルス連続性保持回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開平10-161591 動き検出回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:条件対応制御 特開平10-149137 動画補正用動きベクトル検出回路 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(12/14) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平10-161585 表示装置の動画補正回路 

特開平10-274962 ディスプレイ装置の動画補正回路 

特開平10-282930 ディスプレイ装置の動画補正方法及び動画補正回路 
信号処理:条件対応制御

特開平11-015429 動きベクトル時間軸処理方式 

信号処理:ﾚﾍﾞﾙ変換 特開平10-161590 動き検出回路 

信号処理:制御信号 
特開平8-202329 

(取下) 

ディスプレイ表示装置 

特開平10-161587 表示装置の動画補正方法及び動画補正回路 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平10-254403 ディスプレイ装置の動画補正回路 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特開平8-146912 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:駆動高速化 信号処理:制御信号 特開平10-164416 画像パンニング回路 

手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 特開平10-301532 表示装置の駆動方法及び駆動回路 
高解像度:高精細化 

信号処理:制御信号 特開平8-328508 カラ－ディスプレイ装置の中間調表示回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平7-007701 

(取下) 

プラズマディスプレイのパリティ信号発生回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開平9-034400 

(取下) 

画像表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開平9-305143 ＰＤＰ装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平8-163512 

(取下) 

方式変換装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平10-224711 映像表示装置 

信号処理:制御信号 特開平11-143428 ＰＤＰ表示装置 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平9-270936 同期検出回路 

特開平7-007703 映像信号入力回路 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平10-232644 プラズマディスプレイ装置 

特開平7-334116 ＰＤＰ縦横変換回路 

特開平8-149397 

(特許3346516) 

映像処理回路 

特開平9-083912 映像表示装置 

信号処理:制御信号 

特開平10-013762 ワイド画面テレビ 

特開平7-219476 

(取下) 

ＰＤＰのサンプル数変換方法および回路 

各種映像信号等:画素数

等変換 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平7-219477 

(取下) 

ＰＤＰのサンプル数変換方法および回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平9-160524 表示装置の誤差拡散処理装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特許2812287 

96.02.02 

G09G  3/28 

ディスプレイ装置の駆動回路 

各々が複数の画素の駆動を担う複数の駆動素子を有し､SF 分割によ

り多階調画像を表示する表示装置において､映像信号に基づいて各 SF

毎の表示面積を検出する表示面積検出回路と､検出した各 SF の表示面

積の相対比を演算する相対比演算回路と､この演算値をｱﾄﾞﾚｽとして､表

示ﾊﾟﾈﾙの輝度特性を一定に保つための維持ﾊﾟﾙｽﾃﾞｰﾀが予め記憶された

ﾙｯｸｱｯﾌﾟﾃｰﾌﾞﾙとを具備してなることを特徴とする駆動回路｡ 

特開平8-160903 

(取下) 

ディジタル画像表示方法及び装置 

特開平10-066000 

[被引用1回] 

画像表示装置 信号処理:制御信号 

特開平10-260667 映像表示装置 

特開平9-034405 ディスプレイ装置の誤差拡散処理装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平9-090902 

[被引用1回] 

擬似中間調処理回路 

高信頼性:長寿命化 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 特開2002-006796 表示装置 

高信頼性:調整･保守 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開平10-063217 表示装置 

高信頼性:故障対策 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平8-202312 

(取下) 

ＰＤＰ補修ラインの補正装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 手順:条件対応制御 特開2001-100719 マルチ映像表示装置のＡＧＣ制御装置 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(13/14) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平9-146494 

[被引用1回] 

多画面表示装置 

特開平9-185340 ディスプレイ装置 

特開平10-003282 複数画面表示装置の誤差拡散回路 

特開平10-028248 複数画面表示用誤差拡散回路 

特開平10-307559 マルチ画像表示装置 

信号処理:条件対応制御

特開平11-305717 マルチ画面表示システム 

特開平9-051495 

(取下) 

多画面表示用クロック変換回路 

特開平10-232648 表示モ－ド判別装置 
信号処理:制御信号 

特開平10-232646 表示モ－ド判別装置 

特開平10-039822 マルチ画像表示装置 

特開平10-124003 

[被引用1回] 

マルチ画面プラズマディスプレイ装置 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平10-124004 マルチ画面プラズマディスプレイ装置 

応用:特殊応用 信号処理:制御信号 特開平10-210363 映像合成装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

周辺:事故･操作ﾐｽ対策 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 特開平11-038934 ＰＤＰの安全装置 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平9-051633 

(取下) 

ＰＤＰシステム電源 

特性:電磁放射･赤外放射 波形･電圧:維持 特開平11-119732 ＰＤＰの駆動装置 

特開平8-263151 出力電圧の制御方法 

特開平8-294273 出力電圧の制御方法 特性:電圧変動 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 
特開平10-143094 プラズマディスプレイ装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:条件対応制御 特開平8-076715 ＰＤＰ駆動用パルス発生制御装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平7-064508 

(取下) 

[被引用2回] 

表示パネルの駆動方法およびその装置 

特開平8-194547 放電回路 
高信頼性:故障対策 

特開平10-171363 プラズマディスプレイ装置 

高信頼性:発熱対策等 
特開平7-210112 

(取下) 

残留電荷放電回路 

特開平9-023575 

(取下) 

感電防止回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

周辺:事故･操作ﾐｽ対策 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平9-023576 

(取下) 

感電防止回路 

高信頼性:故障対策 
特開平9-297559 プラズマディスプレイシステム 

応用:特殊応用 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開平11-095720 電子掲示板 
Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

応
用
等 

周辺:試験方法 信号処理:制御信号 

特開平9-237057 ディスプレイ用信号発生器 

 

表 2.1.4 富士通ゼネラルの技術要素別課題対応特許(14/14) 
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        （松下電子工業を含む） 

2.2.1 企業の概要 

商号 松下電器産業 株式会社 

本社所在地 〒571－8501 大阪府門真市大字門真1006 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 2,587億37百万円（2002年3月末） 

従業員数 49,513名（2002年3月末）（連結：267,196名） 

事業内容 電気機械器具の製造・販売・サービス（映像・音響機器、情報通信機器、

家庭電化・住宅設備機器、産業機器、電子部品） 

2000年10月に、東レとの合弁会社「松下プラズマディスプレイ(株)(MPDP社)」を発足さ

せ、東レより背面板製造技術の供給を受けてパネルからセット完成品までの一環生産を行

う体制とした。(出典:松下電器産業のHP 2000年９月28日付のニュースリリース) 

また、2002年５月には、2004年度稼働予定の月産８万台規模の新量産工場建設計画を発

表しており、既存の大阪茨木市の工場および中国の「上海松下プラズマディスプレイ社」

と合わせて年間150万台以上の生産体制を構築するとしている。(出典:松下電器産業のHP 

2002年５月21日付のニュースリリース) 

また、2001年４月に、松下電子工業を吸収合併してディスプレイデバイス事業と半導体

事業を再編・統合し、ディスプレイにおいては、電子管・液晶・PDPを新しい社内分社とし

て一体化した。 

                 

2.2.2 製品例 

松下電器産業内にPDP事業部があり、上記松下プラズマディスプレイの製造したPDP製品

を販売している。TV等の製品形態では社内分社として設けられたAVC社が担当している。 

 

表2.2.2 松下電気産業のPDP製品例(出展:松下電産のHP)  

 

製品名 発売年月 概要 

TH-37PD10 

 

2002年8月 ・ワイド37型BS・110度CSデジタルテレビ 

・852x480ドット、プログレッシブ表示 

・消費電力273W 

TH-42PX10 

 

記載無 ・ワイド42型BS・110度CSデジタルハイビジョン

テレビ 

・1024x768ドット、プログレッシブ表示 

・消費電力423W 

TH-50PXS10 

 

記載無 ・ワイド50型BS・110度CSデジタルハイビジョン

テレビ 

・1366x768ドット、プログレッシブ表示 

・消費電力543W 

TH-42PAS10 

 

2002年7月 ・ワイド42型テレビ 

・852x768ドット、プログレッシブ表示 

・消費電力314W 

2.2 松下電器産業 
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2.2.3 技術開発拠点と研究者 

図2.2.3に、PDP駆動技術の松下電器産業の出願件数と発明者数を示す。 

 

図2.2.3 松下電器産業の出願件数と発明者数 
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松下電器産業: 大阪府門真市大字門真１００６番地  松下電器産業株式会社内 

の開発拠点    大阪府門真市大字門真１００６番地  松下電子工業株式会社内 

大阪府高槻市幸町１番１号  松下電子工業株式会社内 

大阪府門真市大字門真１００６番地  松下システムテクノ株式会社内 

大阪府高槻市郡家本町６番１号  松下電子応用機器株式会社内 

大阪府茨木市松下町１番１号  株式会社松下エーヴィシー・テクノロジー 

内 

神奈川県川崎市多摩区東三田３丁目１０番１号  松下技研株式会社内 

神奈川県横浜市港北区綱島東四丁目３番１号  松下通信工業株式会社内 

香川県高松市古新町８番地の１  松下寿電子工業株式会社内 

愛知県名古屋市中区栄２丁目６番１号  白川ビル別館５階  株式会社松下 

電器情報システム名古屋研究所内 

米国  ニューヨーク州 

米国  ニュージャージー州  

                     

2.2.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図2.2.4に、松下電器産業の特許の課題と解決手段の分布を示す。課題「(AC型PDP)階調

駆動技術の改善」において、解決手段「信号処理・制御」を用いたものに出願が多く、課

題としてはその他、AC型PDPにおける表示品質や特性、効率等の改善にも多数出願されてい

るが、平面型ディスプレイ共通やDC型PDPなどに関しても広く出願されている。 

特に、階調表示技術の改善では疑似輪郭対策、表示品質の改善では画面輝度の制御方法、

動作特性の改善では電圧マージンの拡大、高効率化/低消費電力化では、駆動電圧の低減な

どに関するものが多い。 

表2.2.4には松下電器産業の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数294件のうち登録
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特許36件は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、表2.2.4には、出願人が松下電子工業の出願も含まれるが、これは2001年４月付

で同社が松下電器産業に吸収合併されたため、同社分も松下電器産業にまとめたものであ

る。 

なお、これらの松下電器産業の出願のうちで、被引用回数の多いものは無い。 

 

図2.2.4 松下電器産業の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許3075335 

95.07.14 

G09G  3/328 

日本放送協会 

松下電子工業 

[被引用2回] 

中間調表示方法 

複数のｻﾌﾞﾌｨｰ ﾙﾄﾞを時間的に重ねて中間調を表示する中間調表示方

法において､上位の複数ﾋﾞｯﾄに相当する部分をほぼ等しい重み付けの複

数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞとし､残りの下位ﾋﾞｯﾄに相 当する部

分を 2 進法に従った重み付けのｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞとし､上

位の複数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞを連続的に配置するととも

に､階調が増えるにつれて上位の複数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙ ﾄﾞ

を点灯するときはそれらのｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞが互いに隣接

するように制御する｡ 

階調:ｶﾗｰのﾓﾉｸﾛ階調化 

特開2001-117529 カラ－マトリクスデジタルディスプレイデバイス上の白黒の

テキストおよびグラフィックスの鮮明度を改良するための方

法および装置 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2002-116728 表示装置 
品質:画面輝度調節 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平10-268832 映像表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開2002-055675 画像表示装置 
品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開2002-040984 表示方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2002-041022 文字列表示装置、文字列表示方法及びプログラムを記録した

記録媒体 品質:各種表示機能 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開2002-040980 表示方法 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開2001-339623 階調補正装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 特開2001-331157 映像信号変換装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2002-064791 

[分割出願] 

走査線変換回路 

特開平11-015455 画像表示装置 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:制御信号 
特開2001-222251 映像信号変換装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開2001-331145 画像変換装置及び画像変換方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開2002-040985 縮小表示方法 

特開平9-154086 表示装置 

特開平9-247588 水平画素数変換回路 

各種映像信号等:画素数

等変換 
信号処理:制御信号 

特開平10-198302 マルチスキャン型ディスプレイ装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 特開2001-326832 階調補正回路、及びγ補正装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2002-032074 表示装置、表示方法及び表示制御プログラムを記録した記録

媒体 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:制御信号 特開2001-255841 表示装置及びその駆動回路と信号伝送方法 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 特開2002-132203 パネル駆動用半導体回路装置 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開2000-338926 画像表示装置 低ｺｽﾄ化:汎用･低価格素

子適用 信号処理:制御信号 特開2002-014645 フレ－ム内時分割階調表示方式への画像デ－タ変換装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:調整･保守 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開2000-184236 γ補正回路およびγ補正方法 

特性:駆動高速化 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特許2661473 

92.08.05 

G02F  1/133 

表示素子の駆動方法とその駆動方法を実現する駆動回路及び

表示装置 

複数の行電極の全部または一部の各行電極に異なる符号を配し､前記

符号に対応する行電圧波形を各行電極に繰り返し印加し､画素の階調

ﾃﾞ-ﾀに応じて選ばれた所定の時点に前記列電極に前記符号の任意の符

号と所定の関係となる列電圧波形を印加することにより､前記列電極と

前記任意の符号と対応する行電極の交差する任意の画素を選択またはﾘ

ｾｯﾄすることを特徴とする表示素子の駆動方法｡ 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:条件対応制御 
特開平4-026886 

(取下) 

平板型表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:調整･保守 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 特開平11-327486 マトリックス型表示パネルの駆動回路とその評価方法 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
共
通:

試
験/

検
査 

周辺:試験方法 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2000-221111 表示画面の検査方法と装置 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(1/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:期間構成 特開平11-327491 表示装置およびその駆動方法 

特開平10-097217 表示パネルの駆動方法 

特開平10-097218 表示パネルの駆動方法 

特開平10-254402 画像表示装置 

特開平10-319904 多階調画像表示装置 

特開2000-020024 プラズマディスプレイの駆動方法 

特開2001-215922 ガス放電パネル表示装置及びガス放電パネルの駆動方法 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2002-023692 表示装置および表示方法 

階調:動画偽輪郭防止 

手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 特開平11-194741 プラズマディスプレイ駆動方式 

階調:階調再現性等 特開2001-034229 画像表示装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平11-024628 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイパネルの階調表示方法 

特開平10-302645 ガス放電パネル 
品質:高輝度化 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 
特表2002-525687 陽光柱型交流プラズマ表示装置 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開2000-214823 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2000-242224 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:ちらつき等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平9-198006 表示装置の階調表示駆動方法、及びその駆動回路 

特開平8-212930 

[被引用2回] 

気体放電型表示装置の駆動方法 
特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
手順:期間構成 

特開2000-259123 表示装置およびその駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開2002-108278 プラズマディスプレイ装置およびその駆動方法 
特性:駆動高速化 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 特開平11-305725 ガス放電パネル 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開2000-148084 プラズマディスプレイの駆動方法 

特開2000-098971 プラズマディスプレイ装置 高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 
手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 

特開2000-122600 プラズマディスプレイ装置 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平7-295508 

(特許3331736) 

気体放電型表示装置の駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

高信頼性:長寿命化 手順:条件対応制御 

特許3265728 

93.07.27 

G09G  3/282 

気体放電型表示装置の駆動方法 

PDP の駆動電流または放電維持電圧を予め設定した設定値と比較し､

この比較した信号に基づいて気体放電表示ﾊﾟﾈﾙに印加する駆動用電圧

信号を変更する駆動方法｡ 

階調:高階調化 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2002-082649 

(特許3357666) 

表示装置および表示方法 

特開平11-015435 

[被引用1回] 

多階調画像表示装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-051641 階調表示方法および階調表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平10-039831 ディスプレイの駆動回路と表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 特開2000-089711 ディスプレイ装置の中間調表示方法 

特開平11-231832 動ベクトル検出方法、動画像表示方法及び動画像表示装置 

特開2000-039864 動画像表示方法及び動画像表示装置 

特開2000-098959 画像表示装置の動画疑似輪郭低減方法 

特開平11-344950 動的プログラミングコ－ディングを用いたデジタルディプレ

イ装置に対する動画素の歪み低減 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特許3250995 

99.01.22 

G09G  3/20 

表示装置及び方法 

画像信号の階調を､複数の SF を組み合わせて表現できる階調の中か

ら表示に先立って選択され､表示に使用される所定の階調である第 1 の

階調群に属する第 1 の階調と､前記第 1 の階調の中間に位置し､前後の

第1 の階調との階調差が等しい第2 の階調群に属する第2 の階調との

いずれかに変換する階調変換手段と､前記階調変換手段により変換され

た信号の階調と前記画像信号の階調との誤差を周辺の画素に拡散する

誤差拡散手段とを備え､誤差拡散手段の出力の階調が前記第 1 の階調で

あるときはその階調で表示し､誤差拡散手段の出力の階調が前記第 2 の

階調であるときは､前記第2の階調の前後の前記第1の階調との階調差

を前記第 2 の階調に加算または減算して前記第 1 の階調を用いて表示

し､前記加算又は減算はﾌｨｰﾙﾄﾞ間で交互に行うことを特徴とする表示装

置｡ 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(2/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平10-282928 

(特許3339355) 

画像表示装置 

特開平11-249617 階調表示方法、及び階調表示装置 

特開平11-259043 画像表示装置 

特開平11-212517 多階調画像表示装置 

特開平11-231827 画像表示装置及び画像評価装置 

特開2000-098960 動画像表示装置 

特開2000-163013 ディスプレイ装置の中間調表示方法 

信号処理:条件対応制御

特開2002-091370 画像表示装置 

特開平10-039830 画像表示装置 

特開平10-111668 

(特許3339329) 

階調表示方法 

特開平10-153980 

[被引用1回] 

画像表示装置 

特開平10-153981 

(特許3365229) 

画像表示装置 

特開平11-133915 ディスプレイパネルの映像表示方法およびその装置 

特開平10-333638 動画像表示方法及び動画像表示装置 

特開平11-119725 ビデオ画像フレ－ムシ－ケンス表示方法および装置 

特許2994633 

97.12.10 

G09G  3/28 

疑似輪郭ノイズ検出装置およびそれを用いた表示装置 

複数の SF に分割された入力画像の各画素に対して､周辺の画素との

間で画素値の論理演算をSF毎に行い､この論理演算結果に対して､SF毎

に割当てられた重みをつけて加算することにより擬似輪郭ﾉｲｽﾞ量を算

出する擬似輪郭ﾉｲｽﾞ量算出手段を有することを特徴とする疑似輪郭ﾉｲ

ｽﾞ検出装置｡ 

特許2994634 

97.12.10 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

表示装置 

画像の疑似輪郭のﾉｲｽﾞ量情報を出力する疑

似輪郭ﾉｲｽﾞ量出力手段と､疑似輪郭ﾉｲｽﾞ量情報

に基づき､疑似輪郭ﾉｲｽﾞ量が大きくなるほど総

階調数 K を減少させるように調整する調整手段

とを有し､前記擬似輪郭ﾉｲｽﾞ量出力手段は､複数

の SF に分割された入力画像の各画素に対して､周辺の画素との間で画

素値の論理演算をSF毎に行い､この論理演算結果に対してSF毎に割当

てられた重みをつけて加算することにより擬似輪郭ﾉｲｽﾞ量を算出する

ことを特徴とする表示装置｡ 

特開2000-163004 ディスプレイ装置の中間調表示方法 

特開2000-002841 パルス数等化を使用した、デジタルディスプレイ装置におけ

る動画素歪みの低減 

特開2001-034223 動画像表示方法及びそれを用いた動画像表示装置 

階調:動画偽輪郭防止 

特開2001-042819 階調表示方法、及び階調表示装置 

階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2000-163005 多階調画像表示方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2002-032050 

[分割出願] 

階調表示方法 

特許3314556 

94.10.28 

H04N  5/66 

画像表示装置 

SF 分割により階調駆動を行う表示装置において､画像信号の動きを

検出する動き検出手段と､前記画像信号に含まれる雑音を低減する雑音

低減手段とを備え､前記動き検出手段の出力によって前記雑音低減手段

における雑音低減を行う方向及び雑音を低減する度合いを変化させる｡

特開平8-146914 画像表示装置の駆動方法 

特開平8-160914 画像表示装置 

信号処理:条件対応制御

特開平8-160915 画像表示装置 

信号処理:制御信号 
特開平8-237578 

(取下) 

平面表示装置の駆動方法 

特開2002-040981 

[分割出願] 

階調表示方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

階調:階調再現性等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2002-055648 

[分割出願] 

階調表示方法 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(3/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:階調再現性等 信号処理:条件指定 特開2000-003154 階調表示方法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 手順:条件対応制御 特開2002-006794 表示装置 

特開平10-153983 

[被引用1回] 

画像表示装置 

特開平10-319894 画像表示装置 品質:高/低輝度部階調 信号処理:条件対応制御

特開2001-222254 デジタル表示装置に対する動的な低レベル解像度の向上と動

画擬似輪郭の低減 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特許2994632 

98.09.25 

G09G  3/28 

発光中心変動防止のためのＰＤＰ表示の駆動パルス制御装置

明るさの情報に基づきSF数Z を変化させるSF 数特定手段と､SF 数

のそれぞれの場合の､各SFにおける発光回数が一番多い最重SFの発光

時間情報を保持する時間情報源と､SF 数特定手段により特定された SF

数 Z に基づき､特定の最重 SF の発光時間情報を選出する手段と発光時

間情報に基づき､各ﾌｨｰﾙﾄﾞにおいて最重 SF を配置するための遅延量を

算出する手段と算出された遅延量に従い､駆動ﾊﾟﾙｽを遅延させる遅延手

段を備え､SF 数 Z が変化したとき､変化する前と変化した後のﾌｨｰﾙﾄﾞに

おいて最重SFが1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間の大略同じ位置に配置されることを特徴

とする発光中心変動防止のためのPDP表示の駆動ﾊﾟﾙｽ制御装置｡ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開2002-099239 表示方法 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 特開平10-260655 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:焼き付き 信号処理:制御信号 特開2000-322027 画像表示装置 

品質:ちらつき等 信号処理:条件対応制御 特開平10-319903 多階調画像表示装置 

手順:条件対応制御 

特許2994630 

97.12.10 

G09G  3/28 

[被引用2回] 

明るさによるサブフィールド数調整可能な表示装置 

画像全体の明るさを定倍係数 A により映像信号を増幅して調整する

と共に､SF 分割により階調表示を行う表示装置において､画像の明るさ

の平均ﾚﾍﾞﾙを検出する平均ﾚﾍﾞﾙ検出手段と､画像の明るさの平均ﾚﾍﾞﾙ

(Lav)が低くなるほど､SF数Zを減少させ､重み付けの倍数Nを増加させ

るようにして画像の明るさの平均ﾚﾍﾞﾙ(Lav)に基づき､総階調数 K を変

えずにSF 数 Z および重み付けの倍数N を決

定する画像特徴判定手段と､倍数 N に基づい

て､各SFの重み付けをN倍する重み付け設定

手段とを有することを特徴とする明るさによ

るｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ数調整可能な表示装置｡ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平11-338419 自動電流制限手段 

特許2845836 

96.09.18 

G09G  3/28 

松下電子 

プラズマディスプレイパネルの輝度制御方法 

所定ﾚﾍﾞﾙ以下の入力信号域の入力信号に対して輝度の階調を得る階

調表示領域と､前記所定ﾚﾍﾞﾙを越える入力信号域の入力信号に対して前

記階調表示の最大輝度を越えた一定の輝度を表示する一定輝度表示領

域とで画像表示することを特徴とするPDPの輝度制御方法｡ 

特開平10-207423 プラズマディスプレイ 

特許3068797 

97.02.05 

G09G  3/328 

松下電子 

プラズマディスプレイパネルの輝度制御方法 

SF 分割による PDP の階調表示に､逆γ特性を持つ信号処理回路を組

み合わせた輝度制御方法であって､信号入力の信号ﾚﾍﾞﾙを検出し､その

値が或一定の値を越えたとき､信号入力に対して SF の発光輝度の重み

付けが高くなるように設定された階調表示部および前記逆γ特性のγ

値が高くなるように設定された逆γ補正部を選択するように切り換え

て表示を行い､前記検出した値が前記或一定の値以下になったとき､前

記信号入力に対して SF の発光輝度の重み付けが低くなるように設定さ

れた階調表示部および前記逆γ特性のγ値が低くなるように設定され

た逆γ補正部を選択するように切り換えて表示を行う｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:画面輝度調節 

信号処理:条件対応制御

特許2994631 

97.12.10 

G09G  3/28 

ＰＤＰ表示の駆動パルス制御装置 

画像の明るさの平均ﾚﾍﾞﾙ(Lav)を検出する平均ﾚﾍﾞﾙ検出手段と､画像

の明るさの平均ﾚﾍﾞﾙ(Lav)が低くなるにつれて､重み付けの倍数 N を増

加させるようにして､その平均ﾚﾍﾞﾙ(Lav)に基づき､小数点以下の数値も

含む重み付けの正の倍数Nを決定する画像特徴判定手段と各SFの重み

付け k と､重み付けの倍数 N とを掛算し､その積の小数点以下を四捨五

入して得られた整数値を各 SF の駆動ﾊﾟﾙｽ数とするﾊﾟﾙｽ数設定手段とを

備えたことを特徴とする表示装置｡ 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(4/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3275848 

98.09.28 

G09G  3/20 

表示装置 

入力映像信号に対応した輝度調整信号を発生する輝度調整信号発生

手段と､(2n-1)個(nは3以上の自然数)の相異なる領域に区分けし､前記

(2n-1)個の相異なる領域は領域 xA(1≦x≦n(x は自然数))と､xB(1≦x≦

n-1)なる領域とで構成され､xA領域と(x+1)A 領域との間にxB領域を設

ける構成とし､輝度調整信号がそのいずれの領域に該当するかを判定す

る領域判定手段と､判定領域がxA領域に該当する時､発光ﾓｰﾄﾞ信号xを

出力し､判定領域が xB 領域に該当する時でありかつ 1 状態前の判定領

域が同じ又は相隣り合う領域の場合､1状態前の発光ﾓｰﾄﾞ信号を出力し､

1 状態前の判定領域が隣り合わない領域の場合､発光ﾓｰﾄﾞ信号 x または

発光ﾓｰﾄﾞ信号 x+1 を出力する発光ﾓｰﾄﾞ変化抑制手段と､発光ﾓｰﾄﾞ変化抑

制手段の出力信号に対応した発光回数を設定する発光回数設定手段と

を有することを特徴とする表示装置｡ 

特開2000-194311 表示装置および表示方法 

特開2000-305514 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-338933 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

信号処理:条件対応制御

特開2001-125536 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許3202007 

98.09.18 

G09G  3/20 

画像表示装置 

入力映像の R､G､B 信号が各色で同一の画像を単色で表示させたとき

にそれぞれの表示のために消費される電力の比が KR:KG:KB であるﾊﾟﾈﾙ

と､所定期間の前記入力映像信号R､G､Bを各々積分してR平均ﾚﾍﾞﾙ､G平

均ﾚﾍﾞﾙ､B 平均ﾚﾍﾞﾙのそれぞれを出力する積分回路と､前記 R 平均ﾚﾍﾞﾙ､

前記 G 平均ﾚﾍﾞﾙ､前記 B 平均ﾚﾍﾞﾙのそれぞれに前記KR､KG､KB のそれぞ

れを乗算する第1､第2､第3の乗算回路と､前記第1､第2､第3の乗算回

路の出力信号に基き予測される消費電力を示す消費電力予測信号を求

め､出力する回路と､消費電力予測信号を入力し､その値に基いて消費電

力が所定の範囲内に制限されるように単位面積あたりの発光量を制御

する制御回路とを備える画像表示装置｡ 

品質:画面輝度調節 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特許3242641 

[分割出願] 

98.09.18 

G09G  3/328 

プラズマ表示装置 

R,G,B各蛍光体の面積の比がKR:KG:KBであるﾊﾟﾈﾙと､所定期間の前記

入力映像信号 R､G､B を各々積分して R､G､B の各平均ﾚﾍﾞﾙのそれぞれを

出力する積分回路と､前記R､G､Bの各平均ﾚﾍﾞﾙのそれぞれに前記KR､KG､

KB のそれぞれを乗算する第1､第2､第 3の乗算回路と､各乗算回路の出

力信号に基き予測される消費電力を示す消費電力予測信号を求め､出力

する回路と､消費電力予測信号を入力

し､その信号の値に基いて消費電力が所

定の範囲内に制限されるように単位面

積あたりの発光量を制御する制御回路

とを備えるﾌﾟﾗｽﾞﾏ表示装置｡ 

手順:維持 特開平10-333639 画像表示装置 

信号処理:条件対応制御

特許3309593 

94.10.28 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ 

G2画素､B1画素､R1画素からなるｶﾙﾃｯﾄ型のPDPにおいて､ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｸ

ﾛｯｸに基づいて G､B､R のそれぞれの映像信号をﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号に変換する

A/D変換部と､変換されたGの映像信号の最下位ﾋﾞｯﾄの値とｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｸﾛｯ

ｸを 2 分周した信号の論理積に基づく制御信号を出力する判定回路と､

前記変換された G の映像信号と前記判定回路から出力された制御信号

とを加算する加算回路と､前記A/D変換部からﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力されたRおよ

びBの映像信号と前記加算回路から出力されたGの映像信号を入力し､

階調に応じた信号を走査電極と表示電極に出力する駆動回路とを備え

る｡ 

信号処理:条件対応制御 特開平10-232647 プラズマディスプレイ表示装置 

品質:表示色再現性･調節

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平9-258685 画像表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:表示異常･画像劣化 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 特開平11-007266 ディスプレイパネルの映像表示方式およびその装置 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(5/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開2001-051647 画像表示装置 
品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:条件対応制御 特開平10-207425 映像表示装置 

特開2001-075528 表示装置およびその駆動方法 

特許3242097 

99.11.12 

G09G  3/328 

表示装置およびその表示方法 

表示ﾊﾟﾈﾙ内の選択された放電ｾﾙに駆動ﾊﾟﾙｽを印加して第 1 の放電を

発生させた後に第 2 の放電を発生させる駆動手段と､複数の放電ｾﾙのう

ち同時に点灯させる放電ｾﾙの点灯率を検出する検出手段と､検出された

点灯率に応じて第1の放電を発生させた後に第2の放電を発生させるﾀ

ｲﾐﾝｸﾞが変化するように前記駆動手段を制御する制御手段とを備えるこ

とを特徴とする表示装置｡ 

特開2002-132213 

[分割出願] 

表示装置およびその駆動方法 

特開2002-132214 

[分割出願] 

表示装置およびその駆動方法 

特開2002-132215 

[分割出願] 

表示装置およびその駆動方法 

手順:条件対応制御 

特開2002-123215 

[分割出願] 

表示装置およびその駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特許3201997 

98.12.14 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ装置 

SFは､複数の階調のうち少なくとも1つの階調において少なくとも2

つ以上の非発光SFが続いた後に発光するSFと､すべての階調において

2 つ以上の非発光 SF が続いた後に発光することのない SF とで構成さ

れ､前記複数の階調のうち少なくとも 1 つの階調において少なくとも 2

つ以上の非発光 SF が続いた後に発光する SF ではすべての階調におい

て書込みﾊﾟﾙｽの幅を通常の書込みﾊﾟﾙｽ幅よりも広く設定する手段を備

えたことを特徴とするPDP装置｡ 

信号処理:制御信号 

特許3125269 

97.03.04 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ装置 

SF を生成するために用いられ､1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ毎に､映像信号の書込み動作

と映像信号の読出し動作とを交互に行う 2 個のﾌﾚｰﾑﾒﾓﾘと､映像信号の

入力垂直同期信号を基準として､ﾌﾚｰﾑﾒﾓﾘの書込み動作を制御するﾌﾚｰﾑﾒ

ﾓﾘ書き込み制御手段と､PDP に画像を表示させるための表示用垂直同期

信号を基準として､ﾌﾚｰﾑﾒﾓﾘの読出し動作を制御するﾌﾚｰﾑﾒﾓﾘ読出し制御

手段とを含むことを特徴とするPDP表示装置｡ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平10-333640 

(特許3336935) 

画像表示装置 

特性:電磁放射･赤外放射 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開平10-149136 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイの駆動方法 

高解像度:表示特性ﾊﾞﾗﾂｷ 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 特開平10-340063 画像表示装置 

特開2000-330509 ＰＤＰ駆動装置 

手順:条件対応制御 特開2001-100695 

[分割出願] 

プラズマディスプレイ装置 

特開平11-352930 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2002-014663 画像表示前処理装置および画像表示装置 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:制御信号 

特開2002-032054 表示装置および表示方法 

各種映像信号等:画素数

等変換 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特開平9-307837 画像表示装置 

特開平11-194742 プラズマディスプレイパネル表示駆動装置 

特開平11-194743 画像表示装置 
手順:条件対応制御 

特開平11-190984 プラズマディスプレイパネルの駆動装置及び駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2002-023694 デ－タ書き込み時の消費電力の低減が図られた多階調画像表

示装置 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(6/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 信号処理:条件対応制御 特開2002-156942 画像表示装置 

低消費電力:発光効率向

上 
手順:条件対応制御 

特開2002-099243 表示装置およびその駆動方法 

信号処理:制御信号 特開2002-014649 画像表示装置 

特開平11-112911 ディスプレイ表示装置 

特開平11-259037 画像表示方法および画像表示装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2002-182610 プラズマディスプレイ装置 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平10-340065 画像処理ＬＳＩ、及びその調整方法 

高信頼性:長寿命化 手順:条件対応制御 特開2001-075529 表示装置およびその輝度制御方法 

高信頼性:調整･保守 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平11-252591 画像表示装置におけるドットクロック自動再生装置 

高信頼性:故障対策 
回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開平11-119731 プラズマディスプレイパネルの表示装置 

特開平9-198005 プラズマディスプレイ 

特許3270435 

99.10.04 

G09G  3/328 

表示装置およびその輝度制御方法 

外部から入力される映像信号に応じた輝度で画像を表示する表示画

面と､その表示画面に隣接する外周部とからなる表示部と映像信号から

前記表示画面の温度に対応する温度推定値を推定する温度推定手段と

前記外周部の温度に対応する基準値と温度推定値とを用いて温度差推

定値を求める演算手段と､温度差推定値の増加に応じて前記表示画面に

表示される画像の輝度を低下させるように制御する制御手段とを備え

る表示装置｡ 

特開2002-072951 表示装置およびその駆動方法 

特許3270458 

[分割出願] 

99.10.04 

G09G  3/328 

表示装置およびその輝度制御方法 

外部から入力される映像信号に応じ

た輝度で画像を表示する表示画面と､前

記表示画面に隣接する外周部とからな

る表示部と映像信号から前記表示画面の温度に対応する温度推定値を

推定する温度推定手段と､前記外周部の温度に対応する基準値と温度推

定値とを用いて温度差推定値を求める演算手段と､温度差推定値の増加

に応じて前記表示画面に表示される画像の最大輝度のみを低下させる

ように制御する制御手段とを備える表示装置｡ 

特許3249813 

[分割出願] 

99.10.04 

G09G  3/328 

表示装置およびその制御方法 

外部から入力される映像信号に応

じた階調による画像を､総階調数が同

一でかつ各階調における発光ﾊﾟﾙｽ数

が異なる複数の発光形式により表示する表示画面と､前記表示画面に隣

接する外周部とからなる表示部と､映像信号から前記表示画面の温度に

対応する温度推定値を推定する温度推定手段と､前記外周部の温度に対

応する基準値と温度推定値とを用いて温度差推定値を求める演算手段

と､前記複数の発光形式の中から温度差推定値に応じて発光形式を選択

するとともに､温度差推定値の増加に応じて前記表示画面に表示される

画像の輝度を低下させるように制御する制御手段とを備えた表示装置｡

特許3249814 

[分割出願] 

99.10.04 

G09G  3/328 

表示装置およびその輝度制御方法 

温度差推定器により､映像信号から

PDPの表示画面の外周部の温度を表す温

度推定値とﾊﾟﾈﾙ外周部温度設定器から

出力される PDP のﾊﾟﾈﾙ外周部の温度を表す基準値とを用いて温度差推

定値を求めるとともに､表示画面を複数のﾌﾞﾛｯｸに分割してこの複数の

ﾌﾞﾛｯｸの中から前記表示画面の外周に隣接する外周ﾌﾞﾛｯｸを抽出し､温度

差推定値の増加に応じて前記外周ﾌﾞﾛｯｸの輝度を低下させるように､ｺﾝﾄ

ﾛｰﾗおよび明るさ制御器により制御する｡ 

手順:条件対応制御 

特開2002-149109 表示装置およびその駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:発熱対策等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開2001-134197 表示パネルの温度補償装置および温度補償方法 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(7/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:高輝度化 波形･電圧:維持 特開2001-282182 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2001-210238 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 
手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開2002-014652 表示パネルの駆動方法 

特開2000-148083 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 特開2001-005423 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-047636 ＡＣ型プラズマディスプレイ装置 

特開2000-055963 電荷移動量測定装置 品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開2000-284747 表示装置、その駆動回路および駆動方法 

品質:画面輝度調節 手順:条件対応制御 特開平11-352928 放電維持電流制限装置 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2001-142429 プラズマディスプレイパネルの駆動方法およびプラズマディ

スプレイ装置 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2001-265280 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 品質:表示異常･画像劣化 

波形･電圧:維持 特開2001-125537 パネル表示装置及びガス放電パネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開2000-259119 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:期間構成 特開平10-055153 気体放電型表示装置、及びその駆動方法 

手順:条件対応制御 特開2002-162932 表示装置およびその駆動方法 

手順:起動/終了 特開2000-020022 表示装置およびその駆動方法 

特開2001-228821 プラズマディスプレイ装置およびその駆動方法 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 特開2002-149110 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-259117 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2001-318645 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2002-072957 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開2002-215090 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平11-296136 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-322026 プラズマディスプレイ駆動装置 

特開2001-042817 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びそれを用いた

ディスプレイ装置 

特開2001-117532 プラズマディスプレイの駆動方法 

特開2001-142430 プラズマディスプレイの駆動方法 

特開2002-006798 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2002-023691 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2002-108274 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2002-132205 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2002-132209 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2002-140032 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2001-236038 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ装置 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開2002-123214 ガス放電表示装置 

特開平11-109915 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2001-060074 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びそれを用いた

ディスプレイ装置 

特開2001-013915 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:維持 

特開2002-006799 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:維持消去 特開2001-034228 プラズマディスプレイ装置及びその駆動方法 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開2000-261739 プラズマディスプレイの駆動装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 特開平10-055152 気体放電型表示装置、及びその駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ｾﾙ 特開2002-134033 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

特開2000-039865 プラズマディスプレイ装置 
特性:駆動高速化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開2000-231359 表示装置およびその駆動方法 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平10-171404 電源回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:電磁放射･赤外放射 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 特開2000-284746 表示装置、その駆動回路および駆動方法 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(8/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 特開2000-293137 ＡＣ型プラズマ表示装置 

特許3274444 

99.11.09 

G09G  3/328 

駆動回路および表示装置 

放電ｾﾙを放電させるために第1 の電位と第2 の電位との間を交互に

繰り返す駆動ﾊﾟﾙｽを出力する駆動回路であって､放電ｾﾙを放電させるた

めに駆動ﾊﾟﾙｽを第1の電位へ遷移させる第1の遷移手段と､第1の遷移

手段による第 1 の電位への遷移より緩やかに駆動ﾊﾟﾙｽを第 2 の電位へ

遷移させる第2の遷移手段とを備える｡ 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-202050 

(特許3369535) 

駆動回路および表示装置 

特開2001-027888 駆動回路および表示装置 

特開2001-056666 駆動回路、表示装置および駆動方法 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特開2001-265281 表示装置およびその駆動方法 

特性:電磁放射･赤外放射 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 特開2000-294152 ＡＣ型プラズマ表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平11-133914 

[被引用1回] 

気体放電型表示装置の駆動回路 

特性:電圧変動 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平9-284682 映像信号終端回路 

高解像度:高精細化 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 特開2000-267625 ガス放電パネル表示装置及びガス放電パネルの駆動方法 

特許3269451 

98.03.13 

G09G  3/20 

表示装置の駆動回路 

電極間容量から排出された電荷を蓄積するための電力蓄積手段と､電

極間容量と電力蓄積手段との間に設けられた第1のｺｲﾙと､第1のｺｲﾙと

並列に第 2 のｺｲﾙと第 2 のｺｲﾙのｵﾝ･ｵﾌ用の切換ｽｲｯﾁとを備え､切換ｽｲｯﾁ

は電極間容量に蓄積された電荷を排出している期間中にｵﾝすることを

特徴とする表示装置の駆動回路｡ 

特開2000-163012 表示パネルの駆動方式 

特開2000-330515 プラズマディスプレイ装置の電力回収回路 

特開2002-108282 

[分割出願] 

平面表示装置とその駆動方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2002-072962 

[分割出願] 

表示装置とその駆動回路及びその駆動方法 

特開平10-319902 プラズマディスプレイ駆動回路およびプラズマディスプレイ

装置 

特開平10-319893 容量性負荷表示パネルの駆動回路 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特開2002-215084 プラズマディスプレイ装置とその駆動方法 

手順:期間構成 特開2001-184023 表示装置およびその駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 特開2001-265279 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2002-072959 プラズマディスプレイの駆動方法 
波形･電圧:維持 

特開2002-108273 プラズマディスプレイの駆動方法および駆動装置 

特開2002-072960 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

低消費電力:低電圧駆動 

波形･電圧:維持消去 
特開2002-108272 プラズマディスプレイ装置 

手順:条件対応制御 特開2000-098972 プラズマディスプレイパネル駆動装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2002-215091 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び駆動回路 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2000-305511 ＡＣ型プラズマディスプレイ装置及びＡＣ型プラズマディス

プレイ装置の駆動方法 

手順:維持 

特許3242096 

99.11.12 

G09G  3/328 

表示装置およびその表示方法 

駆動ﾊﾟﾙｽを複数の放電ｾﾙに印加することにより､表示ﾊﾟﾈﾙ内の放電ｾﾙ

に第1の放電を発生させる第1の駆動手段と､第1の放電が開始すると

ともに駆動ﾊﾟﾙｽの電圧が減少した後に､電源からの電流を放電ｾﾙに供給

して減少している前記駆動ﾊﾟﾙｽの電圧を増加させて第 1 の放電に続け

て第 2 の放電を発生させる第 2 の駆動手段とを備え､第 2 の駆動手段

は､第1の放電によるﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ効果が得られる間に第2の放電を発生さ

せ､かつ､第1 の放電のﾋﾟｰｸと第2 の放電のﾋﾟｰｸとの間隔は､100ns 以上

550ns以下であることを特徴とする表示装置｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:発光効率向

上 

手順:条件対応制御 特開2000-112430 表示装置およびその駆動方法 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(9/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開2002-132212 

[分割出願] 

表示装置およびその駆動方法 

手順:条件対応制御 
特開2002-099245 

[分割出願] 

表示装置およびその駆動方法 

特開2000-305516 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

特開2001-052618 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

特開2001-093426 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2001-093427 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 特開2001-093424 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2000-305515 ＡＣ型プラズマディスプレイ装置及びＡＣ型プラズマディス

プレイ装置の駆動方法 

特開2000-194317 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

特開2000-242223 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びそれを用いた

ディスプレイ装置 

特開2001-005425 気体放電表示装置 

特開2001-126674 放電発光デバイスの駆動方法並びにそれを用いた照明装置及

びディスプレイ装置 

特開2001-243881 放電発光デバイスの駆動方法並びにそれを用いた照明装置及

びディスプレイ装置 

特開2002-050296 ガス放電表示装置とその駆動方法 

特開2002-132206 プラズマディスプレイ 

特開2001-236884 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

低消費電力:発光効率向

上 

波形･電圧:維持 

特開2001-331148 パネル表示装置及びガス放電パネルの駆動方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平11-344951 表示装置およびその駆動方法 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平8-030227 

(取下) 

気体放電型表示装置の駆動装置 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2000-305510 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:維持 

特開平7-319424 

(取下) 

[被引用2回] 

ガス放電型表示装置の駆動方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2002-032055 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動装置および駆動方

法 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-331147 表示パネルの駆動回路 

低ｺｽﾄ化:汎用･低価格素

子適用 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特開平9-050257 

(取下) 

気体放電型表示装置の駆動方法及び駆動回路 

高信頼性:長寿命化 波形･電圧:維持 特開2001-282185 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

高信頼性:調整･保守 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 特開平11-259042 平面型画像表示装置 

高信頼性:故障対策 特開2001-333574 電源保護回路 

高信頼性:発熱対策等 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開2000-259115 プラズマディスプレイ駆動回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

周辺:事故･操作ﾐｽ対策 信号処理:条件対応制御
特開平9-093804 

[被引用1回] 

電源保護回路 

階調:動画偽輪郭防止 特殊構造:ｾﾙ 

特開2000-221937 画像表示装置 
Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構

造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動

低ｺｽﾄ化:装置製造歩留 手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 

特開2002-215082 画像表示パネルおよびその駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

試
験/

検
査 

周辺:試験方法 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開平11-086731 ガス放電パネル用評価装置及びガス放電パネル用評価方法 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(10/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特

殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

高解像度:高精細化 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特許3232889 

93.07.19 

H01J 17/704 

カラ－画像表示用発光パネル、その駆動装置およびカラ－画

像表示装置 

発光パネルに対する陰極駆動回路が、ﾌｨﾗﾒﾝﾄに二次巻線を接続したﾄ

ﾗﾝｽと、二次巻線の一端に正極を接続した第１のﾀﾞｲｵｰﾄﾞと、二次巻線

の他端に正極を接続した第２のﾀﾞｲｵｰﾄﾞと、両ﾀﾞｲｵｰﾄﾞの負極同士の接

続点に接続されて、走査回路の出力信号に基づきｽｲｯﾁ動作をなすﾄﾗﾝｼﾞ

ｽﾀとを備えてなることを特徴とするｶﾗｰ画像表示用発光ﾊﾟﾈﾙ駆動装置。

低消費電力:電力回収 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開平8-314406 

(取下) 

気体放電型表示装置の駆動装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 特開平10-293556 ＤＣ方式プラズマディスプレイのリセット電極駆動方式 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開平8-190870 

(取下) 

気体放電型表示装置及びその駆動方法 

低消費電力:発光効率向

上 
特殊構造:ｾﾙ 

特許3035886 

96.02.15 

G09G  3/282 

プラズマディスプレイパネル及びプラズマディスプレイパネ

ルの駆動方法 

第1 電極群及び第2 電極群が互いに平行もしくは立体交差する状態

で配設され､第3電極群が前記第1電極群及び第2電極群の中の少なく

とも一方と直交ﾏﾄﾘｯｸｽを組むように配設され､第1電極群及び第3電極

群が放電空間に対して露出する部分を有すると共に､第 2 電極群は誘電

体層を介して前記放電空間に接しているﾊﾟﾈﾙ構造の PDP の駆動方法で

あって､前記放電空間を介して直交ﾏﾄﾘｯｸｽを形成している電極群の間で

ｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ放電を行い､前記誘電体層に電荷を蓄積することにより画像

情報を書き込むｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞｽﾃｯﾌﾟと第2電極群に､第3電極群に対して正

極性で放電電圧以下の補助ﾊﾟﾙｽ電圧を加えることによって誘電体層に

蓄積された電荷を放電空間内に浮かせると共に､第1電極群と第3電極

群との間に維持ﾊﾟﾙｽ電圧を印加することによって直流放電を行う放電

維持ｽﾃｯﾌﾟとを備える｡ 

手順:条件対応制御 特開平9-138668 表示装置 
低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平9-034398 

(取下) 

ＤＣパルスメモリ型プラズマディスプレイ装置の陽極駆動回

路装置 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 
特開平8-263010 

(取下) 

気体放電型表示装置およびその駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特許3265125 

94.07.15 

H01J 17/49 

気体放電型表示装置およびその駆動方法 

陽極の電極体の少なくとも一部が絶縁層から露出するように放電孔

を設けた PDP において､陽極群の各陽極に走査ﾊﾟﾙｽをそれぞれ印加する

際に､書き込みする放電ｾﾙに対応するｱﾄﾞﾚｽ電極群の各ｱﾄﾞﾚｽ電極に書き

込みﾊﾟﾙｽを印加して書き込み放電を行い､陽極群の各陽極と書き込みす

る放電ｾﾙに対応するｱﾄﾞﾚｽ電極群の各ｱﾄﾞﾚｽ電極との交差部における陰

極周辺の誘電体層表面にいったん書き込み電荷を蓄積し､続いて陰極に

維持電圧を印加して､書き込み電荷を誘電体表面上から陰極に補助放電

として放電させることにより､この補助放電に誘発されて陽極と陰極と

の間に書き込みした放電ｾﾙの主放電を起こさせ､維持電圧が印加される

期間主放電状態を持続させて､書き込みした放電ｾﾙの放電発光を成し､

一画像を表示することを特徴とする駆動方法｡ 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平8-030229 

(取下) 

気体放電型表示装置の駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:長寿命化 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開平8-153471 

(特許3331788) 

気体放電型表示装置 

特性:駆動高速化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平8-248917 

(取下) 

日本放送協会 

気体放電型表示装置の駆動方法 
Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

高信頼性:長寿命化 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3270563 

93.03.22 

G09G  3/282 

日本放送協会 

気体放電型表示装置の駆動方法 

複数のｾﾙを有すると共に各ｾﾙに抵抗体が直列に挿入された放電ﾊﾟﾈﾙ

の駆動方法において､各ｾﾙの抵抗体の抵抗値に関する情報を記憶する記

憶部と､放電ﾊﾟﾈﾙの積算使用時間を検

出する時間計とを設け､抵抗値に関す

る情報および積算使用時間に応じて､

各ｾﾙの駆動信号のﾚﾍﾞﾙを補正する｡ 

 

表 2.2.4 松下電器産業の技術要素別課題対応特許(11/12) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

波形･電圧:維持消去 

特許2895397 

94.07.15 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

気体放電型表示装置の駆動方法 

書き込み期間と､それに続く維持期間と､それに続く消去期間とを有

し､消去期間において､走査電極群および維持電極群の一方に緩勾配で

瞬時値が増加または減少する単一の消去ﾊﾟﾙｽを

印加して､走査電極群および維持電極群間の電

位差を緩やかに増加させることにより､誘電体

層上に蓄積された電荷を消滅させるように消去

動作を行うことを特徴とするPDPの駆動方法｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ｾﾙ 

特許3110609 

94.04.28 

H01J 11/00 

ガス放電型表示装置およびその駆動方法 

ｱﾄﾞﾚｽ電極に並設された消去電極との対が第2ｶﾞﾗｽ基板の内面上に配

列されていることを特徴とする PDP 表示装置の駆動方法であって､走査

電極と維持放電電極との対に対し交互にﾊﾟﾙｽ電圧を印加して維持放電

動作を行ったのち､維持放電電極と消去電極との間で放電を行って､保

護膜層上に残留する電荷を消失させる｡ 

特許3115615 

91.02.05 

H01J 17/704 

気体放電型表示装置 

陰極群とそれに直交する陽極群を､陽極群に平行な隔壁を挟んで対向

配置し､陰極群を互いに隣接する L 個の陰極を含む n 個のﾌﾞﾛｯｸに分割

し､前記ﾌﾞﾛｯｸの間にﾌﾞﾛｯｸ隔壁を設け､同じ前記ﾌﾞﾛｯｸに含まれる陰極を

連続して走査しないPDP表示装置｡ 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特許3115645 

91.07.02 

H01J 17/704 

気体放電型表示装置の駆動方法 

隣り合う複数の電極を 1 つのﾌﾞﾛｯｸとしてﾌﾞﾛｯｸ分けした陰極群が設

置された第 1 の基板と､陽極群が設置された第 2 の基板とが､陰極群お

よび陽極群が直交するように､陰極群に直交する複数の隔壁を挟んで対

向配置され､隔壁の間にﾌﾞﾛｯｸごとに形成されたﾌﾞﾛｯｸ隔壁を有する PDP

表示装置を駆動する方法で､陽極群に書込みﾊﾟﾙｽを印加し､陰極群の電

極に走査ﾊﾟﾙｽを印加して放電を開始させた後､消去ﾊﾟﾙｽを印加して放電

を停止させ､同じﾌﾞﾛｯｸ内の陰極群の電極のうち 2 本以上で同時に放電

が起こらないようにする｡ 

品質:高輝度化 

特開平6-149176 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特許2820491 

90.03.30 

G09G  3/28 

気体放電型表示装置 

ｽﾄﾗｲﾌﾟ状の第1の電極群と同電極群に交差した方向に配列されたｽﾄﾗ

ｲﾌﾟ状の第 2 の電極群との立体交差部に放電ｾﾙを設定し､誘電体層で覆

われた第3電極を第2の電極群の背面側に設け､ﾘｾｯﾄ電極を第2の電極

群に隣接して設けてなる表示ﾊﾟﾈﾙを備え､第 2 の電極群を順次に走査す

る期間中に第 1 の電極群のうちの所定のものに表示放電電圧を印加し

て表示放電を生ぜしめ､第 2 の電極群が走査されない垂直ﾌﾞﾗﾝｷﾝｸﾞ期間

中に第 3 電極の電位を変化せしめて前記誘電体層に電荷を蓄積せしめ､

第 2 の電極群の順次走査時に前記電荷との間で走査放電を生ぜしめる

気体放電型表示装置において､第 3 電極の電位を変化せしめたのち走査

にいたるまでの間にﾘｾｯﾄ電極の電位を変化せしめ､第 1 の電極とﾘｾｯﾄ電

極との間で放電を生ぜしめ第1の電極の電位を所定値ならしめる。 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特許3026317 

91.10.30 

G09G  3/282 

[被引用3回] 

気体放電型表示装置の駆動方法 

表示電極群にﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを印加すると共に､走査電極

に走査ﾊﾟﾙｽを印加して表示放電を開始させた後､表示

を行う期間､前記走査電極に維持ﾊﾟﾙｽ列を印加して放

電を持続するようにした PDP 表示装置の駆動方法において､走査電極に

印加する走査ﾊﾟﾙｽと維持ﾊﾟﾙｽ列の最初の維持ﾊﾟﾙｽとを 1 つの波形で形

成し､走査ﾊﾟﾙｽの電圧値を維持ﾊﾟﾙｽの電圧値より大きくした｡ 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

特開平3-293392 

(取下) 

気体放電型表示装置 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平5-127615 気体放電型表示装置の駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊

構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

応
用
等 

応用:座標入力機能 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特開平4-080791 

(取下) 

座標入力表示装置 

 

表 2.2.4 松下電器産業(松下電子工業)の技術要素別課題対応特許(12/12) 
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2.3.1 企業の概要 

商号 富士通 株式会社 

本社所在地 〒100-8211 東京都千代田区丸の内1-6-1 丸の内センタービル 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 3,246億24百万円（2002年3月末） 

従業員数 40,483名（2002年3月末）（連結：170,111名） 

事業内容 通信システム、情報処理システム、電子デバイスの製造・販売およびこれ

らに関するサービスの提供 

1999年４月に日立製作所との合弁会社「富士通日立プラズマディスプレイ(株)」を発

足し、大型パネルの開発、製造、販売の事業を移管した。（出典：富士通のHP 1999年４月

６日付のニュースリリース） 

また、モノクロPDPについては、1999年10月に岡谷電機産業に事業移管を行い、事実上

の撤退を行った。（出典：富士通のHP 1999年４月21日付のニュースリリース） 

 

2.3.2 製品例 

 富士通製品としてはパソコンのモニタ用に42型ワイドが２種カタログに掲載されている 

のみである。 

 

表2.3.2 富士通の製品例(出展: 富士通のHP) 

 

2.3.3 技術開発拠点と研究者 

図2.3.3に、PDP駆動技術の富士通の出願件数と発明者数を示す。 

 

富士通の開発拠点: 神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号  富士通株式会社内 

神奈川県川崎市中原区上小田中１０１５番地  富士通株式会社内 

神奈川県川崎市高津区坂戸３丁目２番１号  富士通日立プラズマ 

ディスプレイ株式会社内 

鹿児島県薩摩郡入来町副田５９５０番地  株式会社九州富士通エレ 

クトロニクス内 

 

 

製品名 発売年月 概要 

FP4200A 2002年 ・42型ワイドモニタ 

・852x480ドット、消費電力390W 

FP4210 2002年  ・42型ハイビジョン対応高精細モニタ 

・1024x1024ドットAliS方式パネル使用 

・消費電力430W 

2.3 富士通 
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図 2.3.3 富士通の出願件数と発明者数 
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2.3.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.3.4に、富士通の特許の課題と解決手段の分布を示す。課題「階調表示技術の改

善」、「表示品質の改善」および「動作特性・装置特性の改善」に出願が多く、特に、階調

表示技術の改善については、疑似輪郭対策、表示品質の改善では、フリッカ防止、動作特

性の改善では電圧マージンの拡大などに関するものが多い。 

それらに対する解決手段としては、サブフレームの配置方法や駆動手順などのシーケ

ンスや、パルス波形や各電極に印加する電圧など駆動波形/電圧を工夫しているものが多

い。 

表2.3.4には富士通の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数276件のうち登録特許

64件と被引用５回以上の特許は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これら富士通の出願のうちで、被引用回数の多い出願としては以下のようなも

のがある。 

・ 特許2801893 

・ 特許3259253 

・ 特許2772753 

・ 特許2692692 

・ 特許2746792 

・ 特許3265904 

・ 特開平7-271325 

・ 特開平8-314405 

・ 特開平8-211848 
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図2.3.4 富士通の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:ADS方式等 手順:期間構成 

特許3259253 

（審判・成立） 

90.11.28 

G09G  3/328 

[被引用25回] 

フラット型表示装置の階調駆動方法及

び階調駆動装置 

1 ﾌﾚｰﾑを複数のSF に分割して階調表示を行

うPDP の階調駆動法であって､各 SF は全画面

共通の書込期間と､全画面共通の維持表示期間

とから構成される｡(ADS駆動) 

特開平9-311662 

(特許3328134) 

フレ－ム内時分割型中間調表示方法及びフレ－ム内時分割型

表示装置 

特開平10-039828 

御子柴 茂生 

[被引用3回] 

中間調表示方法および表示装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平10-133623 

御子柴 茂生 

中間調表示方法および表示装置 

階調:動画偽輪郭防止 

手順:条件対応制御 

特開平8-211848 

95.02.06 

G09G  3/28 

[被引用5回] 

中間調表示方法及び中間調表示装置 

1ﾌﾚｰﾑで表示される画像を構成する表示ﾃﾞｰﾀを､各SF毎に該表示ﾃﾞｰﾀ

を所定の位置に表示するに際

して､各 SF 毎に表示される当

該所定の表示ﾃﾞｰﾀの表示位置

が互いに異なる様に表示させ

る動画時の中間調表示方法｡ 

階調:誤差拡散･面積階調

等 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平8-286634 

(特許3354741) 

中間調表示方法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 手順:条件対応制御 特開2000-035774 表示装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平8-297480 表示制御方法及び装置並びにこれを用いた表示装置 

特開平7-077947 

(取下) 

画像表示装置 
品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平9-244576 画像処理装置 

品質:ちらつき等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平9-062228 画像表示方法および表示装置 

品質:画面輝度調節 

特開平11-282396 表示ユニットの消費電力制御方法と装置、その装置を含む表

示システム、及びその方法を実現するプログラムを格納した

記憶媒体 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

手順:条件対応制御 

特開平8-263007 平面型表示装置および該平面型表示装置の電流制御方法 

特性:異常音対策 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平4-368991 フラットディスプレイパネルの駆動装置 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 
特開平7-140926 

[被引用1回] 

フラットディスプレイ装置の走査制御方法 

高解像度:信号処理･駆動

高速化 
特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特開平10-092323 表示パネル及びパネル型表示装置 

特開平9-127911 

[被引用1回] 

表示装置及びその駆動方法 

手順:条件対応制御 
特開2000-172225 表示装置 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

特許2630092 

91.03.20 

G09G  3/20 

画像表示装置及び画像表示装置のためのクロック信号生成回

路 

画像調整手段の選択により生成される選択信号により､水平同期信号

に基づいて生成される複数の遅延同期信号､複数の同期信号をそれぞれ

1つ選択して基準信号を発生する事で入力画像信号に適したﾄﾞｯﾄｸﾛｯｸを

生成するｸﾛｯｸ信号生成回路｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開2000-347620 表示装置 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(1/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:条件対応制御 

特許3298926 

92.06.02 

G09G  3/328 

表示パネル駆動制御装置 

電源回路が､直流出力電圧を安定化するための安定化回路を有し､該

安定化回路は､該直流出力電圧と所定値の基準電圧とを比較して誤差電

圧を求め､該誤差電圧の大きさに基づき前記直流出力電圧を安定化させ

るとともに､前記誤差電圧の大きさに応じて表示ﾊﾟﾈﾙの電力消費を制御

するための電力制御信号を発生し､該電力制御信号を表示ﾕﾆｯﾄの駆動制

御回路に入力して表示ﾊﾟﾈﾙの消費電力制御を行うことを特徴とする表

示ﾊﾟﾈﾙ駆動制御装置｡ 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開平9-081074 ディスプレイ装置及びディスプレイユニット及びディスプレ

イ信号生成装置 

高信頼性:長寿命化 
特開2001-305015 ディスプレイの動画表示評価方法および動画パタ－ン発生装

置 

高信頼性:調整･保守 

回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 
特開平11-065476 平面表示装置の試験方法 

手順:起動/終了 
特開平6-348220 

(取下) 

表示装置の電源回路 

高信頼性:故障対策 

信号処理:条件対応制御
特開平6-180555 

(取下) 

カラ－ディスプレイ装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

高信頼性:発熱対策等 手順:条件対応制御 
特開平11-038930 

[被引用1回] 

平面表示装置の駆動回路 

階調:ADS方式等 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 特開2000-242210 表示装置 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平3-296799 画像表示装置 

品質:表示異常･画像劣化 信号処理:制御信号 
特開平8-006540 

富士通周辺機 

画素を有する表示装置用ビデオ信号のクロック再生方式 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平4-245293 マトリクス型表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許2921952 

[異議終了] 

90.09.17 

G09G  3/20 

平面ディスプレイ駆動装置 

表示ﾃﾞｰﾀのﾄﾞｯﾄｸﾛｯｸ数を計数して表

示ﾄﾞｯﾄ数を検出し､その検出数がﾊﾟﾈﾙ

の所定方向の表示ﾄﾞｯﾄ数よりも少ない

場合にはそのﾄﾞｯﾄ数の差異に応じて表

示ﾃﾞｰﾀを拡大するための拡大表示制御部を有する｡ 

各種映像信号等:画素数

等変換 

特開平4-134394 

(取下) 

表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

各種映像信号等:複数ﾃﾞｨ

ｽﾌﾟﾚｲ 

信号処理:条件対応制御

特許2740579 

91.03.20 

G09G  3/20 

[被引用1回] 

表示制御装置 

表示ﾒﾓﾘ部と､読出ｱﾄﾞﾚｽを指定する読出ｶｳﾝﾀ部と､ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示ﾀｲﾐ

ﾝｸﾞに同期して読出ｶｳﾝﾀ部を制御する読出制御部と､表示ﾒﾓﾘ部から読出

されたﾃﾞｰﾀをﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに与える第1のｲﾝﾀﾌｪｰｽ部と､CRT表示用のﾃﾞｰﾀを

表示ﾒﾓﾘ部用の形式に変換して表示ﾒﾓﾘ部へ与える第 2 のｲﾝﾀﾌｪｰｽ部と､ﾘ

ｾｯﾄ終了または解像度切替の指示が与えられた時に表示ﾒﾓﾘ部をｸﾘｱする

表示ｸﾘｱ部と､現在の CRT 表示ﾗｲﾝを特定するﾗｲﾝｶｳﾝﾀ部と､複数の解像度

について各 CRT 走査ﾗｲﾝと対応した書込開始ｱﾄﾞﾚｽを記憶し指定された

解像度についてのｱﾄﾞﾚｽ群からﾗｲﾝｶｳﾝﾀ部の出

力と対応した書込開始ｱﾄﾞﾚｽを出力する変換ﾒ

ﾓﾘ部と､変換ﾒﾓﾘ部の出力で示されるｱﾄﾞﾚｽを

基準としたｶｳﾝﾄ動作で表示ﾒﾓﾘ部の書込ｱﾄﾞﾚｽ

を生成する書込ｶｳﾝﾀ部と､CRT 表示のﾀｲﾐﾝｸﾞ

に同期してﾗｲﾝｶｳﾝﾀ部及び書込ｶｳﾝﾀ部のｶｳﾝﾄ

動作を制御する書込制御部と､を有する､表示

制御装置｡ 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(2/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2000-181405 表示パネルの駆動方法及び表示装置 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開2000-148093 表示装置 

特許3142319 

[異議終了] 

91.09.12 

G09G  3/20 

九州富士通エレク

トロニクス 

制御回路 

複数のｱﾄﾞﾚｽﾄﾞﾗｲﾊﾞによりｱﾄﾞﾚｽされるﾏﾄﾘｸ

ｽ型表示装置において､あるﾄﾞﾗｲﾊﾞが動作して

いる時には他のﾄﾞﾗｲﾊﾞの動作を休止させて消

費電力を抑える｡ 
低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:条件対応制御 

特開平6-245172 

(取下) 

九州富士通エレク

トロニクス 

制御回路 

特開平9-212125 波形発生回路及び平面マトリクス型表示装置 
低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
信号処理:制御信号 特開平10-163755 

[被引用1回] 

波形発生回路及び平面マトリクス型表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平8-265170 

(取下) 

ディジタルデ－タ変換装置及びそれを用いたディジタルディ

スプレイ装置 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3047133 

91.07.16 

G09G  3/20 

平面表示装置 

ｱﾄﾞﾚｽ線用ﾄﾞﾗｲﾊﾞと走査線用ﾄﾞﾗｲﾊﾞと､それらの各々に所望のｱﾄﾞﾚｽ線

と走査線とを選択するためのﾊﾟﾙｽを供給するﾀｲﾐﾝｸﾞｼﾞｪﾈﾚｰﾀを有する線

順次駆動型平面表示装置において､走査線用ﾄﾞﾗｲﾊﾞはそれぞれ 2 分割さ

れて､第1の走査線用ﾄﾞﾗｲﾊﾞ と第2の走査線用ﾄﾞﾗｲﾊﾞ とされ､前記ｱﾄﾞ

ﾚｽ線用ﾄﾞﾗｲﾊﾞはそれぞれ 2 分割されて､第 1 のｱﾄﾞﾚｽ線用ﾄﾞﾗｲﾊﾞと第 2

のｱﾄﾞﾚｽ線用ﾄﾞﾗｲﾊﾞ とされ､前記ﾀｲﾐﾝｸﾞｼﾞｪﾈﾚｰﾀと前記第 2 の走査線用

ﾄﾞﾗｲﾊﾞとの間には第 1 のﾃﾞｨﾚｲ回路が設けられ､前記ﾀｲﾐﾝｸﾞｼﾞｪﾈﾚｰﾀと前

記第2のｱﾄﾞﾚｽ線用ﾄﾞﾗｲﾊﾞ との間には第2のﾃﾞｨﾚｲ回路が設けられてな

る｡ 

手順:条件対応制御 特開平8-101661 多階調表示装置及び多階調表示方法 
特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 特開2001-013912 容量性負荷の駆動方法及び駆動回路 

特性:ｿﾌﾄのﾊｰﾄﾞ化 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2000-121687 デバイス動作特性のシミュレ－ション方法及び装置 

手順:条件対応制御 特開2000-206929 表示パネルの駆動方法及び駆動装置 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開平11-344952 

[被引用2回] 

表示装置の駆動回路 

手順:条件対応制御 
特開平4-128874 

（審判・不成立） 

発光表示装置の駆動回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平6-175608 表示装置 低消費電力:電力ﾛｽ低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 特開平8-227281 表示装置の駆動方法、容量性負荷駆動装置及び表示装置 

特開平7-261701 

(取下) 

容量負荷駆動回路及びその駆動方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特許3345206 直流－直流変換回路及びこれを用いたフラットパネル表示装

置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平4-170581 

(取下) 

[被引用1回] 

ドットマトリクス表示パネルの駆動回路 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(3/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 特開平9-311663 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:AWS方式 

特許2856241 

[異議終了] 

93.11.17 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイ装置の階調制御方法 

1 画面を形成する 1 ﾌﾚｰﾑをそれぞれ輝度の異な

る複数の SF によって構成し､該各 SF における維

持発光の回数を各SF間の輝度の関係がﾘﾆｱとなる

ように各SF毎に個別に設定し､所定の輝度を有す

る階調表示を行うようにしたことを特徴とする

PDP装置の階調制御方法｡ 

特許2720943 

[異議終了] 

[分割出願] 

90.11.28 

G09G  3/28 

フラット型表示装置の階調駆動方法 

ﾒﾓﾘｰ機能を有した画素の集合によって画面が構成されたﾌﾗｯﾄ型表示装

置の階調駆動方法であって､画面の 1 ﾌﾚｰﾑを複数の SF に分割し､各 SF

はさらに書込処理を行う第1 ｽﾃｯﾌﾟと表示

動作を行う第2 ｽﾃｯﾌﾟとに分割し､第1 ｽﾃｯ

ﾌﾟにおいて表示ﾃﾞｰﾀのｱﾄﾞﾚｽのために供給

されるﾊﾟﾙｽ列と､第 2 ｽﾃｯﾌﾟにおいて表示

させるために供給されるﾊﾟﾙｽ列とを､その

ﾊﾟﾙｽ間隔を互いに異ならせることにより､

各 SF において､それぞれのｽﾃｯﾌﾟにおける

ﾊﾟﾙｽ列は､ﾊﾟﾙｽ間隔を互いに自由に異なら

せて設定することが可能とする｡ 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2000-098973 ＰＤＰの駆動方法 

特許3179817 

91.11.15 

H01J 11/02 

面放電型プラズマディスプレイパネル 

単位発光領域内に少なくとも 3 本の表示電極が互いに平行に配列さ

れ､これら表示電極の配列方向の一端の表示電極と､他の表示電極の内

から選択した 1 本又は複数本の表示電極とを対として駆動電圧を印加

することによって､対をなす表示電極どうしの間で面放電を生じさせる

ように構成されてなる｡ 

特開2000-311615 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

階調:高階調化 

特殊構造:ｾﾙ 

特開2001-222253 ＰＤＰの表示制御方法 

手順:期間構成 

特許3117500 

91.09.03 

G09G  3/328 

交流型プラズマディスプレイ装置の駆動方法 

各ﾌﾚｰﾑ毎に､各ﾗｲﾝ毎に順次当該ﾗｲﾝの全表示要素に対する消去動作を

行う非表示期間を設定するように制御することを特徴とする ACPDP の

駆動方法｡ 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平5-150741 

(取下) 

プラズマディスプレイ制御方法 

特開平9-230822 

[被引用1回] 

階調表示方法 

特許3322809 

[被引用2回] 

ディスプレイ駆動方法及び装置 

特開平10-171401 階調表示方法 

特開平10-282929 階調表示方法 

特開平10-304281 階調表示方法 

特開平11-052912 階調表示方法 

特開平11-175025 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

特開2000-242226 階調表示方法及び表示装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2000-310975 階調表示方法 

特許3112820 

95.12.28 

G09G  3/328 

表示パネルの駆動方法及びパネル表示装置 

所定のSFにおける表示負荷を算出し､算出された表示負荷に応じて､

各 SF による表示ｾﾙの明るさが､SF 間で前記所定の重み比率となるよう

に､各 SF における表示発光期間の長さを調整するものであり､前記調整

には､各種の方法を用いる｡ 

手順:条件対応制御 

特開2000-105565 

御子柴 茂生 

中間調表示方法および表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開2002-123213 画像表示のためのデ－タ変換方法 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(4/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:条件対応制御 特開平11-085101 ディスプレイ駆動装置の画像処理回路 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平9-081072 画像処理装置及びプラズマ・ディスプレイ・パネル 
階調:誤差拡散･面積階調

等 
特開2000-066637 プラズマディスプレイパネルの階調表示方法 

品質:高輝度化 
特殊構造:ｾﾙ 

特開平9-259767 ＡＣ型ＰＤＰ及びその駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開平11-338414 プラズマディスプレイパネル駆動方法および駆動装置 

特許2756053 

[異議終了] 

92.05.11 

G09G  3/28 

[被引用4回] 

交流駆動型プラズマディスプレイパネル駆動方法 

1 ﾌﾚｰﾑが､ｱﾄﾞﾚｽ期間の前に､全画素にて壁電荷を生成させる書き込み

放電と画素内に蓄積された壁電荷を消去させる消去放電とを共に実施

するｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞと､該ｱﾄﾞﾚｽ期間の前

に､該全画素にて壁電荷を生成させ

る書込み放電を実施することなく､

画素内に蓄積された壁電荷を消去

させる消去放電を実施するｻﾌﾞﾌｨｰﾙ

ﾄﾞと､を含むACPDPの駆動法｡ 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2000-148085 プラズマディスプレイパネルの表示制御方法及び装置 

特殊構造:ｾﾙ 特開平10-207420 プラズマディスプレイ装置およびその駆動方法 

特許3182280 

94.02.03 

H01J 11/02 

ＡＣ面放電型プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法

複数のｱﾄﾞﾚｽ電極の外側領域に表示電極と交差する強制消去電極を設

け､ｱﾄﾞﾚｽ期間において､強制消去電極の電位を､ｻｽﾃｲﾝ期間に発光させな

い単位発光領域に対応したｱﾄﾞﾚｽ電極と同一の電位に保つことを特徴と

するAC面放電型PDPの駆動方法｡ 

特許3096400 

95.03.20 

H01J 11/00 

[被引用1回] 

面放電型ＰＤＰ及びその駆動方法 

面放電型PDPにおいて､ｱﾄﾞﾚｽ電極群の電極配列方向の両側に､ｱﾄﾞﾚｽ電

極と同一材料からなる複数のﾀﾞﾐｰ電極がｱﾄﾞﾚｽ電極と平行に配列され､

隣り合うﾀﾞﾐｰ電極が､それぞれの両端にお

いて連結導体によって互いに電気的に一

体化され､且つ外部接続端子に対して共通

に接続され､表示内容に応じて各ｱﾄﾞﾚｽ電

極に選択的にｱﾄﾞﾚｽ電圧を印加するｱﾄﾞﾚｽ

期間において､全てのﾀﾞﾐｰ電極の電位を､

発光させない単位発光領域に対応した前

記厚膜電極と同一の電位に保つ｡ 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特開平10-247456 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネル、プラズマディスプレイ装置、

及びプラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 
特開平9-068945 

[被引用1回] 

画像表示装置 

品質:焼き付き 

手順:条件対応制御 

特開平9-050258 情報処理システム及びプラズマディスプレイ装置 

手順:期間構成 特開2000-112431 ディスプレイ駆動方法及びその装置 

特開平4-127194 

[被引用2回] 

ガス放電表示駆動装置およびその駆動方法 

特許2977627 

91.03.20 

G09G  3/28 

ガス放電パネルの駆動装置 

同一ﾌﾚｰﾑ内で奇数ﾗｲﾝ側ﾄﾞﾗｲﾊﾞと偶数ﾗｲﾝ側ﾄﾞﾗｲﾊﾞとを独立して制御

するﾄﾞﾗｲﾊﾞ制御部と､該ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの表示順序に従ってﾋﾞｯﾄ桁のﾃﾞｰﾀを

入れ替えて､該ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀの配列順序を奇数ﾗｲﾝと偶数ﾗｲﾝとで異ならせる

ﾋﾞｯﾄ入れ替え回路と､を備えたことによりｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの表示順序を奇数ﾗ

ｲﾝと偶数ﾗｲﾝとで異ならせたことを特徴とするPDPの駆動装置｡ 

特開平7-271325 

94.02.08 

G09G  3/28 

[被引用19回] 

フレ－ム内時分割型表示装置及びフレ－ム内時分割型表示装

置における中間調表示方法 

1 ﾌﾚｰﾑ中に於ける､当該維持放電さ

れるべき複数個の SF のそれぞれの

選択順序を任意に設定しうる階調調

整手段が設けられているﾌﾚｰﾑ内時分

割型表示装置｡ 

特開平10-207422 表示方法及び表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

品質:ちらつき等 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-134231 ガス放電パネルの駆動方法および表示装置 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(5/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3022018 

93.01.07 

G09G  3/328 

プラズマ・ディスプレイ装置 

駆動用ACﾊﾟﾙｽの周波数を制御することにより電力制御を行う電力制

御回路を備えて構成されているPDPであって､電力制御回路は､PDPに流

れる放電電流あるいは PDP の周辺温度を検出し､この検出値が所定の値

よりも増加した場合には､発光周波数を低くし､PDP及び駆動回路での消

費電力が減少するように電力制御を行うように構成されていることを

特徴とする｡ 

特開平7-219474 平面表示装置及びその駆動方法 

特開平9-244574 

(特許3343016) 

プラズマ・ディスプレイ・パネルの駆動装置 

特許2900997 

96.11.06 

G09G  3/20 

[被引用1回] 

表示ユニットの消費電力制御のための方法と装置、それを備

えた表示システム及びそれを実現するプログラムを格納した

記憶媒体 

表示ﾕﾆｯﾄの消費電力を測定し､消費電力の測定値に応じて表示ﾕﾆｯﾄの

表示の輝度を増加または増加速度と異なる速度で減少し､その消費電力

を積算して積算値に応じた表示輝度

の制御を行うことで消費電力を目標

値以下に制御する表示ﾕﾆｯﾄの消費電

力の制御方法｡ 

手順:条件対応制御 

特開2001-075530 プラズマディスプレイ装置 

品質:画面輝度調節 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平9-244575 プラズマ・ディスプレイ・パネルの駆動装置 

品質:表示色再現性･調節

等 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平7-169403 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネル及び駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 特開平11-184427 ＰＤＰの駆動方法 

特開平5-265390 

(取下) 

表示装置 

手順:起動/終了 
特開平9-212124 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイパネル表示装置 

特開平4-287089 

(取下) 

プラズマディスプレイ装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開平5-158435 

(取下) 

表示装置の制御方法及び制御回路 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:条件対応制御
特開平7-084550 

(取下) 

表示制御方法及び表示制御装置 

手順:ﾘｾｯﾄ 特開平11-265163 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

特開2001-255848 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法および駆動装置 
手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開2001-356733 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

特開平7-175438 

[被引用1回] 

平面表示装置 

特開平8-129357 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイ装置 

特開平9-251279 プラズマディスプレイ装置の駆動方法及びプラズマディスプ

レイ装置 

特開平11-327505 プラズマディスプレイ装置の駆動方法 

手順:期間構成 

特開2000-105569 

[分割出願] 

平面表示装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平11-095718 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法及びプラズマ表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平10-133624 

富士通ゼネラル 

プラズマ・ディスプレイ・パネルの駆動方法及び輝度デ－タ

変換装置 

特殊構造:ｾﾙ 
特開平10-069858 プラズマディスプレイ装置及びプラズマディスプレイパネル

の駆動方法 

特開平9-097570 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法並びにプラズ

マディスプレイ装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特開平10-228260 プラズマディスプレイ装置 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(6/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特許2621833 

[異議終了] 

[分割出願] 

86.12.16 

G09G  3/28 

３電極形ＡＣガス放電パネルの駆動方法 

複数の表示電極対上の画素列を順次電極対

対応に連続して表示ｱﾄﾞﾚｽする操作と､表示ｱ

ﾄﾞﾚｽされた全ての表示電極対上の画素群を同

時に表示維持する操作とを加えて 1 画面の表

示が行われるようにするとともに､前記表示ｱ

ﾄﾞﾚｽ操作に先立って 1 画面全体の画素に対し

てｱﾄﾞﾚｽ準備のﾊﾟﾙｽを印加する操作を同時に

加えるようにしたことを特徴とする 3 電極形

ACPDPの駆動方法｡ 

手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 
特開平9-244578 

[被引用1回] 

プラズマ表示装置及びその駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平9-244573 

[被引用1回] 

ＰＤＰの駆動方法 

特性:駆動高速化 

信号処理:制御信号 

特許3307486 

93.11.19 

G09G  3/328 

[被引用1回] 

平面表示装置及びその制御方法 

1 ﾌﾚｰﾑの表示開始信号の入力を検出して､

初期化期間の初期化操作開始時点を､該表示

開始信号の入力時点より､予め定められた所

定の個数の水平同期信号分に相当する時間

だけ､早くなる様に調整する初期化操作開始

時点制御手段を有している事を特徴とする

平面表示装置｡ 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 特開2000-194316 プラズマディスプレイパネル装置 

特許3276406 

92.07.24 

G09G  3/328 

[被引用4回] 

プラズマディスプレイの駆動方法 

表示ﾗｲﾝにおける奇数ﾗｲﾝと偶数ﾗｲﾝとにおいて､それぞれ異なる回数の

維持放電を実施する維持放電期間を含むｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞを､ﾌﾚｰﾑ内で同時に

実施することを特徴とするPDPの駆動方法において､1ﾌﾚｰﾑを2つのﾌｨｰ

ﾙﾄﾞで構成し､該各ﾌｨｰﾙﾄﾞのｱﾄﾞﾚｽ期間において､第 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞでは奇数ﾗｲﾝ

のみ､第 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞでは偶数ﾗｲﾝの表示ﾃﾞｰﾀのみの選択書き込みを行うよ

うにし､第 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞで放電ｾﾙに書き込まれた表示ﾃﾞｰﾀを､当該ﾌｨｰﾙﾄﾞお

よび第 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞで維持放電を行い､

且つ､第 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞで放電ｾﾙに書き込

まれた表示ﾃﾞｰﾀを､当該ﾌｨｰﾙﾄﾞおよ

び続く第 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞで維持放電を行う

ようにした｡ 

手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 特許2801893 

95.08.03 

G09G  3/28 

[被引用27回] 

プラズマディスプレイパネル駆動方法及びプラズマディスプ

レイ装置 

複数のX 電極と複数のY 電極とが互いに平行に､且つ各Y 電極が該X

電極に挟まれるように配置され､該X電極及び該Y電極と離間して交差

するように複数のｱﾄﾞﾚｽ電極が配置さ

れたPDPの駆動方法であって､各Y電

極と､該各Y電極と隣り合う一方の各

X 電極との間の放電により表示を行

う第 1 表示工程と､各 Y 電極と､該各

Y 電極と隣り合う他方の各 X 電極と

の間の放電により表示を行う第 2 表

示工程とを､時間的に分離することを

特徴とする駆動方法｡(AliS駆動) 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 

手順:分割駆動 特開平10-293557 ＰＤＰの駆動方法 

手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 特開平5-002993 面放電型プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平10-319900 プラズマディスプレイ装置の駆動方法 

信号処理:制御信号 特開2001-290462 画像表示方法および表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

高解像度:高精細化 

特殊構造:ｾﾙ 
特開平8-212933 

(取下) 

面放電型プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(7/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

高解像度:信号処理･駆動

高速化 
手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開2000-056731 

[被引用1回] 

ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

手順:条件対応制御 特開平10-214059 プラズマディスプレイ装置 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 信号処理:条件対応制御

特許3292256 

（審判・成立） 

93.05.07 

G09G  3/20 

プラズマ表示駆動装置 

外部制御信号に基づいて映像ｱﾅﾛｸﾞ信号の信号処理をし､表示ﾃﾞｰﾀを

発生する表示制御手段と､表示ﾃﾞｰﾀに基づいて表示手段を制御する表示

駆動手段とを具備し､表示制御手段は､γ特性の異なる複数の映像信号

源に接続され､前記複数の映像信号源の 1 つから出力される映像ｱﾅﾛｸﾞ

信号を選択出力するとともに選択した映像ｱﾅﾛｸﾞ信号に応じた特性制御

信号を出力する信号入力手段と､前記信号入力手段から出力された映像

ｱﾅﾛｸﾞ信号をﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号に変換する信号処理手段と､前記ﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号の

γ特性を補正する特性補正手段とを有する映像信号変換部を有し､前記

特性補正手段に N 種類のγ補正特性ﾃﾞｰﾀが格納され､これらのγ補正特

性ﾃﾞｰﾀのうち前記特性制御信号に対応するγ補正特性ﾃﾞｰﾀを用いて､前

記ﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号のγ補正をすることを特徴とするPDP駆動装置｡ 

特開平11-282398 

[被引用1回] 

表示装置および該表示装置の駆動方法 

特開2000-163001 表示パネルの駆動方法及び駆動装置 

特許3280955 

[分割出願] 

95.05.08 

G09G  3/328 

表示装置の制御方法及び表示装置 

維持放電ﾊﾟﾙｽを使用した表示装置の制御方法において､検出した消費

電流値に基づく信号を A/D 変換して演算処理回路部に供給して所定の

基準値との比較演算を実行し､演算結果に基づく制御信号を維持放電ﾊﾟ

ﾙｽの周波数を制御する輝度制御回路にﾊﾞｲﾅﾘﾃﾞｰﾀとして供給するもので

あり､演算処理回路部における演算は､外部からの輝度制御信号を A/D

変換して演算処理回路部に取り込み､変換された信号をﾊﾟﾗﾒｰﾀとして行

う演算を含み､輝度制御回路は､供

給されたﾊﾞｲﾅﾘﾃﾞｰﾀに基づいて､当

該表示装置の消費電力値が所望の

一定値以下になるように､前記維持

放電ﾊﾟﾙｽの周波数を制御する｡ 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:条件対応制御 

特開2001-296835 

[分割出願] 

表示装置の制御方法及び表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3036296 

93.05.25 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ装置の電源装置 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙへ放電開始電圧を供給する PDP 装置の電源装置であっ

て､該ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙにおいて放電を維持するための第1の電圧と､該第1

の電圧に基づいて生成された､該第1の電圧とは異なる第2の電圧とを

重畳し､前記放電開始電圧を出力する重畳回路を備えてなる｡ 

信号処理:条件対応制御 特開平11-052906 画像処理装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平9-127910 表示装置及びその駆動方法 

特許2853537 

93.11.26 

G09G  3/20 

平面表示装置 

PDPで表示される1ﾌﾚｰﾑ単位で消費されるｱﾄﾞﾚｽ電流値を検出するｱﾄﾞ

ﾚｽ電流検出手段と､検出されたｱﾄﾞﾚｽ電流値を､所定の基準値と比較する

比較回路､及び当該比較回路の出力に応答して､表示ﾌﾚｰﾑ中の､該ｱﾄﾞﾚｽ

電極のそれぞれに於けるｱﾄﾞﾚｽ周波数を制御するｱﾄﾞﾚｽ周波数制御手段

とが設けられている事を特徴とするPDP装置｡ 

手順:条件対応制御 
特許3162040 

[分割出願] 

93.05.25 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ装置 

維持放電波形の周波数に同期させて表

示ﾊﾟﾈﾙの表示ｾﾙを点灯させる PDP 表示装

置において､所定期間中に与えられる画素

信号数を､階調表示のためのﾋﾞｯﾄ信号単位

で積算する積算手段と､該積算手段の積算

結果に基づいて維持放電波形の周波数を

変更する周波数変更手段とを備えた｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平11-327503 プラズマディスプレイ装置 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(8/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 波形･電圧:条件対応制御

特許3161870 

93.05.25 

G09G  3/328 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイ装置 

所定期間中に与えられる画素信号数を積算し､

積算結果を出力する積算手段と､該積算結果に

基づいて前記維持放電波形の周波数を変更する

周波数変更手段とを備えたことを特徴とするPDP装置｡ 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 特殊構造:ｾﾙ 
特開平9-035643 

(取下) 

プラズマ・ディスプレイ・パネル及びその駆動装置 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2000-039867 プラズマディスプレイ装置およびプラズマディスプレイパネ

ルの駆動方法 

特開平5-150742 

日立製作所 

カラ－プラズマディスプレイユニットにおける放電周波数切

換えによる長寿命化方法及び装置 

高信頼性:長寿命化 

手順:条件対応制御 

特許3084640 

92.03.19 

G09G  3/288 

表示装置 

PDP 内のｲｵﾝ化性ｶﾞｽの濃度検出手段が設けられており､該濃度検出手

段は､更に､該検出されたｲｵﾝ化性ｶﾞｽの濃度に応じて当該 PDP に於ける

表示駆動波形を変化させる駆動波形選択手段を有する事を特徴とする

表示装置｡ 

特開平7-020819 ディスプレイ駆動装置 

高信頼性:故障対策 手順:起動/終了 特開平8-314407 

[被引用1回] 

表示装置 

特開平4-284492 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの輝度調整装置 

高信頼性:発熱対策等 特開平9-006283 

[被引用4回] 

プラズマディスプレイパネルの温度補償方法及び装置、プラ

ズマディスプレイパネルの加熱防止方法及び装置並びにこれ

らを用いたプラズマディスプレイ表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 
特開平6-202581 

(取下) 

大型プラズマ表示装置 

品質:ちらつき等 

手順:条件対応制御 

特開平8-123361 プラズマディスプレイ及びその駆動制御装置及びその駆動方

法 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特許2666624 

91.09.20 

G09G  3/28 

ガス放電パネルの駆動回路 

維持ﾊﾟﾙｽを含むﾊﾟﾙｽ列を規定するﾊﾟﾙｽ列信号が記憶された記憶手段

と､周期的に変化する同期信号が入力され､その所定のﾚﾍﾞﾙ変化を検出

すると読出し開始信号を出力する出力手段と､読出し開始信号が発生す

る度に､新たに記憶手段からﾊﾟﾙｽ列信号を読み出して出力するﾊﾟﾙｽ制御

信号出力手段と､ﾊﾟﾙｽ列信号及び表示ﾃﾞｰﾀが入力されて放電ｾﾙ毎に各ﾊﾟ

ﾙｽを出力するﾊﾟﾙｽ選択回路とを備える駆動回路において､読出し開始信

号及びﾊﾟﾙｽ列信号の少くとも一部が入力され､読出し開始信号が維持ﾊﾟ

ﾙｽの出力継続中に発生することを検出するとﾀｲﾐﾝｸﾞ一致信号を出力す

る検出手段を備え､ﾊﾟﾙｽ制御信号出力手段は､ﾀｲﾐﾝｸﾞ一致信号が発生し

た時には､ﾊﾟﾙｽ列信号に代えて､そのﾊﾟﾙｽ列信号が規定する維持ﾊﾟﾙｽと

相互に異なる時期に発生する維持ﾊﾟﾙｽを規定する別のﾊﾟﾙｽ列信号をﾊﾟﾙ

ｽ選択回路に出力する｡ 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
信号処理:制御信号 

特許2728571 

[異議終了] 

91.03.13 

G09G  3/28 

[被引用4回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動波形発生回路 

繰り返しｻｲｸﾙを含むﾄﾞﾗｲﾊﾞ制御信号を出力する PDP の駆動波形発生

回路であって､前記ﾄﾞﾗｲﾊﾞ制御信号のうち､繰り返しの無い期間と､繰り

返しｻｲｸﾙからなる期間における所定の単位とを､波形ﾃﾞｰﾀのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと

してそれぞれ保持する波形記憶手段と､

前記繰り返しの無い期間の波形ﾃﾞｰﾀの

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを出力し､かつ前記所定の単位

の波形ﾃﾞｰﾀのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを任意の回数だけ

繰り返し出力するように､前記波形記憶

手段を制御する制御手段とを有する｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:条件対応制御 

特許2703132 

90.10.26 

G09G  3/28 

発光表示装置の駆動回路 

ｵﾍﾟﾚｰﾀの操作に基づき表示装置の輝度を外部から調整するための設

定信号と消費電力検出手段により出力される表示装置の消費電力の検

出信号との論理演算を行うことで､輝度制御信号を生成し､輝度制御信

号に基づいて発光表示装置を制御する駆動回路であって､設定信号及び

検出信号は互いに非同期であり､かつ異なる周期を有する｡ 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(9/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特許3121665 

92.03.19 

G09G  3/288 

表示装置 

PDP の電極制御手段の駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞを制御する駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御手段を

備える表示装置であって､該駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御手段に､当該表示装置に使

用されている各駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御信号が正しいか否かをﾁｪｯｸする制御信

号ﾁｪｯｸ手段を有し､該制御信号ﾁｪｯｸ手段は､検査用の駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御信

号を発生させる検査用駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御信号発生手段と､外部から入力さ

れている駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御信号と該検査用の駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御信号とを比

較する駆動ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御信号比較手段とを含む｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク

部 高信頼性:故障対策 

信号処理:条件対応制御
特開平5-265395 

(取下) 

プラズマディスプレイの制御装置 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開2002-189443 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:高階調化 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平9-081073 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイの駆動方法及びプラズマディスプレイ

装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平10-075411 階調表示方法 

階調:動画偽輪郭防止 
手順:条件対応制御 

特許3266373 

93.08.02 

G09G  3/288 

プラズマ・ディスプレイパネル 

所定の SF における､点灯ｾﾙと消灯ｾﾙの割合で表される表示率を検出

する検出手段と､該表示率に応じて維持放電ﾊﾟﾙｽの電位差を調節する調

節手段と､を備えたことを特徴とするPDP｡ 

手順:ﾘｾｯﾄ 

特許3272396 

92.04.30 

H01J 11/00 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイ装置 

ﾗｲﾝ単位で表示電極対の間で放電を生じさせて電荷

を消去する消去ﾊﾟﾙｽの印加を行い､これと並行して､

電荷を残すべき面放電ｾﾙに対応したｱﾄﾞﾚｽ電極に対し

て､電荷を残すべき面放電ｾﾙに生じる前記消去ﾊﾟﾙｽに

よる電界を打ち消すための電界制御ﾊﾟﾙｽを印加する

ことにより 1 ﾗｲﾝの消去ｱﾄﾞﾚｽを行うように構成され

た消去ｱﾄﾞﾚｽ方式の駆動制御系または､表示電極対に対応した全ての面

放電ｾﾙについて一括して所定の壁電荷の蓄積状態を形成する電圧を印

加した後､表示電極対の一方の表示電極及び各ｱﾄﾞﾚｽ電極に対して書込

みのための選択放電を発生させるﾊﾟﾙｽをそれぞれ印加することにより1

ﾗｲﾝの書込みｱﾄﾞﾚｽを順次行うように構成された書込みｱﾄﾞﾚｽ方式の駆動

制御系を備えたPDP装置｡ 

品質:高輝度化 

波形･電圧:維持 
特開平9-068944 

[被引用1回] 

ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

特開2000-020021 プラズマディスプレイパネル駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ 特開2000-075835 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 特開2000-310974 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

手順:維持 特開2000-330513 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許3265904 

95.04.06 

G09G  3/328 

[被引用8回] 

フラット・ディスプレイ・パネルの駆動方法 

ﾘｾｯﾄ期間において､直前の放電期間に点灯していた表示ｾﾙのみに放電

が生じるような電圧値又はﾊﾟﾙｽ幅を備えた書込みﾊﾟﾙｽを全表示ｾﾙに印

加し､次いで､前記放電により蓄積された壁電

荷自身の電位差により放電を開始する自己消

去放電を行わせることを特徴とするﾌﾗｯﾄ･ﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲ･ﾊﾟﾈﾙの駆動方法｡ 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開2000-089720 プラズマディスプレイの駆動方法及びプラズマディスプレイ

装置 

波形･電圧:維持 特開平11-167367 ＰＤＰの駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:
駆
動
部･

高
圧
部 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特許3221341 

97.01.27 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法、プラズマディスプ

レイパネル及び表示装置 

(ALiS 方式において)奇数ﾌｨｰﾙﾄﾞのﾘｾｯﾄ期間における奇数番目の維持

電極X2i-1 と偶数番目の走査電極Y2n 間及び､偶数番目の維持電極X2i

と奇数番目の走査電極 Y2n-1 間の電位差､偶数ﾌｨｰﾙﾄﾞのﾘｾｯﾄ期間におけ

る奇数番目の維持電極X2i-1と走査電極Y2n-1間及び､偶数番目の維持

電極X2iと走査電極Y2n間の電位差を､それぞれ電極間の放電開始電圧

未満とすることを特徴とするPDPの駆動方法｡ 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(10/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 特殊構造:ｾﾙ 

特許2801909 

[異議終了] 

[分割出願] 

95.08.03 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法並びにプラズ

マディスプレイ装置 

面放電の電極において､X 電極と Y 電極と

を交互に平行に配置し､面放電の電極間の 1

つおきに遮光ﾏｽｸを形成してﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ行 B1～

B3とし､ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ行での放電発光を遮光する｡

ﾘｾｯﾄ期間では､表示行 L1～L4 を構成する電

極間の印加電圧が同相になるようにﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

行 B1～B3 を構成する電極間に電圧を印加し

てﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電を生じさせる｡ 

手順:維持 特開平8-083052 交流型プラズマ・ディスプレイ・パネルの駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平5-072993 

(取下) 

ガス放電パネルの駆動方法およびその装置 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3121663 

92.03.17 

G09G  3/288 

交流式放電型プラズマディスプレイパネルを用いた表示装置

全ての行電極に対して共通的に放電維持ﾊﾟﾙｽを印加させる第 1 の電

源と､当該行電極に対して走査ｽｷｬﾝ信号を印加させる第 2 の電源とを備

え､前記第 2 の電源は､前記第 1 の電源が供給される一方の側の行電極

端子部とは反対側の行電極端子部から前記行電極に印加されるように

構成されていることを特徴とするACPDPを用いた表示装置｡ 

品質:画面輝度調節 手順:条件対応制御 

特許2896189 

90.03.30 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイ装置 

n 水平期間を単位とする一調整水平期間を設定し､当該一調整水平期

間内における前記ﾊﾟﾙｽ列の発生回数を制御することにより n 水平間単

位で輝度調整を行うことを特徴とするPDP装置｡ 

手順:維持 特開平11-119728 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法及びプラズマ表示装置 

特開平5-061437 

(取下) 

カラ－・プラズマ・ディスプレイの色度変調方法およびその

装置 

品質:表示色再現性･調節

等 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 
特開平11-338420 プラズマディスプレイ装置 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査 特開平9-068947 プラズマ表示装置 

品質:表示異常･画像劣化 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3121106 

92.03.19 

G09G  3/328 

交流駆動型プラズマディスプレイパネル用ドライバ 

書込みﾊﾟﾙｽを生成して､ACPDP に供給するﾄﾞﾗｲﾊﾞにおいて､書込みﾊﾟﾙ

ｽ生成用ｽｲｯﾁ回路は､維持･書込み電圧生成回路の出力電圧の値とは無関

係に制御される｡ 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特許3139098 

92.01.10 

G09G  3/328 

[被引用3回] 

プラズマ・ディスプレイ・パネルの駆動方法 

ｱﾄﾞﾚｽ期間において､選択すべき表示ﾗｲﾝにおける

該表示ﾃﾞｰﾀ書込み工程と､次に選択すべき表示ﾗｲﾝに

おける該表示ﾃﾞｰﾀ書込み工程とが､一部重複してなる

ことを特徴とするPDPの駆動方法｡ 

手順:ﾘｾｯﾄ 特許3318497 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

特許2692692 

[異議終了] 

91.12.20 

G09G  3/28 

[被引用11回] 

表示パネルの駆動方法および装置 

全ｾﾙ書込み放電を行った表示ﾗｲﾝの全ｾﾙで､全ｾﾙ消去放電を行うｽﾃｯﾌﾟ

により､書込み放電時にｾﾙに印加される書込みﾊﾟﾙｽと同一の極性を有す

る壁電荷を電極上に残留させ､残留した壁電荷は､書込み放電時に書込

みﾊﾟﾙｽに重畳されて書込み放電をも

たらすと共に､維持放電を行うための

維持放電ﾊﾟﾙｽをｾﾙに印加した際に､書

込み放電を行ったｾﾙ以外には維持放

電が生じないような量であることを

特徴とするPDPの駆動方法｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特許3025598 

93.04.30 

G09G  3/288 

[被引用2回] 

表示駆動装置及び表示駆動方法 

放電制御手段が､所定の電位を与えるためのｽｲｯﾁﾝ

ｸﾞ素子と､該ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子に接続され､該放電維持電極

に供給される電流を制限するためのﾊﾞｲｱｽ素子と､該

ﾊﾞｲｱｽ素子に並列に接続された定電圧弁別素子とを含

むことを特徴とする表示駆動装置｡ 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(11/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開2001-013910 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2001-125534 面放電型ＰＤＰの駆動方法及び駆動装置 

手順:維持 特開平5-188876 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-172226 プラズマディスプレイパネル装置 

手順:期間構成 特開2000-305519 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイの駆動方法および駆動装置 

手順:条件対応制御 

特許3263103 

91.10.25 

G09G  3/328 

[被引用2回] 

表示装置 

PDP の表示画面における発光した

ﾄﾞｯﾄの数に応じた信号を出力する光ｾﾝ

ｻｰと､全面点灯と全面消灯とを繰り返

したときの前記信号によって点灯異常

の有無を検知し､点灯異常が生じた場

合に当該 PDP に対する駆動電圧条件を点灯異常が低減するように切換

える駆動制御手段とが設けられてなる表示装置｡ 

特許2772753 

93.12.10 

G09G  3/28 

[被引用21回] 

プラズマディスプレイパネル並びにその

駆動方法及び駆動回路 

ﾘｾｯﾄ工程では､電圧ﾊﾟﾙｽを印加して第 1 の放

電を生じさせ､その放電により蓄積された互いに

極性の異なる壁電荷の間の電位差自体により､該

壁電荷を中和させる第 2 の放電が自己消去放電

として生ずるようにすることを特徴とする PDP

駆動方法｡ 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平10-143108 

(特許3348610) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び装置 

特許3013475 

91.03.19 

G09G  3/328 

プラズマ表示パネルの駆動方法 

維持放電を行う第1 と第2 の電極上の絶縁層上のそれぞれに異なる

極性の壁電荷を蓄積させた後､維持放電を不要とする画素については､

第1と第2の電極に直交して配置された第3の電極と前記第2の電極

との間の放電によって前記第 2 の電極上の絶縁層上の壁電荷の極性を

反転させ､前記第1の電極上の絶縁層上及び前記第2の電極上の絶縁層

上の壁電荷を同一極性にして壁電圧を消滅させることを特徴とするPDP

の駆動方法｡ 

特許2925471 

[分割出願] 

91.12.20 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

表示パネルの駆動方法およびその装置ならびにその回路 

書込み放電時における非選択表示ﾗｲﾝ

の第 2 の電極と選択表示ﾗｲﾝの第 2 の電

極との電位差を､維持放電を行わせる維

持放電ﾊﾟﾙｽの最大電圧と最小電圧の電位

差よりも低くすることを特徴とする PDP

の駆動方法｡ 

特開平9-274465 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法及び表示装置 

特開平11-065515 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

特開平11-073155 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

特開平11-265164 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

特開平11-352924 

[被引用1回] 

ガス放電デバイスの駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開2001-013911 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特許3124573 

91.04.22 

G09G  3/288 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

平行な放電維持電極対と､これら放電維持電極対と交差するｱﾄﾞﾚｽ電

極とを有し､ｱﾄﾞﾚｽｻｲｸﾙと表示ｻｲｸﾙとをもって駆動されるPDP において､

前記放電維持電極間で放電を生じさせるために当該放電維持電極に対

して互いに逆極性の書込み電圧ﾊﾟﾙｽと維持電圧ﾊﾟﾙｽとを印加し､同時に

前記複数のｱﾄﾞﾚｽ電極に対して選択的に前記書込み電圧ﾊﾟﾙｽと同極性の

電圧ﾊﾟﾙｽを印加することを特徴とする駆動方法｡ 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(12/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3109189 

91.11.22 

G09G  3/328 

３電極面放電型プラズマ表示パネルの駆動方法 

第1及び第2の電極からなる表示ﾗｲﾝのうち､選択された表示ﾗｲﾝの第

1 及び第 2 の電極間に放電開始に必要な電圧を印加し､前記選択された

表示ﾗｲﾝにおいて全ｾﾙを放電させて壁電荷を蓄積させる第 1 の工程と表

示を行わないｾﾙの放電消去を選択的に行うことにより､表示ﾗｲﾝ毎に表

示ﾃﾞｰﾀを書込む第 2 の工程とを含み､前記第 1 の工程において､表示を

行わないｾﾙに蓄積される壁電荷量が表示を行うｾﾙに蓄積される壁電荷

量よりも多くなるように､表示を行わないｾﾙに対応する第 3 の電極に補

助ﾊﾟﾙｽを印加することを特徴とする3電極面放電型PDPの駆動方法｡ 

特開平9-179520 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ装置 

特許3263310 

96.05.17 

G09G  3/328 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネル駆動方法及びこの駆動方法を用

いたプラズマディスプレイ装置 

ｱﾄﾞﾚｽ電極と Y 電極との間でｱﾄﾞﾚｽ放電を

行う際に､維持放電を行う側の電極である

第2のｷﾞｬｯﾌﾟを介して隣接するX電極と選

択された Y 電極との電位差である選択電位

よりも､維持放電を行わない側の電極であ

る第1のｷﾞｬｯﾌﾟを介して隣接するX電極と

当該選択された Y 電極との電位差である非選択電位が小さくなるよう

に当該ｱﾄﾞﾚｽ放電を制御することを特徴とするPDP駆動方法｡ 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開平10-319901 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平8-320667 

[被引用1回] 

プラズマパネルの駆動方法、駆動装置及びプラズマパネル 

特開平9-034397 

(取下) 

プラズマ・ディスプレイ・パネル 

特開平10-302643 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

波形･電圧:維持 

特開平11-119727 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平11-133913 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイの駆動方法及び駆動装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開2001-242825 プラズマディスプレイパネルにおける印加電圧の設定方法お

よび駆動方法 

特許2963515 

90.09.20 

H01J 11/02 

プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

ｱﾄﾞﾚｽ電極に沿って導電性の蛍光体を配置した面放電型ｶﾗｰ PDP にお

いて､ｱﾄﾞﾚｽ電極に抵抗を介してｱﾄﾞﾚｽﾊﾟﾙｽを印加する｡ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ｾﾙ 

特開平9-259768 

[被引用1回] 

ＡＣ型ＰＤＰ及びその駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ 

特許3088494 

91.07.26 

G09G  3/328 

表示装置の駆動方法及びその装置 

複数の表示ｾﾙを任意の複数の表示領域に分割し､当該分割された一の

表示領域に書込みﾊﾟﾙｽを印加している間に他の表示領域に消去ﾊﾟﾙｽを

印加する｡ 

手順:期間構成 

特許2621832 

[異議終了] 

[分割出願] 

86.12.16 

G09G  3/28 

３電極形ＡＣガス放電パネルの駆動方法 

表示ｱﾄﾞﾚｽ期間中は､維持電圧を挿入することなし

に表示電極対を次々と選択ｱﾄﾞﾚｽをして､前記複数の

表示電極対の表示すべきｾﾙに対して壁電荷存在量(維

持電圧が印加されたとき再放電が行なえる壁電荷量)

を一括して規定(蓄積)する｡ 

特性:駆動高速化 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 特開2002-132208 プラズマディスプレイパネルの駆動方法および駆動回路 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 信号処理:制御信号 

特開2001-282165 

富士通日立プラズ

マディスプレイ 

表示装置およびその駆動方法 

波形･電圧:維持 特開平11-085098 プラズマ表示装置 

特性:電磁放射･赤外放射 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平11-231829 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び駆動装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:電圧変動 手順:条件対応制御 
特開平5-191977 インバ－タ電源及びこれを用いるプラズマディスプレイパネ

ル 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(13/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開平11-352925 ＰＤＰの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 特開平4-075088 ＡＣプラズマディスプレイ装置 高解像度:信号処理･駆動

高速化 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開2000-194320 プラズマディスプレイパネル装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特許2776419 

[分割出願] 

93.12.10 

G09G  3/28 

平面表示装置の駆動回路、それを有する平面表示装置、及び

その駆動方法 

一対の電極及びそれに付随するﾊﾟﾈﾙ容量を備えた平面表示装置を駆

動するために該電極に結合した駆動回路であって､該電極に印加された

電圧を排出するための第 1 ﾊﾟｽと､該電極に電圧を印加するための第 2

のﾊﾟｽと､該第 1､第 2 のﾊﾟｽに共通に接続された電力蓄積手段とを備え､

該第1 のﾊﾟｽは､第 1 のｺｲﾙと､該電極側を陽極とした第1 のﾀﾞｲｵｰﾄﾞと､

第1のｽｲｯﾁとを､該電極側からこの順で含み､該第2のﾊﾟｽは､第2のｺｲﾙ

と､該電極側を陰極とした第 2 のﾀﾞｲｵｰﾄﾞと､第 2 のｽｲｯﾁとを､該電極側

からこの順で含み､該第1のﾊﾟｽにおいて該電極と該第1のｺｲﾙとの間に

接続され､該第1 のﾊﾟｽを低電位にｸﾗﾝﾌﾟする第1 のｸﾗﾝﾌﾟ手段と､該第2

のﾊﾟｽにおいて該電極と該第

2 のｺｲﾙとの間に接続され､該

第2のﾊﾟｽを高電位にｸﾗﾝﾌﾟす

る第 2 のｸﾗﾝﾌﾟ手段とを含む

ことを特徴とする｡ 

特許2746792 

92.03.19 

G09G  3/28 

[被引用9回] 

交流駆動型プラズマディスプレイパネル用ドライバ及びその

制御方法 

維持ﾊﾟﾙｽを生成して､ACPDP の互いに独立な n 本の走査電極に印加す

る ACPDP 用ﾄﾞﾗｲﾊﾞにおいて､該走査電極それぞれに､選択的に走査ﾊﾟﾙｽ

を供給する複数の走査回路と､該走査電極に共通に維持ﾊﾟﾙｽを供給する

維持放電回路とを有し､該維持放電回路は､ｺﾝﾃﾞﾝｻと､該ｺﾝﾃﾞﾝｻと該走査

電極との間に設けられ､該ｺﾝﾃﾞﾝｻの

回収電荷を該走査電極に供給するた

めの第1 ｺｲﾙと､該ｺﾝﾃﾞﾝｻと該走査電

極との間に設けられ､該走査電極上

の電荷を該ｺﾝﾃﾞﾝｻに回収するための

第2ｺｲﾙとを有する｡ 

特開平9-325735 

[被引用1回] 

平面表示装置の駆動装置 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特開平11-338416 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許2528195 

90.03.20 

G09G  3/28 

ＡＣプラズマディスプレイ表示装置 

X-Y ﾏﾄﾘｸｽ形 AC ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙにおいて､Y 電極に印加する消去

ﾊﾟﾙｽを打ち消すために X 電極に印加するｷｬﾝｾﾙﾊﾟﾙｽが連続して印加され

る場合に､時間的に最後となるｷｬﾝｾﾙﾊﾟﾙｽのﾀｲﾐﾝｸﾞにおいてのみ X 電極

駆動手段がﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ動作を行う｡ 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開2000-172215 表示パネルの駆動方法及び表示装置 

手順:維持 特開平7-261699 平面表示装置 

特開平3-269482 

(取下) 

[被引用1回] 

表示装置 

特許2666640 

92.01.10 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

プラズマ・ディスプレイ・パネルの駆動方法 

書込期間時､第3の電極に連続して書込

み電圧を印加する場合､第3の電極に対す

る先の書込み電圧の印加と､後の書込み電

圧の印加との間､第3の電極をﾊｲ･ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞ

ﾝｽ状態にすることを特徴とする PDP の駆

動方法｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

手順:条件対応制御 

特開平7-191623 平面型表示装置 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(14/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:条件対応制御 

特許3142458 

95.05.08 

G09G  3/328 

[被引用1回] 

表示装置の制御方法及び表示装置 

維持放電ﾊﾟﾙｽを使用した表示装置の制

御方法に於いて､消費電力を電流により

検出､その消費電力値が所望の一定値以

下になるように､該維持放電ﾊﾟﾙｽ波形の

維持放電ﾊﾟﾙｽ周波数を制御する｡ 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平4-273288 

(取下) 

ＡＣ型プラズマディスプレイパネル駆動回路 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開平10-123998 フラット表示パネルを利用した表示装置 

特開平5-158434 

(取下) 

表示装置及びその駆動方法 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特開2002-169507 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

低消費電力:発光効率向

上 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-013919 発光効率を向上させた表示パネルの駆動回路 

手順:期間構成 
特開平9-160522 

[被引用1回] 

ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法及びプラズマ表示装置 

特開平5-216434 表示装置及びその駆動方法 

特開平9-097034 

(特許3364066) 

[被引用1回] 

ＡＣ型プラズマディスプレイ装置及びその駆動回路 

特開平9-251278 ＡＣ型のプラズマディスプレイパネル駆動回路及びプラズマ

ディスプレイ装置 

特開2001-013905 フラットパネル型ディスプレイの駆動装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開2001-013917 

国際電気 

ディスプレイ装置 

特開平4-127192 

(取下) 

ガス放電表示駆動回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平4-242285 

(取下) 

交流プラズマディスプレイ装置 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特許2891280 

93.12.10 

G09G  3/20 

[被引用2回] 

平面表示装置の駆動装置及び駆動方法 

互いに独立な n 本の走査電極を備えた平面表示装置の駆動装置にお

いて､該走査電極にそれぞれ接続される複数のﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路､当該個々の

ﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路に電圧を印加する電源回路手段､該個々のﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路に印加

された電圧をﾘｰｸさせるﾘｰｸ制御手段とが設けられている平面表示装置

の駆動装置であり､基本的には､

上記の構成を含み更に､当該平面

表示装置に於ける該表示ﾗｲﾝを構

成する電極には電力回収回路が

接続されている｡ 

特開平4-130396 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平9-068946 

[被引用2回] 

画像表示装置、および画像表示装置の駆動方法 

特開平6-004039 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動回路及びその駆動方法 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特許3201603 

99.06.30 

G09G  3/328 

駆動装置、駆動方法およびプラズマディスプレイパネルの駆

動回路 

PDP の駆動用ﾄﾞﾗｲﾊﾞにおいて､ｽｲｯﾁ SW1～SW3 と､それらの ON/OFF に

よって､負荷に印加すべき電圧 V より小さい正の電圧(+1/2V)ﾚﾍﾞﾙとｸﾞﾗ

ﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙとの間で電圧が変動する第 1 の信号ﾗｲﾝと､ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙと負の電

圧(-1/2V)ﾚﾍﾞﾙとの間で電圧が変動する第 2 の信号ﾗｲﾝとを備え､ｽｲｯﾁ

SW4,SW5のON/OFFによって､第1､第2の信号ﾗｲﾝから与えられる正負の

電圧を選択的に負荷に印加することにより､駆動装置内の各素子にかか

る最大の電圧を､負荷に印加すべき電圧 V よりも小さい電圧(1/2V)とす

ることができるようにして､各素子の耐圧を従来に比べて半分に抑える

ことができるようにする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2000-338934 容量性負荷の駆動方法及び駆動回路 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(15/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許2980132 

90.09.20 

G09G  3/28 

ガス放電表示駆動回路 

ﾊﾟﾈﾙ駆動部の高圧電源端子とその駆動部に高電圧を印加するための

高電圧電源ﾗｲﾝとの間に設けられた第 1 ｽｲｯﾁ素子と､前記駆動部のｱｰｽ端

子とｱｰｽﾗｲﾝとの間に設けられた第 2 ｽｲｯﾁ素子と､前記高圧電源端子と前

記ｱｰｽ端子との間の電圧を所定値以下に保持するためのｸﾗﾝﾌﾟ手段とを

有することを特徴とするPDP駆動回路 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特開2002-062843 

[分割出願] 

駆動装置、駆動方法、プラズマディスプレイパネルの電源回

路およびプラズマディスプレイパネル駆動用パルス電圧発生

回路 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 特開2001-013916 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び装置 

波形･電圧:維持 

特開平8-314405 

95.05.17 

G09G  3/28 

[被引用6回] 

ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

一対の表示電極に対して､放電開始電圧より低い放電維持電圧を交互

に印加し､誘電体層の蓄積電荷による壁電圧を利

用して周期的に放電を生じさせる場合に､放電維

持電圧を印加する通電期間TS1の直後に､両方の

表示電極の電位を接地電位とする通電休止期間

TS2 を設け､通電期間TS1 中に壁電圧が放電開始

電圧以上となるように誘電体層を帯電させてお

き､通電休止期間TS2に壁電圧による自己放電を

生じさせる｡ 

高信頼性:長寿命化 

波形･電圧:維持消去 
特開平8-160909 

[被引用2回] 

プラズマ表示装置及びその制御方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 波形･電圧:維持 
特開平4-248588 

(取下) 

カラ－発光表示装置の輝度調整装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ

Ｐ:

応
用
等

周辺:試験方法 
回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開平10-302639 壁電荷の測定方法および装置 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開平4-291391 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特許3124572 

91.04.22 

G09G  3/288 

ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数連続した表示用放電を発生させる表示期間と前記表示用放電が

中断される期間とを含む駆動波形を電極に規則的に印加し､前記表示期

間には､所定強度の表示用放電を生起する少なくとも 1 つの充電ﾊﾟﾙｽ

と､充電ﾊﾟﾙｽに後続して表示用放電を維持する当該充電ﾊﾟﾙｽよりも狭い

ﾊﾟﾙｽ幅を有する複数のﾊﾟﾙｽと､維持ﾊﾟﾙｽよりも狭いﾊﾟﾙｽ幅を有して壁電

荷を消去することが可能な消去ﾊﾟﾙｽとを印加するACPDPの駆動方法｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
駆
動 低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平3-233595 

(取下) 

プラズマディスプレイの駆動回路 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 特開平11-015432 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2001-126629 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
特殊構造:ｾﾙ 

特開2001-176396 面放電型ＰＤＰ及び駆動方法 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開2001-015034 ガス放電パネルとその駆動方法ならびにガス放電表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特

殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ

ル
の
駆
動 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 特殊構造:ｾﾙ 特開平11-238463 表示パネル及びその駆動方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
手順:分割駆動 

特開平4-221992 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び

特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

応用:特殊応用 特殊構造:ｾﾙ 

特開平6-267438 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平6-130912 

(取下) 

ＤＣ型プラズマ・ディスプレイ装置 Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特

殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動

部･

高
圧
部 低消費電力:電力ﾛｽ低減 波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開平4-216591 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

 

表 2.3.4 富士通の技術要素別課題対応特許(16/16) 
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2.4.1 企業の概要 

商号 日本電気 株式会社 

本社所在地 〒108-8001 東京都港区芝5-7-1 

設立年 1899年（明治32年） 

資本金 2,447億26百万円（2002年3月末） 

従業員数 31,922名（2002年3月末）（連結：141,909名） 

事業内容 コンピュータ、通信機器、電子デバイス、ソフトウェア等の製造販売を含

むインターネット・ソリューション事業 

2002年10月に、日本電気とNEC鹿児島で行っていたPDP事業を分割統合して「NECプラズマ

ディスプレイ株式会社」を発足させ、開発・生産・販売を一貫して行う体制とした。(出典:NEC

プラズマディスプレイのHP) 

NECプラズマディスプレイ発足前の2001年には61型カラーPDPの量産を開始し、2002年に

NEC鹿児島II期ラインの増設により、35型換算で月産３万台規模の生産を行うとしている。 

 

2.4.2 製品例 

上記のように、NECプラズマディスプレイ株式会社にてPDP製品を扱っている。現在、セ 

ットとして、42型、50型、61型のワイドサイズカラーPDP製品が、また、モジュールとして 

はそれらに加えて35型の製品が発表されているが、35型については詳細が不明である。 

 

表2.4.2 NECプラズマディスプレイの製品例 

 (出展: NECプラズマディスプレイのHP) 

 

2.4.3 技術開発拠点と研究者 

図2.2.3に、PDP駆動技術の日本電気の出願件数と発明者数を示す。 

 

日本電気の開発拠点: 東京都港区芝五丁目７番１号 日本電気株式会社内 

製品名 発売年月 概要 

PX-42VP3 

PX-42VM3 

記載無 ・42型ワイドモニタ 

・853x480ドット、消費電力295W(VM3:280W) 

PX-50XM2 記載無 ・50型ワイド高精細モニタ 

・1365x768ドット、消費電力480W 

PX-61XM2 記載無 ・61型ワイド高精細モニタ 

・1365x768ドット、消費電力660W 

NP42B2MF02 記載無 ・42型ワイドモジュール 

・853x480ドット 

NP50C2MF01 記載無 ・50型ワイド高精細モジュール 

・1365x768ドット 

NP61C1MF01 記載無 ・61型ワイド高精細モニタ 

・1365x768ドット 

2.4 日本電気
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図2.4.3 日本電気の出願件数と発明者数 
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2.4.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.4.4に、日本電気の特許の課題と解決手段の分布を示す。課題「(AC型PDP)特性の改

善」において、解決手段「駆動波形・電圧」を用いた出願が多いが、その他、AC型PDP、平

面型ディスプレイに関しては、各課題に広がって出願されている。 

解決手段としては、シーケンスや駆動波形・電圧を工夫することに特徴を持たせた出願

が多い。 

表2.4.4には日本電気の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数255件のうち登録特許

127件は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これら日本電気の出願のうち、被引用回数の多い出願としては以下のようなもの

がある。 

・ 特許2932686 

・ 特許2953342 

・ 特許2655076 
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図2.4.4 日本電気の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:AWS方式 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平5-313599 

(取下) 

表示板の階調駆動方式 

品質:高輝度化 特殊構造:ｾﾙ 
特開2000-200061 表示装置及びその制御方法 

品質:表示異常･画像劣化 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3255358 

98.11.19 

G09G  5/500 

階調変換回路および画像表示装置 

第1 の多値ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像信号を異なる階調を有する第2 の多値ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

画像信号に変換するﾃﾞｼﾞﾀﾙ階調変換回路において､入力された第 1 の多

値ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像信号が動画部分か静止画部分かを判別する動き検出手段

と､入力された第 1 の多値ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像信号に対してﾃﾞｨｻﾞ処理を行うﾃﾞｨ

ｻﾞ処理手段と､入力された第 1 の多値ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像信号に対して誤差拡散

処理を行う誤差拡散処理手段と､動き検出手段の判別結果に基づいて

ﾃﾞｨｻﾞ処理手段の出力と誤差拡散処理手段の出力から第 2 の多値ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

画像信号を生成して出力する画像信号生成手段とを備えることを特徴

とする｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

各種映像信号等:画素数

等変換 
信号処理:条件対応制御

特開2001-034253 オンスクリ－ン表示制御装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2000-194318 動画偽輪郭防止表示装置及び動画偽輪郭防止表示方法 

階調:動画偽輪郭防止 

特許3277994 

98.12.16 

G09G  3/328 

誤差拡散装置 

m ﾋﾞｯﾄの前映像信号の下位 m-n ﾋﾞｯﾄの誤差成分を m ﾋﾞｯﾄの現映像信

号に加算して誤差拡散させ､そのm ﾋﾞｯﾄの現映像信号の上位n ﾋﾞｯﾄの映

像信号を出力する誤差拡散装置において､誤差拡散すると動画像の偽輪

郭が発生するか否か判断する偽輪郭発生判断部と､動画像の偽輪郭が発

生すると判断した場合､上記下位m-n ﾋﾞｯﾄの誤差成分を上記m ﾋﾞｯﾄの現

映像信号に誤差拡散させないように制御する誤差成分制御部とを備え

たことを特徴とする｡ 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3305669 

98.11.20 

G09G  5/536 

誤差拡散方法および誤差拡散装置 

m ﾋﾞｯﾄの映像信号をn ﾋﾞｯﾄの映像信号に変換する際に､その誤差成分

である下位(m-n)ﾋﾞｯﾄのﾃﾞｰﾀを上位 n ﾋﾞｯﾄのﾃﾞｰﾀに拡散させる誤差拡散

方法において､m ﾋﾞｯﾄの現映像信号と画像の水平方向､垂直方向および時

間方向に遅延した m ﾋﾞｯﾄの映像信号との各差分値の絶対値をとり､その

各差分値の絶対値に対応して 3 方向に重み付けする各係数を算出し､3

方向への誤差拡散処理を行うことを特徴とする｡ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2002-162952 表示装置及び疑似階調デ－タ生成方法 

階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:条件対応制御
特開2001-343925 映像表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平4-333890 

(取下) 

表示装置の濃淡設定方式 

階調:ｶﾗｰのﾓﾉｸﾛ階調化 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平4-333891 

(取下) 

濃淡設定方式 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平10-274951 表示制御装置 

品質:γ/逆γ補正 信号処理:条件対応制御
特開2000-209462 ガンマ補正回路と表示装置 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 
特開2000-041157 

(取下) 

映像信号のデジタル変換方法、その回路及びそのプログラム

を記憶した記憶媒体 

特開2000-227775 表示装置の焼付防止方法及び表示装置の焼付防止装置 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2001-117531 画素発光頻度の均一化機能付き表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:焼き付き 

信号処理:条件対応制御
特開2000-352953 輝度むら低減装置および画像表示装置 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(1/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:画面輝度調節 信号処理:条件対応制御

特許3308234 

99.05.19 

G09G  3/20 

表示装置の輝度レベル制御装置および輝度レベル制御方法 

入力された映像信号のｼｰﾝﾁｪﾝｼﾞを検出するｼｰﾝﾁｪﾝｼﾞ検出手段と､入力

された映像信号の平均輝度ﾚﾍﾞﾙを求める平均輝度ﾚﾍﾞﾙ演算手段と､ｼｰﾝ

ﾁｪﾝｼﾞ検出手段によりｼｰﾝﾁｪﾝｼﾞが検出された場合に､平均輝度ﾚﾍﾞﾙに基

づいて表示映像に適する表示輝度ﾚﾍﾞﾙ制御を行う手段とを有する表示

装置の輝度ﾚﾍﾞﾙ制御装置｡ 

品質:表示色再現性･調節

等 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2000-356970 表示制御装置および表示制御方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特許2792323 

92.04.28 

G09G  3/20 

表示装置のクリア回路 

平面型ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを有する駆動する表示装置において､ｸﾛｯｸ発

生回路と､入力ﾃﾞｰﾀとﾌﾞﾗﾝｸﾃﾞｰﾀとを切り換えるﾃﾞｰﾀｾﾚｸﾀ回路と､ﾃﾞｰﾀを

記憶させるｽﾀﾃｨｯｸﾒﾓﾘと､ｽﾀﾃｨｯｸﾒﾓﾘのﾃﾞｰﾀを読み出すためのｱﾄﾞﾚｽｶｳﾝﾀ

回路と､ｽﾀﾃｨｯｸﾒﾓﾘをｸﾘｱさせるｸﾘｱ信号を制御するｸﾘｱ信号制御回路と､

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの行数よりも 1 行分多くｶｳﾝﾄするｶｳﾝﾀ回路とを備えることを

特徴とする表示装置のｸﾘｱ回路｡ 

信号処理:条件対応制御
特開2001-036770 ノイズリダクション制御装置およびノイズリダクション制御

方法 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:制御信号 特開2001-175213 クロック位相自動調整回路 

特性:駆動高速化 

特許2980042 

96.11.27 

G09G  3/336 

走査回路 

ｸﾛｯｸ信号によりｵﾝｵﾌ制御され､かつ互いに直列接続された複数のｽｲｯﾁ

ﾝｸﾞ手段と､これ等各ｽｲｯﾁﾝｸﾞ手段の各直列接続点に接続されてｸﾛｯｸ信号

により活性制御され､各直列接続の分岐信号の振幅減衰を抑止するため

の複数の帰還手段と､これ等帰還手段の出力を入力とする複数のﾊﾞｯﾌｧ

手段と､J番目(Jは自然数)とJ+1番目とのﾊﾞｯﾌｧ手段の出力を入力とす

る複数の論理ｹﾞｰﾄ手段と､走査開始のためのｽﾀｰﾄﾊﾟﾙｽの入出力をなすた

めの第1及び第2の入出力端子とを含む走査回路｡ 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平3-230399 

(取下) 

シフトレジスタ回路 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開2001-034222 クロック位相自動調整システムおよび方法 

信号処理:条件対応制御 特開2000-098962 固定画素表示装置および固定画素表示方法 

信号処理:制御信号 特開2001-324954 画面表示位置検出回路 各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2001-075525 自動信号判別装置及びその方法並びにその制御プログラムを

記録した記録媒体 

特開2001-189850 解像度変換装置とその解像度変換方法 

信号処理:条件対応制御
特開2001-331146 映像表示装置とその表示方法 各種映像信号等:画素数

等変換 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開2001-134227 座標生成方法及び座標生成回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開2000-298449 駆動波形の発生回路 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2000-259114 逆ガンマ補正回路兼動画偽輪郭補正回路及び映像表示素子の

駆動回路 

信号処理:条件対応制御
特開平5-066731 

(取下) 

表示制御回路 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:制御信号 

特許2741808 

91.11.22 

G09G  3/20 

三洋電機 

ドットマトリクス表示装置 

ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄﾒﾓﾘで構成され､2n ﾋﾞｯﾄのｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾚｽの上位n ﾋﾞｯﾄをY ｱﾄﾞﾚ

ｽとしかつ下位n ﾋﾞｯﾄをX ｱﾄﾞﾚｽとして表示ﾃﾞｰﾀを書き込まれる表示ﾒﾓﾘ

を有し､表示ﾀｲﾐﾝｸﾞに関連して発生される表示用ｱﾄﾞﾚｽによって表示ﾃﾞｰ

ﾀが読み出されるﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｸｽ表示装置であって､前記ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾚｽの最下位

の 1 または複数ﾋﾞｯﾄを前記ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾚｽの最上位の 1 または複数ﾋﾞｯﾄと

し、かつ残りの各ﾋﾞｯﾄを順次ｼﾌﾄすることによって前記 Y ｱﾄﾞﾚｽおよび

前記Xｱﾄﾞﾚｽを発生するｱﾄﾞﾚｽ変換手段を備える｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平4-366886 表示装置 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(2/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:画面輝度調節 波形･電圧:条件対応制御
特開平5-066730 

(取下) 

多項目表示システム 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 

特許3036482 

97.09.17 

H03K 19/017 

出力バッファ回路 

入力信号の供給を受け第1 の信号と第2 の信号とを出力する出力制

御部と､第1の信号を高いﾚﾍﾞﾙに変換するﾚﾍﾞﾙｼﾌﾄ部と､P ﾁｬﾝﾈﾙ MOS型の

第1のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀと､N ﾁｬﾝﾈﾙ MOS型の第2のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀとを備え､第1の電源

からの電流を出力信号として容量性の負荷に出力する出力ﾊﾞｯﾌｧ部を備

える出力ﾊﾞｯﾌｧ回路において､出力ﾊﾞｯﾌｧ部が､負荷の駆動時に第 1 の電

源からの供給電流の立ち上がりを緩和する制御手段を備えることを特

徴とする｡ 

特許2946921 

92.03.10 

G09G  3/20 

[被引用3回] 

低電力駆動回路 

相補型MOS ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀで構成される出力段と､出力段の一方のMOS ﾄﾗﾝｼﾞ

ｽﾀにつながりﾛｼﾞｯｸ信号を高電圧に変換する相補

型 MOS ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀで構成されるﾚﾍﾞﾙ変換回路とを有

し､出力段に接続される容量性負荷を駆動する回

路において､出力段の相補型MOS ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの一方の

電源端子にｲﾝﾀﾞｸﾀを用いた無効電力回収回路を接

続することを特徴とする｡ 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3006534 

97.03.31 

G09G  3/28 

半導体装置 

高電位側電源線と低電位側電源線の間に複数配置された､両電源線の

間に直列に接続されたﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ用ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子とﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ用ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子

と､各ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子の接続点となる出力端子とから成る構造と､複数の出

力端子と､複数の容量性負荷と､第1および第2の電力回収用端子と､第

1および､第2のｻｲﾘｽﾀと､第1および第2のﾘｱｸﾀﾝｽと､ｷｬﾊﾟｼﾀと､第1お

よび第2のﾀﾞｲｵｰﾄﾞとを具備したことを特徴とする半導体装置｡ 

特許2715939 

94.11.08 

G09G  3/28 

[被引用3回] 

表示パネルの駆動回路 

表示ﾊﾟﾈﾙの電極間静電容量の充放電時に共振電流を発生させる充放

電回路部と､表示ﾊﾟﾈﾙの電極を一定の電位に保つための電圧ｸﾗﾝﾌﾟ部と

を含む表示ﾊﾟﾈﾙの駆動回路において､充放電回路部は､共振電流を発生

させるためのｺｲﾙと､無効電力を回収する回収ｺﾝﾃﾞﾝｻと､ﾊﾟﾈﾙ電極間静電

容量の充電及び放電における共振電流を独立に制御するｽｲｯﾁ部とを備

え､回収用ｺﾝﾃﾞﾝｻの静電容量値は､少なくともﾊﾟﾈﾙ

電極間静電容量と電圧ｸﾗﾝﾌﾟ部における電源用ｽｲｯ

ﾁ及び接地用ｽｲｯﾁの静電容量との総和と同等な値

から3倍までの値であることを特徴とする｡ 

特許2735014 

94.12.07 

G09G  3/20 

[被引用4回] 

表示パネルの駆動回路 

複数の行電極と､行電極と直交し互いに平行する複数の列電極とを備

えた表示ﾊﾟﾈﾙの列電極にﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを印加する表示ﾊﾟﾈﾙの駆動回路にお

いて､電荷回収用のｺﾝﾃﾞﾝｻと､補助ｺﾝﾃﾞﾝｻとを備え､

電荷を回収する向きの電流は制御すると共に､表示

ﾊﾟﾈﾙの列電極を充電する向きの電流は通電させるｽ

ｲｯﾁ手段を設け､ﾃﾞｰﾀ電圧入力端子とｽｲｯﾁ手段とをｲﾝ

ﾀﾞｸﾀﾝｽ素子を介して接続することを特徴とする｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特許2751951 

95.08.28 

G09G  3/28 

表示パネルの駆動回路 

表示ﾊﾟﾈﾙの電極に印加するﾊﾟﾙｽを発生すると共に､表示ﾊﾟﾈﾙの一方の

電極に接続され､表示ﾊﾟﾈﾙの電極間静電容量の充放電時に共振電流を発

生させる第 1 の充放電回路部と､表示ﾊﾟﾈﾙの他方の電極に接続され､表

示ﾊﾟﾈﾙの電極間静電容量の充放電時に共振電流を発生させる第 2 の充

放電回路部と､表示ﾊﾟﾈﾙの一方の電極および他方の電極に接続されて表

示ﾊﾟﾈﾙの電極を一定の電位に保つ電圧ｸﾗﾝﾌﾟ部と､第 1 の充放電回路部

の他端と第 2 の充放電回路部の他端に接続される電力回収用のｺﾝﾃﾞﾝｻ

とからなることを特徴とする表示ﾊﾟﾈﾙの駆動回路｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(3/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3241577 

（審判・成立） 

95.11.24 

G09G  3/328 

[被引用3回] 

表示パネル駆動回路 

表示ﾊﾟﾈﾙの容量性負荷に起因する無効電力を回収し次の駆動ﾊﾟﾙｽと

ともに放出する表示ﾊﾟﾈﾙ駆動回路において､駆動回路が､複数の駆動電

極の各々から流れる回収電流を電力回収用配線に導通させる第 1 のｽｲｯ

ﾁと､低電位電圧源を複数の駆動電極の各々に導通させる第 2 のｽｲｯﾁと､

電力放出用配線から複数の駆動電極の各々へ電力放出電流を導通させ

る第 3 のｽｲｯﾁと､高電位電圧源を複数の駆動

電極の各々に導通させる第 4 のｽｲｯﾁとを備

える複数の電極単位ﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路を備えるこ

とを特徴とする｡ 

特許2976923 

97.04.25 

G09G  3/28 

容量性負荷の駆動装置 

容量性負荷にﾊﾟﾙｽを供給する駆動装置において､容量性負荷の第1の

電極には､直列接続したｺｲﾙとｺﾝﾃﾞﾝｻの一端と､直流電源の高電圧側端子

に接続する第 1 のｸﾗﾝﾌﾟ用ｽｲｯﾁと､直流電源の低電圧側端子に接続する

第 2 のｸﾗﾝﾌﾟ用ｽｲｯﾁとを接続し､直列接続したｺｲﾙとｺﾝﾃﾞﾝｻの他端には､

直流電源の高電圧側端子に接続する第 1 の回収用ｽｲｯﾁと､直流電源の低

電圧側端子に接続する第 2 の回収用ｽｲｯﾁとを接続することを特徴とす

る｡ 

特許3070553 

97.11.26 

G09G  3/20 

デ－タライン駆動装置 

複数本のﾃﾞｰﾀﾗｲﾝを有するﾏﾄﾘｸｽ表示ﾊﾟﾈﾙと､ﾃﾞｰﾀ電圧印加端子と各

ﾃﾞｰﾀﾗｲﾝとの間にそれぞれ介挿された複数のｽｲｯﾁﾕﾆｯﾄを備えてﾃﾞｰﾀﾗｲﾝ

を駆動するﾃﾞｰﾀﾗｲﾝ駆動回路と､ﾃﾞｰﾀﾗｲﾝ駆動回路に接続されてﾃﾞｰﾀﾗｲﾝ

上の電荷を蓄積する電荷蓄積手段と､ﾃﾞｰﾀﾗｲﾝ駆動回路と各ﾃﾞｰﾀﾗｲﾝのそ

れぞれの間に介挿された寄生ﾀﾞｲｵｰﾄﾞを有する電荷回収用のｽｲｯﾁとを備

え､電荷回収用ｽｲｯﾁは､ﾃﾞｰﾀﾗｲﾝ上の電荷を電荷蓄積手段に回収する際に

導通されるように構成したことを特徴とするﾃﾞｰﾀﾗｲﾝ駆動装置｡ 

特許3173476 

98.10.15 

G09G  3/20 

電力回収駆動装置 

複数個の容量性負荷の各々と､ｲﾝﾀﾞｸﾀと､容量性負荷と比較して充分

に大容量のｺﾝﾃﾞﾝｻとにより構成される LC 共振回路を有する電力回収駆

動装置において､容量性負荷を最高電位にｸﾗﾝﾌﾟするための第 1 のｽｲｯﾁ

と､容量性負荷を最低電位にｸﾗﾝﾌﾟするための第 2 のｽｲｯﾁと､電力放出/

回収選択用の第 3 のｽｲｯﾁとを備えて出力に容量性負荷を接続する多出

力のﾄﾞﾗｲﾊﾞ ICを具備していることを特徴とする｡ 

特許3221423 

99.01.07 

G09G  3/20 

ディスプレイ駆動回路及びその駆動方法 

複数のﾃﾞｰﾀ電極と複数の走査電極とがﾏﾄﾘｸｽ状に形成されたﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

ﾊﾟﾈﾙの容量性ﾃﾞｰﾀ電極を駆動するﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ駆動回路であって､電源から

複数の容量性ﾃﾞｰﾀ電極に駆動電圧を供給するｴﾈﾙｷﾞｰ供給回路と､1 つ又

は複数の中間ﾀｯﾌﾟを有するｵｰﾄﾄﾗﾝｽと､中間ﾀｯﾌﾟと接地電位との間に

各々接続された1 個もしくは複数の第1 ｽｲｯﾁと､ｵｰﾄﾄﾗﾝｽの第 1 端子と

複数の容量性ﾃﾞｰﾀ電極との間に接続され､容量性ﾃﾞｰﾀ電極の駆動電圧の

状態に従って開閉状態が切換わる複数の第 2 ｽｲｯﾁとを備えたことを特

徴とする｡ 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-337640 容量性負荷の駆動回路及び駆動方法 

特許2776298 

95.05.26 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

容量性負荷の駆動回路及び駆動方法 

第 1 及び第 2 の電極を有する容量性負荷に正負両極性のﾊﾟﾙｽを交互

に印加する､容量性負荷の駆動回路において､第 1 の電極との間で周期

的に電荷の授受を行なう電荷回収回路と､電荷の授受の期間以外の少な

くとも一部の期間において第1の電極を第1又は第2の所定電位にｸﾗﾝ

ﾌﾟする第1 ｸﾗﾝﾌﾟ回路と､第2 の電極を第3 又

は第4の所定電位にｸﾗﾝﾌﾟすると共に一部の電

荷の授受の期間に対応して第2の電極をﾌﾛｰﾃｨ

ﾝｸﾞさせる第 2 ｸﾗﾝﾌﾟ回路とを備えることを特

徴とする｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特許3351381 表示装置の電荷回収方法および回路 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(4/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3067719 

97.11.07 

G09G  3/328 

低消費電力出力回路 

第1の高圧電源からの電荷の充放電を制御する第1のｽｲｯﾁ､及び負荷

容量の電位を接地電位に固定する第 2 のｽｲｯﾁとを有する高圧出力部と､

低電圧の信号を第 1 のｽｲｯﾁを制御する高電圧の信号に変換して高圧出

力部に出力するﾚﾍﾞﾙ変換部と､入力された低電圧の入力信号の論理に応

じて､第1､第2のｽｲｯﾁの一方をｵﾝ状態とするような低電圧の制御信号を

生成し､第 1 のｽｲｯﾁのｵﾝ/ｵﾌ状態を制御する信号をﾚﾍﾞﾙ変換部に出力し､

第 2 のｽｲｯﾁのｵﾝ/ｵﾌ状態を制御する信号を高圧出力部に出力する出力制

御部とを具備したことを特徴とする低消費電力出力回路｡ 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特許3180898 

（審判・成立） 

97.11.14 

H02M  3/307 

昇圧回路 

入力電圧を昇圧するｺﾝﾃﾞﾝｻと､ｺﾝﾃﾞﾝｻに電荷を充電する第1の切換手

段と､ｺﾝﾃﾞﾝｻから電荷を放電する第2 の切換手段と､第 1 および第 2 の

切換手段に所定のﾀｲﾐﾝｸﾞで駆動信号を供給する駆動手段とを具備し､第

1 および第2 の切換手段の各々は､互いに並列に接続された第1 から第

n(nは2以上の整数)のｽｲｯﾁ素子から構成され､昇圧能力に応じて並列に

接続されたｽｲｯﾁ素子の数を変更することを特徴とする昇圧回路｡ 

高信頼性:調整･保守 
回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開平11-183530 高電圧レベルの検出回路とその方法 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:故障対策 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開2001-268911 電源回路 

信号処理:条件対応制御
特開平8-297476 ディスプレイ解像度制御システム 

信号処理:制御信号 

特許2655090 

94.06.30 

G09G  3/20 

表示ユニットのアドレス設定方法および装置 

複数の表示ﾕﾆｯﾄを配列して成り､各表示ﾕﾆｯﾄにｱﾄﾞﾚｽを付して､そのｱ

ﾄﾞﾚｽに応じて画像ﾃﾞｰﾀを取り込む表示方法における表示ﾕﾆｯﾄのｱﾄﾞﾚｽ設

定方法において､各表示ﾕﾆｯﾄのｱﾄﾞﾚｽを示すそれぞれ異なるｱﾄﾞﾚｽ情報を

順次送り､各表示ﾕﾆｯﾄにおいては､ｱﾄﾞﾚｽ情報を順に次段の表示ﾕﾆｯﾄに送

り､ｱﾄﾞﾚｽ情報が全ての各表示ﾕﾆｯﾄに送られたときに､各ｱﾄﾞﾚｽ情報をﾗｯﾁ

して､表示ﾕﾆｯﾄのｱﾄﾞﾚｽとして保持することを特徴とする｡ 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2002-196717 マルチ画面輝度レベル制御方式 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

応
用
等 

応用:特殊応用 信号処理:条件対応制御
特開2001-125555 センサ連動ディスプレイ装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

特

殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 特殊構造:装置 

特開2001-117544 固定画素表示装置によるマルチ画面表示システム 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特許2565282 

93.05.10 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイの駆動方法 

同一平面上に走査電極群と維持電極群を持ち､かつ走査電極群及び維

持電極群と直交するﾃﾞｰﾀ電極群を持つ3電極構造のAC ﾒﾓﾘｰ型PDPの駆

動方法において､走査電極に走査ﾊﾟﾙｽを時分割に印加しておき､維持電

極には､ﾊﾟﾙｽ幅が初期放電遅れ時間より短い維持ﾊﾟﾙｽ列を走査ﾊﾟﾙｽ後か

ら印加し､所望の維持期間終了後､維持ﾊﾟﾙｽを停止させ､走査電極に消去

ﾊﾟﾙｽを印加することを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

階調:AWS方式 

手順:ﾘｾｯﾄ 

特許2687684 

90.06.08 

G09G  3/28 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

ﾒﾓﾘ機能を有するﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｸｽ表示型 ACPDP を駆動するに際し､走査ﾊﾟﾙｽ

が印加される電極と対になって維持放電を行う電極に印加される交流

駆動の1 周期の維持ﾊﾟﾙｽの間に､n 個(n は 2 以上の整数)の走査ﾊﾟﾙｽを

個別の n 本の走査電極にそれぞれ 1 個ずつ

印加すると共に､n 個の走査ﾊﾟﾙｽにより点灯

された画素を同一ﾀｲﾐﾝｸﾞで印加される消去

ﾊﾟﾙｽにより一括消去することを特徴とする｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(5/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ﾘｾｯﾄ 

特許2932686 

90.11.28 

G09G  3/28 

[被引用23回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の SF により階調表示を行う ACPDP の駆動方法において､交流駆

動の1 周期の維持ﾊﾟﾙｽの間に､n 個(n≧2 の整数)の走査ﾊﾟ ﾙｽを n 本の

走査電極に順次印加し､それらの走査ﾊﾟﾙｽにより

点灯された画素を､同一ﾀｲﾐﾝｸﾞで印加される消去 

ﾊﾟﾙｽにより一括消去する｡ 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2000-132141 

(特許3365324) 

プラズマディスプレイ及びその駆動方法 

特開平5-241528 

(取下) 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-318646 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:AWS方式 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特許2655078 

[異議終了] 

94.05.30 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイの駆動方法 

同一平面上に形成した走査電極群および維持電

極群と､それらの電極群と直交しするﾃﾞｰﾀ電極群

とを備えた交流放電ﾒﾓﾘ型 PDP の駆動方法におい

て､走査電極と維持電極とを放電させるﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ

期間と､これに引き続き維持電極に電圧ﾊﾟﾙｽを印

加し走査電極との間に放電を生じせしめ､走査電極上の電荷の極性を反

転させる電荷反転期間と､書き込み期間と､維持期間と､消去期間とを有

することを特徴とする｡ 

特開2001-296834 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:ADS方式等 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2001-350445 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:高階調化 特開2001-272947 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許2737763 

[異議終了] 

94.12.05 

G09G  3/28 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

1 ﾌｨｰﾙﾄﾞをn個(nは2以上の整数)のSFに分割

し､n 個の SF での発光輝度に重み付けをし､m 個(m

は0以上n以下の整数)のSF を選択的に発光させ

ることにより階調表示を行う PDP の駆動方法において､ﾌｨｰﾙﾄﾞ時間調整

用の余裕時間と維持放電回数最小の SF の間に､両者に隣接するように

維持放電回数最多のSFを配置することを特徴とする｡ 

特許2720801 

[異議終了] 

94.10.27 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法およびプラズマディ

スプレイパネル駆動装置 

SF 分割により階調表示を行う PDP の駆動方法に

おいて､n個のSFのうち､発光輝度最少のSF以外の

SF について､それぞれを単独で選択発光した場合の

階調ﾚﾍﾞﾙ対応の PDP の発光輝度の各々の目標値を

L1とし､L1より1ﾚﾍﾞﾙおよび2ﾚﾍﾞﾙ小さい階調ﾚﾍﾞﾙ

対応の発光輝度をそれぞれL2,L3 として､目標値L1

が少なくともL2,L3に対して滑らかに接続するように目標値L1を順次

決定する第1のｽﾃｯﾌﾟと､発光輝度が目標値L1となるように維持放電回

数を設定する第2のｽﾃｯﾌﾟとを含むことを特徴とする｡ 

特開平8-254965 

[被引用2回] 

表示装置の階調表示方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

階調:動画偽輪郭防止 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許2962245 

96.10.23 

G09G  3/28 

[被引用3回] 

表示装置の階調表示方法 

SF 分割により階調を有する画像を表示する表示装置の階調表示方法

において､表示に係る全階調ﾋﾞｯﾄ数をn(但しn は3 以上の正の整数)と

し､最上位からm番目(mは正の整数でmは1の時に最上位を表現し､m≦

n とする)の階調ﾋﾞｯﾄの SF を全SF 期間の時間軸上略中央部に配置する

と共に､m 番目の階調ﾋﾞｯﾄよりも上位の階調ﾋﾞｯﾄの内少なくとも 2 つ以

上の階調ﾋﾞｯﾄのSFを､2つの略同じ発光輝度を与えるSFに分割し､この

対となる分割された SF を､m 番目の階調

ﾋﾞｯﾄに対応する SF の両側に配置するこ

とを特徴とする｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(6/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平10-153982 

[被引用1回] 

階調表示方法 

特許3068047 

98.02.09 

G09G  3/20 

階調表示装置および階調表示方法 

SF 分割により階調を表示する階調表示装置において､過去のﾌﾚｰﾑに

おける発光SF を記憶する発光SF 記憶手段と､発光SF 記憶手段により

記憶されている過去の SF 発光履歴と､現ﾌﾚｰﾑでの輝度信号とから､現ﾌ

ﾚｰﾑにおいて所望の輝度を発生するのに適する発光 SF の組み合わせを

決定する発光SF決定手段と､を有することを特徴とする｡ 

特許3266143 

[分割出願] 

96.10.23 

G09G  3/328 

表示装置の階調表示方法 

SF 分割により、階調を有する画像を表示する表示装置の階調表示方

法において､表示に係る全階調ﾋﾞｯﾄ数をn(但しn は3 以上の正の整数)

とし､最上位からm番目(mは正の整数でmは1の時に最上位を表現し､m

≦n とする)の階調ﾋﾞｯﾄの SF を SF 期間の時間軸上略中央部に配置する

と共に､m 番目の階調ﾋﾞｯﾄよりも下位の階調ﾋﾞｯﾄを少なくとも 1 つ含む

2 つ以上の階調ﾋﾞｯﾄの SF を 2 つの略同じ発光輝度を与える SF に分割

し､この対となる分割されたSFを､m番目の階調ﾋﾞｯﾄに対応するSFの両

側に､時間軸に対して略線対称に配置し

たSF配列を有することを特徴とする｡ 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-255847 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3045284 

97.10.16 

G09G  3/328 

[被引用1回] 

動画表示方法および装置 

SF分割により多階調映像を表示する動画表示方法において､表示画素

ごとに 1 ﾌﾚｰﾑ前の映像の階調ﾃﾞｰﾀと現ﾌﾚｰﾑの映像の階調ﾃﾞｰﾀとから新

たなる n(n は自然数)通りの補正階調ﾃﾞｰﾀを得､1 ﾌﾚｰﾑ前の映像の階調

ﾃﾞｰﾀと現ﾌﾚｰﾑの映像の階調ﾃﾞｰﾀと n 通りの補正階調ﾃﾞｰﾀとから少なく

とも2 通りの補正階調ﾃﾞｰﾀを含む複数の

階調ﾃﾞｰﾀを組み合わせ､その各々を表示

画素の画素平面内に所定の選択ﾊﾟﾀｰﾝに

従って拡散配列することを特徴とする｡ 

階調:階調再現性等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2002-108280 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許2639311 

93.08.09 

G09G  3/28 

[被引用4回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

SF 分割により輝度階調を表現する､ﾒﾓﾘ一機能

を有するﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｸｽ型 ACPDP の駆動方法におい

て､同一発光輝度のSFを複数個連続して配置し

て SF ﾞ群とし､1 つの SF 群では､各ｾﾙに対する

書き込みと消去動作を1回とすることを特徴と

するPDPの駆動方法｡ 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特許3271598 

99.01.22 

G09G  3/288 

ＡＣ型プラズマディスプレイの駆動方法及びＡＣ型プラズマ

ディスプレイ 

緩やかな立ち上がりを有する正極性のﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾙｽを走査電極に印

加する工程と､緩やかな立ち上がりの正極性を有しﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞによって維

持電極上に形成された壁電荷を減少させる消去ﾊﾟﾙｽである電荷調整ﾊﾟﾙ

ｽを当該維持電極に印加する工程と､負極性の走査ﾊﾟﾙｽを走査電極に印

加するとともに正極性のﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽをﾃﾞｰﾀ電極に印加して選択されたｾﾙ

の壁電荷の消去を行う工程と､緩やかな立ち上がりの正極性を有する消

去ﾊﾟﾙｽを走査電極に印加する工程とを有することを特徴とする AC 型

PDPの駆動方法｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

手順:ﾘｾｯﾄ 

特許3231569 

（審判・成立） 

95.02.13 

G09G  3/328 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法および駆動装置 

SF を用いて階調表示を行ない､少なくとも1 つ以上のSF でﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ

放電を発生させる PDP の駆動方法において､少なくとも 1 つ以上の SF

でﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電を全表示ｾﾙ数よりも少ない予め決められた規則により

指定される所定のｾﾙに発生させ､かつ､1または複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ毎における

各ｾﾙのﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電の回数の合計が､

全てのｾﾙにおいて実質的に等しくなる

ことを特徴とする｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(7/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 手順:ﾘｾｯﾄ 
特開2000-356971 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:条件対応制御 
特開2001-067041 プラズマディスプレイの駆動装置、プラズマディスプレイの

サブフィ－ルド変換方法、およびプラズマディスプレイ装置

特許2900834 

95.04.28 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の走査電極と複数のﾃﾞｰﾀ電極との各交差部分に表示ｾﾙを行列状

に配設した PDP の駆動方法において､ﾃﾞｰﾀ電極を複数のﾃﾞｰﾀ電極群に分

割し､ﾃﾞｰﾀ電極群に夫々対応する複数の表示ｾﾙ群に､表示ｾﾙ群毎に独立

した書込み放電期間及び維持放電期間を設けることを特徴とする｡ 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

手順:分割駆動 

特許2888176 

95.07.14 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイ及びその駆動方法 

走査電極群と､維持電極群と､ﾃﾞｰﾀ電極群を備えた交流放電ﾒﾓﾘ型 PDP

の駆動方法において､走査電極群と維持電極群と

ﾃﾞｰﾀ電極群とのうち少なくとも一つの電極群が複

数の組に分割され､且つ､複数の組毎に､放電制御ﾊﾟ

ﾙｽ列を構成するﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾙｽ､走査ﾊﾟﾙｽ､消去ﾊﾟﾙｽ､

及びﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽのうち少なくとも一種のﾊﾟﾙｽを独立

に制御することにより駆動することを特徴とする｡ 

品質:ちらつき等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2001-042818 プラズマディスプレイの表示方法 

品質:画面輝度調節 手順:条件対応制御 

特許2962253 

96.12.25 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイ装置 

複数のSFで1ﾌｨｰﾙﾄﾞを構成して多階調の映像信号を表示するPDP装

置において､基準ﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数に対して､入力映像信号のﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数

が大となるときは各 SF の維持ﾊﾟﾙｽを数を減少せしめ､入力映像信号の

ﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数が小となるときは各 SF の維持ﾊﾟﾙｽ数を増大せしめると共

に､ﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数の最高値と最低値との間の周波数を適当な 2 以上の複

数のｸﾞﾙｰﾌﾟに分割して､各ｸﾞﾙｰﾌﾟに代表されるﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数の映像信号

を表示したときの輝度ﾚﾍﾞﾙに差異がないようにｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に維持ﾊﾟﾙｽ数

を設定することを特徴とする｡ 

品質:表示色再現性･調節

等 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許3019025 

97.04.15 

G09G  3/328 

カラ－プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

1 画面を表示する期間である1 ﾌｨｰﾙﾄﾞを発光輝度の異なる複数のSF

に分割し､各 SF を選択的に発光させることにより階調表示を行うｶﾗｰ

PDPの駆動方法において､階調表示を行うためのSFとは別に1または2

色のｶﾗｰ表示の色調を調整するための表示色調調整用の SF を 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ

内に設けることを特徴とする｡ 

手順:起動/終了 
特開2002-175043 プラズマディスプレイパネルの駆動方法、その回路及び表示

装置 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:制御信号 

特許3070549 

97.10.30 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ装置及びその駆動方法 

入力映像信号から抽出される垂直同期信号を基準にして維持放電期

間の異なる複数のSFのｼｰｹﾝｽを構成し､SFの組み合わせで1ﾌｨｰﾙﾄﾞを構

成して多階調の映像を表示する PDP 装置において､複数の SF の各駆動

期間中に垂直同期信号が抽出されたときに､抽出された垂直同期信号を

無効にする手段を有することを特徴とする｡ 

特許2770847 

95.08.28 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の走査電極と､複数のﾃﾞｰﾀ電極を含んで構成される PDP の駆動方

法において､一つのﾌｨｰﾙﾄﾞが書き込み放電期間と､維持放電期間と､予備

放電期間を有し､維持放電期間が維持ﾊﾟﾙｽで終了し､かつ､最終維持ﾊﾟﾙｽ

の印加時の電極間電位が､次のﾌｨｰﾙﾄﾞの予備

放電期間の予備放電ﾊﾟﾙｽ印加時の電極間電位

と逆であり､最終維持ﾊﾟﾙｽのﾊﾟﾙｽ幅を､最終維

持ﾊﾟﾙｽ以前の維持ﾊﾟﾙｽのﾊﾟﾙｽ幅より大きくす

ることを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開2001-272946 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルとその駆動方法 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(8/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ﾘｾｯﾄ 

特許3259279 

91.03.08 

G09G  3/328 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

一画面を表示する1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間を複数のSFに分割し､複数のSF間で

放電発光維持の実行による発光回数を所定の値に設定することにより

階調表示を行わせる､AC 型の PDP の駆動方法において､発光ﾃﾞｰﾀとは無

関係な全ﾄﾞｯﾄに対する放電およびその後の

消去でなる予備放電 SF を､複数の SF とは

別に､1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ内に少なくとも 1 回､または

数ﾌｨｰﾙﾄﾞ内に少なくとも 1 回､実行するこ

とを特徴とする｡ 

特許2776309 

95.07.07 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

走査電極群と､維持電極群と､ﾃﾞｰﾀ電極群とを有する 3 電極面放電型

PDP の駆動方法において､少なくともﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電期間､走査期間､維持

放電期間を有し､ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電期間に走査電極群及び維持電極群とﾃﾞｰﾀ

電極群との間で同時に放電を発生させ､走査電極上の誘電体層と維持電

極上の誘電体層とに同電荷量の壁電荷を蓄積させ､走査期間では走査電

極群を順次走査し､選択的に走査電極とﾃﾞｰﾀ電極との間で放電を発生さ

せて走査電極上の誘導体層と維持電極上の誘電体層に蓄積された壁電

荷量を異ならせ､次の維持期間で放電を発生させるようにする､ことを

特徴とする｡ 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開2001-272949 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許2674485 

[異議終了] 

93.11.11 

G09G  3/28 

[被引用2回] 

放電表示装置の駆動方法 

AC ﾒﾓﾘ型のPDPに対して走査書き込みをまとめて行う期間とその後に

維持放電のみを行わせる期間とを分離して駆動する放電表示装置の駆

動方法において､維持放電を行わせるための維持放電ﾊﾟﾙｽをﾊﾟﾙｽ波形に

よって複数の群に分割し､走査書き込み後に最初

に印加される維持放電ﾊﾟﾙｽを少なくとも含む第 1

群に属する維持放電ﾊﾟﾙｽのﾊﾟﾙｽ幅の値及びﾊﾟﾙｽ

電圧の値の少なくとも一つを､他の群に属する維

持放電ﾊﾟﾙｽにおけるそれぞれの値に比べて大で

あるように設定することを特徴とする｡ 

手順:維持 特許3039500 

98.01.13 

G09G  3/328 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の走査電極と､複数の維持電極と､複数のﾃﾞｰﾀ電極とを備え､走査

電極及び維持電極とﾃﾞｰﾀ電極との交点に形成する複数の表示ｾﾙの各々

の点灯または非点灯を決定する書き込み放電後に繰り返し放電を行う

維持放電期間を有し､その維持放電期間における

PDP の駆動方法において､先頭の維持放電ﾊﾟﾙｽの電

位をﾃﾞｰﾀ電極電位に対して負極性とするｽﾃｯﾌﾟと､

維持放電ﾊﾟﾙｽの 2 番目以降の維持放電ﾊﾟﾙｽの高電

位側をﾃﾞｰﾀ電極に対して正極性とし､低電位側を

ﾃﾞｰﾀ電極に対して負極性とするｽﾃｯﾌﾟを有すること

を特徴とする｡ 

手順:期間構成 

特許2765154 

[異議終了] 

90.01.24 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

一画面を表示する 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間を複数の SF

に分割し､各 SF における発光回数を所定の値に

設定するAC型PDPの駆動方法において､複数の

選択された SF 毎に全てのｾﾙに対する予備放電を行わせるための特定の

期間を設けたことを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

手順:分割駆動 

特許2666711 

93.12.27 

G09G  3/28 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

第一の数の走査電極からなる走査電極群と､走査電極群と直交する

ﾃﾞｰﾀ電極群とを備えた交流放電ﾒﾓﾘ型 PDP に対して､書き込み放電期間

と､維持放電期間と､予備放電期間とを用いて駆動するに際し､走査電極

全てに同時に連続した予備放電ﾊﾟﾙｽ及び予備放電消去ﾊﾟﾙｽを印加して

おき､第一の数を N 分割した走査電極群毎の書き込み放電期間の終了後

に第一の維持放電期間を設け､最終の走査電極

群の第一の維持放電期間の終了後に､全走査電

極群に共通の第二の維持放電期間を設けること

を特徴とする｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(9/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:分割駆動 

特許3266191 

98.12.25 

G09G  3/328 

プラズマ・ディスプレイ、その画像表示方法 

走査電極と維持電極からなり行方向と各々平行で列方向に連設され

た多数の面放電電極対と､列方向と各々平行で行方向に連設された多数

のﾃﾞｰﾀ電極とを具備した PDP において､壁電荷を書き込むときに所定極

性のﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを第一組列のﾃﾞｰﾀ電極に印加する第一組列書込手段と､第

一組列とは正負極性が相反するﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを第二組列に印加する第二組

列書込手段と､壁電荷を書き込むときに交互に発生する第一状態と第二

状態とで正負極性が反転する走査ﾊﾟﾙｽを第一組行の走査電極に印加す

る第一組行書込手段と､第一組行書込手段とは極性が相反するように走

査ﾊﾟﾙｽを第二組行に印加する第二組行書込手段とを具備する。 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特許3266130 

99.02.12 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

書込放電を順次行う走査期間と､走査期間に形成された壁電荷に基づ

いて点灯させるための放電を行う維持期間と､壁電荷の形成状態をﾘｾｯﾄ

するための予備放電期間とを用いて表示を行う PDP の駆動方法におい

て､予備放電期間の直前の維持期間で放電が発生している場合にのみ放

電を起こすような第一の予備放電ﾊﾟﾙｽと､予備放電期間の直前の維持期

間で放電が発生していない場合にのみ放電を起こすような第二の予備

放電ﾊﾟﾙｽとを､予備放電期間中に電極間に印加することを特徴とする｡ 

特許2666735 

94.09.20 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

走査電極群および維持電極群と､それらの電極群と直交するﾃﾞｰﾀ電極

群とからなる交流面放電ﾒﾓﾘ型の PDP を駆動するに際し､走査電極群に

同時に走査ﾊﾟﾙｽを印加し面放電を発生させ､走査ﾊﾟﾙｽの終了のﾀｲﾐﾝｸﾞを

走査ﾗｲﾝに対応して順次走査し､走査ﾊﾟﾙｽの終了のﾀｲﾐﾝｸﾞにほぼ合わせ

てﾃﾞｰﾀ電極にﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを印加することを特徴とする駆動方法｡ 

特許3233120 

99.01.14 

G09G  3/288 

交流放電型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

書込放電を行う走査期間と､走査期間に形成された壁電荷に基づいて

維持放電を行う維持期間とを有する交流放電型 PDP の駆動方法におい

て､書込放電によって形成される壁電荷量を表示信号により異ならせ､

走査期間と維持期間との間に､壁電荷量に応じて放電を発生させる変換

期間を設け､その変換期間における放電発生の有無により､画素の点灯

と非点灯を切り替えることを特徴とする｡ 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開2001-166734 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:条件対応制御 
特開2001-242823 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び駆動回路 

特許2701725 

93.11.29 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイの駆動方法 

表示ｾﾙの走査ﾗｲﾝに対応する M(正整数)個の走査電極からなる走査電

極群と､M個の維持電極からなる維持電極群と､それらの電極群と直交す

るﾃﾞｰﾀ電極群とからなる交流放電ﾒﾓﾘ型のPDPの駆動方法において､Mの

数値を分割して形成される N(2 以上の整数)組の走査電極群ならびに維

持電極群からなるﾌﾞﾛｯｸごとに､一括された予備放電の期間と一括され

た予備放電消去期間および順次に走査される書き込み放電の期間を有

し､ﾌﾞﾛｯｸごとの予備放電消去期間とその

予備放電消去期間と同じﾌﾞﾛｯｸの書き込

み放電の期間とが順次設けられているこ

とを特徴とする｡ 

特性:駆動高速化 

特許2666729 

94.07.28 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

M個の走査電極と､走査電極と対をなすM個の維持電極と､Mの数をN

分割して形成される N 組の走査電極群および維持電極群と､走査電極群

と直交するﾃﾞｰﾀ電極群とを備えた PDP の走査電極群および維持電極群

のﾌﾞﾛｯｸ毎に､一括された予備放電期間と､順次に走査される書き込み放

電期間と､他のﾌﾞﾛｯｸの予備放電期間に同期する書き込み放電直後のﾌﾞ

ﾛｯｸ毎の第1の維持放電期間と､全ﾌﾞﾛｯｸ同時の第2の維持放電期間とを

有する PDP の駆動方法において､当該ﾌﾞﾛｯｸの予備放電期間が､当該ﾌﾞﾛｯ

ｸ以外の少なくともひとつのﾌﾞﾛｯｸにおける第 3 の維持放電期間である

ことを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 

手順:分割駆動 

特開2001-272948 プラズマディスプレイパネルの駆動方法およびプラズマディ

スプレイ装置 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(10/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特許2830851 

[異議終了] 

96.07.19 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

カラ－プラズマディスプレイの駆動方法 

複数の走査電極と､複数の維持電極と､複数のﾃﾞｰﾀ電極を有する PDP

の複数の走査電極を順次選択走査しつつ複数の

ﾃﾞｰﾀ電極との間で選択的に書き込み放電を生じせ

しめる書き込み放電期間において､複数の走査電

極の書き込み順序として､隣り合う走査電極の走

査時間を､1 走査時間を越える時間以上離して､走

査することを特徴とする駆動方法｡ 

特開平5-216433 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許3331918 

[被引用1回] 

放電表示パネルの駆動方法 

特許3309818 

98.11.16 

H01J 11/02 

プラズマディスプレイパネル及びその表示方法 

前面基板上の面放電電極の略中央部にｽﾘｯﾄを設けて､面放電電極を略

帯状に分割し､ｽﾘｯﾄの延伸方向に延びたﾊﾞｽ電極と面放電電極とでｾﾝﾀｰｽ

ﾘｯﾄ面放電電極をなし､2つのｾﾝﾀｰｽﾘｯﾄ面放電電極で面放電ｷﾞｬｯﾌﾟを挟む

ように構成された PDP の表示方法であって､駆動表示される面放電ｷﾞｬｯ

ﾌﾟを奇数ﾌｨｰﾙﾄﾞと偶数ﾌｨｰﾙﾄﾞとに設定し､奇数ﾌｨｰﾙﾄﾞでは､奇数番目の

前面基板上のｾﾝﾀｰｽﾘｯﾄ面放電電極に走査ﾊﾟﾙｽを印加することによりﾃﾞｰ

ﾀ電極との間で書込みを行い､偶数ﾌｨｰﾙﾄﾞでは､偶数番目のｾﾝﾀｰｽﾘｯﾄ面放

電電極に走査ﾊﾟﾙｽを印加することによりﾃﾞｰﾀ電極との間で書込みを行

うことを特徴とする｡ 

特開2001-134232 プラズマディスプレイパネルとその駆動方法 

特開2001-222956 ＡＣ型プラズマディスプレイ、その駆動装置及びその駆動方

法 

特開2002-014648 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2002-162931 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 

手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 

特開2002-082650 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

特開2000-259116 多階調表示プラズマディスプレイの駆動方法および装置 

低消費電力:電力回収 

信号処理:条件対応制御

特許3080064 

98.05.01 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

表示ｾﾙが放電するときには放電電流の電力を回収し､表示ｾﾙが充電さ

れるときには回収した電力を放出する電力回収回路を有する PDP の駆

動回路において､表示ｾﾙの点灯率が所定の上限値より高くまたは所定の

下限値より低い第 1 の点灯率領域に属するときには電力の回収または

電力の放出を非動作にし､点灯率が下限値以上で上限値以下の第 2 の点

灯率領域に属するときには電力の回収動作および電力の放出動作を実

行させることを特徴とする｡ 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2001-306027 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

低消費電力:低電圧駆動 
特開2000-067761 

(特許3367095) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

低消費電力:発光効率向

上 

特殊構造:ｾﾙ 

特許3111949 

97.11.07 

H01J 11/02 

面放電型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

複数の走査電極と維持電極とを同一の絶縁基板上に具備し､各維持電

極と交互に配設される走査電極を 1 本おきの維持電極側に近付けて配

置し､各表示ｾﾙに長さの異なる 2 つの放電ｷﾞｬｯﾌﾟを構成する面放電型ﾌﾟ

ﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙを駆動するための方法であって､2 つの放電ｷﾞｬｯﾌﾟの

うちの狭い方の放電ｷﾞｬｯﾌﾟに対応した維持電極に､細幅の予備放電ﾊﾟﾙｽ

を印加するとともに､2 つの放電ｷﾞｬｯﾌﾟのうちの広い方の放電ｷﾞｬｯﾌﾟに

対応した維持電極に､予備放電ﾊﾟﾙｽの立ち上がりﾀｲﾐﾝｸﾞと同期した主放

電ﾊﾟﾙｽを印加することを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
手順:分割駆動 

特開2002-189444 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(11/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

高信頼性:長寿命化 特殊構造:ｾﾙ 

特許3120839 

98.04.22 

H01J 11/02 

プラズマディスプレイ、その駆動方法及びその製造方法 

走査電極及び維持電極が､一放電ｾﾙ毎に独立して形成されており､各

走査電極を共通に接続する走査ﾄﾚｰｽ電極は水平方向に形成され､各維持

電極を共通に接続する維持ﾄﾚｰｽ電極は垂直方向に形成されており､走査

電極には正の壁電荷が蓄積され､維持電極には負の壁電荷が蓄積され､

維持期間において表示ﾃﾞｰﾀに従って書き込まれた蓄積壁電荷が維持ﾊﾟﾙ

ｽに重畳され､予め壁電荷の重畳で初めて維持放電が発生する電圧に設

定しておくと､壁電荷に従って維持放電の発生を制御して所望の表示ﾊﾟ

ﾀｰﾝを得ることを特徴とするPDPの駆動方法｡ 

手順:分割駆動 

特許3087840 

97.09.22 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイの駆動方法 

PDP の駆動方法において､複数の走査電極を複数の走査電極群に､複

数の走査電極群どうしが互いに異なる走査期間を有するように分割し､

表示ﾃﾞｰﾀを表示ｾﾙに書き込む書き込み放電期間内にて非走査期間とな

る走査電極群に､走査期間中に生じる走査電極と維持電極との間におけ

る電位の偏りを補償するための補償ﾊﾟﾙｽ電圧を印加することを特徴と

する｡ 

高信頼性:環境条件対応 

波形･電圧:極性 
特開2000-293136 

(特許3353822) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び駆動装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

応用:座標入力機能 手順:期間構成 
特開2001-318765 プラズマディスプレイパネルの座標位置検出装置および座標

位置検出方法 

特開2000-020012 

(特許3331971) 

映像デ－タ処理方法および装置 

階調:動画偽輪郭防止 信号処理:条件対応制御
特開2002-132204 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びＡＣ型プ

ラズマディスプレイ 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特許3259713 

[分割出願] 

95.02.13 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法および駆動装置 

SF を用いて階調表示を行い､ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電を発生させる,PDP の駆動

方法において､全表示ｾﾙを 2 つのｸﾞﾙｰﾌﾟに分け､ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電の発生前

に､ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電を発生させる SF の表示ﾃﾞｰﾀを書き込むｾﾙ数をｸﾞﾙｰﾌﾟ

毎に計数し､表示ﾃﾞｰﾀを書き込むｾﾙ数

の多い方のｸﾞﾙｰﾌﾟのｾﾙにﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放

電を発生させることを特徴とする｡ 

手順:分割駆動 特許3033392 

93.06.07 

G09G  3/288 

輝度補償方法および輝度補償回路 

同一平面上に形成した走査電極群および維持電極群とそれらの電極

群と直交するﾃﾞｰﾀ電極群とを備えた交流放電ﾒﾓﾘ型 PDP に対して､第 1

の数を N 分割した第 2 の数の走査電極または維持電極毎に一括して共

通に駆動する N 個の維持ﾊﾟﾙｽ駆動回路を備える駆動回路において､N 個

の維持ﾊﾟﾙｽ駆動回路の各々毎にこの維持ﾊﾟﾙｽ駆動回路が駆動する予め

定めた表示領域内の表示ﾃﾞｰﾀの数を計数し､表示ﾃﾞｰﾀ数の計数値と予め

設定した基準ﾃﾞｰﾀ数とを比較して消去ﾊﾟﾙｽの発生ﾀｲﾐﾝｸﾞを制御するこ

とを特徴とする輝度補償方法｡ 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 特許2757795 

94.12.02 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイの輝度補償方法及びプラズマディスプ

レイ装置 

走査電極群及び維持電極群と､それらの電極群と直交するﾃﾞｰﾀ電極群

とを備える PDP の駆動方法において､書き込み放電期間と維持放電期間

を分離して駆動し､少なくとも一組の走査電極と維持電極とからなる補

正単位表示行毎の表示ﾃﾞｰﾀ数と全走査ﾗｲﾝの表示ﾃﾞｰﾀ数とを計数し､こ

の計数値に対応して予め定めた輝度変動係数により演算して補正単位

表示行毎に所望の輝度を得るための維持放電回数を求め､補正単位表示

行毎に､維持放電回数が終了したのち維持放電を停止することを特徴と

する輝度補償方法｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:焼き付き 

信号処理:条件対応制御
特許3230498 

98.10.23 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネル輝度補正装置および方法 

PDP へ入力されるﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像信号から表示ﾄﾞｯﾄの輝度を指示する輝

度ﾃﾞｰﾀを検出する検出部と､検出部が輝度ﾃﾞｰﾀを検出する時間間隔を制

御する時間間隔制御部と､輝度ﾃﾞｰﾀを表示ﾄﾞｯﾄ別にそれぞれ積算した輝

度積算値を生成する加算部と､輝度積算値を表示ﾄﾞｯﾄ別に記憶する記憶

部と､輝度積算値と補正値との対応を示す補正ﾃｰﾌﾞﾙと､補正ﾃｰﾌﾞﾙから

輝度積算値に対応する補正値を読み出し､その補正値により輝度ﾃﾞｰﾀを

表示ﾄﾞｯﾄ別に補正した補正輝度ﾃﾞｰﾀを生成する補正部とを備えてなる

ことを特徴とするPDP輝度補正装置｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(12/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:焼き付き 
特開2001-306026 プラズマディスプレイ装置 

特開2000-322025 プラズマディスプレイ装置 

信号処理:条件対応制御

特許3266142 

[分割出願] 

96.12.25 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ装置 

走査維持期間分離駆動方式で､維持放電ﾊﾟﾙｽ数の異なる複数のSFで1

ﾌｨｰﾙﾄﾞを構成して多階調の映像信号を表示する PDP 装置であって､入力

映像信号のﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数が変化したときの輝度ﾚﾍﾞﾙが､ﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数が

変化する前の輝度ﾚﾍﾞﾙと同等になるように維持ﾊﾟﾙｽ数を増減させるﾌﾟﾗ

ｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置において､ある一定のﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数の映像信号を表示

したときの輝度ﾚﾍﾞﾙを基準にして､維持ﾊﾟﾙｽの周波数を変えることなく

ﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数が変化したときの一定

のﾌｨｰﾙﾄﾞ周波数に対する変化率の分

だけ､各 SF の維持ﾊﾟﾙｽ数を増減させ

ることにより維持ﾊﾟﾙｽの印加時間を

調整することを特徴とする｡ 

品質:画面輝度調節 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2001-042820 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びその駆動装置 

品質:表示色再現性･調節

等 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2002-044681 プラズマディスプレイ輝度制御装置及び方法並びに記録媒体

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平5-232900 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許2663719 

90.12.19 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイ装置の駆動回路 

表示動作を制御するﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号を外部から入力する入力ﾊﾞｯﾌｧと､こ

の入力ﾊﾞｯﾌｧの出力端と接地との間に接続されたﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ用のｺﾝﾃﾞﾝｻと､

入力ﾊﾞｯﾌｧの出力端と電源との間に接続されたﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ用の抵抗とを有

することを特徴とするPDP装置の駆動回路｡ 
特性:回路ﾉｲｽﾞ 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特許2739782 

91.06.13 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイ装置 

希ｶﾞｽにﾊﾟﾙｽ状の高電圧を印加して放電発光させる PDP 装置におい

て､表示動作を規定する外部より入力されるﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号を一旦受ける

ﾊﾞｯﾌｧと､このﾊﾞｯﾌｧの出力にｸﾞﾗﾝﾄﾞに対するｺﾝﾃﾞﾝｻとを備えたことを特

徴とする｡ 

各種映像信号等:画素数

等変換 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開2000-115720 走査線補間装置および走査線補間方法 

波形･電圧:条件対応制御
特開2000-322024 プラズマディスプレイ駆動方法及び駆動装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

信号処理:条件対応制御

特許3173469 

98.08.19 

G09G  3/328 

プラズマ表示方法及びプラズマ表示装置 

ﾃﾞｰﾀ電極とｽｷｬﾝ電極との間で表示ﾃﾞｰﾀに基づく書き込み放電を行い､

ｽｷｬﾝ電極とｺﾓﾝ電極との間で維持放電を行うことによって表示を行う

PDP 装置において､一画面の表示期間を維持放電の回数で重み付けされ

た複数のSF期間に分割し､表示ﾃﾞｰﾀに対応してSFの組合せによって階

調表示するﾌﾟﾗｽﾞﾏ表示方法であって､表示ﾃﾞｰﾀの変移ﾊﾟﾀｰﾝに基づき､表

示階調の重み付けが最も軽い SF から表示ﾃﾞｰﾀの書き込み､切替を行わ

ないようにして表示階調を減少させて表示させることを特徴とするﾌﾟﾗ

ｽﾞﾏ表示方法｡ 

階調:AWS方式 
特開2000-284745 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び駆動回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特許2914494 

96.09.30 

G09G  3/28 

交流放電メモリ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の走査電極と､複数の維持電極と､複数のﾃﾞｰﾀ電極とを備える交

流放電ﾒﾓﾘ型 PDP に対し､書き込み放電期間と､維持放電期間と､予備放

電期間とを繰り返し行う駆動方法の予備放電期間において､走査電極に

はﾃﾞｰﾀ電極電位に対して第 1 の極性の予備放電ﾊﾟﾙｽ電圧を､維持電極に

は､第 1 の極性の予備放電ﾊﾟﾙｽ電圧とはﾊﾟﾙｽの開始時点または終了時点

の少なくとも一方が異なる､ﾃﾞｰﾀ電極電位に対して第 2 の極性の予備放

電ﾊﾟﾙｽ電圧を少なくとも一定期間同時に印加することを特徴とする駆

動方法｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(13/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3008888 

[異議終了] 

97.05.02 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

放電を発生させるための電圧の立ち下がり速度

または立ち上がり速度によって発光輝度が高い

状態と低い状態を有する PDP の駆動方法におい

て､表示を行うための放電を発生する前に全ての

ｾﾙを放電させる予備放電の工程と､その予備放電

の後に全てのｾﾙを放電させて消去する予備放電消去の工程とを有し､予

備放電と予備放電消去の少なくとも一方の電圧の立ち下がり速度また

は立ち上がり速度は､発光輝度の低い状態における速度とする｡ 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開2001-236036 交流放電型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特許2874671 

96.11.19 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

走査電極が複数のﾌﾞﾛｯｸに分割された PDP の駆動回路において､維持

ﾊﾟﾙｽを発生するためのｽｲｯﾁであって､一端が維持ﾊﾟﾙｽ用電源の高電位側

に接続され､PDP に向かって電流を供給するﾌﾟﾙｱｯﾌﾟｽｲｯﾁの他端に､走査

電極ﾌﾞﾛｯｸの数に等しい数のﾀﾞｲｵｰﾄﾞからなる第 1 のﾀﾞｲｵｰﾄﾞ群のｱﾉｰﾄﾞ

が共通接続され､第 1 のﾀﾞｲｵｰﾄﾞ群の個別のｶｿｰﾄﾞが各走査電極ﾌﾞﾛｯｸに

対応する走査ﾊﾟﾙｽ発生器に接続される構成を含むことを特徴とする｡ 

特開2000-172223 プラズマディスプレイパネルの駆動方法および駆動装置 

波形･電圧:維持 
特開2001-184024 プラズマディスプレイパネルの駆動装置とその駆動方法 

品質:画面輝度調節 

波形･電圧:条件対応制御
特開平5-216425 ドット型表示装置 

品質:表示異常･画像劣化 手順:起動/終了 

特許3070552 

97.11.14 

G09G  3/328 

ＡＣ型プラズマディスプレイの駆動方法 

AC 型 PDP のﾊﾟﾈﾙを､一画面を表示する 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間を n(整数)個の

SF に分割し､各 SF における発光回数を異なる値に設定して階調表示を

行う駆動方法において､AC 型 PDP の起動から一定の期間を､予備放電期

間と維持期間のみを組み合わせて構成される強制点灯期間とし､強制点

灯期間には全画面の強制点灯を行うことを特徴とする｡ 

特開2001-184021 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ 

特許2674304 

[異議終了] 

90.11.05 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

ﾒﾓﾘｰ機能を有するﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｸｽ型 ACPDP

の駆動方法において､表示発光を消去する

ための消去ﾊﾟﾙｽを､消去ﾊﾟﾙｽ直前の維持ﾊﾟ

ﾙｽの一部に重畳させることを特徴とする｡ 

特許2907167 

96.12.19 

G09G  3/28 

カラ－プラズマディスプレイパネル 

RGB 画素行列の行側に設けられた走査ﾄﾞﾗｲﾊﾞと､RGB 画素行列の列側

に設けられたﾃﾞｰﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞとを有したｶﾗｰ PDP において､ﾃﾞｰﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞが､R

画素列のみにﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを出力する第 1 のﾃﾞｰﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞと､G 画素列のみに

ﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを出力する第 2 のﾃﾞｰﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞと､B 画素列のみにﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを出

力する第3のﾃﾞｰﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞとから構成されることを特徴とする｡ 

手順:分割駆動 

特許2950270 

97.01.10 

G09G  3/28 

[被引用2回] 

交流放電メモリ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の走査電極と､複数のﾃﾞｰﾀ電極とを備える交流放電ﾒﾓﾘ型 PDP に

対し､書き込み放電期間と､維持放電期間とを繰返し行う駆動方法にお

いて､複数のﾃﾞｰﾀ電極を複数の電極群に分割し､

書き込み放電期間における走査期間毎にﾃﾞｰﾀ電

極に印加するﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽの位相を､分割したﾃﾞｰﾀ

電極群毎にずらし､かつ､所定期間毎に位相のず

れた各ﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを適用するﾃﾞｰﾀ電極群を交代さ

せることを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2002-040987 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(14/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3084774 

91.04.15 

G09G  3/288 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

1 ﾌｨｰﾙﾄﾞの中で表示制御 SF と独立に形成した予備放電 SF の時間内

に､予備放電ﾊﾟﾙｽを印加して強制的に全画素を 1 度放電させた後予備放

電消去ﾊﾟﾙｽを印加して予備放電を停止させるようにした ACPDP の駆動

方法において､予備放電 SF 時間内に印加する

予備放電ﾊﾟﾙｽと予備放電消去ﾊﾟﾙｽの間に､予備

放電維持ﾊﾟﾙｽを挿入することを特徴とする｡ 

特許3064577 

91.10.28 

G09G  3/288 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

互いに平行な第1､第2の電極と2つの電極に直交する第3の電極と

を1画素内に有するACPDPの駆動方法において､表示発光を消去するた

めの消去ﾊﾟﾙｽを､消去ﾊﾟﾙｽ直前の第 1 の電極に印加する維持ﾊﾟﾙｽの一部

に時間的に重畳させて第 2 の電極に印加し､画素に印加される実質的な

消去ﾊﾟﾙｽを､第 1 の電極に印加した維持ﾊﾟﾙｽと

第 2 の電極に印加した消去ﾊﾟﾙｽの差から形成さ

れる､互いに極性の異なる 2 つの短いﾊﾟﾙｽ幅の

ﾊﾟﾙｽとしたことを特徴とする｡ 

特開平6-175607 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許2770726 

93.12.27 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

同一平面上に形成した走査電極群及び維持電極群と､それらの電極群

と直交するﾃﾞｰﾀ電極群とを備えた交流放電ﾒﾓﾘ型 PDP の駆動方法におい

て､表示ﾃﾞｰﾀを供給するためのﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽの印加直前であり､かつ､走査電

極と維持電極との間で放電が発生するﾊﾟﾙｽ電圧を含む期間にﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽ

とは逆極性の補助ﾊﾟﾙｽ電圧をﾃﾞｰﾀ電極に印加することを特徴とする｡ 

特許2900835 

95.05.26 

G09G  3/28 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

書込み放電を行う書込み期間に先立って予備放電ﾊﾟﾙｽを印加する予

備放電期間を有する型式の PDP の駆動方法において､予備放電ﾊﾟﾙｽは､

表示ｾﾙ内に壁電荷を形成すると共に壁電荷によって予備放電ﾊﾟﾙｽの印

加終了後に消去放電を発生させるのに充分な振幅及びﾊﾟﾙｽ幅の組合せ

を有するものであり､予備放電ﾊﾟﾙｽの印加終

了後には､予備放電ﾊﾟﾙｽの印加時とは電極の

電位関係を逆転させる補助消去ﾊﾟﾙｽを印加

することを特徴とする｡ 

特許3077660 

98.02.25 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

PDP の一画面を表示する 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間を複数の SF に分割し､これ等

分割された各 SF における発光回数を異なる値に設定して階調表示を行

い､SFの各々が少なくとも書き込み期間､維持期間､維持消去期間を有す

る PDP の駆動方法であって､維持期間における発光回数に応じて維持消

去期間の消去ﾊﾟﾙｽのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定してなることを特徴とする｡ 

特許3175711 

98.10.16 

G09G  3/328 

交流放電メモリ動作型プラズマディスプレイパネルの駆動方

法 

前面絶縁基板上に形成される走査電極及び維持電極と､走査電極及び

維持電極と直交するように背面絶縁基板上に形成されるﾃﾞｰﾀ電極とを

有する交流放電ﾒﾓﾘ動作型 PDP を駆動するための､少なくとも書き込み

期間､維持放電期間､維持消去期間とを有する駆動方法において､維持消

去期間の消去放電において､対向する電極間の対向放電と､維持電極と

ﾃﾞｰﾀ電極との間の面放電とを時間的に分離するように駆動ﾊﾟﾙｽを印加

することを特徴とする｡ 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開2002-014650 ＡＣ型プラズマディスプレイ駆動方法 

特開平5-232901 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特公平7-60299 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(15/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許2503860 

[異議終了] 

93.04.07 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

メモリ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

ﾒﾓﾘ型 PDP の発光表示のための維持放電に先

だって行われる走査書き込みの駆動ﾊﾟﾙｽとして､

走査書き込み期間中印加される一定電圧からな

る走査ﾍﾞｰｽﾊﾟﾙｽと､順次に走査電極に印加される

走査変調ﾊﾟﾙｽとが重畳された走査ﾊﾟﾙｽを用いる｡ 

特許2616663 

93.07.20 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

ACPDP の駆動方法において､発光を終了するための消去ﾊﾟﾙｽが少なく

とも第1 の部分､及び第 2 の部分からなり､第 1 の部分がﾊﾟﾈﾙ内の必要

なｾﾙ全体に放電を発生させる高電圧ﾊﾟﾙｽであって､壁電荷を形成しない

程度の幅の狭いﾊﾟﾙｽ電圧波形からなり､第 2 の部分が放電維持電圧以下

のﾊﾟﾙｽ波形であって､第 1 の部分より幅が太く且つ電圧の低いﾊﾟﾙｽ電圧

波形からなることを特徴とする｡ 

特許2655076 

94.04.27 

G09G  3/28 

[被引用5回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の列電極と､列電極と直交する複数の走査電極と､これらの電極

の交点に形成される複数のｾﾙとを有する AC ﾒﾓﾘ型の

PDP を駆動する場合､少なくとも2 個以上の連続する

ﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽが､これらと同極性のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾊﾟﾙｽにそれぞ

れ共通に重畳されるととも に､ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾊﾟﾙｽの電圧

は､列電極と走査電極との間の電圧差が､書き込み放

電におけるそれらの電極間の放電開始電圧以下とな

るように設定する｡ 

特許3259766 

98.08.19 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

走査電極と維持電極とが対になって配列された複数の行電極対と､行

電極対に対向しかつ直角の方向に配列された複数のﾃﾞｰﾀ電極とを含む

PDPの駆動方法であって､書き込み放電期間において､各走査電極に順次

走査ﾊﾟﾙｽを印加する直前に､走査ﾊﾟﾙｽと逆極性を有する補助走査ﾊﾟﾙｽを

各走査電極に順次印加し､走査ﾊﾟﾙｽに同期してﾃﾞｰﾀ電極にﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを選

択的に印加することを特徴とする｡ 

特許3233121 

99.01.19 

G09G  3/328 

面放電型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

表示画素の選択に先立ち予備放電を行い､予備放電後に行電極に対し

時分割に走査ﾊﾟﾙｽを印加し､走査ﾊﾟﾙｽに同期させて列電極にﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを

選択的に印加することで表示画素の選択を行う面放電型 PDP の駆動方

法において､少なくとも予備放電終了後に行電極に対し最初に印加する

走査ﾊﾟﾙｽの電圧の絶対値を､他の行電極に印加する他の走査ﾊﾟﾙｽの電圧

の絶対値よりも小さくしたことを特徴とする｡ 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特許3328932 

99.02.19 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の走査電極及び共通電極と､複数のﾃﾞｰﾀ電極とを備え､走査期間

で書込み放電を行い､維持期間で維持放電を行う PDP の駆動方法におい

て､維持期間で最初の維持ﾊﾟﾙｽを印加する際に､走査電極とﾃﾞｰﾀ電極と

の間の対向放電空間に印加される､走査電極とﾃﾞｰﾀ電極に外部から印加

される電圧と､走査電極とﾃﾞｰﾀ電極上の誘電体層上に蓄積された壁電荷

による壁電圧との総和を､走査電極と共通電極との間の面放電空間に印

加される､走査電極と共通電極に外部から印加される電圧と､走査電極

と共通電極上の誘電体層上に蓄積された壁電荷による壁電圧との総和

よりも低く設定することを特徴とする｡ 

Ａ
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型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

波形･電圧:維持 

特許3199111 

98.03.05 

G09G  3/328 

交流放電型プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

放電ｶﾞｽが封入された複数のｾﾙのそれぞれは少なくとも2個の電極を

有し､外部から入力される表示ﾃﾞｰﾀに従って､2個の電極の間で所定の回

数の維持放電を発生させる､又は発生させないことにより表示を行う交

流放電型 PDP の駆動方法において､維持放電を発生させる維持ﾊﾟﾙｽが正

弦波ﾊﾟﾙｽであり､維持ﾊﾟﾙｽの振幅を徐々に小さくすることにより､維持

放電の消去を行うことを特徴とする｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(16/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

波形･電圧:維持 

特許3262093 

99.01.12 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの維持パルス駆動方法及び駆動

回路 

複数の表示ｾﾙを同時に駆動するPDPの維持ﾊﾟﾙｽ駆動方法であって､維

持ﾊﾟﾙｽ毎に､到達電位が各々異なる複数の維持放電電流供給ﾊﾟﾙｽとｽﾛｰ

ﾌﾟﾊﾟﾙｽとを用いて維持ﾊﾟﾙｽを生成･出力する工程と､ｽﾛｰﾌﾟﾊﾟﾙｽの生成･

出力の終了後に､最終の維持放電電流供給ﾊﾟﾙｽの示す電位から到達電位

が遠い順番でその順番に応じた到達電位を有する維持放電電流供給ﾊﾟﾙ

ｽを印加する工程とを有することを特徴とする｡ 

特許2773491 

91.10.28 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

AC型PDPの第1の電極群の隣り合う電極間で主放電が起きるように

負極性の電圧ﾊﾟﾙｽを印加し､且つ表示ﾃﾞｰﾀを書き込むために第 1 の電極

群に負極性の走査ﾊﾟﾙｽ､第 2 の電極群に正極性のﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを印加する

PDPの駆動方法に於て､正極性のﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽ印加の後に負極性の電圧をﾃﾞｰ

ﾀ電極に印加することを特徴とする｡ 

波形･電圧:極性 

特開平11-065486 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

波形･電圧:条件対応制御
特開2000-305513 プラズマディスプレイパネルの駆動装置および駆動方法 

特許2692541 

93.08.30 

H03K 17/687 

パルス回路 

PDP を駆動するﾊﾟﾙｽ回路であって､駆動ﾊﾟﾙｽの立ち上がり及び立ち下

がり時にｽｲｯﾁﾝｸﾞする､規定の時定数を持ったﾊﾟﾙｽを発生する第一の回

路と､駆動ﾊﾟﾙｽの立ち上がり及び立ち下がり期間が終了した後であり､

出力がﾊｲﾚﾍﾞﾙまたはﾛｰﾚﾍﾞﾙに飽和している期間であって､PDP の気体放

電遅れ期間内にてｵﾝ状態となり､かつ､第一の回路より低い出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞ

ﾝｽをもつ第二の回路とを有することを特徴とする｡ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3127862 

97.09.29 

G09G  3/328 

カラ－プラズマディスプレイ装置 

ｶﾗｰ PDPのﾃﾞｰﾀ電極を駆動するための複数のﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路を備えたﾃﾞｰﾀ

ﾄﾞﾗｲﾊﾞを有するｶﾗｰ PDP 装置であって､n を自然数としたとき､ﾄﾞﾗｲﾊﾞ回

路の電力の供給端子であるｿｰｽ電極が､ﾃﾞｰﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞの出力端子の 3n-2､

3n-1､及び 3n 番目に対応するﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路毎にそれぞれ共通に接続され､

ﾃﾞｰﾀ電極に､赤､緑､青の各発光色毎に異なる電圧が印加可能とする。 

特開2001-022322 プラズマディスプレイパネル駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2001-051649 ＡＣ型プラズマディスプレイの駆動方法及び駆動装置 

特性:駆動高速化 

特開平4-083290 

(取下) 

プラズマ・ディスプレイ装置 

特許2789917 

92.04.02 

G09G  3/20 

表示用駆動回路への電源供給方法 

同種類の駆動回路を多数並列接続しそれぞれ複数の電源を供給する

表示装置において､各駆動回路へ供給する電源ﾊﾞｽを用意し､その電源ﾊﾞ

ｽより各駆動回路の近傍にてｲﾝﾀﾞｸﾀとｺﾝﾃﾞﾝｻによる LC ﾌｨﾙﾀ回路を介し

て各駆動回路へ電源を供給する表示用駆動回路への電源供給方法｡ 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 
特許3022421 

97.07.17 

H03K 19/017 

出力回路 

ﾄﾞﾚｲﾝ同士を共通接続し各々のｿｰｽをそれぞれ第1 及び第2 の電源に

接続した第1及び第2の導電型の第1及び第2のMOS ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを用いて

構成しﾄﾞﾚｲﾝ同士の共通接続点と第 2 の電源との間に接続した容量性負

荷を駆動する出力部を備える論理回路の出力回路において､第 2 のﾄﾗﾝ

ｼﾞｽﾀのｹﾞｰﾄにこの第2のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの駆動能力を最大とする第3の電源の

電圧より低い電圧の駆動信号を供給するよう制御して第 2 のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを

導通状態に駆動するｹﾞｰﾄ駆動回路を備えることを特徴とする出力回路｡

特性:回路ﾉｲｽﾞ 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平5-088640 

(取下) 

表示装置の駆動方法 

手順:分割駆動 
特開2000-276107 プラズマディスプレイパネルデ－タ駆動装置及びその駆動方

法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:電磁放射･赤外放射 

波形･電圧:極性 
特開平10-187091 

[被引用1回] 

面放電型プラズマディスプレイ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(17/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特性:電磁放射･赤外放射 波形･電圧:極性 

特許3019031 

97.07.18 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ 

走査電極と維持電極からなる多数の面放電電極と､多数のﾃﾞｰﾀ電極と

を有し､交互に発生する第一状態と第二状態とで通電方向が反転する維

持ﾊﾟﾙｽを走査電極と維持電極とで相互に通電させて壁電荷が書き込ま

れた画素の位置に放電を発生させて画像を表示する,PDPにおいて､列方

向に連続する一行以上の所定行数の面放電電極を一組とする奇数組目

と偶数組目との面放電電極で維持ﾊﾟﾙｽの正負極性が相反していること

を特徴とする｡ 

手順:分割駆動 

特許2953342 

95.04.28 

G09G  3/28 

[被引用5回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の走査電極と複数のﾃﾞｰﾀ電極との各交差部分に表示ｾﾙを行列状

に配設し､ﾃﾞｰﾀ電極から印加するﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽにより表示ｾﾙの発光を制御し

て画面表示を行なう PDP の駆動方法におい

て､ﾃﾞｰﾀ電極を複数のﾃﾞｰﾀ電極群に分割し､

分割したﾃﾞｰﾀ電極群の夫々に､所定の時間幅

の範囲で､印加開始時刻を順次にずらした

ﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを印加する｡ 

特許2737697 

95.05.26 

G09G  3/28 

[被引用2回] 

ガス放電表示パネルの駆動方法 

走査電極に線順次に走査ﾊﾟﾙｽを印加しつつﾃﾞｰﾀ電極に選択的なﾃﾞｰﾀ

ﾊﾟﾙｽを印加する書込み放電期間を設け､放電ｾﾙの

選択的な書込み放電に従って画像を表示する､

PDP の駆動方法において､放電ｾﾙに走査ﾊﾟﾙｽと

ﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽとが同時に印加される書込み放電電圧

の印加時間が､書込み放電電圧の印加時刻に依存

して異なるように制御することを特徴とする｡ 

高解像度:高精細化 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開2001-005424 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

特許3036496 

97.11.28 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法および回路ならびに

プラズマディスプレイパネル表示装置 

走査電極と維持電極からなる面放電電極とﾃﾞｰﾀ電極とを具備し､複数

の面放電電極対間に､電位差が互いに逆転する第1の電圧状態と第2の

電圧状態をつくる電圧ﾊﾟﾙｽを周期的に供給する PDP の駆動方法におい

て､複数の面放電電極対の領域を､面放電電極対間の静電容量が2n 等分

(n:自然数)となるように分割し､分割された 2 つずつの面放電電極対領

域の静電容量と､ｺｲﾙおよび複数のｽｲｯﾁとで2n-1 個の直列共振回路を形

成し､その直列共振回路により第1の電圧状態と第2の電圧状態を入れ

替えることを特徴とする｡ 

手順:分割駆動 

特開2000-338930 プラズマディスプレイパネルの駆動装置および駆動方法 

特許2770657 

92.06.09 

G09G  3/28 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイの駆動装置 

高電圧ﾊﾟﾙｽ発生器と複数の電極を駆動するﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ IC

を有する PDP の駆動装置において､高電圧ﾊﾟﾙｽ発生器

は､2 つの N ﾁｬﾈﾙ型 MOS ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀのそれぞれのｹﾞｰﾄどう

し､ｿｰｽどうしを接続した双方向性ｽｲｯﾁをｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽに直

列に接続することを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特許2755201 

[異議終了] 

94.09.28 

G09G  3/28 

[被引用4回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

PDP の走査･維持電極間容量に並列に接続し､且つ走査･維持電極間容

量の放電時に発生する共振電流で走査･維持電極間容量を逆極性に再充

電する､ｺｲﾙと複数のｽｲｯﾁを組合せた充放電回路部と､走査･維持電極間

容量の両端の電圧を電源電圧値および電源電圧値の逆極性値にｸﾗﾝﾌﾟす

るために走査･維持電極間容量の両端および

電源間にそれぞれ接続する 4 個のｽｲｯﾁを少な

くとも有し､走査･維持電極間容量および充放

電回路部で並列共振回路を形成することを特

徴とするPDPの駆動回路｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(18/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3322343 プラズマディスプレイパネルの駆動装置及び駆動方法 

複数の走査電極及び維持電極と複数のﾃﾞｰﾀ電極とを備えた PDP を駆

動する駆動装置において､相互に直列に接続される可変ｲﾝﾀﾞｸﾀ及びｷｬﾊﾟ

ｼﾀと､ﾃﾞｰﾀ電極に印加されるべき表示信号の変化を検出する状態変化検

出手段と､状態変化検出手段によって検出された､蓄積された静電ｴﾈﾙ

ｷﾞｰが変化するﾃﾞｰﾀ電極のみを､ｲﾝﾀﾞｸﾀ及びｷｬﾊﾟｼﾀに選択的に接続する

複数のｽｲｯﾁと､選択的に接続したｽｲｯﾁ数に従って､可変ｲﾝﾀﾞｸﾀのｲﾝﾀﾞｸﾀﾝ

ｽ値を設定するｲﾝﾀﾞｸﾀ制御手段とを備えることを特徴とする｡ 

特開2001-051648 プラズマディスプレイの駆動方法及び駆動装置 

低消費電力:電力回収 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-272944 プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許2885127 

95.04.10 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

複数の走査維持電極と､走査維持電極と直交するﾃﾞｰﾀ電極とを備える

PDPの走査維持電極駆動回路において､集積回路で構成され､走査ﾊﾟﾙｽ駆

動回路の複数の出力端子に別々にｶｿｰﾄﾞが接続された第 1 のﾀﾞｲｵｰﾄﾞｱﾚｲ

と､第1のﾀﾞｲｵｰﾄﾞｱﾚｲのｱﾉｰﾄﾞと第1の電源との間に接続された第1のｽ

ｲｯﾁ素子と､走査ﾊﾟﾙｽ駆動回路の高電位側電源端子と第 2 の電源の間に

接続された第2 のｽｲｯﾁ素子と､第 1 及び第2 のｽｲｯﾁ素子を交互にｽｲｯﾁﾝ

ｸﾞ制御するﾊﾟﾙｽ制御回路とを有することを特徴とする｡ 

手順:維持 

特許3028087 

97.07.08 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

単位映像表示期間を複数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞに分割し､複数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞのそ

れぞれにおいて､表示ﾃﾞｰﾀのｵﾝ/ｵﾌ制御を行い､表示ﾃﾞｰﾀがｵﾝであるｾﾙの

み維持放電を行う PDP の駆動方法において､複数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞのうちの

少なくとも 1 つのｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの維持放電期間を複数の副維持放電期間に

分割し､表示ﾃﾞｰﾀのｵﾝ/ｵﾌ制御の後に複数の副維持放電期間を配置し､最

初の副維持放電期間の維持放電周波数を第 1 の維持放電周波数に設定

し､最後の副維持放電期間の維持放電周波数を､第 1 の維持放電周波数

よりも低い第2の維持放電周波数に設定することを特徴とする｡ 

特許2876688 

90.03.08 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

絶縁層で被覆された電極群を有する PDP にﾊﾟﾙｽ状の電圧を印加して

AC 駆動を行う駆動方法において､電極間に印加する電圧の波形が､放電

を開始させるに十分な電圧であると共に発生した放電が壁電荷形成等

による逆電界の発生により自己停止する時間より幅の狭いﾊﾟﾙｽ幅の第1

の電圧ﾊﾟﾙｽと､この第 1 の電圧ﾊﾟﾙｽで発生した放電を継続できる電圧よ

り低く､かつ､第 1 の電圧ﾊﾟﾙｽによる放電によって生成された空間電荷

の少なくとも一部が壁電荷を形成する電圧の第 2 の電圧ﾊﾟﾙｽから成る

事を特徴とする｡ 

特許3097592 

97.04.02 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

行方向に並んだ走査電極と､列方向に並んだﾃﾞｰﾀ電極とを有し､表示

ﾃﾞｰﾀのｵﾝ/ｵﾌ制御を行った後に､表示ﾃﾞｰﾀがｵﾝ状態であるｾﾙのみ維持放

電を行う PDP の駆動方法において､維持放電を発生させる負極性のﾊﾟﾙｽ

の電圧立ち下がり速度を､100V/μsよりも遅く設定することを特徴とす

る｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:発光効率向

上 

波形･電圧:維持 

特許3028075 

[異議終了] 

97.05.30 

G09G  3/328 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

走査電極と､ﾃﾞｰﾀ電極とを備え､表示ﾃﾞｰﾀのｵﾝ/ｵﾌ制御の後に､表示

ﾃﾞｰﾀがｵﾝであるｾﾙのみ維持放電を行う PDP の駆動方法において､一回の

維持放電を発生させる電極間のﾊﾟﾙｽ形状が､短時間､かつ高い電位差を

先行させ､引き続いて長時間､かつ低い電位差

を与える形状であり､高い電位差の継続時間

が､ﾊﾟﾙｽ印加からｶﾞｽ放電電流が最大となるま

での遅れ時間よりも短いことを特徴とする｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(19/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3324639 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

走査電極とﾃﾞｰﾀ電極とを備え､走査ﾊﾟﾙｽとﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽにより表示のｵﾝ/ｵ

ﾌ制御を行った後に､ｵﾝ状態であるｾﾙのみ維持放電を行う交流放電型PDP

の駆動方法において､一回の維持放電を発生させる印加電圧波形が､第1

の電圧を先行して印加した後に､実際に放電が発生する第 2 の電圧を印

加する形状であって､第1の電圧と第2の電圧の極性が同一であり､第1

の電圧は､一つ前の維持放電によって形成された壁電荷と重畳して放電

が発生しない最大の電圧を上限とし､一つ前の放電が終了し､その放電

電流が充分減衰した時点から､第 2 の電圧の印加時点までの期間のうち

の少なくとも一部の期間保持することを特徴とする｡ 

特許3156659 

98.01.09 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

複数の行電極と複数の列電極との各交差部分に形成された表示ｾﾙに

ﾃﾞｰﾀの書込み放電及び維持放電を行って表示ｾﾙを発光させる AC 型 PDP

の駆動方法において､表示ｾﾙに充填された放電ｶﾞｽのｲｵﾝ移動度をμi､印

加電圧の最大値をV､維持放電を行う電極相互間の距離をdとするとき､

該電極相互間にμiV/(πd2)よりも高い周波数の維持ﾊﾟﾙｽを印加するこ

とを特徴とする｡ 

低消費電力:発光効率向

上 
波形･電圧:維持 

特許3114865 

98.06.04 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

電極間に放電を起こさせた後に､両電極に維持ﾊﾟﾙｽを加えることで､

放電を維持する PDP の駆動装置において､維持ﾊﾟﾙｽ印加による電力の回

収を行いつつ､維持ﾊﾟﾙｽ波形の前縁において放電が成長するまでの期間

ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ波形を発生させる維持ﾊﾟﾙｽ発生回路を有することを特徴とす

る｡ 

手順:起動/終了 
特開2002-132210 プラズマディスプレイ駆動方法及びプラズマディスプレイ 

特許2755230 

95.09.27 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネル駆動回路の制御方法 

PDP駆動回路の制御方法において､PDPの駆動回路は､書込み放電用走

査ﾊﾟﾙｽと維持放電停止ﾊﾟﾙｽとをいずれも走査電極に出力する共通の駆

動回路部分を備え､共通の駆動回路部分は､ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ及びﾗｯﾁを備え､書

込み放電期間には走査周期毎に選択出力を順次にｼﾌﾄする制御信号を選

択し､維持放電期間には維持周期毎に全出力に対応した維持放電停止

ﾃﾞｰﾀをｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀを経由してﾗｯﾁに転送することを特徴とする｡ 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-272945 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許2776044 

91.03.29 

G09G  3/28 

多値出力駆動装置 

複数の電極を持つ表示ﾊﾟﾈﾙを複数の電圧値で駆動する多値出力駆動

装置において､第 1 および第 2 の電源間に直列に接続した P ﾁｬﾈﾙ型

MOSFET およびN ﾁｬﾈﾙ型MOSFET と,双方向性ｽｲｯﾁを形成するための2つ

のN ﾁｬﾈﾙ型MOSFETと,それらのMOSFETを制御するためのﾚﾍﾞﾙ変換器と

を複数組備えた複数の多値出力ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ICを1つの半導体基板上に搭載

したことを特徴とする｡ 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許2565074 

93.03.01 

G09G  3/28 

プラズマ表示パネル駆動回路 

PDP に走査ﾊﾟﾙｽ､維持ﾊﾟﾙｽ､及び消去ﾊﾟﾙｽを所定の順で順次供給する

PDP駆動回路であって､維持ﾊﾟﾙｽ発生回路と､ｿｰｽ及びｳｴﾙに維持ﾊﾟﾙｽを受

けｹﾞｰﾄに供給された電位に従って維持ﾊﾟﾙｽを対応画素行へ伝達する一

導電型の第 1 のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ､走査ﾊﾟﾙｽと対応する走査ﾊﾟﾙｽ駆動信号及び消

去ﾊﾟﾙｽと対応する消去ﾊﾟﾙｽ駆動信号の少なくとも一方がｱｸﾃｨﾌﾞﾚﾍﾞﾙの

ときにｵﾝとなる第2のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ及びｵﾌとなる第3のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを備えｿｰｽに

第1の電位を受け走査ﾊﾟﾙｽを対応画素行に供給する逆導電型の第4のﾄ

ﾗﾝｼﾞｽﾀ､並びに､ｿｰｽに第 3 の電位を受け消去ﾊﾟﾙｽを対応画素行に供給す

る逆導電型の第 5 のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀをそれぞれ含む行駆動回路を有することを

特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2002-132207 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(20/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

高信頼性:長寿命化 手順:ﾘｾｯﾄ 

特許3033546 

97.01.28 

G09G  3/288 

交流放電メモリ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

複数の走査電極と､複数の維持電極と､複数のﾃﾞｰﾀ電極とを備える交

流放電ﾒﾓﾘ型 PDP の駆動方法において､書き込み放電期間と､維持放電期

間を有し､維持放電期間の最終放電ﾊﾟﾙｽ以外の維持放電ﾊﾟﾙｽの電圧を

ﾃﾞｰﾀ電極電位に対し負電位として走査電極及び維持電極に印加し､維持

放電期間の最終維持放電ﾊﾟﾙｽ電圧のみをﾃﾞｰﾀ電極電位に対し正電位と

して走査電極または維持電極に印加することを特徴とする｡ 

高信頼性:調整･保守 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開2000-284743 プラズマディスプレイパネル駆動装置 

波形･電圧:条件対応制御

特許3019462 

91.05.21 

H01J 17/49 

ガス放電装置 

放電可能な希ｶﾞｽを封入した気密容器内に､少なくともｰ対以上の放電

用電極を有するｶﾞｽ放電素子と､その放電素子を駆動させるための駆動

電源回路とを有するｶﾞｽ放電装置において､放電素子と電源と第 1 のﾌｫﾄ

ｶﾌﾟﾗと第1の抵抗とを直列接続して閉回路を構成し､ｺﾝﾃﾞﾝｻと第2の抵

抗と第2のﾌｫﾄｶﾌﾟﾗとを直列接続した回路を電源に並列に接続した｡ 
高信頼性:故障対策 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特許3097635 

97.11.26 

H01J 11/02 

プラズマディスプレイパネルとその駆動方法 

第1の絶縁基板上に形成された並行して対をなす帯状の面電極対と､

第2の絶縁基板上に形成されたﾃﾞｰﾀ電極とを備えたPDPにおいて､少な

くとも第 1 の絶縁基板上の表示領域の外側の領域で､かつﾃﾞｰﾀ電極と対

向する領域に補助電極を形成すると共に､予備放電期間の前に補助電極

に蓄積電荷の消去ﾊﾟﾙｽを印加する手段を設けたことを特徴とする｡ 

特許2674254 

90.01.17 

G09G  3/28 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

一つの行電極に維持電圧ﾊﾟﾙｽ,走査電圧ﾊﾟﾙｽ,及び消去電圧ﾊﾟﾙｽを印

加する駆動方式を用いる PDP の駆動装置におい

て､維持電圧ﾊﾟﾙｽを印加する発生器と､走査電圧ﾊﾟ

ﾙｽを印加する第 1 の N(P)ﾁｬﾝﾈﾙ FET と､消去電圧

ﾊﾟﾙｽを印加する第 2 の N(P)ﾁｬﾝﾈﾙ FET と､維持電

圧ﾊﾟﾙｽ,走査電圧ﾊﾟﾙｽ,及び消去電圧ﾊﾟﾙｽを混合す

るための NPN(PNP)ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀと､第 1､第 2 及び第 3

のﾀﾞｲｵｰﾄﾞと､抵抗とを備えたことを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:発熱対策等 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平4-073682 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

信号処理:制御信号 
特開平4-276792 

[被引用1回] 

集合型表示装置 
Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ

Ｐ:

応
用
等

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2002-006804 マルチ画面表示装置 

階調:AWS方式 
特開平4-178687 

(取下) 

プラズマディスプレイの駆動方法 

特開平4-178688 

(取下) 

プラズマディスプレイの駆動方法 

特開平4-274284 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
階調:ﾘﾌﾚｯｼｭ駆動 

波形･電圧:ﾘﾌﾚｯｼｭ駆動

特開平4-301677 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

波形･電圧:極性 

特許2743669 

91.12.26 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイの駆動方法 

一走査期間を､PDP の選択ｾﾙにおいて放電を発生させるためのｱﾄﾞﾚｽ

期間､選択ｾﾙの放電を持続させるためのﾎｰﾙﾄﾞ期間及び非選択ｾﾙにも放

電を発生させるための補助ﾊﾟﾙｽ期間とに時分割しﾊﾟﾙｽの総数を変化さ

せることにより選択ｾﾙの輝度を変化させる PDP の駆動方法において､補

助ﾊﾟﾙｽの数をｱﾄﾞﾚｽﾊﾟﾙｽ及びﾎｰﾙﾄﾞﾊﾟﾙｽの総数に応じて変化させる｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
駆
動 品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特殊構造:ｾﾙ 

特許3259681 

98.04.14 

H01J 11/02 

交流放電型プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

表示放電の機能を有する複数の表示ｾﾙと､表示放電の機能を有さず予

備放電の機能を有する複数の予備放電ｾﾙとを備え､表示ｾﾙの放電を制御

する表示ｾﾙ電極と､予備放電ｾﾙに放電を発生させる少なくとも 2 種類の

予備放電電極とを有する交流放電型 PDP の駆動方法において､予備放電

電極に､表示ｾﾙ電極の駆動とは無関係に､予備放電用の駆動ﾊﾟﾙｽを印加

することにより､予備放電ｾﾙ内に放電を発生させる｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(21/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:ちらつき等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平4-001797 

(取下) 

プラズマディスプレイの駆動方式 

品質:画面輝度調節 波形･電圧:条件対応制御
特開平5-035205 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイの駆動方式 

手順:起動/終了 
特開平4-366889 

(取下) 

プラズマディスプレイ装置 

特開平3-238496 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特許2893803 

90.02.27 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイの駆動方法 

PDP に設けられた複数の走査側電極に走査側電極信号を水平同期信

号に同期させて順次印加する PDP の駆動方法において､走査側電極信号

はｱﾄﾞﾚｽﾊﾟﾙｽ及びﾎｰﾙﾄﾞﾊﾟﾙｽからなり､このﾎｰﾙﾄﾞﾊﾟﾙｽの正の期間が負の

期間に比して短いことを特徴とする｡ 

特開平4-163491 

(取下) 

プラズマディスプレイの駆動方法 

特開平4-181989 

(取下) 

プラズマ・ディスプレイ・パネルの駆動方法 

特許3067249 

90.04.19 

G09G  3/288 

プラズマディスプレイの駆動方法 

走査側電極を時分割に選択し駆動ﾊﾟﾙｽを印加すると共にﾃﾞｰﾀ側電極

にも駆動ﾊﾟﾙｽを印加する AC ﾘﾌﾚｯｼｭ型 PDP の駆動方法において､走査側

電極の駆動ﾊﾟﾙｽを低周波数のｱﾄﾞﾚｽﾊﾟﾙｽと高周波数のﾎｰﾙﾄﾞﾊﾟﾙｽから構

成し､走査側電極を選択していく時､隣り合う走査側電極の選択を時間

的に離して行うことを特徴とする｡ 

特許2748748 

91.10.25 

G09G  3/28 

ＡＣリフレッシュ型表示装置の駆動方法 

走査電極の選択に対応してﾃﾞｰﾀ電極を選択し､走査電極とﾃﾞｰﾀ電極の

交点の表示ｾﾙが発光し､所望の表示を得る AC ﾘﾌﾚｯｼｭ型表示装置の駆動

方法において､走査電極の選択後､1本の走査電極の選択期間以上経過し

たのち､補助表示ﾊﾟﾙｽを印加することを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
駆
動 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
波形･電圧:ﾘﾌﾚｯｼｭ駆動

特許2748749 

91.10.25 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイの駆動方法 

一走査期間をｱﾄﾞﾚｽ期間とﾎｰﾙﾄﾞ期間で構成し､そのｱﾄﾞﾚｽ期間にはｱﾄﾞ

ﾚｽﾊﾟﾙｽを印加し､ﾎｰﾙﾄﾞ期間にはｱﾄﾞﾚｽﾊﾟﾙｽに比べて高い周波数かつ低い

電圧ﾚﾍﾞﾙを有するﾎｰﾙﾄﾞﾊﾟﾙｽを印加する AC ﾘﾌﾚｯｼｭ形 PDP の駆動方法に

おいて､ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾟﾙｽのﾃﾞｭｰﾃｨ比を50%以上にしたことを特徴とする｡ 

品質:高輝度化 

特許2671870 

95.05.02 

H01J 11/02 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

同一面上に並置された複数の電極からなる面放電電極群と､面放電電

極群に直交するように配設されたﾃﾞｰﾀ電極とを備え､面放電電極群が放

電ｾﾙ内に互いに間隙幅の異なる少なくとも 2 つの面放電間隙を有する

ように形成されてなるAC放電ﾒﾓﾘ型PDPの駆動方法であって､ﾃﾞｰﾀ電極

と面放電電極とに逆位相の電圧ﾊﾟﾙｽを印加して放電を生ぜしめること

により所望の表示情報を書込み､面放電間隙のうち狭い面放電間隙を構

成する面放電電極に逆位相の電圧

ﾊﾟﾙｽを印加して先に面放電させた

後に､広い面放電間隙を構成する

面放電電極に逆位相の電圧ﾊﾟﾙｽを

印加して面放電させ､その面放電

を維持するようにしたことを特徴

とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特殊構造:ｾﾙ 

特許2581465 

94.09.28 

H01J 11/02 

プラズマディスプレイパネルとその駆動方法 

同一平面上に形成した複数の走査電極度及び複数の維持電極と､それ

らの電極と直交する複数のﾃﾞｰﾀ電極とを備え､かつ､走査電極または維

持電極に並行にﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ電極を設けた交流面放電型 PDP の駆動方法に

おいて､走査電極に走査ﾊﾟﾙｽを印加している期間中は､ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ電極の

電圧を基準電圧と走査ﾊﾟﾙｽ電圧の中間電圧とすることを特徴とする｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(22/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特許2655500 

94.12.06 

H01J 11/00 

プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

複数の走査電極と複数の維持電極とが2つずつ交互に配列され､互い

に隣り合う走査電極と維持電極とで表示放電ｾﾙを､互いに隣り合う走査

電極同士､及び互いに隣り合う維持電極同士でﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞｾﾙを形成する

PDPの駆動方法において､走査電極の走査を行う前に､互いに隣り合う走

査電極と互いに隣り合う維持電極のそれぞれに異なる電圧ﾊﾟﾙｽを印加

して､ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞｾﾙで予備放電を発生させるようにした。 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

特許2904153 

96.10.21 

G09G  3/28 

カラ－表示用プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方

法 

走査電極から印加される走査ﾊﾟﾙｽと､ﾃﾞｰﾀ電極から､表示情報に応じ､

走査ﾊﾟﾙｽと同じﾀｲﾐﾝｸﾞで印加されるﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽにより､赤､緑または青の

いずれか一色に発光する単位放電空間毎の書込み放電を制御してｶﾗｰ表

示が行われる PDP の駆動方法において､書込み放電および維持放電の制

御のうち少なくとも一方を､発光色の異なる単位放電空間別に独立に行

うことを特徴とする｡ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特許3089872 

93.01.08 

H01J 11/02 

放電表示装置及び駆動方法 

誘電体膜で被覆され対をなす第1の帯状電極群と､その帯状電極群と

直交し誘電体膜で被覆された第 2 の帯状電極群とを備え､対となる第 1

の帯状電極群の少くとも一部分に抵抗体層を形成して放電空間と直流

結合をなすように構成された放電表示装置の駆動方法であって､放電を

消去する時は､対をなす第 1 の帯状電極群の他方の電極に印加するﾊﾟﾙｽ

の一部に時間的に重畳したﾊﾟﾙｽを第 1 の帯状電極群の一方の帯状電極

に印加することを特徴とする｡ 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 

特許3120785 

98.06.16 

G09G  3/328 

インタレ－ス表示対応のプラズマディスプレイ駆動回路、及

びプラズマディスプレイパネル 

垂直及び水平方向に線状電極を各々多数本設けた PDP の駆動回路で

あって､線状電極の1本が3本一組の水平方向電極ﾗｲﾝで構成され､水平

方向電極ﾗｲﾝは､1 本の走査電極と､2 本の共通電極とで構成され､走査電

極と一方の共通電極との間に電圧をかけ､放電発光させる放電発光手段

と､走査電極と他方の共通電極との間に電圧をかけ､放電発光させる放

電発光手段とを備え､ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ放送でのｲﾝﾀﾚｰｽ信号の偶数ﾌｨｰﾙﾄﾞと奇数

ﾌｨｰﾙﾄﾞにおいて､水平方向電極ﾗｲﾝの放電位置を､選択的に上下移動させ

る手段が設けられたことを特徴とする｡ 

高解像度:高精細化 

特殊構造:ｾﾙ 

特開2001-345052 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

波形･電圧:維持 
特開平5-028924 プラズマディスプレイ装置 

特許3123053 

90.02.06 

H01J 11/02 

ガス放電表示素子及びその駆動方法 

一つの基板上に形成された電極対の一方又は両方に形成された複数

の電極が放電空間で少なくとも 2 以上の異なった間隙を有する PDP の

駆動方法において､その電極対に電圧を引加して放電を発生し､移動､拡

張した放電が壁電荷により自己収束する前に引加電圧を取り去ること

を特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

低消費電力:発光効率向

上 
特殊構造:ｾﾙ 

特許2926871 

90.04.20 

H01J 11/00 

プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

絶縁層に被覆された電極群を有し､主放電電極と､この主放電電極か

ら突起し主放電電極よりｷﾞｬｯﾌﾟが短い副放電電極を同一放電ｾﾙ内に有

し､かつ副放電電極が主放電電極より抵抗を高く形成した AC 型 PDP に

ﾊﾟﾙｽ状の電圧を引加し AC ﾒﾓﾘ駆動する際､維持ﾊﾟﾙｽ電圧を､副放電電極

が放電していない時は主放電電極が放電せず､かつ副放電電極が放電し

ている時は主放電電極が放電する電圧に設定し､かつ主放電電極の放電

が自己停止する時間より狭いﾊﾟﾙｽ幅に設定することを特徴とする｡ 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(23/24) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許2671575 

89.11.22 

H01J 11/00 

[被引用1回] 

ガス放電表示素子の駆動方法 

ｶﾞｽ放電を発生させる誘電体で覆われた主放電電極対と､この主放電

電極の近傍に一対の誘電体で覆われた種火放電電極を有するｶﾞｽ放電表

示素子の駆動方法であって､種火放電電極対には､

この電極対の間で起こる放電がﾒﾓﾘｰ特性を示すよ

うな電圧を印加し､主放電電極対には､ﾒﾓﾘｰ作用を

持つ放電を種火放電としてこの主放電電極対の間

に放電が生じ､かつ主放電電流が壁電荷の形成に

よって収束する時間より､短い幅の電圧ﾊﾟﾙｽを印加

することを特徴とする｡ 低消費電力:発光効率向

上 
特殊構造:ｾﾙ 

特許3156258 

91.02.22 

G09G  3/328 

ガス放電表示素子の駆動方法 

表示ｾﾙに対応する 1 つの放電空間の誘電体に覆われた一組の電極対

が2つ以上の放電間隙を形成するAC型ｶﾞｽ放電表示素子に於いて､この

第 1 の放電間隙に印加する電圧ﾊﾟﾙｽでは第 2 の放電間隙には放電が発

生せず､第 2 の放電間隙では､第 1 の放電間隙の放電を種火放電として

放電を発生させるように第 1 の放電間隙に印加する電圧ﾊﾟﾙｽの幅より

短い幅の電圧ﾊﾟﾙｽを外部駆動回路により駆動電圧ﾊﾟﾙｽに重畳印加して

駆動することを特徴とするｶﾞｽ放電表示素子の駆動方法｡ 

波形･電圧:条件対応制御
特開平5-011721 

(取下) 

プラズマディスプレイ装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

高信頼性:故障対策 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平4-332428 プラズマディスプレイ装置 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特

殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特開2001-143623 プラズマディスプレイパネル、その駆動方法及びその駆動装

置 

 

表 2.4.4 日本電気の技術要素別課題対応特許(24/24) 
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2.5.1 企業の概要 

商号 三菱電機 株式会社 

本社所在地 〒100-0005 東京都千代田区丸の内2-2-3 

設立年 1921年（大正10年） 

資本金 1,758億20百万円（2002年3月末） 

従業員数 38,363名（2002年3月末）（連結：116,192名） 

事業内容 重電システム、産業メカトロニクス、情報通信システム、電子デバイス、

家庭電器等の製造・販売、他 

2000年４月に日本電気との間でCRTおよびLCDモニタの開発・設計・製造・販売を行う、

NEC三菱ビジュアルシステムズ株式会社を発足させているが、PDPの扱いに関しては明記さ

れていない。 

なお、三菱電機のHP上には有償開放特許が提示されているが、PDPに直接関連する技術

は含まれていない。 

 

2.5.2 製品例 

2002年５月に42型ワイドPDPTVが発表されている。 

 

表2.5.2 三菱電機の製品例(出展: 三菱電機のHP) 

 

 

2.5.3 技術開発拠点と研究者 

図2.5.3に、PDP駆動技術の三菱電機の出願件数と発明者数を示す。 

 

三菱電機の: 東京都千代田区丸の内二丁目２番３号  三菱電機株式会社内 

開発拠点    鎌倉市大船二丁目１４番４０号  三菱電機株式会社生活システム研究所内 

尼崎市塚口本町８丁目１番１号  三菱電機株式会社通信機製作所内 

鎌倉市上町屋３２５番地  三菱電機株式会社コンピュータ製作所内 

長崎市丸尾町６番１４号  三菱電機株式会社長崎製作所内 

東京都千代田区大手町二丁目６番２号  三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社内 

鎌倉市上町屋７３０番地  三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社鎌倉事業所内 

長崎市旭町８番２３号  三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社長崎事業所内 

京都府長岡京市馬場図所１番地  三菱電機ﾏｲｺﾝ機器ｿﾌﾄｳｪｱ株式会社内 

尼崎市塚口本町８丁目１番１号  三菱電機ﾏｲｺﾝ機器ｿﾌﾄｳｪｱ株式会社内 

兵庫県尼崎市猪名寺２丁目５番１号  三菱電機ﾏｲｺﾝ機器ｿﾌﾄｳｪｱ株式会社内 

製品名 発売年月 概要 

PD-42MW2 2002年5月 ・42型ワイドテレビ 

・852x480ドット、消費電力315W 

2.5 三菱電機
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兵庫県神戸市兵庫区浜山通６丁目１番２号  三菱電機ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｪｱ株式会

社内 

伊丹市中央３丁目１番１７号  三菱電機ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｿﾌﾄｳｪｱ株式会社内 

 

図2.5.3 三菱電機の出願件数と発明者数 
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2.5.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.5.4に、三菱電機の特許の課題と解決手段の分布を示す。「平面型ディスプレイ共

通」「AC型PDP」「DC型PDP」に対する各課題に広く出願が分布している。 

特に、課題「(AC型PDP)特性の改善」に対しては解決手段「駆動波形・電圧」を工夫し

たものが多い。 

表2.5.4には三菱電機の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数195件のうち登録特許

９件と被引用５回以上の特許は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

 なお、これら三菱電機の出願のうち、被引用回数の多い出願としては以下のものがある。 

・ 特許3238365 

・ 特開平10-003281 
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図2.5.4 三菱電機の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:AWS方式 特開平10-222121 画像表示装置及び画像表示方法 

特開平9-258688 ディスプレイ装置 

特開平9-330058 ディスプレイ装置 

特許3179036 

96.10.14 

G09G  3/328 

ディスプレイ装置 

SF分割により階調を表現するﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置において､2のべき乗では

ない輝度の相対比を持つ SF を備え､その輝度の相対比は､ある階調を表

現する場合に複数のｺｰﾄﾞが存在するような値に設定し､その SF を含む

ような輝度の桁上がりがあるときに､ある階調を表現する場合に存在す

る複数のｺｰﾄﾞの内の一つを系列内ｺｰﾄﾞとして系列に含ませておく｡ 

階調:動画偽輪郭防止 

特開平11-282403 画像表示方法および画像表示装置 

特開平10-301533 ディスプレイ装置 

品質:高/低輝度部階調 
特開平11-143420 階調表示方法およびディスプレイ装置 

品質:ちらつき等 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平10-268826 画像表示方法及び画像表示装置 

特開平6-242743 

(取下) 

画像表示方法 

特性:駆動高速化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平7-319421 

(取下) 

画像表示方法 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平11-018024 画像表示方法及び画像表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2001-109420 マトリクス型表示パネルの駆動回路およびこれを備えるマト

リクス型表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平9-258689 

[被引用2回] 

ディスプレイ装置 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:条件対応制御 特開平11-272228 ディスプレイ駆動装置及びその方法 

特開2000-050085 画像表示装置および画像表示方法 
階調:誤差拡散･面積階調

等 特開2000-056726 ディスプレイ装置及びその多階調化回路 

品質:γ/逆γ補正 特開平11-038936 表示装置 

特開平11-288243 ディスプレイ装置 

特開平11-305722 ディスプレイ装置 品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

特開2002-044570 画像表示装置および画像表示方法 

特開2000-020004 画像表示装置 

品質:画面輝度調節 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開2002-215083 表示装置および表示輝度制御方法 

特開平10-097216 標本化クロック供給方法、標本化クロック供給回路および表

示装置 
品質:表示異常･画像劣化 信号処理:制御信号 

特開2001-166766 画像表示装置のドットクロック調整方法およびドットクロッ

ク調整装置 

特性:駆動高速化 
特開平7-261697 

(取下) 

表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平11-352916 表示装置 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開平11-352917 ディスプレイ装置及び表示駆動方法 特性:回路ﾉｲｽﾞ 

信号処理:制御信号 特開2002-135688 映像信号の有効期間検出回路 

手順:分割駆動 特開2002-014651 表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

特性:電磁放射･赤外放射 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開2002-140031 ディスプレイ装置用駆動装置及びディスプレイ装置 

表 2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許(1/8) 



 
 

 

156 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平11-282405 インタレ－ス表示方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2002-023733 画像合成処理装置 各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開2000-010518 表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特許3142705 

93.12.28 

G09G  3/20 

ドットマトリクス型表示装置 

映像信号中の水平同期信号および垂直同期信号の周波数をそれぞれ

判別し､水平同期信号の周波数を整数倍した周波数を有するｸﾛｯｸ信号を

生成し､そのｸﾛｯｸ信号を用いて映像信号をｱﾅﾛｸﾞ信号からﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号に

変換し､周波数の判別結果に基づいて､映像信号に対応する表示ﾗｲﾝ及び

その前後の表示ﾗｲﾝの間でﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号の演算処理を行うことにより､入

力された映像信号の垂直方向の解像度をﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｸｽ型表示ﾊﾟﾈﾙの垂直方

向の表示解像度に一致させるように拡大/縮小処理を行う｡ 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開2001-013947 画素数変換装置 

特開平11-073154 画像表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2000-132136 画素数変換装置 

信号処理:制御信号 特開2002-132247 画像表示装置および画像表示方法 

各種映像信号等:画素数

等変換 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開2000-089715 表示装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平10-187093 

[被引用2回] 

マトリクス表示装置の駆動回路およびマトリクス表示装置の

駆動方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 特開2000-259110 画像デ－タ積算方法及び画像デ－タ積算回路並びに表示装置

低消費電力:電力調節 

信号処理:条件対応制御 特開平10-215424 ディスプレイ装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開2000-029426 表示装置 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 特開平11-288239 ディスプレイ装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平5-027748 

(取下) 

画面表示位置制御回路 

信号処理:制御信号 
特開平5-073022 

(取下) 

ディスプレイ制御装置 

特開平9-311671 表示制御装置 

高信頼性:調整･保守 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2002-169525 ディスプレイ装置および表示時間計測方法 

高信頼性:故障対策 特開2000-187466 画像表示装置 

特許3238365 

98.01.07 

G09G  3/328 

[被引用5回] 

ディスプレイ装置 

入力された画像信号に対して輝度補正係数による補正を加えた画像

信号を生成し､この補正画像信号により表示ﾊﾟﾈﾙ上の画像の輝度を制御

するﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置において､表示ﾊﾟﾈﾙに複数の領域を設定し､それぞれ

の領域において算出した画像信号

の平均値に基づいて新たな輝度補

正係数を生成し､この輝度補正係

数に基づいて画像信号の補正を行

い画像の輝度を制御する｡ 

高信頼性:発熱対策等 

特開平11-288244 

[被引用1回] 

表示装置および表示方法、プラズマディスプレイ装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:環境条件対応 

信号処理:条件対応制御

特開2002-023722 表示制御装置および表示装置 

表 2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許(2/8) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 
特開2000-132140 表示装置 

低消費電力:電力調節 

手順:分割駆動 
特開2000-276105 表示装置及び駆動装置 

手順:起動/終了 
特開2000-003222 電源装置及び情報表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:故障対策 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2000-172222 表示装置 

高信頼性:故障対策 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平10-268834 集合型表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2000-250675 モニタ装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共

通:

応
用
等 応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2002-044563 表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

特

殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

高信頼性:発熱対策等 信号処理:条件対応制御

特開平11-282408 ディスプレイ装置及びその輝度制御方法 

特開平11-006987 

三菱電機エンジニ

アリング 

画像表示装置用の試験信号発生器及びこれを用いた画像表示

装置 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

共
通:

試
験/

検
査 

高信頼性:調整･保守 
回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 
特開2001-061102 欠陥画素検出回路 

特許2897567 

92.12.15 

G09G  3/28 

気体放電表示装置の駆動方法 

画像情報を階調表示するPDPの駆動方法において､階調表示のための

基本単位を複数のﾌﾚｰﾑにより構成するとともに､各ﾌﾚｰﾑ中に含まれる､

表示の 1 水平期間に対応づけられたﾗｽﾀ期間を複数のｻﾌﾞﾗｽﾀ期間により

構成し､連続するﾌﾚｰﾑ間におけるｻﾌﾞﾗｽﾀ期間が異なる期間を有し､複数

のﾌﾚｰﾑ間における輝度差を所定ﾚﾍﾞﾙ以下とするように階調表示を行う｡

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平10-307561 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 

特開平11-045070 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

品質:高輝度化 

手順:分割駆動 
特開平10-149132 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平10-003281 

96.06.18 

G09G  3/28 

[被引用7回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ 

PDP の画像表示のためのﾌｨｰﾙﾄﾞを､ｵﾌｾﾙを含む全ｾﾙを放電させる電圧

値とﾊﾟﾙｽ幅を有したﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾙｽにより全ｾﾙを放電させた後その全ｾﾙ

を消去する第1のﾘｾｯﾄ期間を有する第1のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞと､前のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ

で放電していたｾﾙのみを消去する消去ﾊﾟﾙｽを印加する第 2 のﾘｾｯﾄ期間

を有する第 2 のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞとの少なく

とも 2 種類のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞを備えたﾌｨｰﾙ

ﾄﾞを含むように構成した PDP の駆動方

法｡ 

手順:ﾘｾｯﾄ 

特開2000-221940 プラズマディスプレイパネルの駆動装置および駆動方法 

特開平11-296137 プラズマディスプレイパネルの駆動方法および駆動装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2000-284748 交流型プラズマディスプレイパネル用駆動装置、及び交流型

プラズマディスプレイ装置 

表 2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許(3/8) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:表示色再現性･調節

等 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特許3121965 

93.08.06 

G09G  3/328 

放電パネル駆動装置 

立ち上がりﾀｲﾐﾝｸﾞおよび立ち下がりﾀｲﾐﾝｸﾞを示すﾊﾟﾙｽﾃﾞｰﾀを出力す

る波形ﾃﾞｰﾀ生成回路と､R,G,Bの色信号対応で設けられ､ﾊﾟﾙｽﾃﾞｰﾀの立ち

上がりﾀｲﾐﾝｸﾞのﾊﾟﾙｽﾃﾞｰﾀおよび立ち下がりﾀｲﾐﾝｸﾞのﾊﾟﾙｽﾃﾞｰﾀをﾗｯﾁする

2 種類のﾗｯﾁﾊﾞｯﾌｧとを備え､維持ﾊﾟﾙｽの立ち上がりﾀｲﾐﾝｸﾞとを R,G,B の

色信号対応で形成する放電ﾊﾟﾈﾙ駆動装置｡ 

特性:駆動高速化 手順:分割駆動 
特開2000-242231 交流型プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマ

ディスプレイ装置 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 特開2001-318648 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
各種映像信号等:各種信

号等への対応 手順:分割駆動 
特開2001-005422 プラズマディスプレイ装置駆動方法およびプラズマディスプ

レイ装置 

低消費電力:電力調節 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開平11-282402 プラズマディスプレイ駆動方法及びその装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
手順:分割駆動 

特開2000-298451 交流型プラズマディスプレイパネルの駆動方法，プラズマ

ディスプレイ装置及び交流型プラズマディスプレイパネル 

階調:動画偽輪郭防止 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平9-330057 ガス放電表示パネルの階調表示方法及びガス放電表示装置 

品質:焼き付き 信号処理:条件対応制御 特開2001-013914 画像表示装置 

手順:起動/終了 特開平11-282417 プラズマディスプレイ装置の駆動方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平11-024629 プラズマディスプレイパネル表示装置 

信号処理:条件対応制御
特開2000-227781 プラズマディスプレイパネルの駆動装置及びプラズマディス

プレイ装置 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平10-274954 プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

品質:各種表示機能 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平10-031454 ＰＤＰ表示信号処理装置およびＰＤＰ表示装置 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
手順:ﾘｾｯﾄ 

特開2000-200064 プラズマディスプレイ装置及びプラズマディスプレイパネル

用駆動装置 

特性:駆動高速化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 特開2001-337649 プラズマディスプレイ装置 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 信号処理:制御信号 特開平11-296140 プラズマディスプレイパネルの駆動装置及び駆動方法 

特開平10-136289 プラズマディスプレイの画像表示方法並びにプラズマディス

プレイ装置 各種映像信号等:各種信

号等への対応 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平10-319899 ＰＤＰ表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平10-322626 ＰＤＰ表示装置 
各種映像信号等:画素数

等変換 
信号処理:制御信号 特開平10-274963 プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 特開2000-122606 ＰＤＰ表示装置 

低消費電力:電力調節 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順 特開平10-274960 プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開平10-274953 プラズマディスプレイパネルの駆動制御回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開2000-227779 プラズマディスプレイ駆動回路およびプラズマディスプレイ

装置 
高信頼性:調整･保守 

回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開平10-274957 プラズマディスプレイパネル 

特開平11-219152 プラズマディスプレイパネルの温度制御方法およびプラズマ

ディスプレイ装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:
信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:発熱対策等 信号処理:条件対応制御

特許3160243 

98.02.16 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ装置 

表示ﾊﾟﾈﾙに複数の領域を設定し､各領域における画像ﾃﾞｰﾀに基づいて

それぞれの領域の予測温度を算出し､その予測温度に基づいて表示画像

の輝度を制御する PDP 装置において､表示ﾊﾟﾈﾙの温度を検出するﾊﾟﾈﾙ温

度検出手段を備え､検出された温度に基づいて予測温度を変更する｡ 

表 2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許(4/8) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:高階調化 波形･電圧:維持 
特開平11-282415 

[被引用1回] 

交流面放電型プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び駆

動回路並びに交流面放電型プラズマディスプレイパネル装置

特開2001-242824 プラズマディスプレイパネルの駆動方法、プラズマディスプ

レイ装置及びプラズマディスプレイパネル用駆動装置 
手順:ﾘｾｯﾄ 

特開2001-290463 プラズマディスプレイパネル用駆動装置及びプラズマディス

プレイ装置 
品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 
特開平8-160910 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開2001-142431 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平10-214056 交流駆動型プラズマディスプレイ装置及び駆動方法 

品質:焼き付き 手順:期間構成 特開2000-352955 プラズマディスプレイパネル表示装置とその駆動方法 

品質:ちらつき等 手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 特開平10-274959 プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

手順:維持 特開平11-143422 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:条件対応制御 特開2000-227780 気体放電型表示装置およびその駆動方法 

手順:分割駆動 特開2001-147660 交流型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平8-063123 

[被引用1回] 

気体放電表示素子及び気体放電表示素子の消去方法 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 
特開平11-065522 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平10-301528 プラズマディスプレイの駆動方法 

特開平11-024626 プラズマディスプレイの駆動方法および表示装置 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開平11-065524 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び駆動装置 

特開平11-149274 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

波形･電圧:維持 特開平11-282416 

[被引用3回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動回路、その駆動方法およ

びプラズマディスプレイパネル装置 

特開平7-295507 

(取下) 

放電表示装置およびその駆動方法 

波形･電圧:維持消去 

特開2001-154633 プラズマディスプレイ装置およびその制御方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 特開2002-196720 プラズマディスプレイ装置 

特開平10-274956 プラズマディスプレイパネル用駆動回路 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開2002-149107 プラズマディスプレイパネル用駆動装置及びプラズマディス

プレイ装置 

手順:ﾘｾｯﾄ 
特開平10-149133 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイパネル 

特開平11-015433 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 特性:駆動高速化 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査 特開2000-172227 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイパネル装置 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開2002-149108 プラズマディスプレイパネル用駆動装置およびプラズマディ

スプレイ装置 特性:回路ﾉｲｽﾞ 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開平10-133626 ＰＤＰ表示装置 

特開2000-181404 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ装置 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開2000-330508 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:電磁放射･赤外放射 

波形･電圧:極性 

特許3233023 

96.06.18 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイ及びその駆動方法 

第1及び第2の電極を互いに平行に対をなして複数配置し､それらの

電極と直交するように配設された第 3 の電極と

を備え､第 1 の電極及び第 2 の電極と第 3 の電

極との交差部にｾﾙが形成された表示部を有する

PDP において､隣合う電極対に流れる電流が同時

に且つ逆方向に流れるように駆動する｡ 

表 2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許(5/8) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特性:電磁放射･赤外放射 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平11-338417 プラズマディスプレイ表示装置 

高解像度:高精細化 波形･電圧:維持 
特開平10-222120 面放電型プラズマディスプレイパネル装置及びその駆動方法

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平10-133621 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイ 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
信号処理:条件対応制御

特開平10-274961 プラズマディスプレイ装置及びプラズマディスプレイ駆動方

法 

手順:分割駆動 
特開平11-338418 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ装置 

特開平10-149134 プラズマディスプレイの駆動装置 

特開平10-149135 プラズマディスプレイ装置 

特開平10-247073 プラズマディスプレイの駆動装置 

特開平10-268831 プラズマディスプレイパネル用電力回収回路 

特開平11-085099 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ装置 

低消費電力:電力回収 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2000-148082 プラズマディスプレイパネル用駆動回路及びプラズマディス

プレイ装置 

手順:維持 
特開平11-109914 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2001-228820 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ装置 

低消費電力:発光効率向

上 

波形･電圧:維持消去 
特開平11-065523 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平11-316570 交流面放電型プラズマディスプレイパネル用駆動装置及びそ

の駆動方法、並びに交流面放電型プラズマディスプレイ装置

特開2000-122601 交流面放電型プラズマディスプレイ装置及び交流面放電型プ

ラズマディスプレイパネル用駆動装置 
低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開2001-318649 プラズマディスプレイパネルの駆動方法、プラズマディスプ

レイ装置及びプラズマディスプレイパネル用駆動装置 

手順:分割駆動 
特開2000-221939 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ装置 
低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
WO99/53470 面放電型プラズマディスプレイパネルのアドレス電極駆動装

置及びアドレス電極駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:長寿命化 波形･電圧:極性 
特開2000-242230 プラズマディスプレイパネル及びその製造方法並びにその駆

動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ

Ｐ:

応
用
等 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特開2000-122604 プラズマ表示装置及びその駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特開平9-245627 ガス放電表示装置、その製造方法及びそのパネルの駆動方法
Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
駆
動 高解像度:高精細化 

特殊構造:ｾﾙ 
特開平10-240188 画像表示装置及び画像表示方法 

表 2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許(6/8) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 
特開2002-221935 表示装置 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開2000-215813 交流型プラズマディスプレイパネル用基板、交流型プラズマ

ディスプレイパネル、交流型プラズマディスプレイ装置及び

交流型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特開2001-135242 交流型プラズマディスプレイパネル用基板、交流型プラズマ

ディスプレイパネル及び交流型プラズマディスプレイパネル

の駆動方法 

WO98/44531 平面表示パネルとその製造方法及びその制御装置並びにその

駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特開2000-357463 交流型プラズマディスプレイパネル，プラズマディスプレイ

装置及び交流型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

高解像度:高精細化 
特開平11-329252 プラズマディスプレイ装置及びプラズマディスプレイパネル

の駆動方法 

低消費電力:低電圧駆動 

特殊構造:ｾﾙ 

特開2000-188063 交流型プラズマディスプレイパネル用基板、交流型プラズマ

ディスプレイパネル及び交流型プラズマディスプレイパネル

の駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平11-296139 ダミ－電極駆動装置及びダミ－電極駆動方法並びに交流面放

電型プラズマディスプレイ装置 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平4-001693 

(取下) 

日本放送協会 

放電パネル駆動装置および放電パネル 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開平6-075537 

(取下) 

放電表示装置の駆動方法 

特開平4-018594 

(取下) 

プラズマディスプレイ表示装置 

特開平4-029293 

(取下) 

プラズマディスプレイの表示方式 
品質:高輝度化 

手順:分割駆動 

特開平4-070895 

(取下) 

プラズマディスプレイ表示装置 

特性:駆動高速化 
特開平5-134624 

(取下) 

気体放電表示素子の駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

低ｺｽﾄ化:汎用･低価格素

子適用 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平5-094149 

（審判取下） 

気体放電表示装置 

品質:γ/逆γ補正 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2000-105572 表示パネルの表示制御回路 Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ

Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平10-247074 

[分割出願] 

気体放電表示方法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開2000-172228 ＡＣ放電を利用した表示パネルの駆動方法 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平9-297557 ガス放電表示装置 

手順:維持消去 

特許3075041 

92.12.28 

G09G  3/328 

[被引用1回] 

ガス放電表示装置 

ﾁｭｰﾌﾞ状の容器の外壁に設けた複数の外部電極の対により､ﾁｭｰﾌﾞ内の

内壁に設けられた蛍光体を有する放電ﾗﾝﾌﾟの発光のｵﾝｵﾌを制御するに

際し､互いに対をなす外部電極間に印加する

交流電圧ﾊﾟﾙｽの一方の極性の電圧ﾊﾟﾙｽを 1

回以上除去し､他方の極性の電圧ﾊﾟﾙｽを2回

以上続けて印加することにより放電発光を

停止するPDP装置｡ 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧

部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

波形･電圧:維持 特開平5-307366 表示装置及び表示装置の製造方法 

表 2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許(7/8) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平4-070896 

(取下) 

日本放送協会 

大型放電パネル駆動回路 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ｾﾙ 
特開2000-133146 表示パネル及びその駆動方法 

特性:駆動高速化 波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平5-333814 

[被引用1回] 

映像表示方法 

高解像度:表示特性ﾊﾞﾗﾂｷ 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平6-251713 

(取下) 

ガス放電表示装置 

低消費電力:低電圧駆動 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2000-105570 表示パネルの駆動回路 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2000-113826 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 特開平10-268830 放電表示装置 

高信頼性:故障対策 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開平8-234695 

(取下) 

映像表示装置 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 
特開2002-023690 表示装置及び表示パネル用駆動装置 

特開平4-214592 

(取下) 

放電型表示装置の駆動方式 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開平4-214593 

(取下) 

放電型表示装置の駆動方式 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平4-170582 

(取下) 

放電型表示装置の駆動方法 
品質:高輝度化 

特開平4-169038 

(取下) 

放電型表示装置及びその駆動方法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特殊構造:ｾﾙ 
特開平4-169040 

(取下) 

放電型表示装置及びその駆動方法 

品質:表示異常･画像劣化 波形･電圧:維持 

特許3032413 

93.09.07 

H01J 17/49 

気体放電表示装置及びその駆動方法 

互いに直行する方向に配設された複数のﾗｲﾝ状の第1および第2電極

とにより形成される表示領域が複数のﾌﾞﾛｯｸに分割され､隣接するﾌﾞﾛｯｸ

の境界部分のﾗｲﾝ状の表示ｾﾙ群は､第1電極と､第1電極上に分割端部を

有する2本の前記第2電極の対の群とを含むPDPにおいて､境界部分の

表示ｾﾙを選択するときは､第1電極上で分割された第2電極の対に同一

の電圧を印加する｡ 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開平5-297822 

(取下) 

一体型電極を有する放電型表示装置 

特開平4-170579 

(取下) 

放電型表示装置の駆動方法 

特開平4-170580 

(取下) 

放電型表示装置の駆動方法 

特開平4-214590 

(取下) 

放電型表示装置の駆動方式 

特開平5-250995 

(取下) 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネル 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特開平6-203760 

(取下) 

気体放電表示パネルおよびその駆動方法 

特性:駆動高速化 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平4-214591 

(取下) 

放電型表示装置の駆動方式 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
特殊構造:ｾﾙ 

特開平4-018593 

(取下) 

放電パネル表示装置 

 

表 2.5.4 三菱電機の技術要素別課題対応特許(8/8) 
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2.6.1 企業の概要 

商号 株式会社 日立製作所 

本社所在地 〒101-8010 東京都千代田区神田駿河台4-6 

設立年 1920年（大正9年） 

資本金 2,820億32百万円（2002年3月末） 

従業員数 48,590名（2002年3月末）（連結：306,989名） 

事業内容 総合電機（情報・通信システム、電子デバイス、電力・産業システム、デ

ジタルメディア、民生機器等の製造・販売・サービス） 

1999年４月に富士通との合弁会社「富士通日立プラズマディスプレイ(株)」を発足し、

大型パネルの開発、製造、販売の事業を移管した。（出典：日立製作所のHP 1999年４月６

日付のニュースリリース） 

 

2.6.2 製品例 

コンシューマ向け商品の開発・製造・販売・サービスは日立ホーム＆ライフソリューシ

ョン株式会社が担当しており、PDPを使用したTVもここで扱われている。ワイド型PDPTVに

ついては32型/37型/42型/50型(いずれもハイビジョン対応)と、各社の中で最も幅広い製品

を発売している。 

 

表2.6.2 日立製作所の製品例(出展: 日立製作所のHP) 

 

2.6.3 技術開発拠点と研究者 

図2.6.3に、PDP駆動技術の日立製作所の出願件数と発明者数を示す。 

 

 

製品名 発売年月 概要 

W32-PD3000 

(シリーズ) 

記載無 ・32型ワイドハイビジョン対応テレビ 

・852x1024ドット、ALiS方式、消費電力213W 

W37-PD3000 

(シリーズ) 

記載無 ・37型ワイドハイビジョン対応テレビ 

・1024x1024ドット、ALiS方式、消費電力250W 

W42-PD3000 

(シリーズ) 

記載無 ・42型ワイドハイビジョン対応テレビ 

・1024x1024ドット、ALiS方式、消費電力318W 

W50-PDH3000 

 

記載無 ・50型ワイドハイビジョン対応テレビ 

・1280x768ドット、消費電力360W 

CMP307XJ3 

 

記載無 ・37型高精細モニタ(縦横比4:3) 

・1024x768ドット、消費電力390W 

CMP4121HDJ 

(シリーズ) 

記載無 ・42型ワイドハイビジョン対応モニタ 

・1024x1024ドット、ALiS方式、消費電力380W 

CMP4121HDNW-M 

 

記載無 ・42型縦型ハイビジョン対応情報ボード 

・1024x1024ドット、ALiS方式、消費電力380W 

CMP5000WXJ 

 

記載無 ・50型ワイドハイビジョン対応モニタ 

・1280x768ドット、消費電力380W 

2.6 日立製作所 
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日立製作所: 東京都千代田区神田駿河台四丁目 6 番地  株式会社日立製作所内 

の開発拠点  神奈川県横浜市戸塚区吉田町 292 番地  株式会社日立製作所 

神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 216 番地  株式会社日立製作所情報映像事業 

部内 

東京都小平市上水本町 5丁目 20番 1号  株式会社日立製作所半導体事業部内 

東京都国分寺市東恋ケ窪１丁目 280 番地  株式会社日立製作所中央研究所内 

千葉県茂原市早野 3300 番地  株式会社日立製作所茂原工場内 

千葉県習志野市東習志野七丁目 1 番 1 号  株式会社日立製作所オフイスシス 

テム設計開発センタ内 

神奈川県海老名市下今泉 810 番地  株式会社日立製作所オフィスシステム設 

計開発センタ内 

茨城県日立市大みか町七丁目 1 番 1 号  株式会社日立製作所日立研究所内 

茨城県日立市幸町三丁目 1 番 1 号  株式会社日立製作所日立工場内 

茨城県日立市久慈町 4026 番地  株式会社日立製作所日立研究所内 

東京都青梅市藤橋 888 番地  株式会社日立製作所リビング機器事業部内 

群馬県高崎市西横手町 1 番地 1  日立東部セミコンダクタ株式会社内 

 

図 2.6.3 日立製作所の出願件数と発明者数 
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2.6.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.6.4に、日立製作所の特許の課題と解決手段の分布を示す。課題では「平面型ディ

スプレイ共通」に対する各課題と、「(AC型PDP) 特性改善」に対するに出願が多く、「平面

型ディスプレイ共通」と「AC型PDP」の全体ではほぼ同程度の数の出願がある。 

特に出願の多い、課題「(平面型ディスプレイ共通)階調表示技術の改善」においては擬

似輪郭対策の解決手段として駆動シーケンスを工夫するものが多く、課題「(AC型PDP)特性

の改善」においては電圧マージンの拡大などを駆動シーケンスや駆動波形・電圧などを工

夫しているものが多い。 

表2.6.4には日立製作所の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数183件のうち登録特
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許34件は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これら日立製作所の出願のうちで、被引用回数の多い出願としては以下のものが

ある。 

・ 特許2720607 

 

 

図2.6.4 日立製作所の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平9-083911 

御子柴 茂生 

山口 高弘 

テレビジョン画像信号の階調表示方法およびその装置 

特開平9-107512 

御子柴 茂生 

山口 高弘 

戸田 幸作 

[被引用1回] 

テレビジョン画像信号の階調表示方法 

特開平10-171402 映像信号の階調表示方法及びこれを用いた表示装置 

特開平10-171400 映像信号の階調表示方法及びこれを用いた表示装置 

特許2777121 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/20 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置、駆動回路、及び階調表示方法 

SFにより階調のある画像を表示する表示装置において､複数のSFが､

SF の表示期間が長くなる順の配列部分を有して配列され､かつ､表示動

作時､隣り合ったﾌｨｰﾙﾄﾞ間で､階調が､少なくとも最高階調の略 1/2 ﾚﾍﾞﾙ

または略1/4 ﾚﾍﾞﾙの第1階調から第1階調より1 ﾚﾍﾞﾙ高い第2階調へ

と変化するとき､第2階調が1個のSFの作動で形成され､第1階調の先

行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内で最後に作動する SF が､第 2

階調の後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内で作動する1 個のSF

よりも､ﾌｨｰﾙﾄﾞ内での配列順番が後側にな

るように配列されることを特徴とする｡ 

特許2777122 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/20 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置、駆動回路、及び階調表示方法 

SFにより階調のある画像を表示する表示装置において､複数のSFが､

SF の表示期間が長くなる順の配列部分を有して配列され､かつ､互いに

隣り合ったﾌｨｰﾙﾄﾞ間で､先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の最終作動 SF から後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内

の作動SF である最長表示期間のSF に切替えられて階調が1 ﾚﾍﾞﾙ上が

るとき､先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の最終作動 SF が､

後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の最長表示期間の SF より

も､ﾌｨｰﾙﾄﾞ内での配列順番が後側になる

ように配列されることを特徴とする｡ 

特許2796534 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/20 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置及びその駆動回路 

SFにより階調のある画像を表示する表示装置において､表示期間の比

が1,2,22,23,…の複数個のSFをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に有し､複数個のSFが､SFの

表示期間が長くなる順の配列部分と短くなる順の配列部分とを有して

配列され､かつ､互いに隣り合うﾌｨｰﾙﾄﾞ間で､階調が､4 個の SF の作動で

形成される先行ﾌｨｰﾙﾄﾞの第1階調から､第1階調よりも1 ﾚﾍﾞﾙ高い後続

ﾌｨｰﾙﾄﾞの第2階調へと変化するとき､第2階調が1個のSF の作動で形

成され､先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内で最後に作動する

SFが､後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内で作動する1個のSF

よりも､ﾌｨｰﾙﾄﾞ内での配列順番が後側に

なるように配列されることを特徴とす

る｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許2777124 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/20 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置 

SFにより階調のある画像を表示する表示装置において､複数のSFが､

SF の表示期間が長くなる順の配列部分を有して配列され､かつ､互いに

隣り合うﾌｨｰﾙﾄﾞ間で､階調が､先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の5個以上の作動SFの組合

せによる第 1 階調から､後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の 1 個の作動 SF で形成され第 1

階調よりも1 ﾚﾍﾞﾙ高い第2階調へと変化するとき､先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内で最後

に作動するSFが､後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の1個の

作動SFよりも､ﾌｨｰﾙﾄﾞ内での配列順番が

後側になるように配列されることを特徴

とする｡ 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(1/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許2777125 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/20 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置、駆動回路、及び階調表示方法 

SFにより階調のある画像を表示する表示装置において､複数のSFが､

SF の表示期間が長くなる順の配列部分と短くなる順の配列部分とを有

して配列され､かつ､互いに隣り合ったﾌｨｰﾙﾄﾞ間で､階調が､少なくとも

最高階調の略3/4 ﾚﾍﾞﾙの第1階調から､第1階調よりも1 ﾚﾍﾞﾙ高い第2

階調へと変わるとき､第 2 階調が､最長表示期間の第1 の作動SF と､最

長表示期間の作動SF とともに第1 階調を形成する他の作動SF のいず

れよりも表示期間が長い第2の作動SFとの2個の作動SFで形成され､

先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の他の作動 SF のうちの最終

作動 SF が､後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の第 2 の作動 SF

よりも､ﾌｨｰﾙﾄﾞ内での配列順番が後側にな

るように配列されることを特徴とする｡ 

特許3121308 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/328 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置及び階調表示方法 

発光時間比を利用して階調のある画像を表現するために､1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ期

間を複数個に分割したSFを用いたｶﾞｽ放電式の表示装置において､1 ﾌｨｰ

ﾙﾄﾞ期間のSFの配列を､それぞれ3個以上のSFにより構成されるSFの

表示期間が長くなる順の第 1 の配列部分と短くなる順の第 2 の配列部

分とを有するように構成し､第 1､第 2 の配列部分の中で､2 番目に長い

表示期間の SF と 3 番目に長い表示期間の

SF とが互いに､且つ､最短表示期間のSF と

2 番目に短い表示期間のSF とが互いに､そ

れぞれ最長表示期間の SF に対し反対側に

配されるようにしたことを特徴とする｡ 

特開平10-254404 

[分割出願] 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置及び階調表示方法 

特許2908410 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/28 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置、駆動回路及び階調表示方法 

1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間内の複数のSF を､各SF に割り当てられる表示用ﾊﾟﾙｽの

数が多くなる順に3個以上のSF が配列される部分と少なくなる順に3

個以上の SF が配列される部分とを有しかつ両部分の範囲内に表示用ﾊﾟ

ﾙｽの数が最も多い SF が含まれるように配列

し､配列 SF のうち表示のため作動状態となる

SF に割り当てられた表示用ﾊﾟﾙｽの数に対応し

た階調ﾚﾍﾞﾙの画像を表示部に表示するように

したことを特徴とする｡ 

特許2908411 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/28 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置、駆動回路及び階調表示方法 

SF により階調のある画像を表示する表示装置において､1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間

内の複数のSFが､各SFに割り当てられる表示用ﾊﾟﾙｽの数が多くなる順

に3個以上のSF が配列される部分と少なくなる順に3個以上のSF が

配列される部分とを有しかつ両部分の範囲内に表示用ﾊﾟﾙｽの数が最多

の SF が含まれるように配列され､かつ､表示動作時､隣り合ったﾌｨｰﾙﾄﾞ

間で､先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の最終作動 SF の表示期間終了時点と後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内

の1個の作動SFの表示期間開始時点との間の

時間間隔が 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ未満となるように配列さ

れることを特徴とする｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許2908412 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/28 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置、駆動回路及び階調表示方法 

SF により階調のある画像を表示する表示装置において､1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間

内の複数のSFが､各SFに割り当てられる表示用ﾊﾟﾙｽの数が多くなる順

に3個以上のSFが配列される配列部分と少なくなる順に3個以上のSF

が配列される配列部分とを有しかつ両配列部分の範囲内に表示用ﾊﾟﾙｽ

の数が最多の SF が含まれるように配列され､かつ､先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の最終

作動 SF から後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の表示用ﾊﾟﾙｽ数が最多の作動 SF に切替えら

れて階調が 1 ﾚﾍﾞﾙ上がるとき､互いに隣り合ったﾌｨｰﾙﾄﾞ間で､先行ﾌｨｰﾙ

ﾄﾞ内の最終作動SFが､後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の表示用ﾊﾟﾙ

ｽ数最多のSFよりも､ﾌｨｰﾙﾄﾞ内での配列順番が後

側になるように配列されることを特徴とする｡ 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(2/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平10-254408 

[分割出願] 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置 

特開平11-119724 

[分割出願] 

表示装置、駆動回路及び階調表示方法 

特許3269468 

[分割出願] 

91.02.26 

G09G  3/328 

表示装置 

表示用ﾊﾟﾙｽで重み付けされた SF を用い階調のある画像を表示する表

示装置において､1ﾌｨｰﾙﾄﾞを第1の領域と第2の領域に分け､それぞれの

SF群が画像の階調を表示する第1のSF群と第2のSF群とをそれぞれ

第1の領域と第2の領域とに配し､第1のSF群と第2のSF群とを構成

する各々の SF は､重み付けﾚﾍﾞﾙ毎に各 SF 群

で略同じ表示ﾊﾟﾙｽ数を有し､第1のSF群と第

2 の SF 群とにより 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞの画像を表示す

ることを特徴とする｡ 

特許2976977 

[分割出願] 

91.02.26 

G09G  3/28 

表示装置、階調表示方法 

SFを用い階調のある画像を表示する表示装置において､表示用ﾊﾟﾙｽの

数が最多ﾚﾍﾞﾙの SF をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に複数個有し､表示動作時､隣り合う先

行､後続両ﾌｨｰﾙﾄﾞのそれぞれが最多ﾚﾍﾞﾙの SF のうちの一部のものを作

動状態にする階調であって後続ﾌｨｰﾙﾄﾞが1個の最多ﾚﾍﾞﾙのSFを作動状

態にする階調のとき､作動状態となる最多ﾚﾍﾞﾙの SF

を両ﾌｨｰﾙﾄﾞ間で､先行ﾌｨｰﾙﾄﾞで最多ﾚﾍﾞﾙの SF のうち

配列の最初のものが作動状態にされるときは後続ﾌｨｰ

ﾙﾄﾞで最多ﾚﾍﾞﾙの SF のうち配列の最後のもの以外の

ものを作動状態にするように組合せることにより両

ﾌｨｰﾙﾄﾞにおける作動 SF を分散させるようにしたこと

を特徴とする｡ 

特開2000-206930 

[分割出願] 

画像表示装置 

特開2000-206931 

[分割出願] 

画像表示装置 

特許3241024 

[分割出願] 

91.02.26 

G09G  3/328 

表示装置 

表示用ﾊﾟﾙｽの数で重み付けされた複数の SF を用い階調のある画像を

表示する表示装置において､重み付けが上位側で､表示用ﾊﾟﾙｽの数が略

等しいSFを1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ内に複数個有し､略等しい複数個の上位側SFの少

なくとも2個の上位側SF間に複数個の下位側SFを配すると共に､略等

しい複数の上位側 SF のうちで連動して同じ作動状態となる SF を除い

て､その他のSFが隣り合うﾌｨｰﾙﾄﾞで先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の他のSFのうちの最

初の SF の表示期間開始時点と後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の他の SF のうちの最後の

SF の表示期間開始時点との間隔が視覚特性の

臨界融合周期以下となるようにSFを配するこ

とを特徴とする｡ 

特開2000-029430 

(特許3362704) 

[分割出願] 

表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許3330110 

[分割出願] 

画像表示装置 

SFにより階調のある画像を表示する画像表示装置において､1ﾌｨｰﾙﾄﾞ

期間内の複数のSFを､各SFに割り当てられた発光重みが増加する順の

配列部分と減少する順の配列部分とからなるｸﾞﾙｰﾌﾟが 2 個含まれるよ

うに配置し､最大発光重みの SF が各ｸﾞﾙｰﾌﾟに含まれ､各最大発光重みの

SF が略1/2 ﾌｨｰﾙﾄﾞの間隔で配置され､最大輝度の1/2 の階調までは､一

方のｸﾞﾙｰﾌﾟを集中して発光させたことを特徴とする｡ 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(3/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許2777123 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/20 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置 

SFによりﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙを発光させ階調のある画像を表示する表示装置に

おいて､画像入力信号から第1の信号と第2 の信号とを､SF に合わせて

読み出し､第 1 の信号からﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙの第 1 のﾊﾟﾈﾙ部の第1 の電極を駆

動するための第1の駆動信号を形成し､第2の信号からﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙの第2

のﾊﾟﾈﾙ部の第1の電極を駆動するための第2の駆動信号を形成し､複数

の SF が､SF の表示期間が長くなる順の配列部分と短くなる順の配列部

分とを有するよう配列される情報信号を出力し､そ

の情報信号から上記第 1､第 2 のﾊﾟﾈﾙ部それぞれの

第2の電極を駆動するための第3の駆動信号を形成

し､階調画像を第1､第2 のﾊﾟﾈﾙ部に表示して全体の

画像を形成することを特徴とする｡ 

特許2908413 

[分割出願] 

89.11.01 

G09G  3/28 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置 

SFによりﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙを発光させ階調のある画像を表示する表示装置に

おいて､画像入力信号から読み出した第 1 の信号に基づきﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙの

第1のﾊﾟﾈﾙ部の第1の電極を駆動するための第1の駆動信号を形成し､

画像入力信号から読み出した第2の信号に基づきﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙの第2のﾊﾟ

ﾈﾙ部の第1の電極を駆動するための第2の駆動信号を形成し､第1､第2

のﾊﾟﾈﾙ部それぞれの第 2 の電極を駆動するための駆動信号であって､1

ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間内の複数のSFが､各SFに割り当てられ

る表示用ﾊﾟﾙｽの数が多くなる順に3個以上のSFが

配列される配列部分と少なくなる順に 3 個以上の

SF が配列される配列部分とを有しかつ両配列部分

の範囲内に表示用ﾊﾟﾙｽの数が最多の SF が含まれる

ように配列された第 3 の駆動信号を形成する手段

を備えたことを特徴とする｡ 

手順:分割駆動 

特開平11-242462 

[分割出願] 

表示装置 

階調:動画偽輪郭防止 

特開平11-085100 映像信号の表示装置 

品質:各種表示機能 
特開2001-350453 画像表示方法および画像表示装置 

 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特許3135533 

[分割出願] 

91.12.17 

G09G  3/288 

マトリクス駆動型表示装置及びその駆動方法 

複数の電極からなる第1の電極群と､第1の電極群の電極に交差する

複数の電極からなる第2の電極群と､第1,第2の電極群の電極の交点毎

に形成された表示ｾﾙとを有する表示ﾊﾟﾈﾙに画像表示するﾏﾄﾘｸｽ駆動型表

示装置において､入力画像信号に基づいて､第 1 の電極群の各電極を駆

動する第1の駆動信号を形成し､各ﾌｨｰﾙﾄﾞ毎に､ﾌｨｰﾙﾄﾞの前半期間に第2

の電極群の表示ﾗｲﾝの第1の表示ｾﾙを駆動するための第1の表示ﾊﾟﾙｽを

形成して出力し､かつﾌｨｰﾙﾄﾞの後半期間に第 2 の

電極群の表示ﾗｲﾝの第 2 の表示ｾﾙを駆動するため

の第 2 の表示ﾊﾟﾙｽを形成する手段を備えること

により､第 2 の電極群の表示ﾗｲﾝに交互に配置さ

れた第 1 の表示ｾﾙと第 2 の表示ｾﾙを駆動するこ

とを特徴とする｡ 

手順:期間構成 
特開2000-347616 表示装置および表示方法 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2002-182606 

富士通日立プラズ

マディスプレイ 

表示装置および表示方法 

特性:駆動高速化 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2002-082647 

富士通日立プラズ

マディスプレイ 

表示装置および表示方法 

各種映像信号等:画素数

等変換 
手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平9-305142 ディスプレイ装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

各種映像信号等:各種ｳｲﾝ

ﾄﾞｳ表示 
手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開平10-055151 ディスプレイ装置 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(4/13) 



 
 

 

170 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平11-038932 画像表示装置 

特開平11-052911 マトリクスパネル表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2000-259146 画像表示装置 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:条件対応制御
特開平11-119730 映像表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2000-023181 カラ－映像信号の表示装置 

階調:誤差拡散･面積階調

等 
信号処理:条件対応制御

特開2000-206923 映像信号処理装置と画像表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平11-288241 

日立画像情報シス

テム 

[被引用1回] 

ガンマ補正回路 

特開2000-010519 

日立画像情報シス

テム 

画像表示装置および画像表示システム 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2001-312259 表示装置 

特開2000-298450 ガンマ補正回路 

品質:γ/逆γ補正 

信号処理:条件対応制御
特開2001-186378 映像信号処理装置およびテレビジョン信号受信装置 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2001-142448 表示装置 

品質:焼き付き 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2002-049365 

日立画像情報シス

テム 

ディスプレイ装置 

特許3367453  

[分割出願] 

表示装置及び表示方法 

特開平11-316573 

[分割出願] 

表示装置及び表示方法 

特開平11-316574 

[分割出願] 

表示装置及び表示方法 

特開平11-311976 

[分割出願] 

表示装置及び表示方法 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平11-316575 

[分割出願] 

表示装置及び表示方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平5-053528 

(取下) 

デ－タ処理装置とその画面表示方法及び表示装置 

品質:画面輝度調節 

特許3002490 

[異議終了] 

90.02.16 

G09G  3/28 

駆動回路，表示装置及び表示方法 

ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの表示ﾊﾟﾙｽを用い画像を表示する表示装

置において､表示前の入力画像信号から得る輝度情報

に基づき表示ﾊﾟﾙｽの数を表示に先立ち予め制御し制

御した表示ﾊﾟﾙｽ数で表示部を駆動するようにしたこ

とを特徴とする｡ 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:条件対応制御

特開平11-327497 映像信号処理装置および表示装置 

高解像度:信号処理･駆動

高速化 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平10-268833 時分割信号処理方式及びそれを用いたマトリクスディスプレ

イ装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平10-161632 

日立画像情報シス

テム 

画像表示装置 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(5/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:制御信号 

特許3078794 

[分割出願] 

85.10.18 

G09G  1/20 

日立画像情報シス

テム 

ディスプレイ装置 

入力された映像信号を用いて表示ﾃﾞﾊﾞｲｽ上に画像の表示を行うﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲ装置において､水平同期の基準ﾊﾟﾙｽ信号を､与えられる逓倍値に基

づき逓倍し､表示ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾄﾞｯﾄに対応して画像の表示を行うためのﾄﾞｯﾄ

表示信号を生成するﾄﾞｯﾄ表示信号生成手段と､基準ﾊﾟﾙｽ信号の逓倍値を

入力映像信号の仕様に基づいて求め､逓倍値をﾄﾞｯﾄ表示信号生成手段に

供給することにより､入力映像信号の仕様に

対応してﾄﾞｯﾄ表示信号の周波数を制御する

制御回路とを備え､手動操作によりﾄﾞｯﾄ表示

信号を調整可能にした｡ 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平6-095614 

(取下) 

日立画像情報シス

テム 

表示装置 

特開平8-160905 

(取下) 

マトリクスディスプレイ装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平9-212150 映像信号処理装置 

信号処理:条件対応制御
特開2001-184038 映像信号処理装置 

特開平4-195086 

(取下) 

マトリクス形表示装置及びそれに用いる制御回路 

信号処理:制御信号 

特許3006753 

（審判・成立） 

[分割出願] 

85.10.18 

G09G  1/16 

日立画像情報シス

テム 

ディスプレイ 

入力された映像信号を用いて表示ﾃﾞｨﾊﾞｲｽ上に画像の表示を行うﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲ装置において､水平同期の基準ﾊﾟﾙｽ信号を逓倍して､表示ﾃﾞｨﾊﾞｲｽの

ﾄﾞｯﾄに対応して画像の表示を行うためのﾄﾞｯﾄ表示信号を生成するﾄﾞｯﾄ

表示信号発生手段と､基準ﾊﾟﾙｽ信号の逓倍値を入力映像信号の仕様に基

づいて求め､該逓倍値によりﾄﾞｯﾄ表示信号生

成手段を制御してﾄﾞｯﾄ表示信号の周波数を

調整する制御回路とを有することを特徴と

する｡ 

特開平10-011009 映像信号の処理装置及びこれを用いた表示装置 

各種映像信号等:画素数

等変換 

特開2001-013934 

日立画像情報シス

テム 

記憶装置制御手段、制御方法及び処理装置 

各種映像信号等:各種ｳｲﾝ

ﾄﾞｳ表示 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平10-214076 画像表示装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 信号処理:条件対応制御
特開2000-224518 ディスプレイ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平7-152338 

[分割出願] 

表示駆動装置 

特開平4-331983 

(取下) 

表示装置 低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平4-333096 

（審判・不成立） 

ディスプレイ装置 

高信頼性:故障対策 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2001-244411 ドライバＩＣモジュ－ル 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平7-162789 

(取下) 

マルチスクリ－ンディスプレイ 

特性:駆動高速化 
特開平10-107602 半導体回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2001-236032 容量性負荷駆動回路 

特開2000-214821 駆動装置及びこれを用いた表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共

通:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開2000-221938 駆動装置及びこれを用いた表示装置 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(6/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3238035 

95.02.28 

H03K 17/756 

日立原町電子工業 

容量性負荷の駆動回路 

一方の主端子,他方の主端子､及び制御端子を有する第1 及び第2 の

半導体素子と､第 1 の半導体ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子の一方の主端子と第 2 の半導

体ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子の他方の主端子との間に接続されるとともに､第 2 の半

導体ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子の他方の主端子と制御端子との間に接続されるﾀﾞｲｵｰ

ﾄﾞと､第 1 の半導体ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子の他方の主端子と第 2 の半導体素子の

一方の主端子との間に電源が接続され､第 2 の半導体ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子の一

方の主端子と他方の主端子との間に容量性負荷が接続され､一方の主端

子が第 2 の半導体ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子の他方の主端子に接続され､他方の主端

子が第1の半導体ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子の他方の主端子に接続される第3の半導

体ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子を有することを特徴とする容量性負荷の駆動回路｡ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特開2001-024491 容量性負荷駆動回路及び容量性負荷駆動回路をもつ表示装置

特許2901679 

[異議終了] 

90.01.08 

G09G  3/28 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示装置の駆動回路 

表示素子の電極に 3 値以上の電圧ﾊﾟﾙｽを印加する表示装置の駆動回

路において､電荷注入用ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ及び電荷放出用ﾀﾞｲｵｰﾄﾞが接続され､電

荷注入用ﾀﾞｲｵｰﾄﾞを介し電荷を電極に供給しかつ電荷放出用ﾀﾞｲｵｰﾄﾞを

介し電極からの電荷を回収する電力回収回路

と､電極に接続され､電力回収回路で発生する

電圧ﾊﾟﾙｽに対し電圧値が異なりかつ時間的に

重ならないﾊﾟﾙｽを発生する第2の回路とを備

えたことを特徴とする｡ 

特開平10-105113 

[被引用1回] 

容量性負荷の駆動方法及び回路 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開2000-181401 容量性負荷の駆動回路及びそれを用いた表示装置 

特許2771523 

[分割出願] 

88.09.26 

G09G  3/28 

表示装置 

表示部の電極の静電容量を用いた共振を利用しﾊﾟﾙｽで電極を駆動し

表示を行う表示装置において､電源部と､少なくともﾊﾟﾙｽの立上り時と

立下り時に電源部に接続される可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部と､電極の可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ

部側への接続状態を切換える切換部とを備え､表示動作時に､可変ｲﾝﾀﾞｸ

ﾀﾝｽ部側に接続状態とされる電極数の変化に基づく共振の特性変化を可

変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ値変化で補償した状態で､切換部が､ﾊﾟﾙｽの立

上り時には電源部側からの電荷を接続電極に供給する経路を形成し､立

下り時には接続電極の電荷を電源部側に移

動させる経路を形成するようにしたことを

特徴とする｡ 

特許2771524 

[分割出願] 

88.09.26 

G09G  3/28 

表示装置、表示部駆動用回路、及び表示パネルの駆動方法 

表示部の電極の静電容量を用いた共振を利用して電極を駆動する表

示装置において､電源部と共振用の可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部とを有し電気ｴﾈﾙｷﾞｰ

をﾊﾟﾙｽ状に出力するﾊﾟﾙｽ駆動源と､電極と可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部側との接続状

態を 1 水平周期(1H)で切換える切換部とを備え､表示動作時に､切換え

により可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部側と接続状態にされる電極数が減少するときは

可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ値を増加させ､電極数が増加するときはｲﾝﾀﾞ

ｸﾀﾝｽ値を減少させて共振によるﾊﾟﾙｽの立上り

特性を略一定にした状態で､切換部を介しﾊﾟﾙｽ

駆動源からの電気ｴﾈﾙｷﾞｰを接続状態の複数の

電極に分配する構成としたことを特徴とする｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特許2771525 

[分割出願] 

88.09.26 

G09G  3/28 

[被引用2回] 

表示装置及び表示部駆動用回路 

駆動回路の出力で負荷としての表示部を駆動する表示装置において､

駆動回路が､ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ値の比がそれぞれ1,1/2,1/22 ,…,1/2j-1 の複数

j個のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ素子がそれぞれｽｲｯﾁ部を介し並列に接続された構成を有

し､ｽｲｯﾁ部の ON/OFF 状態の組合わせによりｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ値が変えられる可

変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部を備え､表示動作時の表示部の駆動回路に対する接続状態

の変化に基づく負荷変化を補償するようにｽ

ｲｯﾁ部を制御して可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ

値を変える構成としたことを特徴とする｡ 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(7/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許2771526 

[分割出願] 

88.09.26 

G09G  3/28 

表示装置 

表示部の電極の静電容量を用いた共振を利用して電極を駆動する表

示装置において､電源部と共振用の可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部とを有して成るﾊﾟﾙｽ

駆動源と､電極とﾊﾟﾙｽ駆動源側との接続状態を走査用のﾊﾟﾙｽの周期と同

じ周期で切換える切換部とを備え､表示動作時に､切換えにより可変ｲﾝ

ﾀﾞｸﾀﾝｽ部側に接続状態とされる電極数の変化に基づく共振の特性変化

を可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ値変化で補償した状態で､ﾊﾟﾙｽ駆動源から

の電気ｴﾈﾙｷﾞｰを駆動ﾊﾟﾙｽとして接続状態の複数の電極に分配する経路

を形成しかつ経路を通して駆動ﾊﾟﾙｽを複数

の接続電極にｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの表示期間に対応し

た数だけ供給するようにしたことを特徴と

する｡ 

特許2771527 

[分割出願] 

88.09.26 

G09G  3/28 

表示装置及び表示部駆動用回路 

表示部の電極の静電容量を用いた共振を利用して駆動する表示装置

において､可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部と､電極と可変ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部側との接続状態を

切換える切換部とを備え､表示動作時､切換部による接続電極数の変化

に対応し､表示部の容量を含み共振を形成する容量の容量値と可変ｲﾝﾀﾞ

ｸﾀﾝｽ部のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ値との積がﾊﾟﾙｽの立上り仕様

を満たす値となるようにｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ値を制御する

構成としたことを特徴とする｡ 

特許2771528 

[分割出願] 

88.09.26 

G09G  3/28 

表示装置、可変インダクタ、及び表示部駆動用回路 

駆動回路で負荷としての表示部を駆動し表示を行う表示装置におい

て､駆動回路が､第1のｽｲｯﾁ部と第1のﾀﾞｲｵｰﾄﾞ部とを備えた第1の回路

部と第2のﾀﾞｲｵｰﾄﾞ部と第2のｽｲｯﾁ部とを備えた第2の回路部との直列

回路を複数個並列に接続して成る切換部と､複数の直列回路のそれぞれ

の第 1 の回路部と第 2 の回路部との間にそれぞれの一方の端部が接続

された複数のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部とを備え､表示動作時の表示部の駆動回路に対

する接続状態の変化に基づく負荷変化を補償するように､切換部の複数

の第 1 のｽｲｯﾁ部と第 2 のｽｲｯﾁ部の接続状態を変えて複数のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ部

の接続状態を変え､第1の回路部を介し表

示部への電荷の供給と､第2の回路部を介

し電源部への電荷の移動を行う構成とし

たことを特徴とする｡ 

低消費電力:電力回収 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平10-117134 

(取下) 

[分割出願] 

表示装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平10-026952 

日立原町電子工業 

容量性負荷の駆動回路及び表示装置 

低消費電力:電力調節 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-022288 画像表示装置 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 

特開平10-117135 

(取下) 

[分割出願] 

スイッチ回路及びこれを用いた表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:発熱対策等 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平10-065516 ドライバＩＣおよびこれを用いた電子装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開2001-312262 映像表示装置 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共

通:

応
用
等 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2001-265305 画像・映像表示ユニット、これを用いた画像・映像表示装置

及び画像・映像表示方法 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(8/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

特
殊

構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 特殊構造:ｾﾙ 

特開平11-109916 

（審判・不成立） 

[被引用1回] 

カラ－画像表示装置 

階調:AWS方式 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開平11-237859 プラズマパネル表示装置およびプラズマパネルの駆動方法 

特許2720607 

90.03.02 

G09G  3/28 

[被引用5回] 

表示装置、階調表示方法及び駆動回路 

SF を用い階調のある画像を表示する表示装置において､1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ内

に､最長表示期間の SF を含む表示期間の略等しい複数の SF を有し､表

示動作時､隣り合ったﾌｨｰﾙﾄﾞ間で後続ﾌｨｰﾙﾄﾞの階

調がその複数の SF の一部のものを用いるﾚﾍﾞﾙ

で､しかも､先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内でその複数のSF のうち

で配列順番が最後のものが作動状態にされたと

きは､後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内で配列順番が最初以外のもの

を作動状態とし､両ﾌｨｰﾙﾄﾞにおける作動 SF を分

散させて階調の乱れを抑える｡ 

特許2856203 

[分割出願] 

91.02.26 

G09G  3/28 

表示装置 

SFを用い階調のある画像を表示する表示装置において､ﾌｨｰﾙﾄﾞ内に階

調ﾚﾍﾞﾙ形成に用いる全SFとして6個以上のSFを設け､かつ6個以上の

SF の全てをﾌｨｰﾙﾄﾞ内の一部期間に配し､隣り

合った2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ内でSF それぞれの表示期間開

始時点が視覚特性の臨界融合周期内にあるよ

うにして､階調乱れを抑えた画像を表示するよ

うにしたことを特徴とする表示装置｡ 

特許2877142 

[分割出願] 

91.02.26 

G09G  3/28 

表示装置 

表示用ﾊﾟﾙｽで重み付けされた SF を用い階調

のある画像を表示する表示装置において､階調

ﾚﾍﾞﾙ形成に用いる 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の全 SF を､同じ

重みﾚﾍﾞﾙの SF が全重みﾚﾍﾞﾙ毎にそれぞれ複数

個あるようにしたことを特徴とする｡ 

特許2877143 

[分割出願] 

91.02.26 

G09G  3/28 

表示装置 

表示用ﾊﾟﾙｽで重み付けされた SF を用い階調のある画像を表示する表

示装置において､階調ﾚﾍﾞﾙ形成に用いる1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ内のSFの配列を､最高

重みﾚﾍﾞﾙの SF のうちの 2 つが全 SF 配列の最初と最後とに配され､か

つ､両者間の他の SF が､隣り合ったﾌｨｰﾙﾄﾞにおける先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の他の

SFのうちの最初のSFの表示期間開始時点と後続

ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の他の SF のうちの最後の SF の表示期

間開始時点との間隔が 20.8msec 以下となるよう

に配される配列としたことを特徴とする｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:
方
式 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許2904197 

[分割出願] 

91.02.26 

G09G  3/28 

表示装置 

SFによりﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙを発光させ階調のある画像を表示する表示装置に

おいて､画像入力信号から第1の信号と第2 の信号とを､SF に合わせて

読み出し､第 1 の信号に基づきﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙの第 1 のﾊﾟﾈﾙ部の第1 の電極

を駆動するための第 1 の駆動信号を形成し､第 2 の信号に基づきﾏﾄﾘｸｽ

ﾊﾟﾈﾙの第 2 のﾊﾟﾈﾙ部の第1 の電極を駆動するための第2 の駆動信号を

形成し､第 1､第 2 のﾊﾟﾈﾙ部それぞれの第 2 の電極

を駆動するための駆動信号であって､ﾌｨｰﾙﾄﾞ内に表

示期間の等しい複数の SF を有し隣り合った先行､

後続両ﾌｨｰﾙﾄﾞそれぞれの階調ﾚﾍﾞﾙを複数のSFのう

ち作動するものの複数選択肢で形成可能なSF配列

信号に基づきﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙを発光させる第3の駆動信

号を形成する手段を備えたことを特徴とする｡ 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(9/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平11-024625 プラズマディスプレイ表示装置およびその駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 手順:分割駆動 

特許2904198 

[分割出願] 

91.02.26 

G09G  3/28 

表示装置 

SFによりﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙを発光させ階調のある画像を表示する表示装置に

おいて､画像入力信号から読み出した第 1 の信号に基づきﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙの

第1のﾊﾟﾈﾙ部の第1の電極を駆動するための第1の駆動信号を形成し､

画像入力信号から読み出した第2の信号に基づきﾏﾄﾘｸｽﾊﾟﾈﾙの第2のﾊﾟ

ﾈﾙ部の第1の電極を駆動するための第2の駆動信号を形成し､第1､第2

のﾊﾟﾈﾙ部それぞれの第 2 の電極を駆動するための駆動信号であって､画

像の階調ﾚﾍﾞﾙ形成に用いる全 SF をﾌｨｰﾙﾄﾞ内の一

部期間内に配し隣り合ったﾌｨｰﾙﾄﾞで先行ﾌｨｰﾙﾄﾞ内

の最初の SF の表示期間開始時点と後続ﾌｨｰﾙﾄﾞ内

の最後の SF の表示期間開始時点との間隔を臨界

融合周期以下とした SF 配列信号に基づきﾏﾄﾘｸｽﾊﾟ

ﾈﾙを発光させる第 3 の駆動信号を形成する手段を

備えたことを特徴とする｡ 

階調:階調再現性等 
特開平11-065517 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開平9-319330 

[被引用1回] 

プラズマ表示パネルの駆動方法 

品質:画面輝度調節 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平11-052913 プラズマディスプレイ装置 

特開平10-063222 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
手順:分割駆動 

特許2917184 

91.12.17 

H04N  5/66 

マトリクス駆動型表示装置及び表示方法 

複数の第1の電極からなる電極群と､その電極群に交差しかつ表示ﾗｲ

ﾝに沿って互いに平行に配列された第2,第3の電極を電極対とする電極

対群とを有する表示ﾊﾟﾈﾙを駆動するﾏﾄﾘｸｽ駆動型表示装置において､電

極対群を1 つおきの電極対からなる第1 の電極対群と他の1 つおきの

電極対からなる第 2 の電極対群とに分割し､各ﾌｨｰﾙﾄﾞ期間を､前半部の

第 1 のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ期間と､後半部の第 2 のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ期間とに分割し､画

像情報を処理して第1 の電極に供給する第1 の駆動信号を生成し､第1

のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ期間では､第 1 の電極対群の電極対に接続される表示ｾﾙで

第1の駆動信号に応じた発光を可能とし､第2のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ期間では､第

2の電極対群の電極対に接続される表示ｾﾙで第1の駆動信号に応じた発

光を可能とすることを特徴とする｡ 

特性:駆動高速化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2001-184025 プラズマディスプレイ装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

低消費電力:発光効率向

上 
手順:分割駆動 

特開平10-187095 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び表示装置 

高解像度:信号処理･駆動

高速化 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平11-175024 プラズマディスプレイ装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
信号処理:制御信号 

特開平4-269788 

(取下) 

圧縮機の制御方法およびその装置 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開平10-240187 ディスプレイ信号処理手段および該信号処理手段のメモリ制

御方式 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ

ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:発熱対策等 信号処理:制御信号 

特開平11-085120 

日立画像情報シス

テム 

デジタル映像信号表示装置 

階調:階調再現性等 波形･電圧:維持 
特開平11-143423 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2000-010521 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:高輝度化 

波形･電圧:維持 
特開平11-219150 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧

部 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開2000-259120 

日立画像情報シス

テム 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び装置 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(10/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 波形･電圧:維持 
特開2001-060075 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びその装置 

品質:画面輝度調節 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 
特開平9-325736 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイ装置および駆動方法 

品質:表示色再現性･調節

等 
波形･電圧:維持 

特開平11-184428 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:表示異常･画像劣化 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2001-318647 プラズマディスプレイ駆動回路およびプラズマディスプレイ

装置 

特開平10-207419 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平11-065513 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平11-259040 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
手順:ﾘｾｯﾄ 

特開2001-013918 放電式表示パネルの駆動方法と表示装置 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平9-319328 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの書込み方式 

手順:維持消去 
特開平10-228257 プラズマディスプレイパネルの駆動方法、駆動装置及びこれ

を用いたプラズマディスプレイ 

特開平11-259041 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:分割駆動 

特許3093726 

[分割出願] 

91.12.17 

G09G  3/28 

マトリクス駆動型表示装置及び表示方法 

第 1 の電極に交差して表示ｾﾙを形成しかつ互いに略平行な第 2､第 3

の電極を有する表示ﾊﾟﾈﾙをﾊﾟﾙｽで駆動し画像表示するﾏﾄﾘｸｽ駆動型表示

装置において､画像入力信号から第1の信号を出力させ､1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ内に複

数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ群を各ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ群が互いに重なる範囲内で表示ﾊﾟﾙｽの

位相がずれるように形成した情報信号を第 2 の信号として出力し､第 1

の信号から第1の電極を駆動する第1の駆動信号を形成し､情報信号の

第1のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ群に基づき第2及び第3の電極

を駆動する第1のﾊﾟﾙｽを形成し､第2のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ

群に基づき第1のﾊﾟﾙｽで駆動される電極に隣接す

る他の第2及び第3の電極を駆動する第2のﾊﾟﾙｽ

を形成し､それぞれを第 2 の駆動信号として出力

する手段を備えたことを特徴とする｡ 

特開2000-029431 プラズマディスプレイの駆動方法及び装置 

特開2000-172224 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開2000-105568 表示パネルの駆動方法と放電式表示装置 

特開平11-065516 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法および駆動装置 

特開平11-161224 駆動回路及びこれを用いた表示装置 

特開平11-161225 駆動回路及びこれを用いた表示装置 

特開平11-161227 表示装置及びそのアドレス駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開2000-066635 プラズマ表示装置の駆動方法 

特開平9-319329 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:維持 
特開2001-013913 放電式表示装置及びその駆動方法 

波形･電圧:維持消去 
特開平10-207418 プラズマディスプレイパネルの電荷消去方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平11-194744 プラズマディスプレイ装置並びにそれに用いる駆動回路及び

駆動用半導体集積回路 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(11/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2000-330514 表示装置、ＰＤＰ表示装置及びその駆動回路 

特開2001-358412 

富士通日立プラズ

マディスプレイ 

回路基板およびそれを用いたプラズマディスプレイ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開2002-196719 

富士通日立プラズ

マディスプレイ 

プラズマディスプレイ装置 

特性:駆動高速化 波形･電圧:維持消去 
特開平8-328507 プラズマディスプレイの駆動方法 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2000-089724 半導体モジュ－ル及びそれを搭載したプラズマディスプレイ

駆動回路、並びにプラズマディスプレイ装置 

特性:電磁放射･赤外放射 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-083909 プラズマディスプレイ装置 

低消費電力:電力回収 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平10-111667 容量性負荷駆動回路及びこれを用いたプラズマ表示器 

特開平10-171399 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び表示装置 

低消費電力:発光効率向

上 
特開2002-156939 

富士通日立プラズ

マディスプレイ 

プラズマディスプレイ装置 

特開2001-075526 表示装置及びその制御方法 
波形･電圧:維持 

特開2001-075531 表示パネルの駆動方法及びその装置 低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開2001-013917 

富士通 

ディスプレイ装置 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平11-225054 容量性負荷駆動回路 

手順:分割駆動 
特開2002-049350 プラズマディスプレイパネルの表示駆動方法、及びこれを用

いた画像表示装置 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

波形･電圧:維持 

特開2001-034227 

日立画像情報シス

テム 

表示装置及びその駆動方法 

低ｺｽﾄ化:汎用･低価格素

子適用 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開2000-305520 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示用放電管の駆動回路 

高信頼性:長寿命化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2001-125533 パネル駆動回路及びそれを用いたディスプレイ装置 

波形･電圧:条件対応制御

特開2000-112432 

日立画像情報シス

テム 

プラズマディスプレイ装置およびその制御方法 

特開平10-078767 

日立画像情報シス

テム 

プラズマディスプレイ装置 

特開平10-326086 駆動回路及びこれを用いた表示装置 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平10-326087 駆動回路及びこれを用いた表示装置 

特開平10-187092 容量性負荷あるいは放電セルを負荷とする駆動回路及びこれ

を用いたプラズマディスプレイ装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:故障対策 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開平11-338415 

[分割出願] 

駆動回路及びこれを用いた装置 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(12/13) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:高/低輝度部階調 波形･電圧:維持 

特開2000-122605 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示用放電管の駆動方法 

品質:各種表示機能 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開2000-305512 

日立デバイスエン

ジニアリング 

画像表示装置 

手順:ﾘｾｯﾄ 

特開2000-113822 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示用放電管の駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開2000-330511 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示用放電管の駆動方法 

手順:維持 

特開2000-113823 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示用放電管の駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開2000-330510 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示用放電管の駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ｾﾙ 
特開2000-100337 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

高解像度:高精細化 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開2000-330512 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示用放電管の駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

試
験

/

検
査 

周辺:試験方法 
回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開平11-149870 プラズマディスプレイパネルの試験方法 

波形･電圧:維持 

特開平4-125587 

(取下) 

メモリ型ガス放電パネルの駆動方法 

特開平10-199427 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示用放電管とその駆動方法 

品質:高輝度化 

特開平10-308177 

日立デバイスエン

ジニアリング 

表示用放電管とその駆動方法 

特開平8-137431 

(取下) 

ガス放電表示装置 

特開平9-090899 ４電極プラズマディスプレイパネルの駆動方式 
品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特開平9-138667 プラズマディスプレイパネルの駆動方式 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ｾﾙ 

特開平8-328506 

(取下) 

プラズマディスプレイの駆動方式 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平8-106267 

(取下) 

[分割出願] 

表示装置の駆動回路 

 

表 2.6.4 日立製作所の技術要素別課題対応特許(13/13) 
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2.7.1 企業の概要 

商号 パイオニア 株式会社 

本社所在地 〒153-8654 東京都目黒区目黒1-4-1 

設立年 1947年（昭和22年） 

資本金 490億49百万円（2002年3月末） 

従業員数 5,088名（2002年3月末）（連結：31,220名） 

事業内容 家庭用映像・音響機器、カーエレクトロニクス製品（カーナビ等）の製造・

販売、映像・音楽ソフトの制作・販売、特許（光ディスク関連特許収入）

2000年３月１日付の組織変更により、子会社である静岡パイオニア株式会社に企画・開

発・生産を一元化し、2001年秋に年産10万台規模の第２ラインを完成させ、また、2003年

９月稼働を目標に、さらに、年産10万台規模の第３ラインの建設を発表している。(出典: パ

イオニアのHP 「報道資料」) 

 

2.7.2 製品例 

上述のように静岡パイオニアにてPDP製品を扱っている。43型および50型のワイドハイ

ビジョン対応の家庭向けTVおよび業務用モニタなどを製品化している。 

 

表2.7.2 パイオニアの製品例(出展: パイオニアのHP) 

 

2.7.3 技術開発拠点と研究者 

図2.7.3に、PDP駆動技術のパイオニアの出願件数と発明者数を示す。 

 

パイオニア: 山梨県甲府市大里町４６５番地  パイオニア株式会社内 

の開発拠点  山梨県中巨摩郡田富町西花輪２６８０番地  パイオニア株式会社甲府プラズ 

マパネルセンター内 

静岡県袋井市鷲巣字西ノ谷１５番地１  パイオニア株式会社静岡工場内 

東京都大田区大森西４丁目１５番５号  パイオニア株式会社大森工場内 

埼玉県鶴ヶ島市富士見６丁目１番１号 

 

 

製品名 発売年月 概要 

PDP-A433HD 

(シリーズ) 

 

2002年12月 ・43型BS・110度CSデジタルワイドハイビジョン

対応テレビ 

・1024x768ドット、消費電力344W 

PDP-A503HD 

 

 

2002年12月 ・50型BS・110度CSデジタルワイドハイビジョン

対応テレビ 

・1280x768ドット、消費電力395W 

PDP-503PRO 

 

2002年 ・50型ワイド高精細モニタ 

・1280x768ドット、消費電力348W 

2.7 パイオニア 
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図 2.7.3 パイオニアの出願件数と発明者数 
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2.7.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.7.4に、パイオニアの特許の課題と解決手段の分布を示す。課題では「AC型PDP」に

ついて、「階調表示の改善」、「表示品質の向上」、「特性の改善」に出願が多く、解決手段と

してシーケンスや駆動波形・電圧などを工夫した出願が多い。 

特に出願の多い、「特性の改善」については書込直前の各セルの壁電荷均一化による電

圧マージンの拡大に関し、解決手段として波形に特徴を持たせたものがある。 

表2.7.4にはパイオニアの技術要素別課題対応特許を示す。出願件数132件のうち登録特

許２件と被引用５回以上の特許は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これらパイオニアの出願のうちで、被引用回数の多い出願としては以下のような

ものがある。 

・ 特開平7-287548 

・ 特開平10-177363 

・ 特開平8-286636 
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図 2.7.4 パイオニアの特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:高階調化 手順:条件対応制御 
特開2000-315069 ディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平9-218662 自発光画像表示パネルの駆動方法 

手順:分割駆動 
特開2000-003153 ディスプレイパネルの中間調表示方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平8-234694 

[被引用2回] 

自発光表示パネルの駆動方法 階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:条件対応制御
特開平9-102921 

[被引用2回] 

自発光表示パネルの駆動装置 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2001-306019 ディスプレイパネルの駆動方法 

品質:高/低輝度部階調 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2001-306020 ディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2001-296833 ディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-259121 ディスプレイパネルの駆動方法 各種映像信号等:各種信

号等への対応 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-222250 ディスプレイパネルの駆動方法 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
手順:分割駆動 

特開2000-338931 ディスプレイパネルの駆動方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平10-098663 自発光表示器の駆動装置 

階調:動画偽輪郭防止 
特開平10-124000 自発光表示器の駆動装置 

階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:条件対応制御
特開2001-154630 ディスプレイ装置のディザ処理回路 

品質:高/低輝度部階調 
特開2000-259118 ディスプレイパネルの駆動方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2000-013814 映像信号処理回路 

品質:画面輝度調節 

信号処理:条件対応制御
特開平11-024631 

[被引用1回] 

輝度制御装置 

品質:各種表示機能 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平11-296130 ディスプレイパネルの駆動装置 

特開平10-098662 自発光表示器の駆動装置 

特開平11-261927 表示装置 

特開平11-282406 ディスプレイパネルの駆動装置 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2001-346131 表示装置 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:制御信号 
特開平11-284931 ディスプレイパネルの駆動装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開平10-240189 表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:発熱対策等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平7-210109 平面表示装置の駆動方法 

特開平11-344948 表示パネルの駆動装置 

特開2000-250484 表示パネルの駆動装置 

特開2001-022321 表示パネルの駆動装置 

特開2001-306028 表示パネルの駆動装置 

低消費電力:電力回収 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2002-156941 

静岡パイオニア 

表示パネルの駆動装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 低消費電力:低電圧駆動 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平11-085093 表示パネル駆動装置 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2002-023693 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ 
特開平7-210113 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平6-337654 

(取下) 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平7-162787 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

特開平5-041841 

(取下) 

[被引用1回] 

放電パネル表示装置の駆動方法 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平6-282243 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

特開平6-274126 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

階調:AWS方式 

手順:分割駆動 
特開平6-282242 

(取下) 

ガス放電パネルの駆動方法 

階調:ADS方式等 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2001-312244 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:高階調化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2000-347619 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-227778 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-231362 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開2000-242227 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平10-301531 ディスプレイパネルの中間調表示方法 

特開平11-305726 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 

特開平11-073157 ディスプレイパネルの中間調表示方法 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2000-276102 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
階調:誤差拡散･面積階調

等 
手順:分割駆動 

特開2002-006800 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2002-023689 プラズマディスプレイ装置 

品質:高輝度化 
特開平8-340504 

(取下) 

マトリクス方式プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:高輝度化 

手順:分割駆動 
特開2001-350446 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平8-294071 

(取下) 

マトリクス方式プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2000-276103 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ 
特開2001-337646 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平11-007264 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

手順:分割駆動 
特開平11-095721 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:焼き付き 手順:ﾘｾｯﾄ 
特開2001-350447 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

品質:ちらつき等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2000-259122 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平8-335054 

(取下) 

マトリクス方式プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持 特開平9-006280 

(特許3369395) 

[被引用2回] 

マトリクス方式プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平7-287549 

(取下) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:分割駆動 
特開平9-198004 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平11-352926 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2001-306030 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:駆動高速化 

手順:分割駆動 
特開2001-184022 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:電磁放射･赤外放射 
特開2000-242229 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2001-056665 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

低消費電力:低電圧駆動 手順:ﾘｾｯﾄ 

特開平7-287548 

94.04.18 

G09G  3/28 

[被引用21回] 

交流放電型マトリックス方式のプラズマディスプレイパネル

及びその駆動方法 

2 本ずつ対となるように配列された複数の行電極対と､行電極対に直

行する方向に配列され複数の列電極とからなる交流放電型 PDP の駆動

方法であって､行電極対間に放電を励起させる強制書込みﾊﾟﾙｽを､行電

極対の配列順にて順次各々の行電極対に

印加して予備放電をなす予備放電行程と､

列電極を用いて画素ﾃﾞｰﾀの書込みを行う

書込み行程とを有する｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2000-221941 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 
特開平10-222126 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

階調:階調再現性等 

信号処理:条件対応制御 特開平8-032903 

(取下) 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイ装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特許3115727 

93.03.25 

G09G  3/288 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

ﾋﾞﾃﾞｵ信号に基づいて画像表示を行うﾏﾄﾘｸｽ方式の PDP の駆動装置で

あって､ﾋﾞﾃﾞｵ信号中に含まれる輝度信号の内 PDP の画面周辺部分に対

応する輝度信号のﾚﾍﾞﾙを所定量だけ低下せしめた修正輝度信号を得る

輝度信号修正手段と､修正輝度信号のﾚﾍﾞﾙ

に応じた時間だけ PDP を発光せしめるべく

駆動する発光駆動手段とを有することを特

徴とする｡ 

品質:画面輝度調節 

信号処理:条件対応制御

特開平8-286636 

95.04.14 

G09G  3/28 

[被引用5回] 

プラズマディスプレイパネルにおける輝度調整装置 

1 ﾌｨｰﾙﾄﾞの画像情報を輝度の大きさに応じた複数の画素ﾃﾞｰﾀに分割

し､各々の画素ﾃﾞｰﾀにおける発光回数を設定して階調表示を行う PDP の

輝度調整装置において､調整すべき輝度ﾚﾍﾞﾙに対応した輝度調整信号を

発生し､輝度調整信号の値が､区分けされた

複数の領域の内のどの領域に該当するかを

判定し､その判定領域に対応した発光回数

を設定すると共に､判定領域に対応したｹﾞｲ

ﾝ特性にて画素ﾃﾞｰﾀのｹﾞｲﾝ調整を行う｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

特性:電磁放射･赤外放射 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2001-352460 プラズマディスプレイ装置用の赤外線リモ－トコントロ－ル

装置 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:条件対応制御

特開平8-076716 

(特許3345184) 

[被引用3回] 

マルチスキャン適応型プラズマディスプレイ装置及びその駆

動方法 
各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2001-022314 ディスプレイ装置 

手順:分割駆動 
特開平10-214058 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

信号処理:条件対応制御
特開2001-013921 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
手順:分割駆動 

特開平10-049104 プラズマディスプレイ装置 

手順:起動/終了 
特開平10-039832 プラズマディスプレイ装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:故障対策 

信号処理:条件対応制御
特開2000-010522 プラズマディスプレイパネルの輝度制御方法および装置 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2001-202060 

(特許3345398) 

[分割出願] 

面放電交流型プラズマディスプレイ装置の駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 
特開2002-006803 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ装置 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平8-275091 交流放電型マトリクス方式プラズマディスプレイパネルの駆

動装置及びその方法 

波形･電圧:維持 

特開平10-177363 

96.12.18 

G09G  3/28 

[被引用6回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

画素ﾃﾞｰﾀに応じて点灯及び消灯画素を選択するｱﾄﾞﾚｽ期間と､それら

の点灯及び消灯画素を維持する維持放電期間とを用いて表示を行うPDP

の駆動方法において､維持放電期間にお

いて､放電維持ﾊﾟﾙｽの印加開始から所定

期間の間に印加される放電維持ﾊﾟﾙｽの電

圧に比して､所定期間終了後に印加され

る放電維持ﾊﾟﾙｽの電圧を低く設定する｡ 

波形･電圧:条件対応制御
特開2001-337647 プラズマディスプレイ装置 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3249440 

97.08.08 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

複数の X 行電極と､複数の Y 行電極と､複数の列電極とを備える PDP

の駆動装置であって､X行電極各々を複数のX行電極群に群分けし､供給

されたX行電極ｻｽﾃｨﾝﾊﾟﾙｽをX行電極群内の各X行電極に中継供給する

X 側電極駆動回路と､X 行電極ｻｽﾃｨﾝﾊﾟﾙｽを発生してこれを出力端を介し

て X 側電極駆動回路へ出力する複数の X 側ﾊﾟﾙｽ発生回路と､Y 行電極

各々を複数のY行電極群に群分けし､供給されたY行電極ｻｽﾃｨﾝﾊﾟﾙｽをY

行電極群内の各Y行電極に中継供給するY側電極駆動回路と､Y行電極ｻ

ｽﾃｨﾝﾊﾟﾙｽを発生してこれを出力端を介して Y 側電極駆動回路へ出力す

る複数の Y 側ﾊﾟﾙｽ発生回路とを有し､X 側ﾊﾟﾙｽ発生回路各々の出力端同

士が接続されていると共に Y 側ﾊﾟﾙｽ発生回路各々の出力端同士が接続

されていることを特徴とする｡ 

手順:維持 
特開平10-222119 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:分割駆動 
特開平10-091117 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平11-015436 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

特開平8-272335 

[被引用1回] 

交流放電型マトリクス方式プラズマディスプレイパネルの駆

動装置 

特開平8-289231 

[被引用3回] 

マトリクス方式プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平10-083159 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開平10-083160 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平10-288973 

[被引用1回] 

面放電型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平11-242460 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-276101 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開2000-276106 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平10-282927 面放電型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平10-133622 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-267627 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2000-305517 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:維持 

特開2001-337648 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:維持消去 
特開平10-214057 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

信号処理:条件対応制御
特開平9-222871 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平11-052908 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

特性:電磁放射･赤外放射 波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開2000-338932 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

低消費電力:電力回収 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2000-250483 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

特開2000-047634 プラズマディスプレイ装置の駆動方法 

低消費電力:発光効率向

上 
波形･電圧:維持 

特開2000-047635 プラズマディスプレイ装置の駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2000-172229 ＰＤＰの駆動方法 

特開2000-155557 ＰＤＰ駆動装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2000-293135 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開平11-015407 配線基板及び配線基板を用いたプラズマディスプレイパネル

の駆動装置 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開平10-161584 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平11-073156 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

低ｺｽﾄ化:汎用･低価格素

子適用 

特開平11-052909 プラズマディスプレイ装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:故障対策 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開平11-052910 

(特許3315897) 

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

応
用
等 

応用:座標入力機能 手順:期間構成 

特開平8-115057 

(取下) 

平面表示装置の駆動方法 

表 2.7.4 パイオニアの技術要素別課題対応特許(5/6) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:高輝度化 特殊構造:ｾﾙ 
特開2001-228823 

静岡パイオニア 

プラズマディスプレイ装置 

特開平10-283934 面放電型プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 特開2001-188509 

(特許3345399) 

[分割出願] 

面放電交流型プラズマディスプレイ装置及びその駆動方法 

特開平9-237580 面放電交流型プラズマディスプレイ装置及びその駆動方法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特殊構造:ｾﾙ 
特開平10-188824 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平10-247072 面放電型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平10-091116 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
特殊構造:ｾﾙ 

特開2000-011899 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2001-222252 プラズマディスプレイ装置 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2001-236035 プラズマディスプレイ装置 

高信頼性:調整･保守 
回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開平9-237063 プラズマディスプレイパネルの動作状態監視方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

高信頼性:故障対策 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 
特開平8-076712 プラズマディスプレイ装置 

 

表 2.7.4 パイオニアの技術要素別課題対応特許(6/6) 
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2.8.1 企業の概要 

商号 沖電気工業 株式会社 

本社所在地 〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-7-12 

設立年 1949年（昭和24年） 

資本金 678億62百万円（2002年3月末） 

従業員数 7,393名（2002年3月末）(連結：23,597名) 

事業内容 電子・通信機器の製造・販売・工事・保守等（金融・ITS等の情報システム・

機器、IP電話等の通信システム・機器、LSI等の電子デバイス、他） 

1999年以降はPDP関連技術の特許は出願されておらず、HP上の「主な製品」にもライン

ナップされていない。また、製品カタログのページには「オプトエレクトロニックデバイ

スは他社に移管」とあり、現在はPDP事業から撤退していると思われる。 

 

2.8.2 製品例 

アイティ・ニュース株式会社のPDPを利用したデジタル広告サービスに、ネットワーク 

およびシステムを提供した旨のニュースリリース(出典: 沖電気工業のHP 2002年11月14日

付)があるが、他社が沖電気工業のシステムを利用してPDPによる広告システムを提供する

ものであり、沖電気工業が直接扱うPDP製品としては、HP上では確認できない。 

 

2.8.3 技術開発拠点と研究者 

図2.8.3に、PDP駆動技術の沖電気工業の出願件数と発明者数を示す。 

 

沖電気工業の開発拠点: 東京都港区虎ノ門１丁目７番１２号  沖電気工業株式会社内 

 

図2.8.3 沖電気工業の出願件数と発明者数 
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2.8 沖電気工業 
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2.8.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.8.4に、沖電気工業の特許の課題と解決手段の分布を示す。技術要素では「DC型PDP」

に対する各課題に出願が集中していることが特徴である。 

特に出願の多い、「DC型PDP:駆動部・高圧部」に対する「特性の改善」については電圧

マージンの拡大などに関するものが多い。 

表2.8.4には沖電気工業の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数72件のうち登録特

許14件は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これら沖電気工業の出願のうちで、被引用回数の多いものは無い。 

 

図2.8.4 沖電気工業の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3161547 

91.11.05 

G09G  3/20 

日本放送協会 

[被引用1回] 

中間調画像表示方法および中間調画像表示装置 

SF 分割による中間調画像表示方法であって､複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ各々は､最

上位ﾋﾞｯﾄを表示する SF を含め正規のﾋﾞｯﾄを表示する 1 つ以上の正規

ﾋﾞｯﾄ用 SF と､正規のﾋﾞｯﾄ未満のﾋﾞｯﾄを表示する少なくとも 2 つずつの

非正規ﾋﾞｯﾄ用SFとを持つ構成とされ､各非正規ﾋﾞｯﾄ用SFでの表示時間

は複数ﾚﾍﾞﾙの中間調を得るために予め規定されている複数個の時間か

ら割り当てて設定されている構成の中間調画像表示方法において､割り

当てを､複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ毎の少なくと

も2つずつの非正規ﾋﾞｯﾄ用SFの表

示時間の総和同士が複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ

間で最も平均化するように行なう｡ 
品質:ちらつき等 

特許3161548 

91.11.05 

G09G  3/20 

日本放送協会 

[被引用1回] 

中間調画像表示方法および中間調画像表示装置 

SF 分割による中間調画像表示方法であって､複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ各々は､最

上位ﾋﾞｯﾄを表示する SF を含め正規のﾋﾞｯﾄを表示する 1 つ以上の正規

ﾋﾞｯﾄ用 SF と､正規のﾋﾞｯﾄ未満のﾋﾞｯﾄを表示する 1 つ以上の非正規ﾋﾞｯﾄ

用 SF とを持つ構成とされている中間調画像表示方法において､正規ﾋﾞｯ

ﾄ用 SF のうちの最下位のSF での表示時間をTn と

表したとき､複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ全ての非正規ﾋﾞｯﾄ用 SF

での表示時間の総和 Ts が下記(1)式を満足するよ

うに､各非正規ﾋﾞｯﾄ用SFでの表示時間を設定する｡ 

1≦Ts /Tn <2  ･･･(1)  

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

特開平5-127612 

日本放送協会 

[被引用1回] 

中間調画像表示方法および中間調画像表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許3228973 

91.11.05 

G09G  3/20 

日本放送協会 

[被引用1回] 

中間調画像表示方法および中間調画像表示装置 

SF 分割による中間調画像表示方法であって､各 SF 毎の表示時間は複

数ﾚﾍﾞﾙの中間調を得るために予め設定されている構成の中間調画像表

示方法において､各ﾌｨｰﾙﾄﾞ毎に動画像の検出または信号増幅の変化を検

出し､動画像または信号振幅の変化が検出されたﾌｨｰﾙﾄﾞについてはﾌｨｰﾙ

ﾄﾞ単位に中間調を表示するものとし､ﾌｨｰﾙﾄﾞ単位の中間調の表示は､ﾌｨｰ

ﾙﾄﾞの各 SF 毎に予め設定されている表示時間を､ﾌｨｰﾙﾄﾞの本来の中間調

ﾚﾍﾞﾙに対し複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ数で除した値

の中間調ﾚﾍﾞﾙが得られる表示時間に最

も近い表示時間となるように組み合わ

せて行う｡ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開平8-070417 

(取下) 

表示装置における表示デ－タ補正回路 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平8-016128 

(取下) 

ディスプレイ装置 

特開平5-333812 

(取下) 

ＸＹマトリックス表示装置 
品質:ちらつき等 

信号処理:制御信号 
特開平6-242745 

(取下) 

ＸＹマトリックス表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平5-019715 

(取下) 

日本放送協会 

行列型ディスプレイ駆動装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:表示色再現性･調節

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平3-290618 カラ－ディスプレイの駆動装置 

表 2.8.4 沖電気の技術要素別課題対応特許(1/6) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:表示異常･画像劣化 信号処理:制御信号 

特許2963494 

90.06.11 

G09G  3/20 

ディスプレイパネルの駆動装置 

表示ﾊﾟﾈﾙの表示ﾃﾞｰﾀ電極を駆動させるために駆動信号を出力する駆

動信号発生回路と､表示ﾊﾟﾈﾙの複数の走査電極が順次所定の電位になる

ように制御する陰極側ﾛｼﾞｯｸ部とを備えた表示ﾊﾟﾈﾙの駆動装置におい

て､駆動信号発生回路は､所定の周期のﾗｯﾁｲﾈｰﾌﾞﾙ信号に基づき表示ﾃﾞｰﾀ

をﾗｯﾁするﾗｯﾁ手段と､階調ｺﾝﾄﾛｰﾙ信号をｸﾛｯｸとして計数動作を行い､所

定の周期より短い周期の初期化信号により初期化される計数手段と､ﾗｯ

ﾁ手段の出力と計数手段の出力とを比較し､その両出力の一致状態を検

出する比較手段と､比較手段の出力を記憶し､初期化信号により初期化

され､駆動信号を出力する記憶回路とを有し､陰極側ﾛｼﾞｯｸ側は､初期化

信号と同一周期の水平同期信号と､垂直同期信号とに基づき､水平同期

信号の周期毎に､表示ﾊﾟﾈﾙの複数の走査電極が順次所定の電位になるよ

うに制御する｡ 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2000-029422 表示装置のフレ－ムメモリ回路および書き込み・読み出し方

法 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:調整･保守 信号処理:制御信号 
特開平6-180556 

(取下) 

表示装置の位相合わせ装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

特

殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特開平9-102282 表示パネルおよびその駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平11-175020 ディスプレイの表示方法 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平9-305141 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方

式 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 手順:分割駆動 
特開平10-011020 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号

処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部

階調:階調再現性等 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平9-090901 気体放電表示パネルの駆動方法および気体放電表示パネル 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
波形･電圧:維持 

特開平8-152864 

(取下) 

ＡＣ型ガス放電パネルの駆動方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平9-062224 

(取下) 

ガス放電表示装置及びその駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高

圧
部 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平10-074059 プラズマディスプレイの駆動装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構

造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平9-129139 交流型プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特

殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

階調:階調再現性等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平8-146913 

(取下) 

発光表示装置の駆動方法 

表 2.8.4 沖電気の技術要素別課題対応特許(2/6) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特許3062406 

94.10.26 

G09G  3/282 

[被引用1回] 

直流型気体放電パネルのメモリ駆動方法 

各走査電極には走査ﾊﾟﾙｽを順次印加すると共に各走査ﾊﾟﾙｽに引き続

く維持ﾊﾟﾙｽ列を一定期間それぞれ印加し､表示電極群には各表示ｾﾙに対

する表示情報が非表示の場合のみｵﾌﾚﾍﾞﾙとなる非書込みﾊﾟﾙｽを走査ﾊﾟﾙ

ｽに同期して印加し､走査電極に印加された走査ﾊﾟﾙｽの電位と表示電極

に印加された非書込みﾊﾟﾙｽのｵﾌﾚﾍﾞﾙ以外のｵﾝﾚﾍﾞﾙの電位との電位差に

基づき､表示情報が非表示でない表示ｾﾙに書込み放電を開始させ､該走

査ﾊﾟﾙｽに引き続いて該走査電極に印加された維

持ﾊﾟﾙｽ列の電位と表示電極のｵﾝﾚﾍﾞﾙの電位との

電位差に基づき､放電を断続的に継続させること

を特徴とするDC型PDPのﾒﾓﾘ駆動方法｡ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

手順:分割駆動 
特開平6-186928 

(取下) 

直流型気体放電発光装置の駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

特性:駆動高速化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 特開平10-011010 直流型気体放電パネルのメモリ駆動方法 

品質:焼き付き 信号処理:制御信号 
特開平6-180559 

(取下) 

表示装置 

品質:表示色再現性･調節

等 

特開平4-051285 

(取下) 

カラ－プラズマディスプレイ 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ

Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 高信頼性:調整･保守 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平7-287547 

(取下) 

フラットパネルディスプレイモニタの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平7-146667 

(取下) 

ガス放電表示装置の駆動方法、ガス放電表示装置 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

波形･電圧:維持 

特許3161542 

91.06.28 

G09G  3/282 

[被引用1回] 

気体放電発光装置の駆動方法 

放電ｶﾞｽを介して対向配置された陽極と陰極との間に､放電開始最小

電圧 VS 以上の電位差を与えることによって､放電を発生させる書き込

み放電処理と陽極と前記陰極との間に､放電開始最小電圧 VS よりも小

さく且つ放電維持最小電圧 V0 以上の電位差を周期的に与えることに

よって､放電を維持する放電維持処理と､陽極と陰極との間に､放電維持

最小電圧V0 よりも小さい電位差を与えることによって放電を停止させ

る放電消去処理とを有する PDP の駆動方法であって､放電維持処理が､

陽極と陰極との電位差を､書き込み放電処理によって与えられた電位差

から､放電維持最小電圧V0 以下の電位差まで低下させる､第1ｽﾃｯﾌﾟと､

陽極と陰極との電位差を､第 1 ｽﾃｯﾌﾟで与えられた電位差から､放電維持

最小電圧 V0 よりも大きく且つ放電開始最

小電圧 VS よりも小さい電位差まで徐々に

上昇させる､第2ｽﾃｯﾌﾟとを含む｡ 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平9-146491 

[被引用1回] 

直流型気体放電パネルの駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平8-076714 

(取下) 

直流型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開平8-221035 

(取下) 

気体放電パネルの駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平8-292739 

(取下) 

直流型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

波形･電圧:維持 

特許2761125 

91.07.17 

G09G  3/28 

日本放送協会 

放電型パネル駆動方法 

複数の表示ｾﾙを行列配列してなるPDPの各表示ｾﾙに､少なくとも陰極

維持電圧を含む陰極電圧と少なくとも陽極維持ﾊﾟﾙｽを含む陽極電圧と

を印加して放電発光させるように構成した PDP をｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ方式でﾊﾟﾙｽ

ﾒﾓﾘｰ駆動するに当たり､各ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの維持期間において､前記陽極維持

ﾊﾟﾙｽの期間に陰極維持電圧を印加し､陽極維持ﾊﾟﾙｽ期間外に､陰極維持

電圧をｵﾌにする期間を設定する｡ 

表 2.8.4 沖電気の技術要素別課題対応特許(3/6) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

波形･電圧:維持消去 
特開平6-214525 

(取下) 

気体放電発光装置の駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平10-011012 プラズマディスプレイ装置 

特性:駆動高速化 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平9-022272 

(取下) 

[被引用1回] 

直流型気体放電パネルのメモリ駆動方法 

高解像度:高精細化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平8-248916 

(取下) 

直流型プラズマディスプレイの駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特許3228958 

91.07.17 

G09G  3/282 

日本放送協会 

放電型パネルの駆動方法および放電型パネルの駆動装置 

書き込み時には､表示ｾﾙの陽極に､非書き込み電位 VNW よりも高い陽

極書き込み電位 VW を印加するとともに､表示ｾﾙの陰極に､消去電位 VE

よりも低い陰極書き込み電位 VS を印加し､放電維持時には､陽極に､非

書き込み電位 VNW よりも高い陽極維持電位 VSUS を印加するとともに､

陰極に､消去電位 VE よりも低い陰極維持電位 VK を印加する､PDP の駆

動方法であって､消去電位 VE が､非書き込み電位 VNW よりも低く､消去

電位 VE が､表示ｾﾙに隣接する表示ｾﾙの陰極に陰極維持電位 VK または

前記陰極書き込み電位VS が印加されているときにこれらの表示ｾﾙの陰

極間で放電が発生する電位よりも低く､且つ､消去電位VE と非書き込み

電位 VNW との電位差が､表示ｾﾙの直流放電維持電圧 Vm よりも小さくな

るようにする｡ 

低消費電力:低電圧駆動 

波形･電圧:維持 
特開平6-180557 ＤＣ型プラズマディスプレイの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平9-297558 気体放電パネルの補助セル駆動方法 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

波形･電圧:維持 
特開平7-152342 

(取下) 

気体放電発光装置の駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特許2889058 

92.09.10 

G09G  3/28 

気体放電表示装置の駆動方法 

陰極に､第1の電位から第2の電位に所定時間変化する陰極側放電維

持ﾊﾟﾙｽを､放電を維持するに足る周期で印加し､陽極に､第 3 の電位から

第 4 の電位に変化しかつ陰極側放電維持ﾊﾟﾙｽと同位相の陽極側放電維

持ﾊﾟﾙｽを､印加し､放電の生成は､陰極に対し､陰極放電維持ﾊﾟﾙｽの直前

又は直後に時間を隔てず第 2 の電位をとる陰極側書き込みﾊﾟﾙｽをさら

に印加して､陰極が第 2 の電位となる時間を延長させると共に､陽極に

対し､陰極側書き込みﾊﾟﾙｽと同期しかつ第 4 の電位をとる陽極側書き込

みﾊﾟﾙｽをさらに印加して､陽極が第 4 の電位となる時間を延長させるこ

とによって行ない､放電の停止は､陰極側放電維持ﾊﾟﾙｽ及び陽極側放電

維持ﾊﾟﾙｽのうちの少なくとも一方を少なくとも 1 ﾊﾟﾙｽ分停止すること

によって行なうことを特徴とするPDPの駆動方法｡ 

特開平9-288466 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びその駆動回路 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3311587 

96.07.22 

G09G  3/282 

直流型気体放電パネル装置 

複数の線状電極に対して第1の電位と第2の電位と第3の電位を印

加する駆動回路を備えたDC型PDPにおいて､駆動回路は､第1電極､第2

電極及びこれらの第 1 電極と第 2 電極間の導通制御を行う制御電極を

有し､第 2 電極が各線状電極にそれぞれ接続された複数の個別ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ

と､第1電極が第1の電位に接続された第1のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀと第1のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ

の第2電極と各線状電極との間に接続された複数の第1の整流素子と､

第1電極が第2の電位に接続された第2のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀと､第2のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの

第2電極と各個別ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの第1電極との間に接続された第2の整流素

子と､第1電極が第3の電位に接続された第3のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀと､第3のﾄﾗﾝ

ｼﾞｽﾀの第2電極と各個別ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの第1電極との間に接続された第3の

整流素子と､各個別ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ､第1のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ､第2のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ及び第3のﾄ

ﾗﾝｼﾞｽﾀの制御電極に対しそれぞれ異なるﾀｲﾐﾝｸﾞ信号を与えて各個別ﾄﾗﾝ

ｼﾞｽﾀ､第 1 のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ､第 2 のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ､及び第 3 のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの導通制御を

行い､各線状電極に対して第1 の電位､第 2 の電位及び第3 の電位を時

間をずらして印加する制御回路とで､構成した｡ 

表 2.8.4 沖電気の技術要素別課題対応特許(4/6) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平10-011011 プラズマディスプレイの駆動装置 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特許2747123 

91.05.10 

G09G  3/28 

日本放送協会 

ＤＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

陽極に高周波の維持ﾊﾟﾙｽと発光および非発光ﾃﾞｰﾀに基づく書き込み

ﾊﾟﾙｽとを含む陽極駆動信号を印加する手段と､陰極に順次走査ﾊﾟﾙｽと消

去のﾀｲﾐﾝｸﾞに合わせて発生される消去ﾊﾟﾙｽとを含む陰極駆動信号を印

加する手段と､陽極駆動信号の基準ﾚﾍﾞﾙである陽極基準ﾚﾍﾞﾙを基準とし

て維持ﾊﾟﾙｽのﾋﾟｰｸ電圧を発生する維持ﾊﾟﾙｽ電源と､陽極基準ﾚﾍﾞﾙを基準

として書き込みﾊﾟﾙｽのﾋﾟｰｸ電圧を発生する書き込みﾊﾟﾙｽ電源と､陰極駆

動信号の基準ﾚﾍﾞﾙである陰極基準ﾚﾍﾞﾙを基準として走査ﾊﾟﾙｽのﾋﾟｰｸ電

圧を発生する走査ﾊﾟﾙｽ電源と､陰極基準ﾚﾍﾞﾙを基準として走査ﾊﾟﾙｽのｵﾌ

ﾚﾍﾞﾙ電圧を発生するｵﾌﾚﾍﾞﾙ電源とを具えるDC型PDPの駆動装置におい

て､陽極駆動信号および陰極駆動信号の両基準ﾚﾍﾞﾙ間に中間ﾊﾞｲｱｽ電圧

を与える､中間ﾊﾞｲｱｽ電源をさらに具えたことを特徴とするDC型PDPの

駆動装置｡ 

特開平7-134567 直流型プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びパネル 

特開平9-006281 

(取下) 

[被引用1回] 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法およびプラズマディ

スプレイパネル 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平11-202829 直流型気体放電表示装置 

高信頼性:長寿命化 

特開平7-134566 

(取下) 

直流型気体放電発光装置の駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:故障対策 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開平6-222734 

(取下) 

ガス放電表示装置の内部電源回路 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平7-129119 

(取下) 

気体放電表示装置の駆動方法 

手順:分割駆動 

特許3187406 

90.02.23 

H01J 17/49 

ＤＣ型プラズマディスプレイ装置 

表示ｾﾙが行方向及び列方向に配列されるとともに､隣り合う行の表示

ｾﾙが互いに列方向にずらして配置されることにより､これら隣り合う行

の表示ｾﾙが互いに異なる列を構成し､且つ各行の表示ｾﾙが上部ﾌﾞﾛｯｸと

下部ﾌﾞﾛｯｸとに分割された表示ｾﾙｱﾚｲを持ち､上部ﾌﾞﾛｯｸの隣り合う 2 つ

の行の行電極､並びに下部ﾌﾞﾛｯｸの隣り合う 2 つの行の行電極をそれぞ

れ同時に駆動するようにしたDC型PDP装置｡ 

品質:高輝度化 

特殊構造:ｾﾙ 
特開平11-176338 気体放電パネル及びその駆動方法 

特開平4-241383 

(取下) 

[被引用1回] 

直流型プラズマディスプレイの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平7-160220 

(取下) 

直流型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平3-257740 

(取下) 

ガス放電表示パネルおよびその駆動方法 
品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

特開平5-197350 

(取下) 

日本放送協会 

ガス放電パネルの駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 

特殊構造:ｾﾙ 

特許3207193 

90.03.15 

H01J 17/49 

放電表示装置 

ﾍﾞｰｽｶﾞﾗｽ板と､そのﾍﾞｰｽｶﾞﾗｽ板上に形成された単一相ﾄﾘｶﾞ電極と､前

記ﾄﾘｶﾞ電極上に絶縁層を介して形成され､互いに略平行に延在する複数

のｶｿｰﾄﾞ電極とを有する基底部と､ｳｨﾝﾄﾞｳｶﾞﾗｽ板とｱﾉｰﾄﾞ電極とからなる

とともに､該ｱﾉｰﾄﾞ電極が前記基底部のｶｿｰﾄﾞ電極と交差し､かつ対向し

て配置されている上面部ととから構成される表示ｾﾙ部を有する DC 型

PDP であって､一ﾌﾚｰﾑの走査中には､ｱﾉｰﾄﾞ電極をｵﾝする電位をﾄﾘｶﾞ電極

に印加することによりﾄﾘｶﾞ放電を生じさせるとともに､一ﾌﾚｰﾑの走査と

次の一ﾌﾚｰﾑの走査との間には､ｶｿｰﾄﾞ電極をｵﾝする電位からｱﾉｰﾄﾞ電極を

ｵﾝする電位を差し引いた電位をﾄﾘｶﾞ電極に対して印加することにより

再生放電を生じさせるﾄﾘｶﾞ回路を有することを特徴とする｡ 

表 2.8.4 沖電気の技術要素別課題対応特許(5/6) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平8-096721 

(取下) 

直流型気体放電パネルおよびその駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平6-187915 

(取下) 

気体放電発光装置およびその駆動方法 

特性:駆動高速化 特殊構造:ｾﾙ 
特開平10-063221 ガス放電型表示装置の駆動方法、その駆動方法を用いた表示

方法、及びその装置 

高解像度:高精細化 手順:分割駆動 
特開平11-133912 プラズマディスプレイ装置 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特許3027017 

91.04.09 

G09G  3/282 

ガス放電表示装置の駆動方法 

交差状に対向配置された複数の第 1 の表示放電電極及び複数の第 2

の表示放電電極と､第 2 の表示放電電極の近傍に配列された遮蔽用電極

と､第 2 の表示放電電極及び遮蔽用電極に誘電体を介して対向配置され

たﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電電極とを備えた PDP を駆動する際に､遮蔽用電極に所定

電位ﾚﾍﾞﾙを印加し､第1及び第2の表示放電電極とﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電電極と

の間でﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電を発生させ､そのﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電に基づき第 1 及び第

2の表示放電電極に選択的に表示放電を発生させるPDPの駆動方法にお

いて､ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電電極に第 1 の起動信号を印加すると共に､各第 1 の

表示放電電極に､表示放電時の第 1 の表示放電電極の駆動電位ﾚﾍﾞﾙより

も低くかつ第 1 の起動信号に応じた振幅を有する第 2 の起動信号を印

加して､第1の表示放電電極とﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電電極との間に第1のﾌﾟﾗｲﾐﾝ

ｸﾞ放電を発生させた後､複数の第2の表示放電電極を走査して各第2の

表示放電電極とﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電電極との間で順次第 2 のﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ放電を

発生させると共に､第1の表示放電電極を選択的に駆動して第1及び第

2の表示放電電極間に選択的に表示放電を発生させる｡ 

特殊構造:ｾﾙ 
特開平11-175023 気体放電パネルの駆動方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 
特開平9-139179 直流型気体放電パネル、およびその駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平7-044129 

(取下) 

プラズマディスプレイの駆動方法 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

手順:分割駆動 
特開平8-106854 

(取下) 

ＤＣ型気体放電表示装置及びその駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

高信頼性:長寿命化 波形･電圧:維持消去 
特開平6-096677 

(取下) 

気体放電発光表示装置及びその駆動方法 

 

表 2.8.4 沖電気の技術要素別課題対応特許(6/6) 
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(三星電管、サムスン ディスプレイ ディバイシィズ、サムスング・ジョングワン・ジュシ 

クフェサを含む) 

 

2.9.1 企業の概要 

名称 Samsung SDI Co., Ltd.  

本社所在地 150 Taepyungno 2-ga, Jung-gu, Seoul, Korea 

設立年 1970年 

資本金 240,198百万ウォン（2001年12月末） 

従業員数 約7,700名（連結） 

事業内容 各種表示素子（CRT、LCD、PDP、蛍光表示管）およびバッテリの研究開発・

製造 

1999年12月に、三星SDI(Sumsung SDI Co.Ltd)に社名変更を行った。(それ以前は三星電

管(Sumsung Display Devices Co.Ltd))ディスプレイのパネル単体の生産を行っており、製

品カタログ上でもパネルレベルでの紹介のみが行われている。(出典:三星SDIのHP) 

 

2.9.2 製品例 

上述したように、HP上ではパネルのみが製品として紹介されている。 

 

表2.9.2 三星SDIの製品例(出展:三星SDIのHP) 

 

2.9.3 技術開発拠点と研究者 

図2.9.3に、PDP駆動技術の三星SDIの出願件数と発明者数を示す。 

 

三星SDIの開発拠点:韓国・ソウル  

 

 

 

 

 

 

製品名 発売年月 概要 

37Inch SD PDP 

(型名の表記無し) 

記載無 ・37型ワイドカラーPDPパネル 

・852x480ドット、消費電力不明 

42Inch SD PDP 

(型名の表記無し) 

記載無 ・42型ワイドカラーPDPパネル 

・852x480ドット、消費電力不明 

50Inch SD PDP 

(型名の表記無し) 

記載無 ・50型ワイドハイビジョン対応カラーPDPパネル 

・1366x768ドット、消費電力不明  

63Inch SD PDP 

(型名の表記無し) 

記載無 ・63型ワイドハイビジョン対応カラーPDPパネル 

・1366x768ドット、消費電力不明 

2.9 三星 SDI
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図2.9.3 三星SDIの出願件数と発明者数 
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2.9.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.9.4に、三星SDIの特許の課題と解決手段の分布を示す。課題「(AC型PDP)階調技術

の改善」においてシーケンスや駆動波形・電圧を工夫した出願が特に多い。 

特に課題「(AC型PDP)階調技術の改善」に対する解決手段としては、線順次駆動方式の

改善などを用いるものが多い。 

表2.9.4には三星SDIの技術要素別課題対応特許を示す。出願件数48件のうち登録特許７

件は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これら三星SDIの出願のうちで、被引用回数の多いものは無い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



198 

図2.9.4 三星SDIの特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開2000-194309 階調表示方法 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方

式 階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-125529 階調表示方法及び表示装置 

品質:高/低輝度部階調 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2000-134559 アナログ映像信号のＡＤ変換方法及びそれを利用したプラズ

マディスプレイ装置の駆動方式 

特性:駆動高速化 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開平4-270578 

(取下) 

平面型画像表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 波形･電圧:条件対応制御

特開平6-043826 平板型画像表示装置 

階調:AWS方式 手順:分割駆動 

特許3323439 

98.04.15 

G09G  3/28 

プラズマ表示パネルの駆動方法 

平行した第1電極及び第2電極の電極対がｽﾄﾗｲﾌﾟ状にk個配置され､

第 1 電極及び第2 電極の電極対と交差する方向のｽﾄﾗｲﾌﾟ状に第 3 電極

がn個配置されたk×nﾏﾄﾘｯｸｽ AC型PDPで､第1電極及び第2電極の電

極対から第2電極をm個ずつ合わせ結線してp個の共通電極群を作り､

第1電極は各々個別的に設置し､共通電極群に結線された第2電極を共

通電極とし､(1)放電維持ﾊﾟﾙｽの非印加期間にｱﾄﾞﾚｽﾀｲﾑｽﾛｯﾄ期間を設定

し､各ｱﾄﾞﾚｽﾀｲﾑｽﾛｯﾄ期間の間ｱﾄﾞﾚｽ電極に m 回のﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽを印加する段

階と､(2)m回のﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽの各々に相応するように共通電極群を一つずつ

選択して､m 回のﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽの各々に対応する走査ﾊﾟﾙｽを順次に印加する

段階とを含むことを特徴とするAC型PDPの駆動方法｡ 

特開平11-231830 プラズマディスプレイ装置の階調表示方式 

特開2000-020023 プラズマディスプレイ装置の階調表示方式 
階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2000-098969 プラズマディスプレイパネルの階調表示方法及びその装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
手順:分割駆動 

特開2002-099244 

御子柴 茂生 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号

処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平11-231831 プラズマディスプレイ装置の駆動方法 

特開2000-250480 プラズマ表示パネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2002-132216 プラズマ表示パネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ 
特開2001-175224 プラズマ表示パネルの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2001-154634 プラズマ表示パネルの駆動方法 

手順:維持消去 
特開2001-022320 自動電力制御可能なプラズマ表示パネルの駆動方法及び装置

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

階調:AWS方式 

手順:分割駆動 
特開2000-250485 ＡＣ型プラズマ表示パネルの駆動方法 

表 2.9.4 三星エスディアイの技術要素別課題対応特許(1/4) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:分割駆動 
特開2001-188510 プラズマ表示パネルの駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平9-127909 プラズマ表示装置の駆動方法 

特開2001-147661 プラズマ表示パネルの駆動方法 

特開2001-175223 プラズマ表示パネルの駆動方法 
波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開2001-188508 プラズマ表示パネルの駆動方法 

特開2001-184026 プラズマ表示パネルの駆動方法 

波形･電圧:維持 
特開2002-132211 プラズマ表示パネルの駆動方法 

階調:AWS方式 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開2000-250479 プラズマ表示パネルの駆動装置 

特許3123721 

97.04.22 

G09G  3/328 

面放電プラズマ表示パネルの駆動方法 

ﾘｾｯﾄ段階と､ｱﾄﾞﾚｽ段階と､維持放電段階とを含む面放電PDPの駆動方

法において､ﾘｾｯﾄ段階は､前ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞで選択された画素の残余壁電荷が

消去されるよう､維持放電段階で最終印加された電圧の極性と逆の極性

の第 4 の電圧を走査電極と共通電極との間に印加する第 1 のﾘｾｯﾄ段階

と､前ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞで選択された画素の走査電極とｱﾄﾞﾚｽ電極との間に対向

放電が行われるよう､第 1 の電圧を印加する第 2 のﾘｾｯﾄ段階と､対向放

電によって蓄積された壁電荷が消去されるよう､第 1 の電圧より低く､

かつ極性が逆の第 5 の電圧を走査電極とｱﾄﾞﾚｽ電極との間に印加する第

3のﾘｾｯﾄ段階とを含むことを特徴とする｡ 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特開2000-047633 プラズマ表示パネルのリセッティング方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特表2001-504243 放電装置の駆動方法 

特性:電磁放射･赤外放射 

波形･電圧:維持 
特開2000-250481 プラズマ表示パネルの駆動方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開2000-181402 面放電型プラズマ表示パネルの駆動方法 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 

手順:分割駆動 
特開2002-182611 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2002-116731 

三星電子 （株） 

交流プラズマディスプレイパネルの維持放電回路 

低消費電力:電力調節 

信号処理:条件対応制御
特開2001-228824 プラズマ表示パネルの駆動電力制御方法及び装置 

手順:分割駆動 

特開平10-333637 

御子柴 茂生 

[被引用1回] 

プラズマ放電表示素子及びその駆動方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2000-105571 プラズマ表示パネルの走査駆動回路 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:故障対策 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-100694 プラズマ表示パネルの過電流検出装置 

表 2.9.4 三星エスディアイの技術要素別課題対応特許(2/4) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:高輝度化 

特開2000-251746 補助電極を有するプラズマ表示パネル及びその駆動方法 

特性:駆動高速化 

特殊構造:ｾﾙ 
特開2002-123210 多重駆動方式を採用したマトリックス型フラットパネルディ

スプレイ装置及びその駆動方法 

特性:電磁放射･赤外放射 波形･電圧:極性 

特開2001-035395 プラズマ表示パネル及びその駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

階調:高階調化 波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開平7-261702 気体放電表示パネルの輝度調節方法 

特許2709247 

92.03.04 

H01J 11/00 

プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

ｽﾄﾗｲﾌﾟ状の複数の陽極と､第1維持電極と､誘電体と､誘電体の上に形

成されたｽﾄﾗｲﾌﾟ状の複数の陰極とを有し､複数の陰極をそれぞれのｷｬﾊﾟ

ｼﾀと共通ﾉｰﾄﾞをもって連結して第 2 維持電極として使用する PDP の駆

動方法に於て､第 1 維持電極には 0 電位から正の第 1 電位に､正の第 1

電位から0電位に､0電位から負の第1電位に変化するﾊﾟﾙｽを印加し､第

2維持電極には0電位から負の第1電位に､負の第1電位から0電位に､

0電位から正の第1電位に変化するﾊﾟﾙｽを印加し､第1及び第2維持電

極のﾊﾟﾙｽが0電位であって､かつ複数の陰極に負の第3電位から負の第

4 電位に変化する負のｽｷｬﾝﾊﾟﾙｽが印加される時､ﾃﾞｰﾀの書き込みがあれ

ば複数の陽極に正の第3電位から正の第4電位に変化する書き込みﾊﾟﾙ

ｽを印加することを特徴とする｡ 

特許2670411 

92.03.11 

G09G  3/28 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

表示陽極が横に､走査陰極が縦にﾏﾄﾘｯｸｽを構成し､放電維持用維持電

極が横方向とｽﾄﾗｲﾌﾟ状に形成された PDP の駆動方法において､表示陽極

にはﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ波形のﾃﾞｰﾀ信号を入力し､走査陰極にはﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ波形を1/ｽ

ｷｬﾝﾗｲﾝ数のﾃﾞｭｰﾃｨで順次操作し､維持電極は一定周期の交番波を入力

し､陰極には一定電圧を印加して維持電極上の壁電荷と陰極上の壁電荷

により維持されることを特徴とする｡ 

 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
特殊構造:ｾﾙ 

特開平6-060814 プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

 

特許2974913 

93.08.25 

G09G  3/28 

 

プラズマ表示パネルの陰極駆動回路 

第1､第2､第3ｸﾛｯｸ信号に応答してﾃﾞｰﾀを貯蔵し出力するための第1､

第2､第3貯蔵手段と､第1､第2､第3貯蔵手段の出力信号と第1､第2､第

3 ｲﾈｰﾌﾞﾙ信号とをそれぞれ入力して論理積をとる第1､第2､第 3論理積

手段と､第1論理積手段の出力信号を入力するｹﾞｰﾄ電極と第1電圧-VSK

が印加されるｿｰｽ電極を有する第 1 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀと､出力端子に連結されたﾊﾞ

ｲｱｽ抵抗手段と､第1 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀのﾄﾞﾚｲﾝ電極に連結された第1抵抗手段と､

第1抵抗手段に連結されたﾀﾞｲｵｰﾄﾞと､第2､第 3 論理積手段の出力信号

がそれぞれ印加されるｹﾞｰﾄ電極と第 3 電圧-VK が印加されるｿｰｽ電極と

を有する第2､第3 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀとを具備して一つの陰極を駆動させることを

特徴とするPDPの陰極駆動回路｡ 

 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特殊構造:ｾﾙ 

特開平6-089667 プラズマディスプレイパネル 

表 2.9.4 三星エスディアイの技術要素別課題対応特許(3/4) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許2619172 

91.09.28 

G09G  3/28 

平板形表示パネルの駆動方法 

陽極と陰極とが互いに直角に交差されるように配置され､維持電極を

持つ平板形表示ﾊﾟﾈﾙの駆動方法において､維持電極駆動回路の出力波形

が第1電圧から第2電圧をひいた値の振幅に発生され､陽極駆動回路の

出力波形が表示時だけ第 3 電圧から第 4 電圧をひいた値の振幅に発生

された後､第 4 電圧を維持するﾊﾟﾙｽであり､陰極駆動回路の出力波形が

第5電圧から第6電圧をひいた値の振幅に順次的に発生され､一回放電

が起きたものは引き続き起こさせ､起きないものは消したままにするこ

とを特徴とする｡ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
特許2736306 

93.08.23 

G09G  3/28 

プラズマ表示パネルの駆動方法 

前面板には陽極を配列させると共に､背面板にはﾄﾘｶﾞ電極及び誘電体

を順次被覆して､その誘電体上に隔壁､維持陽極及び陰極を配列させた

PDP の駆動方法において､ﾄﾘｶﾞ電極に印加されるﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽと陽極に印加

されるﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽとの電圧差によってﾄﾘｶﾞ放電を起こす第 1 ﾄﾘｶﾞ放電段

階と､陰極に印加されるﾄﾘｶﾞ放電ﾊﾟﾙｽと陽極に印加されるﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽとに

よりﾄﾘｶﾞ放電を起こす第2 ﾄﾘｶﾞ放電段階と､陰極に第1主放電ﾊﾟﾙｽが印

加され､陽極にﾃﾞｰﾀﾊﾟﾙｽが印加されれば主放電を起こす主放電段階と､

主放電維持段階で維持された主放電を消去する主放電消去段階とから

なることを特徴とする｡ 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

低消費電力:発光効率向

上 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特許2709248 

92.03.04 

H01J 17/49 

プラズマディスプレイパネルの構造及び駆動方法 

ｽﾄﾗｲﾌﾟ状の複数の陽極と､第1 維持電極と､第 1 維持電極の上に形成

されたｽﾄﾗｲﾌﾟ状の複数の陰極と､第 1 維持電極と複数の陰極との間に配

置された誘電体とを有し､複数の陰極とそれぞれのｷｬﾊﾟｼﾀを共通ﾉｰﾄﾞを

もって連結して複数の陰極を第 2 維持電極として使用するように構成

されたPDPの駆動方法に於て､第1維持電極には0電位から正の第1電

位に､正の第1電位から0電位に､0電位から負の第1電位に変化するﾊﾟ

ﾙｽを印加し､第2維持電極には0電位から負の第1電位に､負の第1電

位から0電位に､0電位から正の第1電位に変化するﾊﾟﾙｽを印加し､第1

及び第2 維持電極のﾊﾟﾙｽが 0 電位でありかつ複数の陰極に負の第3 電

位から負の第 4 電位に変化する負のｽｷｬﾝﾊﾟﾙｽが印加される時､複数の陽

極に正の第 3 電位から正の第 4 電位に変化する書き込みﾊﾟﾙｽを印加す

ることを特徴とする｡ 

 

表 2.9.4 三星エスディアイの技術要素別課題対応特許(4/4) 
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2.10.1 企業の概要 

商号 株式会社 東芝 

本社所在地 〒105-0023 東京都港区芝浦1-1-1 

設立年 1904年（明治37年） 

資本金 2,749億26百万円（2002年3月末） 

従業員数 45,649名（2002年3月末）（連結：176,398名） 

事業内容 情報通信システム、社会システム、重電システム、デジタルメディア、家

庭電器、電子デバイス等の製造・販売・エンジニアリング・サービス、他

PDPに関しては、HP上では、他社との提携関係は明らかにされていない。 

 

2.10.2 製品例 

社内カンパニーとしてデジタルネットワーク社があり、プラズマTVなどを扱っている。

2002年11月に35型、42型、50型のプラズマテレビの新製品が発表されている。 

 

表2.10.2 東芝の製品例(出展: 東芝のHP) 

 

2.10.3 技術開発拠点と研究者 

図2.10.3に、PDP駆動技術の東芝の出願件数と発明者数を示す。 

 

東芝の:   神奈川県川崎市幸区小向東芝町１  株式会社東芝研究開発センター内 

開発拠点  神奈川県川崎市幸区堀川町７２番地  株式会社東芝堀川町工場内 

神奈川県川崎市幸区堀川町５８０番１号  株式会社東芝半導体システム技術 

センター内 

神奈川県横浜市磯子区新杉田町８番地  株式会社東芝横浜事業所内 

神奈川県横浜市磯子区新磯子町３３番地  株式会社東芝生産技術研究所内 

埼玉県深谷市幡羅町１丁目９番２号  株式会社東芝深谷工場内 

東京都青梅市末広町２丁目９番地  株式会社東芝青梅工場内 

東京都府中市東芝町１番地  株式会社東芝府中工場内 

兵庫県姫路市余部区上余部５０番地  株式会社東芝姫路工場内 

 

製品名 発売年月 概要 

35P3000 

 

2002年11月 ・35型BS・110度CSデジタルワイドテレビ 

・853x480ドット、消費電力260W 

42P3000 

 

 

2002年11月 ・42型BS・110度CSデジタルワイドハイビジョン

対応テレビ 

・1024x768ドット、消費電力355W 

50PS300 

 

 

2002年11月 ・50型BS・110度CSデジタルワイドハイビジョン

対応テレビ 

・1366x768ドット、消費電力510W(モニタ部) 

2.10 東芝 
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図2.10.3 東芝の出願件数と発明者数 
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2.10.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.10.4に、東芝の特許の課題と解決手段の分布を示す。技術要素では「平面型ディス

プレイ共通」が大部分でPDPに直接関係するものはDC型の１件のみである。 

課題「（平面型ディスプレイ共通）各種画像フォーマットへの対応」について、画素数

変換や複数の表示装置を接続する方法の改善を信号の処理方法などで解決するものが多い。 

表2.10.4には東芝の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数45件のうち登録特許４件

は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これら東芝の出願で、被引用回数の多いものは無い。 
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図2.10.4 東芝の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:AWS方式 特開平5-265399 表示装置 

品質:表示異常･画像劣化 
手順:期間構成 

特開2002-006818 画像処理装置および方法ならびに画像表示システム 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

各種映像信号等:画素数

等変換 
信号処理:制御信号 

特許2624907 

[分割出願] 

87.06.19 

G09G  3/20 

[被引用1回] 

フラットディスプレイの表示エリア切換制御方式 

設定された表示ﾀｲﾐﾝｸﾞによる表示ﾓｰﾄﾞでﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｸｽ表示制御を行なう

表示ｺﾝﾄﾛｰﾗを用いたﾌﾗｯﾄﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示制御機構に於いて､表示ﾀｲﾐﾝｸﾞ

の設定変更を禁止するﾌﾟﾛﾃｸﾄ機構と､ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ動作に伴う BIOS ﾓｰﾄﾞｾｯ

ﾄﾙｰﾁﾝにより表示ﾓｰﾄﾞを変更するか否かを判断する手段と､同手段で表

示ﾓｰﾄﾞを変更する旨の判断をしたときﾌﾟﾛﾃｸﾄ機

構を一時解除して表示ﾀｲﾐﾝｸﾞの設定変更を許可

する手段とを具備してなることを特徴とするﾌﾗｯ

ﾄﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示ｴﾘｱ切換制御方式｡ 

階調:ｶﾗｰのﾓﾉｸﾛ階調化 
特開平5-061634 

(取下) 

ディスプレイ制御回路 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

信号処理:条件対応制御

特開平11-338406 サンプリング位相調整装置 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開2000-122626 平面表示装置 

品質:焼き付き 信号処理:条件対応制御 特開2001-175221 表示装置 

品質:ちらつき等 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2000-293149 

東芝エ－ ブイ

イ－ 

中間階調制御装置 

品質:各種表示機能 信号処理:条件対応制御
特開平4-348390 

[分割出願] 

フラットディスプレイの表示切換制御方式 

特性:駆動高速化 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平5-113768 

(取下) 

フレ－ムメモリ回路 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平9-154087 

東芝電子エンジニ

アリング 

表示制御装置および表示制御方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平5-158464 

(取下) 

解像度変換回路 

特開平8-062573 

(取下) 

表示装置 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 特開平10-105107 

東芝コンピュータ

エンジニアリング 

フラットパネル表示装置 

信号処理:条件対応制御 特開2001-188504 平面表示装置およびその駆動方法 

各種映像信号等:画素数

等変換 

信号処理:制御信号 

特開2000-242207 

東芝エ－ ブイ

イ－ 

画像表示装置 

特開平4-146482 

(取下) 

ソ－ド 

ディスプレイ装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平5-094277 

(取下) 

複数種類のフラットパネルディスプレイをサポ－トする機能

を有するポ－タブルコンピュ－タ 

特許3017882 

92.06.12 

G09G  3/20 

表示制御システム 

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(FPD)と､このFPD内に設けられ､表示制御の各種制

御情報を記憶するﾒﾓﾘ装置と､表示ﾃﾞｰﾀおよびその表示ﾀｲﾐﾝｸﾞを制御す

るための表示ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御信号を発生する表示制御装置と､FPD と表示制

御装置間に設けられ､表示制御装置から発生された表示ﾃﾞｰﾀまたはﾒﾓﾘ

装置から読み出された制御情報が転送される双方向ﾃﾞｰﾀ線と､表示ﾃﾞｰﾀ

が表示制御装置から FPD に転送され制御情報が FPD から表示制御装置

に転送されるように､ﾃﾞｰﾀ線のﾃﾞｰﾀ転送方向を切り替える手段と､表示

制御装置内に設けられ､制御情報を FPD から表示制御装置に転送する際

に､ﾒﾓﾘ装置から制御情報を読み出すための読み出し制御信号を生成し､

表示ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御信号をFPDに供給する手段と､FPD内に設けられ､読み出

し制御信号に同期して､ﾒﾓﾘ装置に供給する読み出しｱﾄﾞﾚｽの値を順次増

分するｱﾄﾞﾚｽ発生回路とを具備することを特徴とする表示制御ｼｽﾃﾑ｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:
信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

各種映像信号等:複数ﾃﾞｨ

ｽﾌﾟﾚｲ 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開平7-248747 

東芝情報システム 

表示装置の駆動制御回路 

表 2.10.4 東芝の技術要素別課題対応特許(1/3) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平5-173522 

(取下) 

表示制御方式 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開平6-059658 

(取下) 

ルックアップテ－ブル装置 

特開平5-333805 

(取下) 

ディスプレイ制御装置 

信号処理:条件対応制御

特公平6-90604 

92.06.26 

G09G  5/00 

東芝コンピュータ

エンジニアリング 

表示制御システム及び方法 
各種映像信号等:複数ﾃﾞｨ

ｽﾌﾟﾚｲ 

信号処理:制御信号 
特開平5-341725 

(取下) 

表示制御装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平10-104566 

東芝電子エンジニ

アリング 

ディスプレイドライバ半導体装置 

特許3164601 

90.06.25 

G09G  3/328 

情報処理機器およびその輝度制御方法 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞから入力された表示輝度の変更を指示するﾃﾞｰﾀに応じた複数

の輝度ﾚﾍﾞﾙそれぞれに対応する複数の輝度制御信号の値が定義された

第 1 のﾃｰﾌﾞﾙ手段と､複数の輝度ﾚﾍﾞﾙそれぞれについて､ﾊﾞｯﾃﾘの残り容

量を示す複数の容量ﾃﾞｰﾀとその複数の容量ﾃﾞｰﾀそれぞれに対応する複

数の輝度制御信号の値とが定義された第 2 のﾃｰﾌﾞﾙ手段とを有し､ﾊﾞｯﾃﾘ

容量検出手段によって検出されたﾊﾞｯﾃﾘの残り容量が所定の値以下か否

かに応じて､第 1 および第 2 のﾃｰﾌﾞﾙ手段のいずれか一方を選択する手

段と､第 1 のﾃｰﾌﾞﾙ手段が選択された際､この第 1 のﾃｰﾌﾞﾙ手段を参照す

ることによって､指示手段によって指示された輝度ﾚﾍﾞﾙに対応する輝度

制御信号の値を求める手段と､第2のﾃｰﾌﾞﾙ手段が選択された際､第2の

ﾃｰﾌﾞﾙ手段を参照することによって､指示手段によって指示された輝度ﾚ

ﾍﾞﾙに対応し､且つﾊﾞｯﾃﾘ容量検出手段によって検出されたﾊﾞｯﾃﾘの残り

容量に応じた輝度制御信号の値を求める手段とを具備することを特徴

とする情報処理機器｡ 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

信号処理:条件対応制御

特開平5-181430 

(取下) 

コンピュ－タシステムの電源制御装置及び電源制御方法 

低ｺｽﾄ化:装置製造歩留 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開平11-326422 表示装置用駆動回路 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2000-032296 

東芝電子エンジニ

アリング 

平面表示装置 

高信頼性:故障対策 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部 特開平10-111674 タイミング信号発生回路およびこれを含む表示装置 

特開平4-303889 

(取下) 

電子式画面表示方法 

特開平5-173753 

(取下) 

表示制御方式 

特開平5-173752 

(取下) 

表示制御方式 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平5-173746 

(取下) 

表示制御方式 

各種映像信号等:複数ﾃﾞｨ

ｽﾌﾟﾚｲ 

特開平5-094163 

(取下) 

表示制御方式 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

信号処理:条件対応制御
特開平3-245180 

(取下) 

パネルディスプレイの輝度制御装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開平6-230743 

(取下) 

東芝マイクロエレ

クトロニクス 

表示デ－タ駆動用集積回路 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平7-058615 

東芝マイクロエレ

クトロニクス 

半導体集積回路 

表 2.10.4 東芝の技術要素別課題対応特許(2/3) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平5-249952 

(特許3346807) 

立体映像装置 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

共
通:

応
用
等 

応用:3次元表示 

特開平7-084545 

(取下) 

立体映像装置及び表示装置 

品質:画面輝度調節 

特殊構造:装置 

特開平8-334746 

(取下) 

表示装置 

各種映像信号等:画素数

等変換 
特殊構造:ｾﾙ 

特開平4-147212 

(取下) 

東芝エ－ ブイ

イ－ 

マトリクス表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
特殊構造:装置 

特開2002-196732 表示装置、画像制御半導体装置、および表示装置の駆動方法

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造

Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:駆動高速化 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平4-104288 

(取下) 

ＤＣプラズマディスプレイの駆動方法 

 

表 2.10.4 東芝の技術要素別課題対応特許(3/3) 
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2.11.1 企業の概要 

1993年よりPDPの開発を開始し、1997年に最初の40型PDPを開発した。(出典: LG電子の

HP)現在は、アスペクト比4:3の40型、ワイド形の42型及び60型のカラーPDPを製品化してい

る。 

 

2.11.2 製品例 

上述したように、40型VGA、42型ワイドVGA、60型ワイドHDTVの各カラーPDPを製品化し

ている。ただし、日本向けHPにはPDPを使用した製品は公開されていない。 

 

表2.11.2 LG電子の製品例(出展: LG電子のHP) 

 

2.11.3 技術開発拠点と研究者 

図2.11.3に、PDP駆動技術のLG電子の出願件数と発明者数を示す。 

 

LG電子の開発拠点: 大韓民国・キョンサンブク－ド 

 

 

 

 

 

 

 

名称 LG 電子株式会社(LG Electronics Inc.) 

本社所在地 韓国ソウル特別市永登浦区汝矣島洞 20 番地 

（20 Yoido-dong, Youngdungpo-gu, Seoul, Korea） 

設立年 1958 年 

資本金 8 億 2 千万ドル 

従業員数 約 51,300 名（連結） 

事業内容 デジタル TV・パソコン・モニタ・CD-ROM・DVD プレイヤー・MP3 プレイヤ

ー等のデジタル AV 機器、デジタル画像電話機、白物家電機器、情報家電機

器、移動端末・光伝送装置等の通信機器、デジタルネットワークシステム

などの研究開発、製造、販売 

製品名 発売年月 概要 

MZ/MT/MP/MU-40PA10

 

記載無 ・40型カラーPDPテレビ 

・640x480ドット(縦横比4:3)、消費電力320W 

MZ/MT/MP/MU-42PZ10

 

記載無 ・42型ワイドカラーPDPテレビ 

・852x480ドット、消費電力340W 

MZ/MT/MP/MU-60PZ10

 

記載無 ・60型ワイドハイビジョン対応カラーPDPテレビ 

・1280x720ドット、消費電力650W 

2.11 LG 電子
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図2.11.3 LG電子の出願件数と発明者数 
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2.11.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.11.4に、LG電子の特許の課題と解決手段の分布を示す。技術要素では「AC型PDP」

に対する各課題に広く出願が分布し、特に平面型共通とAC型PDPに渡って「階調表示技術の

改善」の課題に対する出願が多い。「(DC型および特殊構造PDP) 低消費電力化」で特殊構造

PDPの駆動方法に関する出願が多く見られるのも一つの特徴である。 

特に出願の多い、課題「階調表示技術の改善」では、疑似輪郭対策や誤差拡散の改善等

をサブフレーム配置やデータの補正により解決しようとするものが多い。 

表2.11.4にはLG電子の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数42件のうち登録特許２

件については出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これらLG電子の出願で被引用回数の多いものは無い。 
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図2.11.4 LG電子の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開2001-343930 表示装置及び表示装置の階調表示方法 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
共
通:

方
式 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2002-091368 階調表示方法及び表示装置 

階調:動画偽輪郭防止 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平11-296132 擬似輪郭処理回路 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:高/低輝度部階調 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開2001-042814 ディスプレイ駆動装置及びその駆動方法 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

共
通:

駆
動
部･

高
圧
部

特性:駆動高速化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開2000-322021 平面ディスプレイ装置の明るさ制御装置及び方法 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平10-116054 

(特許3328769) 

プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）の駆動方法 

階調:AWS方式 

手順:分割駆動 

特開平10-143110 

(特許3346730) 

[被引用1回] 

交流形プラズマ表示装置の駆動方法及びそのシステム 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特開2001-255846 プラズマディスプレイパネルの階調表示処理装置 
階調:動画偽輪郭防止 

手順:分割駆動 特開平11-288251 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:表示色再現性･調節

等 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-175220 プラズマディスプレイパネルの階調表示処理装置及びその処

理方法 

特開平10-247075 ＰＤＰ（ＰｌａｓｍａＤｉｓｐｌａｙＰａｎｅｌ）駆動方法

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

特性:駆動高速化 手順:分割駆動 特開2001-272950 

[分割出願] 

交流形プラズマ表示装置の駆動方法 

階調:高階調化 
特開2002-072956 プラズマディスプレイパネルの階調表示処理方法 

階調:動画偽輪郭防止 
特開2002-072958 プラズマディスプレイパネルの階調表示処理方法 

特開2002-091375 プラズマディスプレイパネルの階調表示処理方法 
階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開2002-149106 プラズマディスプレイパネルの階調表示処理方法 

品質:高/低輝度部階調 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2001-034226 プラズマディスプレイパネルの階調表示処理装置及びその処

理方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:表示色再現性･調節

等 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2001-265277 プラズマディスプレイパネルの色温度調整方法 

品質:輝度/色のﾑﾗ･変動 波形･電圧:条件対応制御
特開2001-083929 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:表示色再現性･調節

等 
手順:維持消去 

特開平11-265165 プラズマディスプレイパネルの表示ライン駆動方法 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 特開2001-013909 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開2001-255849 ＰＤＰのエネルギ－回収装置及びその方法と、それを利用し

た高速アドレッシング方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開2000-235364 プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 
特開2002-156943 プラズマディスプレイパネルの低電圧駆動装置及び方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-135249 プラズマディスプレイパネルの低電圧駆動装置及び方法 

表 2.11.4 エルジー電子の技術要素別課題対応特許(1/2) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特許3248074 

98.09.11 

G09G  3/328 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

選択された走査電極ﾗｲﾝに正極性の直流電圧を供給すると共に選択さ

れた維持電極ﾗｲﾝに負極性の書込みﾊﾟﾙｽを供給することにより選択され

た走査電極ﾗｲﾝと維持電極ﾗｲﾝ上の全画素ｾﾙを書込み放電させ､もって 2

段維持ﾊﾟﾙｽの自家消去ﾚﾍﾞﾙで自家消去放電を起こすことができる程度

の量の壁電荷を生成するｽﾃｯﾌﾟと､書込み放電された画素ｾﾙの中の特定

のｱﾄﾞﾚｽ電極ﾗｲﾝに正極性のｱﾄﾞﾚｽﾊﾟﾙｽを供給すると共に特定の走査電極

ﾗｲﾝにｱﾄﾞﾚｽﾊﾟﾙｽと同期しかつ 1μs 以内のﾊﾟﾙｽ幅を有する負極性の走査

ﾊﾟﾙｽを供給することにより特定の画素ｾﾙをｱﾄﾞﾚｽ放電させることでその

画素ｾﾙを選択し､もってその画素ｾﾙ内の電圧を 2 段維持ﾊﾟﾙｽの維持ﾚﾍﾞﾙ

で維持可能なﾚﾍﾞﾙに調整するｽﾃｯﾌﾟと､走査電極ﾗｲﾝに自家消去ﾚﾍﾞﾙと維

持ﾚﾍﾞﾙを有する負極性の 2 段維持ﾊﾟﾙｽを供給すると共に維持電極ﾗｲﾝに

自家消去ﾚﾍﾞﾙと維持ﾚﾍﾞﾙを有する正極性の 2 段維持ﾊﾟﾙｽを供給するこ

とにより 2 段維持ﾊﾟﾙｽの二番目の上昇ｴｯｼﾞである維持ﾚﾍﾞﾙで特定の画

素ｾﾙの維持放電を維持させ､同時に 2 段維持ﾊﾟﾙｽの一番目の上昇ｴｯｼﾞで

ある自家消去ﾚﾍﾞﾙで特定の画素ｾﾙ以外の画素ｾﾙの自家消去放電をさせ

るｽﾃｯﾌﾟとを含むことを特徴とするPDPの駆動方法｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:駆動高速化 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2001-249641 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び装置 

特開平11-288250 プラズマ表示パネルの駆動方法 

特許3303134 

98.11.16 

H01J 11/02 

プラズマディスプレイパネルとその駆動装置及び方法 

前面基板に配置された少なくとも 3 本の電極のうち中央に位置した

第1電極の両外側に位置する第2電極及び第3電極に､同一の極性であ

るが､電圧の大きさが異なり､且つ第 1 電極に供給される放電維持電圧

に対して位相反転された波形を有する放電維持電圧を供給する表示電

極駆動部を具備することを特徴とするPDPの駆動装置｡ 

品質:高輝度化 特殊構造:ｾﾙ 

特開2001-067043 プラズマディスプレイパネルとその駆動方法及び装置 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 手順:ﾘｾｯﾄ 
特開2000-105567 

(特許3354904) 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:駆動高速化 
特開2001-185034 プラズマディスプレイパネルの構造並びにその駆動方法 

特開2001-243882 プラズマディスプレイパネルとその駆動方法 

特開2002-093329 プラズマディスプレイパネルとその駆動方法及び装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

低消費電力:発光効率向

上 

特殊構造:ｾﾙ 

特開2002-108283 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2000-322023 高周波プラズマディスプレイパネルの駆動回路 

特開2000-047631 高周波を利用したプラズマディスプレイパネルとその駆動方

法及び装置 

波形･電圧:維持 
特開2000-047632 高周波を利用したプラズマディスプレイパネルとその駆動方

法及び装置 

特開2000-294144 高周波プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

特開2000-298454 プラズマディスプレイパネルの高周波駆動回路及びその高周

波信号のスイッチング方法 

低消費電力:発光効率向

上 

特開2001-084914 高周波駆動プラズマディスプレイパネルとその製造方法及び

それを駆動するための駆動装置 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:長寿命化 

特殊構造:ｾﾙ 

特開2001-076631 プラズマディスプレイパネルの構造並びに駆動方法 

 

表 2.11.4 エルジー電子の技術要素別課題対応特許(2/2) 
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2.12.1 企業の概要 

商号 日本ビクター 株式会社 

本社所在地 〒221-8528 横浜市神奈川区守屋町3-12 

設立年 1927年（昭和2年） 

資本金 341億15百万円（2002年3月末） 

従業員数 9,399名（2002年3月末）（連結：34,183名） 

事業内容 音響・映像機器、情報・通信機器、音・映像・データ等記録再生媒体の製

造・販売および記録済み媒体（コンパクトディスク等）の制作 

 

2.12.2 製品例 

35型ワイドVGA、42型ワイドハイビジョン対応の各カラーPDPを製品化している。 

 

表2.12.2 日本ビクターの製品例(出展: 日本ビクターのHP) 

 

2.12.3 技術開発拠点と研究者 

図2.12.3に、PDP駆動技術の日本ビクターの出願件数と発明者数を示す。 

 

図2.12.3 日本ビクターの出願件数と発明者数 
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日本ビクターの開発拠点: 神奈川県横浜市神奈川区守屋町3丁目12番地 日本ビクター株式 

会社内 

 

製品名 発売年月 概要 

PD-35DH3 

 

2002年 ・35型ワイドテレビ 

・853x480ドット、消費電力263W 

PD-42DH3 

 

2002年 ・42型ワイドハイビジョン対応テレビ 

・1024x768ドット、消費電力360W 

2.12 日本ビクター 
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2.12.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.12.4に、日本ビクターの特許の課題と解決手段の分布を示す。技術要素では「平面

型ディスプレイ共通」「AC型PDP」「DC型PDP」に対する各課題に広く出願が分布している。 

出願の多い、課題「表示品質の改善」はコントラストの向上に関し、手段「シーケンス」

を工夫して解決しようとするものが多く、課題「階調表示技術の改善」は偽輪郭対策をシ

ーケンスの工夫により解決しようとするものが多い。 

表2.12.4には日本ビクターの技術要素別課題対応特許を示す。 

なお、これら日本ビクターの出願のうちで被引用回数の多いものは無い。 

 

図2.12.4 日本ビクターの特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:動画偽輪郭防止 手順:条件対応制御 
特開2000-188702 マトリクス型表示装置の映像信号処理回路 

階調:階調再現性等 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2000-148068 マトリクス型表示装置の映像信号処理回路及び映像信号処理

方法 

品質:γ/逆γ補正 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開2001-092407 画像表示装置 

品質:焼き付き 信号処理:条件対応制御
特開2000-181429 焼き付き軽減装置 

品質:表示異常･画像劣化 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開2000-287181 映像信号処理回路 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 信号処理:制御信号 
特開2001-117533 マトリクス型画像表示装置 

階調:動画偽輪郭防止 信号処理:条件対応制御
特開2000-165780 マトリクス型表示装置の映像信号処理回路及び映像信号処理

方法 

階調:誤差拡散･面積階調

等 
信号処理:制御信号 

特開2001-075521 表示装置の誤差拡散処理方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平11-346153 非線形処理回路 

品質:γ/逆γ補正 

信号処理:条件対応制御
特開2000-338922 映像処理装置 

品質:焼き付き 手順:条件対応制御 
特開2002-016857 焼き付き軽減装置 

各種映像信号等:画素数

等変換 

特開2000-298448 映像信号処理装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:調整･保守 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開2000-194310 

[被引用1回] 

マトリクス型表示装置の映像信号調整回路及び方法 

特開平11-065519 プラズマディスプレイパネル表示装置及びその駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 手順:条件対応制御 
特開平11-344953 

(特許3365614) 

プラズマディスプレイパネル表示装置及びその駆動方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2002-135608 表示装置の誤差拡散処理方法 

階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:制御信号 
特開2001-117530 表示装置の誤差拡散処理方法 

特開平10-171403 

[被引用2回] 

プラズマディスプレイパネル表示装置の駆動方法 

特開平10-177364 プラズマディスプレイパネル表示装置の駆動制御装置 

特開平10-177365 プラズマディスプレイパネル表示装置の駆動制御装置 

特開平10-177366 プラズマディスプレイパネル表示装置の駆動制御装置 

特開平10-228259 プラズマディスプレイパネル表示装置の駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 手順:条件対応制御 

特開平10-207426 プラズマディスプレイパネル表示装置の駆動方法及び駆動制

御装置 

表 2.12.4 日本ビクターの技術要素別課題対応特許(1/2) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2001-109452 画像表示装置 

品質:γ/逆γ補正 

信号処理:条件対応制御

特開2001-117528 画像表示装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2000-089721 プラズマディスプレイパネル表示装置及びその駆動方法 

高信頼性:調整･保守 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開2002-091371 画像表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

高信頼性:発熱対策等 手順:条件対応制御 
特開平10-207427 プラズマディスプレイパネル表示装置の駆動方法及び駆動制

御装置 

階調:動画偽輪郭防止 手順:条件対応制御 

特開平11-065520 プラズマディスプレイパネル表示装置及びその駆動方法 
Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:電力回収 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平11-015426 容量負荷駆動回路 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平10-026957 気体放電表示パネルの駆動方法 

手順:分割駆動 
特開平10-133625 気体放電表示パネルの駆動方法 

波形･電圧:維持 
特開平10-026956 気体放電表示パネルの駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平9-269751 気体放電表示装置、気体放電表示パネルの駆動方法及び駆動

回路 

特開平4-082135 

(取下) 

気体放電表示装置とその駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平4-166985 

(取下) 

放電表示パネルの駆動方法 特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 
特開平3-282583 

(取下) 

気体放電表示パネル駆動装置 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開平10-105112 ＤＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特性:駆動高速化 

波形･電圧:維持 
特開平10-026954 ＤＣ型気体放電表示パネルの駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平3-276187 

(取下) 

表示部駆動回路 

 

表 2.12.4 日本ビクターの技術要素別課題対応特許(2/2) 



218 

 

 

 

2.13.1 企業の概要 

商号 富士通日立プラズマディスプレイ 株式会社 

本社所在地 〒213-0012 神奈川県川崎市高津区坂戸3－2－1 かながわｻｲｴﾝｽﾊﾟｰｸ内 

設立年 1999年（平成11年） 

資本金 300億円（富士通㈱と㈱日立製作所の折半出資） 

従業員数 800名 

事業内容 大型プラズマ・ディスプレイ・パネルの開発・製造・販売 

従業員数についてはTSR企業情報（㈱東京商工リサーチ）による。 

1999年４月に富士通と日立製作所との合弁会社として発足した。大型パネルの開発、製

造、販売の事業の移管を受けている。（出典：富士通のHP 1999年４月６日付のニュースリ

リース） 

2001年１月に子会社の九州エフエイチピー株式会社(2002年４月に富士通日立プラズマ

ディスプレイに吸収合併された)の敷地内に42インチ換算で月産３万台枚規模の生産能力

を持つ第二工場を完成させ、最終的には月産６万台の規模の生産能力にまで高めるとして

いる。さらに、2002年２月には台湾のFOROMOSA PLASTICS CORPOLATION、AU Optronics 

Corpolationとの戦略的提携を発表している。（出典：富士通日立プラズマディスプレイの

HP） 

 

2.13.2 製品例 

現在、同社として発売しているものは、パネル単体のみである。HP上では下記の３種の 

他に32型ワイドおよび41型が掲載されているが、いずれも詳細仕様が掲載されておらず、 

「個別対応」の扱いとなっている。 

 

表2.13.2 富士通日立プラズマディスプレイ(FHP)の製品例(出展:FHPのHP) 

 

2.13.3 技術開発拠点と研究者 

図2.13.3に、PDP駆動技術の富士通日立プラズマディスプレイの出願件数と発明者数を

示す。 

 

 

製品名 発売年月 概要 

FPF37C12896UB 

 

 

記載無 ・37型高精細カラーPDPパネル 

・1024x768ドット(アスペクト比4:3)、消費電力

300W 

FPF42C10660UE 

 

記載無 ・42型ワイドカラーPDPパネル 

・852x480ドット、消費電力220W 

FPF42C128128UA 

 

記載無 ・42型ワイドハイビジョン対応カラーPDPパネル 

・1024x1024ドット、AliS方式、消費電力250W 

2.13 富士通日立プラズマディスプレイ
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富士通日立プラズマ    : 神奈川県川崎市高津区坂戸３丁目２番１号  富士通日立プラズ 

ディスプレイの開発拠点                                  マディスプレイ株式会社内 

宮崎県東諸県郡国富町大字田尻１８１５番地の１  九州エフエ 

イチピー株式会社内 

 

図2.13.3 富士通日立プラズマディスプレイの出願件数と発明者数 

       

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00

出願年

出
願
件
数

0

10

20

30

40

50

60

70

80

発
明
者
数

出願件数

発明者数

 

2.13.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.13.4に、富士通日立プラズマディスプレイの特許の課題と解決手段の分布を示す。

課題「(AC型PDP) 表示特性の改善」や、「動作/装置特性の改善」に出願が多い。 

特に出願の多い、「(AC型PDP)表示特性の改善」についてはチラツキをシーケンスの工夫

により低減するなどの出願が多い。 

表2.13.4には富士通日立プラズマディスプレイの技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数32件のうち、現在登録になったものは、まだない。 

なお、これら富士通日立プラズマディスプレイの出願のうちで被引用回数の多いものは

無い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



220 

図2.13.4 富士通日立プラズマディスプレイの特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2002-182606 

日立製作所 

表示装置および表示方法 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
共
通:

方
式 

特性:駆動高速化 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2002-082647 

日立製作所 

表示装置および表示方法 

階調:高階調化 特開2001-092409 プラズマディスプレイ装置 

特開2002-006802 プラズマディスプレイ装置 
品質:ちらつき等 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2002-221934 表示装置の駆動方法及びプラズマディスプレイ装置 

品質:画面輝度調節 手順:条件対応制御 特開2002-207449 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

品質:表示色再現性･調節

等 

特開2002-014647 表示パネルの駆動方法および駆動装置 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2001-282180 プラズマディスプレイパネルの駆動方法及びプラズマディス

プレイ装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

高解像度:高精細化 手順:条件対応制御 特開2001-242826 プラズマディスプレイ装置及びその駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2002-229504 

御子柴 茂生 

表示装置の駆動方法 

手順:条件対応制御 特開2001-282184 表示パネルの駆動方法及びパネル表示装置 
品質:画面輝度調節 

特開2002-099242 表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処

理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 品質:表示色再現性･調節

等 

信号処理:条件対応制御 特開2001-255843 ホワイトバランス補正回路および補正方法、並びに、表示装

置 

階調:階調再現性等 手順:維持 特開2002-006801 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

品質:高輝度化 波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査 特開2002-108279 ＰＤＰの駆動方法および表示装置 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2002-072961 プラズマディスプレイ装置及びプラズマディスプレイパネル

の駆動方法 品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

手順:ﾘｾｯﾄ 特開2002-149111 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

品質:表示異常･画像劣化 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 特開2001-282181 プラズマディスプレイ装置及びその製造方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2002-082648 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

波形･電圧:維持消去 
特開2002-215086 プラズマディスプレイ装置の駆動方法およびプラズマディス

プレイ装置 

特開2001-358412 

日立製作所 

回路基板およびそれを用いたプラズマディスプレイ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開2002-196719 

日立製作所 

プラズマディスプレイ装置 

特性:駆動高速化 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持
特開2002-140033 プラズマディスプレイの駆動方法 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 信号処理:制御信号 
特開2001-282165 

富士通 

表示装置およびその駆動方法 

特性:電圧変動 信号処理:ﾚﾍﾞﾙ変換 特開2002-215087 プラズマディスプレイ装置およびその制御方法 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2002-175044 容量性負荷駆動回路およびそれを用いたプラズマディスプレ

イ装置 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2002-229508 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特開2001-306029 ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

波形･電圧:維持 
特開2002-156939 

日立製作所 

プラズマディスプレイ装置 

低消費電力:発光効率向

上 

特殊構造:ｾﾙ 特開2002-110047 プラズマディスプレイ装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特開2002-175761 プラズマディスプレイパネルおよびその駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2002-116730 プラズマディスプレイの駆動方法 

 

表 2.13.4 富士通日立ブラズマディスプレイの技術要素別課題対応特許(1/1) 
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2.14.1 企業の概要 

商号 ソニー 株式会社 

本社所在地 〒141-0001 東京都品川区北品川6-7-35 

設立年 1946年（昭和21年） 

資本金 4,761億5百万円（2002年3月末） 

従業員数 17,090名（2002年3月末）（連結：168,000名） 

事業内容 音響・映像・情報・通信関係の各種電子・電気機械器具・部品の製造・販

売、他 

 

2.14.2 製品例 

32型、42型、50型の各ワイドハイビジョン対応カラーPDPを製品化している。 

 

表2.14.2 ソニーの製品例(出展: ソニーのHP) 

 

2.14.3 技術開発拠点と研究者 

図2.14.3に、PDP駆動技術のソニーの出願件数と発明者数を示す。 

 

図2.14.3 ソニーの出願件数と発明者数 
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ソニーの開発拠点: 東京都品川区北品川６丁目７番３５号  ソニー株式会社内 

愛知県一宮市高田池尻６番地  ソニー一宮株式会社内 

製品名 発売年月 概要 

KDE-P42HX1 

 

 

2002年11月 ・42型BS・110度CSデジタルワイドハイビジョン

対応テレビ 

・1024x768ドット、消費電力521W 

KDE-P50HX1 

 

 

2002年11月 ・50型BS・110度CSデジタルワイドハイビジョン

対応テレビ 

・1366x768ドット、消費電力601W 

KE-32TS2 

 

2002年11月 ・32型ワイドハイビジョン対応テレビ 

・852x1024ドット、消費電力300W 

2.14 ソニー 
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神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町１３４番地  ソニー・エルエスア 

イ・デザイン株式会社内 

東京都港区南青山１丁目１５番地９号  第４５興和ビル  アデコキ 

ャリアスタッフ株式会社内 

 

2.14.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.14.4に、ソニーの特許の課題と解決手段の分布を示す。平面型ディスプレイ共通に

対する各課題に出願が多く、AC型PDPに直接関係するものは２件あるのみである。 

一番出願の多い、課題「(平面型ディスプレイ共通)各種映像信号・フォーマットへの対

応」では、画素数変換方法の改善をデータの変換方法により行うものが多く、「高解像度化」

では、インタレース方式の改善を信号処理方法や回路構成により行うものが多い。 

表2.14.4にはソニーの技術要素別課題対応特許を示す。出願件数32件のうち登録になっ

たものは、現在無い。 

なお、これらソニーの出願のうちで被引用回数の多いものは無い。 

 

図2.14.4 ソニーの特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2002-040983 表示制御装置および表示制御方法 

特開平11-281951 表示装置の駆動方法及び表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 特殊構造:装置 
特開平11-259039 表示装置の駆動方法及び表示装置 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2001-343950 画像表示装置および方法 

特開2001-075522 ゲインコントロ－ル回路およびそれを用いた表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成 特開2002-182608 ゲインコントロ－ル回路およびそれを用いた表示装置 

品質:γ/逆γ補正 

特開平11-327496 表示装置 

品質:焼き付き 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2001-067040 表示装置 

手順:分割駆動 
特開2001-027886 高精細平面型表示装置の駆動回路 

特性:駆動高速化 
特開2001-350440 表示装置 

特開2001-067039 インタ－レ－ス駆動パネル用フィ－ルド反転パルス作成装置
回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開2001-296832 変換回路およびそれを用いた画像処理装置 

信号処理:条件対応制御
特開2001-067042 インタ－レ－ス駆動パネル用スキャンコンバ－タ 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 

特開2001-292339 同期信号処理回路、それを用いた画像処理装置、および同期

信号判別方法 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:制御信号 
特開2000-338925 

アルプス電気 

映像表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開平10-133618 画像信号処理装置 

特開平10-013763 画像処理装置および画像処理方法 

特開平11-203467 表示装置および表示方法 

特開2001-290459 画像表示装置及びその駆動方法 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

各種映像信号等:画素数

等変換 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2002-197454 画像変換装置及び方法 

表 2.14.4 ソニーの技術要素別課題対応特許(1/2) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特性:駆動高速化 
特開平11-068534 高電圧駆動回路 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開平11-064825 表示装置 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開2001-223575 レベル変換回路 

高信頼性:故障対策 手順:分割駆動 
特開平11-305721 駆動装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:発熱対策等 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平8-083056 プラズマ駆動回路 

手順:分割駆動 

特開2001-268438 製作現場用表示装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特殊構造:装置 

特開2001-282167 映像表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

応
用
等 

応用:特殊応用 信号処理:条件対応制御

特開2001-337666 画像表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

特
殊

構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

品質:画面輝度調節 特殊構造:装置 

特開平10-319896 情報表示装置、ならびにその表示状態検出方法、表示状態調

整方法、および保守管理方法 

特開2001-052620 プラズマ表示装置およびその駆動方法 

高解像度:高精細化 

特開2000-357462 平面型プラズマ放電表示装置と駆動方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

低ｺｽﾄ化:装置製造歩留 

特殊構造:ｾﾙ 

特開2000-123739 平面型プラズマ放電表示装置と駆動方法 

 

表 2.14.4 ソニーの技術要素別課題対応特許(2/2) 
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2.15.1 企業の概要 

名称 日本放送協会 

本部所在地 〒150-8001 東京都渋谷区神南2-2-1 

設立年 1950年（昭和25年） 

資本 3億59百万円（2002年3月末） 

職員数 12,001名（2002年3月末） 

事業内容 国内放送、国際放送、放送番組および放送技術の調査研究、放送設備の建

設および運用 

1994年10月に「ハイビジョン用プラズマディスプレイ共同開発協議会」を設立し、５年

間で40型PDP受信機の実用化開発、50型級PDP受信機の試作機開発を行う計画を発表し、同

年12月には大型PDP研究棟を整備・完成させた。(出典: 日本放送協会のHP 「研究所の動き

1995年４月」) 

1997年10月には「42型ハイビジョンPDPの開発」を、98年11月にはDC型の陽光柱を利用

したPDPによる発光効率の倍増を報告している。(出典: 日本放送協会のHP 「研究所の動き」) 

 

2.15.2 製品例 

表示装置に関しては、研究開発を行うのみであり、製品化は行っていない。 

 

2.15.3 技術開発拠点と研究者 

図2.15.3に、PDP駆動技術の日本放送協会の出願件数と発明者数を示す。 

 

日本放送協会の開発拠点: 東京都世田谷区砧一丁目１０番１１号  日本放送協会放送技術

研究所内 

 

図2.15.3 日本放送協会の出願件数と発明者数 
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2.15.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.15.4に、日本放送協会の特許の課題と解決手段の分布を示す。「平面型ディスプレ

イ共通」「DC型PDP」に対する各課題に広く出願が分布しており、「AC型PDP」に直接関係す

るものは皆無である。 

出願の多い、課題「(平面型ディスプレイ共通)階調技術の改善」では疑似輪郭対策など

に対し、シーケンスや制御信号処理方法により解決を図るものが多い。 

表2.15.4には日本放送協会の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数31件のうち登録

特許18件は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これら日本放送協会の出願で被引用回数の多いものは無い。 

 

図2.15.4 日本放送協会の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許3075335 

95.07.14 

G09G  3/328 

松下電器産業 

松下電子工業 

[被引用2回] 

中間調表示方法 

複数の SF を時間的に重ねて中間調を表示する中

間調表示方法において､上位の複数ﾋﾞｯﾄに相当する

部分をほぼ等しい重み付けの複数の SF とし､残り

の下位ﾋﾞｯﾄに相 当する部分を2進法に従った重み

付けのSFとし､上位の複数のSFを連続的に配置す

るとともに､階調が増えるにつれて上位の複数の

SF を点灯するときはそれらの SF が互いに隣接す

るように制御する｡ 

特許3113568 

95.12.21 

H04N  5/66 

中間調表示方法と装置 

動画像の各画素を､各ﾌｨｰﾙﾄﾞ内で､時間幅あるいは発光ﾊﾟﾙｽ数により

重みづけして発光するようにした中間調表示方法において､ﾌｨｰﾙﾄﾞ内で

の最初の発光群の先頭から最後の発光群の先頭までの時間が､1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ

の2分の1を越えない時間であり､中間調を表示するため最上位の発光

群の重みを有するものから順番に､1 つまたは複数の発光群の重みをそ

れぞれほぼ等しくなるように 2 分割し､当該分割された発光群が残余の

発光群を時間的に挟むように配置することを特徴とする｡ 

階調:動画偽輪郭防止 

特許3113569 

95.12.21 

H04N  5/66 

中間調表示制御方法および装置 

SF 法により画像の中間調表示を行うにあたり､画像の同一の輝度値

を SF の複数通りの組み合わせによって発光表示可能なように各 SF 値

を設定すると共に､表示画像において発光する SF 値と時間的位置が､空

間的に近傍の画素間においてできるだけ均一となるように､複数通りの

SF の組み合わせの中から 1 通りの組み合わせを選択制御して表示する

ようにしたことを特徴とする中間調表示制御方法｡ 

特許3161547 

91.11.05 

G09G  3/20 

沖電気工業 

[被引用1回] 

中間調画像表示方法および中間調画像表示装置 

SF 分割による中間調画像表示方法であって､複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ各々は､最

上位ﾋﾞｯﾄを表示する SF を含め正規のﾋﾞｯﾄを表示する 1 つ以上の正規

ﾋﾞｯﾄ用 SF と､正規のﾋﾞｯﾄ未満のﾋﾞｯﾄを表示する少なくとも 2 つずつの

非正規ﾋﾞｯﾄ用SFとを持つ構成とされ､各非正規ﾋﾞｯﾄ用SFでの表示時間

は複数ﾚﾍﾞﾙの中間調を得るために予め規定されている複数個の時間か

ら割り当てて設定されている構成の中間調画像表示方法において､割り

当てを､複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ毎の少なくとも2つず

つの非正規ﾋﾞｯﾄ用SF の表示時間の総和同士

が複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ間で最も平均化するように

行なう｡ 
品質:ちらつき等 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許3161548 

91.11.05 

G09G  3/20 

沖電気工業 

[被引用1回] 

中間調画像表示方法および中間調画像表示装置 

SF 分割による中間調画像表示方法であって､複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ各々は､最

上位ﾋﾞｯﾄを表示する SF を含め正規のﾋﾞｯﾄを表示する 1 つ以上の正規

ﾋﾞｯﾄ用 SF と､正規のﾋﾞｯﾄ未満のﾋﾞｯﾄを表示する 1 つ以上の非正規ﾋﾞｯﾄ

用 SF とを持つ構成とされている中間調画像表示

方法において､正規ﾋﾞｯﾄ用 SF のうちの最下位の

SF での表示時間を Tn と表したとき､複数のﾌｨｰﾙ

ﾄﾞ全ての非正規ﾋﾞｯﾄ用SFでの表示時間の総和Ts

が下記(1)式を満足するように､各非正規ﾋﾞｯﾄ用

SFでの表示時間を設定する｡ 

1≦Ts /Tn <2  ･･･(1) 

高解像度:高精細化 手順:分割駆動 

特許3238718 

91.03.28 

G09G  3/20 

メモリ型表示パネルの駆動方法および装置 

2 値のﾒﾓﾘ動作をするﾏﾄﾘｸｽ型表示ﾊﾟﾈﾙに表示ﾃﾞｰﾀの書き込み､維持､

消去から成る､全行にわたる 1 駆動ｻｲｸﾙのﾒﾓﾘ駆動を行なうにあたり､各

ｾﾙへの書き込み駆動を線順次に走査する一方､n を 2 以上の整数とする

n-1行おきの行電極を1群として行電極をn群に分割し､群毎に異なる､

0を含み得るn通りの維持期間を割当て､各群内においては､書き込み駆

動の後､それぞれ割当てられた群内共通の維持期間をもつ維持駆動､お

よびそれに続く消去駆動を行なうことを特徴とする｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平5-127612 

沖電気工業 

[被引用1回] 

中間調画像表示方法および中間調画像表示装置 

表 2.15.4 日本放送協会の技術要素別課題対応特許(1/4) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許3228973 

91.11.05 

G09G  3/20 

沖電気工業 

[被引用1回] 

中間調画像表示方法および中間調画像表示装置 

SF 分割による中間調画像表示方法であって､各 SF 毎の表示時間は複

数ﾚﾍﾞﾙの中間調を得るために予め設定されている構成の中間調画像表

示方法において､各ﾌｨｰﾙﾄﾞ毎に動画像の検出または信号増幅の変化を検

出し､動画像または信号振幅の変化が検出されたﾌｨｰﾙﾄﾞについてはﾌｨｰﾙ

ﾄﾞ単位に中間調を表示するものとし､ﾌｨｰﾙﾄﾞ単位の中間調の表示は､ﾌｨｰ

ﾙﾄﾞの各 SF 毎に予め設定されている表示時間を､ﾌｨｰﾙﾄﾞの本来の中間調

ﾚﾍﾞﾙに対し複数のﾌｨｰﾙﾄﾞ数で除した値の中

間調ﾚﾍﾞﾙが得られる表示時間に最も近い表

示時間となるように組み合わせて行う｡ 

階調:動画偽輪郭防止 

特許3062455 

97.05.20 

G09G  3/328 

映像の中間調表示装置 

画像の輝度の量子化値を､2 進法によるﾊﾟﾙｽ時間幅またはﾊﾟﾙｽ数によ

り重み付けした複数のﾊﾟﾙｽ群を､1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ内で発光させて中間調表示を

行う SF 法を適用した中間調表示装置において､量子化された輝度値に

対応する発光ﾊﾟﾀｰﾝが大きく変化する輝度値の近傍において､空間的に

隣接する同一色画素の画像信号に対し､それら画素間交互に微少輝度ﾚ

ﾍﾞﾙの加算および減算をおこなうため､表示装置が､制御信号発生回路で

生成される制御信号により入力映像信号を 2 つのﾚﾍﾞﾙｼﾌﾄ関数で変換す

るﾚﾍﾞﾙｼﾌﾄ変換回路と､制御信号を発生する制御信号発生回路と､ﾚﾍﾞﾙｼﾌ

ﾄ変換回路の出力を受けて入力映像信号に対応した SF 変換された出力

信号を得るためのSF変換回路と､を具備したことを特徴とする｡ 

階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3288214 

（審判・成立） 

96.01.24 

G09G  3/20 

階調表示制御装置 

入力されたｶﾗｰ画像信号から､有限の階調数しか表示できないｶﾗｰ画像

表示装置に表示される画素の輝度に応じた輝度相当値を算出する輝度

算出手段と､算出された輝度相当値が所定ﾚﾍﾞﾙより低い画素部分の彩度

を低下させる彩度低下手段と､この彩度低下手段により得られた画素の

明るさの階調と､ｶﾗｰ画像表示装置で表示可能な画素の明るさ階調との

間の差分を演算し､この差分を誤差としてその画素の周辺画素に拡散し

てｶﾗｰ画像表示装置における表示階調を変化させる手段とを有すること

を特徴とする階調表示制御装置｡ 

品質:表示色再現性･調節

等 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平5-019715 

(取下) 

沖電気工業  

行列型ディスプレイ駆動装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:表示異常･画像劣化 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開2001-255863 表示画像の画質劣化を低減させる方法および装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共

通:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
波形･電圧:維持 

特許3113579 

96.05.10 

H04N  5/66 

表示装置の駆動方法および駆動回路 

互いに平行配置された複数の電極に同時に駆動ﾊﾟﾙｽを印加する表示

装置の駆動方法において､複数の電極を構成し､互いに隣接する順次の

電極に､不要振動の 1 周期以内の位相差をもたせた駆動ﾊﾟﾙｽをそれぞれ

印加するようにしたことを特徴とする｡ 

特開2000-112428 

[被引用1回] 

立体画像表示方法および装置 

手順:期間構成 
特開2002-199416 立体画像表示方法及び立体画像表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

応
用
等 

応用:3次元表示 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開2000-050315 立体画像の階調表示制御方法および装置 

表 2.15.4 日本放送協会の技術要素別課題対応特許(2/4) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開2001-042845 ディスプレイの動特性測定用デ－タ取得装置および動特性測

定装置 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

試
験/

検
査 

回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 特開2001-054147 ディスプレイの動特性測定用デ－タ取得装置および動特性測

定装置 
階調:動画偽輪郭防止 

特開平4-001693 

(取下) 

三菱電機  

放電パネル駆動装置および放電パネル 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

品質:ちらつき等 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特許2572957 

[分割出願] 

86.12.02 

H04N  5/66 

メモリ－パネルの駆動方法 

2値のﾒﾓﾘｰを具えたﾒﾓﾘｰﾊﾟﾈﾙの駆動方法において､2値符号化された1

ﾌｨｰﾙﾄﾞ画像 F を画像の階調を表す最上位ﾋﾞｯﾄから最下位ﾋﾞｯﾄまでの複

数のｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ画像 SF に分割して表示することで中間調表示を行うに

あたり､それぞれのｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ画像 SF が書き込

まれる時間配置を､ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ画像を構成する

最上位ﾋﾞｯﾄと 2 ﾋﾞｯﾄ目の各ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ画像間に

他のﾋﾞｯﾄのｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ画像を挿入する時間配置

としたことを特徴とする｡ 

波形･電圧:維持 

特許2761125 

91.07.17 

G09G  3/28 

沖電気工業 

放電型パネル駆動方法 

複数の表示ｾﾙを行列配列してなるPDPの各表示ｾﾙに､少なくとも陰極

維持電圧を含む陰極電圧と少なくとも陽極維持ﾊﾟﾙｽを含む陽極電圧と

を印加して放電発光させるように構成したPDPをSF方式でﾊﾟﾙｽﾒﾓﾘｰ駆

動するに当たり､各 SF の維持期間において､前記陽極維持ﾊﾟﾙｽの期間に

陰極維持電圧を印加し､陽極維持ﾊﾟﾙｽ期間外に､陰極維持電圧をｵﾌにす

る期間を設定する｡ 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平4-070896 

(取下) 

三菱電機  

大型放電パネル駆動回路 

低消費電力:低電圧駆動 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特許3228958 

91.07.17 

G09G  3/282 

沖電気工業 

放電型パネルの駆動方法および放電型パネルの駆動装置 

書き込み時には､表示ｾﾙの陽極に､非書き込み電位 VNW よりも高い陽

極書き込み電位 VW を印加するとともに､表示ｾﾙの陰極に､消去電位 VE

よりも低い陰極書き込み電位 VS を印加し､放電維持時には､陽極に､非

書き込み電位 VNW よりも高い陽極維持電位 VSUS を印加するとともに､

陰極に､消去電位 VE よりも低い陰極維持電位 VK を印加する､PDP の駆

動方法であって､消去電位 VE が､非書き込み電位 VNW よりも低く､消去

電位 VE が､表示ｾﾙに隣接する表示ｾﾙの陰極に陰極維持電位 VK または

前記陰極書き込み電位VS が印加されているときにこれらの表示ｾﾙの陰

極間で放電が発生する電位よりも低く､且つ､消去電位VE と非書き込み

電位 VNW との電位差が､表示ｾﾙの直流放電維持電圧 Vm よりも小さくな

るようにする｡ 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特許3269762 

95.11.02 

H04N  5/66 

気体放電表示パネルの駆動方法および装置 

2 値符号化された画像ﾃﾞｰﾀを複数ﾋﾞﾂﾄに分割して表示を行うことに

より中間調表示を可能にするﾊﾟﾙｽﾒﾓﾘ方式を用いた気体放電表示ﾊﾟﾈﾙの

駆動方法において､補助放電ｾﾙの放電に先行する直前の補助放電ｾﾙの放

電停止の時点から走査電極に走査ﾊﾟﾙｽ SKP が印加される時点まで走査

電極に補助継続ﾊﾟﾙｽ SSP を印加することにより､補助継続ﾊﾟﾙｽ SSP が印

加された走査電極と補助電極との交差位置に形成される補助放電ｾﾙの

放電を開始､継続させるようにしたことを特徴とする｡ 

表 2.15.4 日本放送協会の技術要素別課題対応特許(3/4) 



 
 

 

231 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特許3078114 

92.06.26 

G09G  3/328 

[被引用3回] 

気体放電表示パネルの駆動方法および駆動装置 

直交配置された複数の陽極と陰極とを備えるとともに､これらの各交

点に表示ｾﾙを備え､ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞのために､少なくとも一方の電極が直接､露

出した補助ｾﾙを持つ PDP を駆動する方法において､陽極または陰極のう

ち､いずれかを走査電極とし､この走査電極に走査ﾊﾟﾙｽを印加するとと

もに､補助ｾﾙに対応する補助電極に対し､走査ﾊﾟﾙｽに同期した補助放電

ﾊﾟﾙｽを印加して補助ｾﾙを放電させながら､陽極に対し､走査ﾊﾟﾙｽに同期

した書込みﾊﾟﾙｽを選択的に印加して表示ｾﾙに書込

み放電を行なった後､表示が必要な期間だけ､走査

電極に対し､走査ﾊﾟﾙｽと位相が異なる維持ﾊﾟﾙｽを

印加する､ことを特徴とする｡ 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特許2747123 

91.05.10 

G09G  3/28 

沖電気工業  

ＤＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

陽極に高周波の維持ﾊﾟﾙｽと発光および非発光ﾃﾞｰﾀに基づく書き込み

ﾊﾟﾙｽとを含む陽極駆動信号を印加する手段と､陰極に順次走査ﾊﾟﾙｽと消

去のﾀｲﾐﾝｸﾞに合わせて発生される消去ﾊﾟﾙｽとを含む陰極駆動信号を印

加する手段と､陽極駆動信号の基準ﾚﾍﾞﾙである陽極基準ﾚﾍﾞﾙを基準とし

て維持ﾊﾟﾙｽのﾋﾟｰｸ電圧を発生する維持ﾊﾟﾙｽ電源と､陽極基準ﾚﾍﾞﾙを基準

として書き込みﾊﾟﾙｽのﾋﾟｰｸ電圧を発生する書き込みﾊﾟﾙｽ電源と､陰極駆

動信号の基準ﾚﾍﾞﾙである陰極基準ﾚﾍﾞﾙを基準として走査ﾊﾟﾙｽのﾋﾟｰｸ電

圧を発生する走査ﾊﾟﾙｽ電源と､陰極基準ﾚﾍﾞﾙを基準として走査ﾊﾟﾙｽのｵﾌ

ﾚﾍﾞﾙ電圧を発生するｵﾌﾚﾍﾞﾙ電源とを具えるDC型PDPの駆動装置におい

て､陽極駆動信号および陰極駆動信号の両基準ﾚﾍﾞﾙ間に中間ﾊﾞｲｱｽ電圧

を与える､中間ﾊﾞｲｱｽ電源をさらに具えたことを特徴とするDC型PDPの

駆動装置｡ 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 特殊構造:ｾﾙ 

特開平5-197350 

(取下) 

沖電気工業  

ガス放電パネルの駆動方法 

特性:駆動高速化 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平8-248917 

(取下) 

松下電器産業 

気体放電型表示装置の駆動方法 

低消費電力:発光効率向

上 
特殊構造:ｾﾙ 

特開2000-305518 ＤＣメモリプラズマ表示パネルとその駆動方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特許3270563 

93.03.22 

G09G  3/282 

松下電器産業 

気体放電型表示装置の駆動方法 

複数のｾﾙを有すると共に各ｾﾙに抵抗体が直列に挿入された放電ﾊﾟﾈﾙ

の駆動方法において､各ｾﾙの抵抗体の抵抗値に関する情報を記憶する記

憶部と､放電ﾊﾟﾈﾙの積算使用時間を検出する時間計とを設け､抵抗値に

関する情報および積算使用時間に応じて､各ｾﾙの駆動信号のﾚﾍﾞﾙを補正

する｡ 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

高信頼性:長寿命化 

特殊構造:ｾﾙ 

特許3184291 

92.04.09 

G09G  3/288 

放電表示パネルの駆動方法、装置および放電表示パネル 

対向に配置され放電ｾﾙに対し露出された少なくとも 2 組の露出電極

と､少なくとも 1 組の誘電体で覆われた電極とを備えた放電ｾﾙをﾏﾄﾘｸｽ

状に配置し､維持ﾊﾟﾙｽを放電ｾﾙに継続的に印加し､書込みﾊﾟﾙｽにより開

始した維持ﾊﾟﾙｽ放電が消去ﾊﾟﾙｽが印加されるまで継続されるようにし

たﾊﾟﾙｽﾒﾓﾘ型 PDP を駆動するにあたり､直流放電と誘電体層を介した交

流型放電が同時に書込み放電となるよう放電ｾﾙにﾊﾟﾙｽを印加すること

を特徴とする｡ 

 

表 2.15.4 日本放送協会の技術要素別課題対応特許(4/4) 
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2.16.1 企業の概要 

商号 シャープ 株式会社 

本社所在地 〒545-8522 大阪市阿倍野区長池町22-22 田辺ビル 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 2,046億76百万円（2002年3月末） 

従業員数 22,710名（2002年3月末）（連結：46,518名） 

事業内容 エレクトロニクス機器（音響・映像・通信機器、電化機器、情報機器）、

電子部品（IC、液晶等）の製造・販売 

液晶を表示装置の核とした事業展開を行っているが、現在、大画面TVにおいては、42型

と50型のワイドハイビジョン対応のPDP製品を発売している。また、その他の表示デバイス

としてAC形の薄膜ELや、プラズマアドレス型液晶パネル(PALC)の開発も行っており、PALC

については、1996年９月にソニーとの共同開発を発表している。(出典: シャープのHP) 

 

2.16.2 製品例 

上述した通り、42型と50型のワイドハイビジョン対応PDPTVを発売している。 

 

表2.16.2 シャープのPDP製品例(出展: シャープのHP) 

 

2.16.3 技術開発拠点と研究者 

図2.16.3に、PDP駆動技術のシャープの出願件数と発明者数を示す。 

 

図2.16.3  シャープの出願件数と発明者数 
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製品名 発売年月 概要 

PZ-43BD3 

 

2001年12月 ・43型ワイドBSデジタルハイビジョン対応テレビ

・1024x768ドット、消費電力290W 

PZ-50BD3 

 

2001年11月 ・50型ワイドBSデジタルハイビジョン対応テレビ

・1280x768ドット、消費電力341W 

2.16 シャープ 
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シャープの開発拠点: 大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号  シヤープ株式会社内 

広島県呉市 

 

2.16.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.16.4に、シャープの特許の課題と解決手段の分布を示す。「平面型ディスプレイ共

通」に対する各課題に広く出願が分布しており、直接PDPのみを指定するものはない。 

一番出願の多い課題「階調表示技術の改善」については疑似輪郭対策や高階調化などを

シーケンスや制御信号処理により解決しようとするものが多い。 

表2.16.4にはシャープの技術要素別課題対応特許を示す。出願件数21件のうち登録特許

１件は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これらシャープの出願のうちで、被引用回数の多いものは無い。 

  

図2.16.4 シャープの特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特開平9-127906 

THE SECRETARY OF 

STATE FOR DEFENCE 

IN HER BRITANNIC 

MAJESTY’S 

GOVERNMENT OF THE 

UNETED KINGDOM OF 

GREAT BRITAIN AND 

NORTHERN IRELAND 

マトリックス型表示装置およびその駆動方法 

階調:高階調化 
特開平11-352940 

THE SECRETARY OF 

STATE FOR DEFENCE 

IN HER BRITANNIC 

MAJESTY’S 

GOVERNMENT OF THE 

UNETED KINGDOM OF 

GREAT BRITAIN AND 

NORTHERN IRELAND 

光変調器 

特開平11-038928 

THE SECRETARY OF 

STATE FOR DEFENCE 

IN HER BRITANNIC 

MAJESTY’S 

GOVERNMENT OF THE 

UNETED KINGDOM OF 

GREAT BRITAIN AND 

NORTHERN IRELAND 

表示装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-075527 表示装置 
階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開2000-181395 

THE SECRETARY OF 

STATE FOR DEFENCE 

IN HER BRITANNIC 

MAJESTY’S 

GOVERNMENT OF THE 

UNETED KINGDOM OF 

GREAT BRITAIN AND 

NORTHERN IRELAND 

マトリックス型表示装置 

特開平10-116055 表示装置 

品質:ちらつき等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開2000-098957 階調表示用制御方法および制御回路 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
手順:分割駆動 

特開平6-276400 表示装置 

特開2001-083925 表示装置の動き検出方法及び表示装置 

階調:動画偽輪郭防止 
特開2001-083926 動画偽輪郭補償方法およびその方法を用いた画像表示装置 

品質:γ/逆γ補正 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開2002-158894 ダイナミックガンマ補正装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ

ク
部 

品質:表示異常･画像劣化 信号処理:条件対応制御

特許2728577 

91.08.14 

G09G  3/20 

表示装置 

表示ﾊﾟﾈﾙの駆動電圧を発生しまたは停止する駆動電圧発生手段が､切

換回路により電源による電圧供給開始直後の予め定める期間､遮断状態

とし､その予め定める期間経過後に出力状態となるように制御される出

力/遮断回路から出力される制御信号が与えられることによって､前記

駆動電圧を発生し､制御信号が遮断されることによって､前記駆動電圧

を停止することを特徴とする表示装置｡ 

表 2.16.4 シャープの技術要素別課題対応特許(1/2) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
(経過情報) 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

品質:表示異常･画像劣化 信号処理:条件対応制御
特開2001-306022 画像表示装置及び画像調整方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開2001-195029 信号生成回路およびそれを用いた表示装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開平6-205337 

(取下) 

表示パネルの駆動回路 

特開2001-109423 表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク

部 

高信頼性:故障対策 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2001-356730 表示装置 

品質:表示色再現性･調節

等 
波形･電圧:維持 

特開2001-236034 表示装置 

低消費電力:電力回収 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2001-154629 表示装置 

高信頼性:故障対策 信号処理:条件対応制御
特開平11-272230 表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高

圧
部 

応用:座標入力機能 波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平10-143323 座標検出機能付き表示装置 

 

表 2.16.4 シャープの技術要素別課題対応特許(2/2) 
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2.17.1 企業の概要 

商号 三洋電機 株式会社 

本社所在地 〒570-8677 大阪府守口市京阪本通2-5-5 

設立年 1950年（昭和25年） 

資本金 1,722億41百万円（2002年3月末） 

従業員数 17,239名（2002年3月末）(連結：80,500名) 

事業内容 音響・映像・情報通信機器、電化機器、産業機器、電子デバイス等の製造・

販売・保守・サービス等 

 

2.17.2 製品例 

社内カンパニーとしてマルチメディアカンパニーがあり、映像メディア事業部でPDP関

連製品を扱っている。32型、42型、50型の各ワイドハイビジョン対応TVを発売している。 

 

表2.17.2 三洋電機のPDP製品例(出展: 三洋電機のHP) 

 

2.17.3 技術開発拠点と研究者 

図2.17.3に、PDP駆動技術の三洋電機の出願件数と発明者数を示す。 

 

図2.17.3 三洋電機の出願件数と発明者数 
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製品名 発売年月 概要 

PDP-32V1 

PDP-32HD2 

 

2002年10月 ・32型ワイドBS・110度CSデジタルハイビジョン

対応テレビ 

・852x1024ドット、消費電力260W 

PDP-42V1 

PDP-42HD2 

 

2002年9月 ・42型ワイドBS・110度CSデジタルハイビジョン

対応テレビ 

・1024x1024ドット、消費電力400W 

PDP-50V1 

 

 

2002年10月 ・50型ワイドBS・110度CSデジタルハイビジョン

対応テレビ 

・1366x768ドット、消費電力540W 

2.17 三洋電機 
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三洋電機の開発拠点: 大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号  三洋電機株式会社内 

大阪府守口市京阪本通２丁目１８番地  三洋電機株式会社内 

  

2.17.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.17.4に、三洋電機の特許の課題と解決手段の分布を示す。課題ではAC型PDPの各課

題に広く出願されている。 

出願の多い課題「(AC型PDP) 表示品質の改善」については高/低階調領域の階調表現向

上などに関するものが多く、解決手段としてはデータ変換の方法を工夫することで解決を

図るものが多い。なお、PDPに直接関係するものはすべて96年以降に出願されている。 

表2.17.4には三洋電機の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数19件のうち登録特許

２件は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これら三洋電機の出願のうちで、被引用回数の多いものは無い。 

 

図2.17.4 三洋電機の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特許3133620 

94.09.09 

G09G  3/20 

半導体メモリ及びこれを用いた表示装置の駆動回路 

映像情報ﾃﾞｰﾀを順次取り込む入力手段と､この入力手段に取り込まれ

た映像情報ﾃﾞｰﾀに対して任意に設定可能な演算係数に基づく演算処理

を施し､所望のﾋﾞｯﾄ数に変更された変換ﾃﾞｰﾀを生成するﾃﾞｰﾀ変換手段

と､変換ﾃﾞｰﾀを所定のﾃﾞｰﾀ数毎に連続して記憶するﾒﾓﾘｾﾙｱﾚｲと､このﾒﾓﾘ

ｾﾙｱﾚｲに記憶された変換ﾃﾞｰﾀを所定の順序で読み出して出力する出力手

段とを備えた表示装置の駆動回路｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:制御信号 

特許2741808 

91.11.22 

G09G  3/20 

日本電気 

ドットマトリクス表示装置 

ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄﾒﾓﾘで構成され､2n ﾋﾞｯﾄのｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾚｽの上位n ﾋﾞｯﾄをY ｱﾄﾞﾚ

ｽとしかつ下位n ﾋﾞｯﾄをX ｱﾄﾞﾚｽとして表示ﾃﾞｰﾀを書き込まれる表示ﾒﾓﾘ

を有し､表示ﾀｲﾐﾝｸﾞに関連して発生される表示用ｱﾄﾞﾚｽによって表示ﾃﾞｰ

ﾀが読み出されるﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｸｽ表示装置であって､前記ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾚｽの最下位

の1または複数ﾋﾞｯﾄを前記ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾚｽの最上位の1または複数ﾋﾞｯﾄとし

かつ残りの各ﾋﾞｯﾄを順次ｼﾌﾄすることによって前記Yｱﾄﾞﾚｽおよび前記X

ｱﾄﾞﾚｽを発生するｱﾄﾞﾚｽ変換手段を備える｡ 

品質:焼き付き 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 特開2001-343899 プラズマディスプレイ装置 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 手順:起動/終了 
特開2002-108277 プラズマディスプレイ装置 

各種映像信号等:画素数

等変換 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2000-175184 プレゼンテ－ション用ＰＤＰ表示装置、プレゼンテ－ション

装置および表示制御方法 

応用:座標入力機能 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2000-020237 プラズマディスプレイにおけるペン位置検出装置およびプラ

ズマディスプレイを用いた電子ボ－ド 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

応用:3次元表示 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平11-095722 プラズマディスプレイパネルを用いた時分割メガネ方式の立

体映像表示方法 

信号処理:ﾚﾍﾞﾙ変換 
特開2001-215923 ＰＤＰ用信号処理装置 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平10-198305 表示装置の駆動制御方法 

階調:誤差拡散･面積階調

等 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平9-222873 表示装置の駆動制御方法 

特開平10-143109 平面表示装置の駆動方法 

特開平10-142581 平面表示装置の駆動方法 
品質:高/低輝度部階調 

特開平10-161589 平面表示装置の駆動方法 

品質:焼き付き 
特開2002-108275 プラズマディスプレイ装置 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:条件対応制御

特開2001-083928 表示装置およびフレ－ムレ－ト変換方法 

各種映像信号等:各種ｳｲﾝ

ﾄﾞｳ表示 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2001-092432 表示装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 
特開2002-108276 プラズマディスプレイ装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:
信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高信頼性:発熱対策等 

手順:条件対応制御 
特開2002-049348 プラズマディスプレイ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部

低消費電力:電力ﾛｽ低減 信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特開2002-049349 複数のＰＤＰモジュ－ルの駆動方法 

 

表 2.17.4 三洋電機の技術要素別課題対応特許(1/1) 
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2.18.1 企業の概要 

名称 Daewoo Electronics Co., Ltd.（2002年11月よりDaewoo Electronics Corporation）

本社所在地 686 Ahyeon-dong, Mapo-gu, Seoul, Korea 

設立年 1971年 

資本金 448,442百万ウォン（2001年12月末） 

従業員数 約5,000名（連結） 

事業内容 映像機器（PDP TV・デジタルTV等の各種TV受像機、ビデオレコーダー等）

および白物家電等の製造・販売 

 

2.18.2 製品例 

42型VGAのカラーPDPTVを発売している。 

 

表2.18.2 大宇電子の製品例(出展: 大宇電子のHP) 

 

2.18.3 技術開発拠点と研究者 

図2.18.3に、PDP駆動技術の大宇電子の出願件数と発明者数を示す。 

 

大宇電子の開発拠点: 大韓民国ソウル特別市  

         

図2.18.3  大宇電子の出願件数と発明者数 
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製品名 発売年月 概要 

DSP-4210GM 記載無 ・42型ワイドテレビ 

・852x480ドット、消費電力360W 

2.18 大宇電子 
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2.18.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.18.4に、大宇電子の特許の課題と解決手段の分布を示す。課題では「低コスト化・

小型化」に対する出願が多く、解決手段としては駆動回路やシステムを工夫したものが多

い。 

出願の多い課題「低コスト化・小型化」については特に回路規模の簡素化などに関し、

信号処理部やロジック部の回路構成やシステム構成で対応しているものが多い。 

表2.18.4には大宇電子の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数14件のうちで、現在

登録になったものはない。 

なお、これら大宇電子の出願のうちで、被引用回数の多いものは無い。 

 

図2.18.4 大宇電子の特許の課題と解決手段の分布 

 

 

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

シーケンス(手順)

駆動波形・電圧

駆動回路・システム

信号処理・制御

特殊構造セル/パネル/装置

階
調
表
示
技
術
の
改
善

高
解
像
度
化
・
大
容
量
化

表
示
品
質
の
改
善

各
種
映
像
信
号
・
画
像

フ
ォ
¦
マ
ッ
ト
へ
の
対
応

動
作
特
性
・
装
置
特
性
の

改
善
低
消
費
電
力
化

低
コ
ス
ト
化
・
小
型
化

高
信
頼
性
化

応
用
技
術
の
改
善

周
辺
技
術
の
改
善

課       題

1990年1月出願から2002年8月公開分までの出願

(図中の数字は件数を示す)

解
決
手
段

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

共
通

A
C
型
P
D
P

D
C
型
お
よ
び
特
殊
構

造
P
D
P

1

22 2

2

1

3

1



 
 

 

241 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平10-333632 平板ディスプレイ装置及び映像デ－タ処理方法 

特開平10-333633 デ－タインターフェース装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成
特開平11-015434 アドレス電極駆動装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開平11-234692 平板ディスプレイ装置及びデ－タインターフェーシング方法

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特表2002-500385 交流形プラズマディスプレイパネルシステムのビデオデ－タ

処理装置 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開平11-024627 交流プラズマディスプレイ平板装置のタイミング制御装置及

び方法 

特表2002-519951 交流形プラズマディスプレイパネルシステムのタイミング制

御回路 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 特表2002-519740 交流形プラズマディスプレイパネルシステムのタイミング制

御回路 

特表2002-519737 交流形プラズマディスプレイパネルシステムのデ－タイン

ターフェーシング装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特表2002-519738 プラズマディスプレイパネルシステムのアドレス電極駆動回

路 
低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特表2002-519736 交流形プラズマディスプレイパネルシステムのデ－タイン

ターフェーシング装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低ｺｽﾄ化:汎用･低価格素

子適用 
回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開平11-149275 プラズマディスプレイパネル装置用同期式メモリインター

フェース装置 

特開平10-105114 ＰＤＰの電力回収装置 
Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:電力回収 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特表2002-519739 交流形プラズマディスプレイパネルシステムの電力回収回路

のスイッチングタイミング制御方法及び装置 

 

表 2.18.4 大宇電子の技術要素別課題対応特許(1/1) 
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2.19.1 企業の概要 

名称 Thomson multimedia S.A. （2002年10月よりThomson S.A.） 

本社所在地 46 Quai Alphonse Le Gallo 92648 Boulogne Cedex, France 

設立年 1995年 (1988年設立のThomson Consumer Electronicsから改称) 

資本金 2,990百万ユーロ（2002年12月末） 

従業員数 65,487名（連結：2002年12月末） 

事業内容 Thomson グループの親会社。Thomsonグループは、主にマルチメディア関連

製品・部品の製造・販売および関連サービスの提供を行っている。 

フランスに本拠を置くTHOMSONグループの中で主にマルチメディア関連の製品を扱う会

社である。子会社としては、THOMSON Plasma S.A.S(フランス)、THOMSON Tubes & Displays 

S.A.等があり、それぞれ独自に特許出願を行っている。 

 

2.19.2 製品例 

ヨーロッパでは「THOMSON」ブランドで42型VGAおよび50型ハイビジョン対応の各ワイド

PDPTVを、アメリカでは「RCA」ブランドで50型ハイビジョン対応のワイドPDPTVをそれぞれ

発売している。なお、パネルには日本電気のカラーフィルタ技術(CCF:Capsulated Color 

Filter)が採用されている。 

 

表2.19.2 トムソンマルチメディアの製品例 

(出展: トムソンマルチメディアのHP) 

 

2.19.3 技術開発拠点と研究者 

図2.19.3に、PDP駆動技術のトムソンマルチメディアの出願件数と発明者数を示す。 

 

トムソンマルチメディアの開発拠点: フランス国 

 

 

 

 

 

製品名 発売年月 概要 

42WP94E 

(欧州仕様) 

記載無 ・42型ワイドモニタ 

・853x480ドット、消費電力395W 

50WS94EF 

(欧州仕様) 

2002年 ・50型ワイドハイビジョン対応モニタ 

・1365x768ドット、消費電力595W 

PHD50400 

(米国仕様) 

2002年 ・50型ワイドハイビジョン対応モニタ 

・1365x768ドット、消費電力不明 

2.19 トムソン マルチメディア



243 

図2.19.3 トムソンマルチメディアの出願件数と発明者数  
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2.19.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.19.4に、トムソンマルチメディアの特許の課題と解決手段の分布を示す。課題「平

面型ディスプレイ共通」「AC型PDP」の「階調技術の改善」への出願が目立っている。 

特に課題「(AC型PDP)階調技術の改善」では、PDPや平面型ディスプレイにおける面積階

調方式の改善に関し、シーケンスを工夫したものが特徴的である。 

表2.19.4にはトムソンマルチメディアの技術要素別課題対応特許を示す。出願件数13件

のうちで、現在登録になったものは無い。 

 

なお、これらトムソンマルチメディアの出願のうちで被引用回数の多いものは無い。 
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図2.19.4 トムソンマルチメディアの特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平9-237061 

トムソン 

中間調表示を行う画像表示画面の制御の方法及びこの方法を

実現する表示装置 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 階調:階調再現性等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平9-237062 

トムソン 

光を放射する期間を変調する原理を使用した画像表示スクリ

－ンの制御法及び該方法を実施する表示装置 

特開平11-338421 表示のための時間的形式の変調を用いたマトリックスディス

プレイのためのビデオ信号処理方法 

階調:動画偽輪郭防止 
特開2000-352954 表示装置に表示するためにビデオ画像を処理する方法及び装

置 

品質:表示異常･画像劣化 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平11-259044 画像表示スクリ－ン中の蛍光体の残光性の差を補償する方法

及び装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

高解像度:高精細化 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特表2000-502813 マトリクス・スクリ－ンをアドレッシングする装置 

階調:動画偽輪郭防止 

特開2001-209353 プラズマディスプレイパネルのアドレス方法 

階調:階調再現性等 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平11-030970 プラズマ表示器用の交代コ－ドアドレス装置及び方法 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

品質:高/低輝度部階調 信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 

特開平11-194746 プラズマパネルをスキャンする方法及び装置 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平11-045069 １以上のラインに現れるビットに基づくプラズマ表示器用の

アドレス方法及び装置 
Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平11-327493 プラズマパネルのアドレス指定方法及び装置 

階調:AWS方式 手順:分割駆動 

特表2001-518645 イオン化効果を組み込んだ交流ディスプレイパネルの制御方

法 Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

品質:表示異常･画像劣化 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開2000-298452 プラズマ表示パネルを制御する方法及びこの方法を使用する

表示装置 

 

表 2.19.4 トムソンマルチメディアの技術要素別課題対応特許(1/1) 
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2.20.1 企業の概要 

商号 富士電機 株式会社 

本社所在地 〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー

設立年 1923年（大正12年） 

資本金 475億86百万円（2002年3月末） 

従業員数 8,576名（2002年3月末）（連結：24,505名） 

事業内容 各種電機システムの製造・販売・据付・エンジニアリング・サービス 

各種制御機器、電子部品、流通機器・システムの製造・販売、他 

元は重電機器メーカであり、PDP駆動技術関連では、電源やドライバに使用するパワー

半導体を扱っているが、パネルそのものは扱っていない。 

 

2.20.2 製品例 

PDP関連の製品は富士電機のHP上のカタログには記載されていない。 

 

2.20.3 技術開発拠点と研究者 

図2.20.3に、PDP駆動技術の富士電機の出願件数と発明者数を示す。 

 

富士電機の開発拠点: 神奈川県川崎市川崎区田辺新田１番１号  富士電機株式会社内 

 

図2.20.3 富士電機の出願件数と発明者数 

 

 

 

2.20.4 技術開発課題対応特許の概要 

図2.20.4に、富士電機の特許の課題と解決手段の分布を示す。課題「低コスト化・小型

化」への出願が目立つ。 

この課題「低コスト化・小型化」では、回路構成の工夫による回路規模の簡素化に関す

るものがほとんどであり、駆動用半導体の開発・製造という業務の特徴をよく表している。 

2.20 富士電機 
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表2.20.4には富士電機の技術要素別課題対応特許を示す。出願件数12件のうち登録特許

１件は出願日、主IPCおよび概要入りで示す。 

なお、これら富士電機の出願のうちで、被引用回数の多いものは無い。 

 

図2.20.4 富士電機の特許の課題と解決手段の分布 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 
出願日 
主IPC 
共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:表示異常･画像劣化 手順:起動/終了 
特開平4-278988 

(取下) 

表示パネル用表示駆動回路 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 

特開平11-007414 半導体集積回路 

特開平5-035219 多ビット駆動半導体装置およびディスプレイ駆動用半導体装

置 

特開平8-221033 

(取下) 

ディスプレイ装置 低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平10-153977 半導体集積回路 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 高信頼性:発熱対策等 

特開2001-358570 容量性負荷駆動回路 

特性:回路ﾉｲｽﾞ 
特開平4-181809 

(取下) 

集積回路装置の負荷駆動回路 

特開平3-225949 

(取下) 

ディスプレイドライバ－集積回路 

特開平4-079608 

(取下) 

スイッチング駆動回路 低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開平11-068540 高耐圧パワ－ＩＣの出力段回路 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 高信頼性:発熱対策等 

特開平11-201830 温度検出機能内蔵ドライバＩＣ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3166637 

96.11.28 

G09G  3/328 

平面表示装置駆動用集積回路 

平面表示装置の放電ｾﾙに対して表示動作に必要な充放電電流を出力

端子を介して流す充電用素子および放電用素子と､充電用素子および放

電用素子を制御駆動する制御回路と､放電ｾﾙに対して表示動作に必要な

別の充放電電流を出力端子を介して流す充電用ﾀﾞｲｵｰﾄﾞおよび放電用ﾀﾞ

ｲｵｰﾄﾞとからなる出力回路を複数個備え､すべての出力回路の充電用ﾀﾞｲ

ｵｰﾄﾞおよび放電用ﾀﾞｲｵｰﾄﾞはそれぞれに共通の外部の共通制御素子に

よって同時に制御駆動される構成の平面表示装置駆動用集積回路にお

いて､出力回路の出力端子を構成する電極部を充電用ﾀﾞｲｵｰﾄﾞと放電用

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞとの間に配置した｡ 

 

表 2.20.4 富士電機の技術要素別課題対応特許(1/1) 



 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 
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技術導入や、売込み先のアクセス情報の参考に資することを目的として主要企業の技術

開発拠点を特許明細書に記されている発明者の住所から調査した。 

なお、企業によっては本社、あるいは企業としての技術拠点を発明者住所としている場

合も多々あるため、実際のPDP駆動技術の開発拠点とは必ずしも一致しない。あくまで、参

考としていただきたい。 

PDP駆動技術における技術開発拠点は関東地方、特に東京都、神奈川県に集中しており、

これら２都県で全体の４割を、また、次に多い近畿地方の大阪府、兵庫県を加えると全体

の６割を占める。その他の地域では、東海、四国、中国、九州と、関東以西の各府県に分

布していることがわかる。 

また、海外では特に韓国に多数の拠点が見られ、この分野への韓国企業の進出の度合い

がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 

 

マルチメディアの普及により、テレビ等の大画面化が世界的に求 

められるようになり、技術開発拠点は国内各地はもとより海外に 

まで増加、拡散している。 

 

特許流通 

支援チャート
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 図 3.1にPDP駆動技術に関する主要企業の技術開発拠点を地図上に示す。また、表 3.1

には各企業の拠点住所一覧を示す。ただし技術開発拠点は公報より入手したもので、組織

変更等により名称、場所の変更の可能性がある。 

 

     図 3.1 PDP駆動技術に関する 

          主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.1 主要企業の技術開発拠点一覧 

No.  出願者 居所 

1 株式会社富士通ゼネラル 川崎市高津区末長１１１６番地  株式会社富士通ゼネラル内 

大阪府門真市大字門真１００６番地  松下電器産業株式会社内

大阪府門真市大字門真１００６番地  松下システムテクノ株式

会社内 

大阪府高槻市郡家本町６番１号  松下電子応用機器株式会社内

大阪府茨木市松下町１番１号  株式会社松下エーヴィシー・テク

ノロジー内 

神奈川県川崎市多摩区東三田３丁目１０番１号  松下技研株式

会社内 

神奈川県横浜市港北区綱島東四丁目３番１号  松下通信工業株

式会社内 

香川県高松市古新町８番地の１  松下寿電子工業株式会社内 

愛知県名古屋市中区栄２丁目６番１号  白川ビル別館５階

株式会社松下電器情報システム名古屋研究所内 

アメリカ合衆国１２４７７ニューヨーク州 

2 松下電器産業株式会社 

アメリカ合衆国  ニュージャージー州   

①②③⑤⑥⑩⑫ 
⑬⑭⑳ 

⑦⑩⑤

② 

②⑯⑰ 

②⑬

米国 

② 

④⑤⑥⑦⑧ 
⑩⑬⑮ 

3.1 プラズマディスプレイ（PDP）の駆動技術の技術開発拠点

③ 

⑤⑩ 

⑤ 

⑥

⑥

⑥

⑦ 

⑦ 

韓国 

⑨⑪⑱ 

フランス 

⑲ 

⑯ 

⑭ 
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大阪府門真市大字門真１００６番地  松下電子工業株式会社内
2 (松下電子工業株式会社) 

大阪府高槻市幸町１番１号  松下電子工業株式会社内 

神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号  富士通株式会

社内 

神奈川県川崎市中原区上小田中１０１５番地  富士通株式会社

内 

神奈川県川崎市高津区坂戸３丁目２番１号  富士通日立プラズ

マディスプレイ株式会社内 

3 富士通株式会社 

鹿児島県薩摩郡入来町副田５９５０番地  株式会社九州富士通

エレクトロニクス内 

4 日本電気株式会社 東京都港区芝五丁目７番１号日本電気株式会社内 

東京都千代田区丸の内二丁目２番３号  三菱電機株式会社内 

鎌倉市大船二丁目１４番４０号  三菱電機株式会社生活システ

ム研究所内 

尼崎市塚口本町８丁目１番１号  三菱電機株式会社通信機製作

所内 

鎌倉市上町屋３２５番地  三菱電機株式会社コンピュータ製作

所内 

長崎市丸尾町６番１４号  三菱電機株式会社長崎製作所内 

東京都千代田区大手町二丁目６番２号  三菱電機エンジニアリ

ング株式会社内 

鎌倉市上町屋７３０番地  三菱電機エンジニアリング株式会社

鎌倉事業所内 

長崎市旭町８番２３号  三菱電機エンジニアリング株式会社長

崎事業所内 

京都府長岡京市馬場図所１番地  三菱電機マイコン機器ソフト

ウエア株式会社内 

尼崎市塚口本町８丁目１番１号  三菱電機マイコン機器ソフト

ウエア株式会社内 

兵庫県尼崎市猪名寺２丁目５番１号  三菱電機マイコン機器ソ

フトウエア株式会社内 

兵庫県神戸市兵庫区浜山通６丁目１番２号  三菱電機コントロ

ールソフトウエア株式会社内 

5 

 
三菱電機株式会社 

伊丹市中央３丁目１番１７号  三菱電機セミコンダクタソフト

ウエア株式会社内 

東京都千代田区神田駿河台四丁目６番地  株式会社日立製作所

内 

神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地  株式会社日立製作所

神奈川県横浜市戸塚区戸塚町２１６番地  株式会社日立製作所

情報映像事業部内 

東京都小平市上水本町５丁目２０番１号  株式会社日立製作所

半導体事業部内 

東京都国分寺市東恋ケ窪１丁目２８０番地  株式会社日立製作

所中央研究所内 

千葉県茂原市早野３３００番地  株式会社日立製作所茂原工場

内 

千葉県習志野市東習志野七丁目１番１号  株式会社日立製作所

オフイスシステム設計開発センタ内 

神奈川県海老名市下今泉８１０番地  株式会社日立製作所オフ

ィスシステム設計開発センタ内 

茨城県日立市大みか町七丁目１番１号  株式会社日立製作所日

立研究所内 

茨城県日立市幸町三丁目１番１号  株式会社日立製作所日立工

場内 

茨城県日立市久慈町４０２６番地  株式会社日立製作所日立研

究所内 

東京都青梅市藤橋８８８番地  株式会社日立製作所リビング機

器事業部内 

6 株式会社日立製作所 

群馬県高崎市西横手町１番地１  日立東部セミコンダクタ株式

会社内 

6 (日立ﾃﾞﾊﾞｲｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社) 
千葉県茂原市早野３６８１番地  日立デバイスエンジニアリン

グ株式会社内 
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山梨県甲府市大里町４６５番地  パイオニア株式会社内 

山梨県中巨摩郡田富町西花輪２６８０番地  パイオニア株式会

社甲府プラズマパネルセンター内 

静岡県袋井市鷲巣字西ノ谷１５番地１  パイオニア株式会社静

岡工場内 

東京都大田区大森西４丁目１５番５号パイオニア株式会社大森

工場内 

7 パイオニア株式会社 

埼玉県鶴ヶ島市富士見６丁目１番１号 

8 沖電気工業株式会社 東京都港区虎ノ門１丁目７番１２号  沖電気工業株式会社内 

三星 SDI 大韓民國  

(ｻﾑｽﾝ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃﾞﾊﾞｲｼｲｽﾞ) 大韓民國 

(三星電管株式會社) 大韓民国 

9 

 

(ｻﾑｽﾝｸﾞ･ｼﾞｮﾝｸﾞﾜﾝ･ｼﾞｭｼｸﾌｪｻ) 大韓民国 

神奈川県川崎市幸区小向東芝町１  株式会社東芝研究開発セン

ター内 

神奈川県川崎市幸区堀川町７２番地  株式会社東芝堀川町工場

内 

神奈川県川崎市幸区堀川町５８０番１号  株式会社東芝半導体

システム技術センター内 

神奈川県横浜市磯子区新杉田町８番地  株式会社東芝横浜事業

所内 

神奈川県横浜市磯子区新磯子町３３番地  株式会社東芝生産技

術研究所内 

埼玉県深谷市幡羅町１丁目９番２号  株式会社東芝深谷工場内

東京都青梅市末広町２丁目９番地  株式会社東芝青梅工場内 

東京都府中市東芝町１番地  株式会社東芝府中工場内 

10 株式会社東芝 

兵庫県姫路市余部区上余部５０番地  株式会社東芝姫路工場内

11 エルジー電子株式会社 大韓民国 

12 日本ビクター株式会社 
神奈川県横浜市神奈川区守屋町３丁目１２番地  日本ビクター

株式会社内 

東京都品川区北品川６丁目７番３５号  ソニー株式会社内 

愛知県一宮市高田池尻６番地  ソニー一宮株式会社内 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町１３４番地  ソニー・エルエス

アイ・デザイン株式会社内 
13 ソニー株式会社 

東京都港区南青山１丁目１５番地９号  第４５興和ビル  アデ

コキャリアスタッフ株式会社内 

神奈川県川崎市高津区坂戸３丁目２番１号  富士通日立プラズ

マディスプレイ株式会社内 
14 富士通日立ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ株式会社 

宮崎県東諸県郡国富町大字田尻１８１５番地の１  九州エフエ

イチピー株式会社内 

15 日本放送協会 
東京都世田谷区砧一丁目１０番１１号  日本放送協会放送技術

研究所内 

大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号  シヤープ株式会社

内 16 シヤープ株式会社 
広島県呉市 

大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号  三洋電機株式会社内 

17 三洋電機株式会社 
大阪府守口市京阪本通２丁目１８番地  三洋電機株式会社内 

18 大宇電子株式會社 大韓民国 

19 トムソンマルチメディア SA フランス国 

20 富士電機株式会社 神奈川県川崎市川崎区田辺新田１番１号  富士電機株式会社内
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資料１．特許流通促進事業 
 

独立行政法人工業所有権総合情報館では、特許庁の特許流通促進施策の実施機関として、開放意

思のある特許（開放特許）を企業間及び大学・公的試験研究機関と企業の間において円滑に移転させ、

中小・ベンチャー企業の新規事業の創出や新製品開発を活性化させることを目的とした特許流通促進

事業を実施しております。ここでは皆さまに利用可能な本事業の一部を紹介します。 

 

（１）特許流通アドバイザーの派遣 

中小企業等への特許を活用した円滑な技術移転を促進するため、知的財産権や技術移転に関する

豊富な知識・経験を有する専門人材である特許流通アドバイザーを、各都道府県や技術移転機関

（TLO）からの要請により派遣し、全国の特許流通アドバイザーやその他の専門家の人的ネットワークを

活用した各種相談や情報提供を行うことで、地域産業の活性化を図っています。（資料.２参照） 

 

（２）特許電子図書館情報検索指導アドバイザーの派遣 

中小企業による特許情報の有効な活用を支援するため、特許電子図書館情報検索指導アドバイ

ザーを全国の都道府県に派遣し、特許情報の検索方法や活用方法についての相談、企業等への出張

相談や講習会を無料で実施しています。（資料.２参照） 

 

（３）特許流通データベースの整備 

開放特許を中小・ベンチャー企業に円滑に流通させ、その実用化を推進するため、企業や大学・公的

研究機関が保有する開放意思のある特許をデータベース化し、インターネットを通じて公開しています。

（http://www.ryutu.ncipi.go.jp/db/index.html） 
 

特特許許流流通通促促進進事事業業のの実実施施体体制制  
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金金  
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ＡＡ
ＤＤ
のの
派派
遣遣  

  
相相談談  
アアドドババイイスス  



都道府県 派遣先 　　　　　　所在地 電話

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 杉谷　克彦 〒060-0807 札幌市北区北７条西２丁目北ビル８階 011-708-5783

北海道 北海道立工業試験場 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 宮本　剛汎 〒060-0819 札幌市北区北１９条西１１丁目 011-747-2358

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 白幡　克臣

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 平野　徹

青森県 （社）発明協会青森県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 内藤　規雄 〒030-0112 青森市第二問屋町４－１１－６ 017-762-3912

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 佐々木　泰樹 青森県産業技術開発センター内

岩手県 岩手県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 阿部　新喜司 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-635-8182

（社）発明協会岩手県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中嶋　孝弘 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-656-4114

岩手県工業技術センター内

宮城県 東北経済産業局 　特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 三澤　輝起 〒980-0014 仙台市青葉区本町３－４－１８ 022-223-9761

太陽生命仙台本町ビル７階

宮城県産業技術総合センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小野　賢悟 〒98１-3206 仙台市泉区明通２丁目２番地 022-377-8725

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小林　保

秋田県 秋田県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 石川　順三 〒010-1623 秋田市新屋町字砂奴寄４－１１ 018-862-3417

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 田嶋　正夫

山形県 山形県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 冨樫　富雄 〒990-2473 山形市松栄１－３－８ 023-647-8130

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大澤　忠行 山形県産業創造支援センター内

福島県 （社）発明協会福島県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 相澤　正彬 〒963-0215 郡山市待池台１－１２ 024-959-3351

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 栗田　広 福島県ハイテクプラザ内

茨城県 （財）茨城県中小企業振興公社 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 齋藤　幸一 〒312-0005 ひたちなか市新光町３８ 029-264-2077

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 猪野　正己 ひたちなかテクノセンタービル内

栃木県 （社）発明協会栃木県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 坂本　武 〒322-0011 鹿沼市白桑田５１６－１ 0289-60-1811

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中里　浩 栃木県工業技術センター内

群馬県 群馬県工業試験場 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 三田　隆志 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-280-4416

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 金井　澄雄

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 神林　賢蔵

関東経済産業局　特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 村上　義英 〒330-9715 さいたま市上落合２－１１ 048-600-0501

さいたま新都心合同庁舎１号館

埼玉県 埼玉県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 野口　満 〒333-0848 川口市芝下１－１－５６ 048-269-3108

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 清水　修

（社）発明協会埼玉県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鷲澤　　栄 〒331-8669 さいたま市桜木町１－７－５ 048-644-4806

ソニックシティ10階

千葉県 （社）発明協会千葉県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 稲谷　稔宏 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-6536

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 阿草　一男 千葉県庁南庁舎内

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中原　照義

東京都 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鷹見　紀彦 〒144-0035 大田区南蒲田１－２０－２０ 03-3737-1435

（社）発明協会東京支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 福澤　勝義 〒105-0001 東京都港区虎ノ門２－９－１４ 03-3502-5521

神奈川県 （財）神奈川高度技術支援財団 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小森　幹雄 〒213-0012 川崎市高津区坂戸３－２－１ 044-819-2100

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大井　隆 かながわサイエンスパーク内

神奈川県産業技術総合研究所 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 森　啓次 〒243-0435 海老名市下今泉７０５－１ 046-236-1500

（社）発明協会神奈川県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 蓮見　亮 〒231-0015 横浜市中区尾上町５－８０ 045-633-5055

神奈川中小企業センター10階

新潟県 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小林　靖幸 〒940-2127 長岡市新産４－１－９ 0258-46-9711

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 石谷　速夫 長岡地域技術開発振興センター内

山梨県 山梨県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 廣川　幸生 〒400-0055 甲府市大津町２０９４ 055-220-2409

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山下　知

長野県 （社）発明協会長野県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 徳永　正明 〒380-0928 長野市若里１－１８－１ 026-229-7688

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 岡田　光正 長野県工業試験場内

（財）信濃川テクノポリス開発
機構

東京都城南地域中小企業振
興センター

資料２．特許流通・特許検索アドバイザー一覧（平成１５年３月１日現在）

○各都道府県等への派遣（１/３）

氏名

北海道経
済産業局

関東経済
産業局

（財）北海道科学技術総合振
興センター
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都道府県 派遣先 　　　　　　所在地 電話

静岡県 （社）発明協会静岡県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 神長　邦雄 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-278-6111

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山田　修寧 静岡工業技術センター内

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 高橋　幸生

富山県 富山県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小坂　郁雄 〒933-0981 高岡市二上町１５０ 0766-29-2081

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 齋藤　靖雄

石川県 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 一丸　義次 〒920-8203 金沢市鞍月２丁目２０番地 076-267-1001

石川県地場産業振興センター新館１階

（社）発明協会石川県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 辻　寛司 〒920-8203 金沢市鞍月２丁目２０番地 076-267-5918

石川県地場産業振興センター

岐阜県 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 松永  孝義 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 木下　裕雄 テクノプラザ５Ｆ

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 林　邦明

中部経済産業局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 原口　邦弘 〒460-0008 名古屋市中区栄２－１０－１９ 052-223-6549

名古屋商工会議所ビルＢ２階

愛知県 愛知県産業技術研究所 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 森　孝和 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 三浦　元久

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 加藤　英昭

三重県 三重県科学技術振興センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 馬渡　建一 〒514-0819 津市高茶屋５－５－４５ 059-234-4150

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 長峰　隆

福井県 福井県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 上坂　旭 〒910-0102 福井市川合鷲塚町６１字北稲田１０ 0776-55-2100

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 田辺　宣之

滋賀県 滋賀県工業技術総合センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 新屋　正男 〒520-3004 栗東市上砥山２３２ 077-558-4040

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 森　久子

京都府 （社）発明協会京都支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 衣川　清彦 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１３４番地 075-326-0066

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中野　剛 京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ京都高度技術研究所ビル４階

近畿経済産業局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 下田　英宣 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6776-8491

関西特許情報センター１階

大阪府 大阪府立特許情報センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 梶原　淳治 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6772-0704

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小林　正男 関西特許情報センター内

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 板倉　正

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 秋田　伸一

（社）発明協会大阪支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 戎　邦夫 〒564-0062 吹田市垂水町３－２４－１ 06-6330-7725

シンプレス江坂ビル２階

兵庫県 (財)新産業創造研究機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 園田　憲一 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6808

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 島田　一男 神戸キメックセンタービル６階

（社）発明協会兵庫県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山口　克己 〒654-0037 神戸市須磨区行平町３－１－３ 078-731-5847

兵庫県立産業技術センター４階

奈良県 奈良県工業技術センター 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 北田　友彦 〒630-8031 奈良市柏木町１２９－１ 0742-33-0863

和歌山県 （社）発明協会和歌山県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 北澤　宏造 〒640-8214 和歌山県和歌山市寄合町２５ 073-432-0087

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 木村　武司 和歌山市発明館４階

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 桑原　良弘 〒730-0017 広島市中区鉄砲町１－２０ 082-221-2929

第３ウエノビル７階

広島県 （財）ひろしま産業振興機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 壹岐　正弘 〒730-0052 広島市中区千田町３－７－４７ 082-240-7714

広島県情報プラザ３Ｆ

（社）発明協会広島県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 砂田　知則 〒730-0052 広島市中区千田町３－１３－１１ 082-544-0775

広島発明会館内

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 渡部　武徳 〒720-0067 福山市西町２－１０－１ 084-921-2349

福山商工会議所内

呉地域産業振興センター 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 三上　達矢 〒737-0004 広島県呉市阿賀南２－１０－１ 0823-76-3766

広島県立西部工業技術センター内

鳥取県 （社）発明協会鳥取県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 五十嵐　善司 〒689-1112 鳥取市若葉台南７－５－１ 0857-52-6728

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 奥村　隆一 新産業創造センター１階

島根県 （社）発明協会島根県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 佐野  馨 〒690-0816 島根県松江市北陵町１ 0852-60-5146

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 門脇　みどり テクノアークしまね内

（社）発明協会広島県支部備
後支会

○各都道府県等への派遣（２/３）

氏名

（社）中国地域ニュービジネ
ス協議会

(財)石川県産業創出支援機
構

岐阜県科学技術振興セン
ター

近畿経済
産業局

中国経済
産業局

中部経済
産業局

資料2-2



都道府県 派遣先 　　　　　　所在地 電話

岡山県 （社）発明協会岡山県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 横田　悦造 〒701-1221 岡山市芳賀５３０１ 086-286-9102

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 佐藤　新吾 テクノサポート岡山内

山口県 （財）やまぐち産業振興財団 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 滝川　尚久 〒753-0077 山口市熊野町１－１０ NPYビル１０階 083-922-9927

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 徳勢　允宏

（社）発明協会山口県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大段　恭二 〒753-0077 山口市熊野町１－１０ NPYビル１０階 083-922-9927

四国経済産業局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 西原　昭 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-3790

香川産業頭脳化センタービル２階

香川県 （社）発明協会香川県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 谷田　吉成 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9004

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 福家　康矩 香川産業頭脳化センタービル２階

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中元　恒

徳島県 徳島県立工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 武岡　明夫 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-669-0117

（社）発明協会徳島県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 平野　稔 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-636-3388

徳島県立工業技術センター内

愛媛県 （社）発明協会愛媛県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 成松　貞治 〒791-1101 松山市久米窪田町３３７－１ 089-960-1489

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 片山　忠徳 テクノプラザ愛媛

高知県 （財）高知県産業振興センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 吉本　忠男 〒781-5101 高知市布師田３９９２－２ 0888-46-7087

高知県中小企業会館２階

高知県工業技術センター 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 柏井　富雄 〒781-5101 高知市布師田３９９２－２ 088-845-7664

九州経済産業局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 簗田　克志 〒810-0022 福岡市中央区薬院４－４－２０ 092-524-3501

九州地域産学官交流センター内

福岡県 （社）発明協会福岡県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 道津　毅 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－６－２３ 092-415-6777

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 浦井　正章 住友博多駅前第２ビル１階

（財）北九州産業学術推進機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 沖 　宏治 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２－１ 093-873-1432

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 重藤　務 北九州テクノセンタービル

佐賀県 佐賀県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 光武　章二 〒849-0932 佐賀市鍋島町大字八戸溝１１４ 0952-30-8161

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 塚島　誠一郎

長崎県 （財）長崎県産業振興財団 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 嶋北　正俊 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1138

長崎県工業技術センター内

（社）発明協会長崎県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 川添　早苗 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1144

長崎県工業技術センター内

熊本県 熊本県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 深見　毅 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-331-7023

（社）発明協会熊本県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 松山　彰雄 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-360-3291

熊本県工業技術センター内

大分県 大分県産業科学技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 古崎　宣 〒870-1117 大分市高江西１－４３６１－１０ 097-596-7121

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鎌田　正道

宮崎県 （社）発明協会宮崎県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 久保田  英世 〒880-0303 宮崎県宮崎郡佐土原町東上那珂16500-2 0985-74-2953

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 黒田　護 宮崎県工業技術センター内

鹿児島県 鹿児島県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 橋口　暎一 〒899-5105 鹿児島県姶良郡隼人町小田１４４５－１ 0995-64-2056

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大井　敏民

沖縄総合事務局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 下司　義雄 〒900-0016 那覇市前島３－１－１５ 098-941-1528

大同生命那覇ビル５階

沖縄県 沖縄県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 木村　薫 〒904-2234 具志川市州崎１２－２ 098-939-2372

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 和田　修 中城湾港新港地区トロピカルテクノパーク内

氏名

○各都道府県等への派遣（３/３）

沖縄総合
事務局

四国経済
産業局

九州経済
産業局
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派遣先 電話

北海道ティー・エル・オー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山田　邦重 〒060-0808 札幌市北区北８条西５丁目 011-708-3633

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 岩城　全紀 北海道大学事務局分館２階

（株）東北テクノアーチ 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 井硲　弘 〒980-0845 仙台市青葉区荒巻字青葉４６８番地 022-222-3049

東北大学未来科学技術共同センター

(株)筑波リエゾン研究所 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 関　　淳次 〒305-8577 茨城県つくば市天王台１－１－１ 0298-50-0195

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 綾　　紀元 筑波大学共同研究棟A303

（財）日本産業技術振興協会 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 坂　　光 〒305-8568 茨城県つくば市梅園１－１－１ 0298-61-5210

産総研イノベーションズ つくば中央第二事業所D-７階

日本大学国際産業技術 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 斎藤　光史 〒102-8275 東京都千代田区九段南４-８-２４ 03-5275-8139

ビジネス育成センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 加根魯 和宏

学校法人早稲田大学 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 菅野　淳 〒169-8555 東京都新宿区大久保３-４-１ 03-5286-9867

産学官研究推進センター（大久保オフィス） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 風間　孝彦

（財）理工学振興会 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鷹巣　征行 〒226-8503 横浜市緑区長津田町４２５９ 045-921-4391

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 千木良　泰宏 フロンティア創造共同研究センター内

よこはまティーエルオー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小原　郁 〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台７９－５ 045-339-4441

横浜国立大学共同研究推進センター内

学校法人慶応義塾大学知的資産センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 道井  敏 〒108-0073 港区三田２－１１－１５ 03-5427-1678

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鈴木　泰 三田川崎ビル３階

学校法人東京電機大学産官学交流センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 河村　幸夫 〒101-8457 千代田区神田錦町２－２ 03-5280-3640

タマティーエルオー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 古瀬　武弘 〒192-0083 八王子市旭町９－１ 0426-31-1325

八王子スクエアビル１１階

学校法人明治大学知的資産センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 竹田　幹男 〒101-8301 千代田区神田駿河台１－１ 03-3296-4327

（株）山梨ティー・エル・オー 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 田中　正男 〒400-8511 甲府市武田４－３－１１ 055-220-8760

山梨大学地域共同開発研究センター内

静岡TLOやらまいか(STLO) 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小野　義光 〒432-8561 浜松市城北３－５－１ 053-412-6703

（（財）浜松科学技術研究振興会）

（株）新潟ティーエルオー 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 梁取　美智雄 〒950-2181 新潟市五十嵐2の町８０５０番地 025-211-5140

新潟大学工学部内

農工大ティー・エル・オー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 丸井　智敬 〒184-8588 東京都小金井市中町２－２４－１６ 042-388-7254

東京農工大学共同研究開発センター内

（財）名古屋産業科学研究所 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 杉本　勝 〒460-0008 名古屋市中区栄２-１０-１９ 052-223-5691

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大森　茂嘉 名古屋商工会議所ビル

（株）三重ティーエルオー 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 黒渕　達史 〒514-8507 三重県津市上浜町１５１５ 059-231-9822

三重大学地域共同研究センター内

関西ティー・エル・オー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山田　富義 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１３４番地 075-315-8250

斎田　雄一 京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ１号館２階

(財)新産業創造研究機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 井上　勝彦 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6805

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山本　泰 神戸キメックセンタービル６階

(財）大阪産業振興機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 有馬　秀平 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘２－１ 06-6879-4196

大阪大学先端科学技術共同研究ｾﾝﾀｰ４F

(有)山口ティー・エル・オー 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 松本　孝三 〒755-8611 山口県宇部市常盤台２－１６－１ 0836-22-9768

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 熊原　尋美 山口大学地域共同研究開発センター内

（株）テクノネットワーク四国 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 佐藤　博正 〒760-0033 香川県高松市丸の内２－５ 087-811-5039

ﾖﾝﾃﾞﾝﾋﾞﾙ別館４階

（財）北九州産業学術推進機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 乾　　全 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２-１ 093-873-1448

北九州テクノセンタービル

（株）産学連携機構九州 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 堀　　浩一 〒812-8581 福岡市東区箱崎６－１０－１ 092-642-4363

九州大学技術移転推進室内

（財）くまもとテクノ産業財団 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 桂　　真郎 〒861-2202 熊本県上益城郡益城町田原２０８１－１０ 096-214-5311

所在地氏名

○技術移転機関（ＴＬＯ）への派遣
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資料３．平成 14 年度 21 技術テーマの特許流通の概要 

 

3.1 アンケート送付先と回収率 

平成 14 年度は、21 の技術テーマにおいて「特許流通支援チャート」を作成し、その中

で特許流通に対する意識調査として各技術テーマの出願件数上位企業を対象としてアンケ

ート調査を行った。平成 14 年 11 月８日に郵送によりアンケートを送付し、平成 15 年１月

24 日までに回収されたものを対象に解析した。 

表 3.1-1 に、アンケート調査表の回収状況を示す。送付件数 372 件、回収件数 175 件、

回収率 47.0％であった。 

 

表 3.1-1 アンケートの回収状況 

 

 

 

 

表 3.1-2 に、業種別の回収状況を示す。各業種を一般系、化学系、機械系、電気系と大

きく４つに分類した。以下、「○○系」と表現する場合は、各企業の業種別に基づく分類を

示す。それぞれの回収率は、一般系 49.1％、化学系 43.5％、機械系 60.0％、電気系 42.6％

であった。 

 

表 3.1-2 アンケートの業種別回収件数と回収率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業種と回収率 業種 回収件数

建設 1

窯業 5

鉄鋼 5

非鉄金属 11

その他製造業 2

サービス 3

その他 1

食品 6

繊維 2

化学 18

石油・ゴム製品 1

機械 17

金属製品 1

精密機器 11

輸送用機器 13

電気系
(78/183=42.6%)

電機 78

一般系
(28/57=49.1%)

化学系
(27/62=43.5%)

機械系
(42/70=60.0%)

送付件数 回収件数 未回収件数 回収率

372 175 197 47.0%
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図 3.1 に、全回収件数を母数にして業種別に回収率を示す。全回収件数に占める業種別

の回収率は電気系 44.6％、機械系 24.0％、一般系 16.0％、化学系 15.4％である。 

 

図 3.1 回収件数の業種別比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.1-3 に、技術テーマ別の回収件数と回収率を示す。この表では、技術テーマを一般

分野、化学分野、機械分野、電気分野に分類した。以下、「○○分野」と表現する場合は、

技術テーマによる分類を示す。回収率の最も良かった技術テーマは吸着による水処理技術

の 70.0％で、最も悪かったのは自律歩行技術の 25.0％である。 

 

表 3.1-3 技術テーマ別の回収件数と回収率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 合  計

28 27 42 78 175

電気系
44.6%

機械系
24.0%

化学系
15.4%

一般系
16.0%

分野 技術テーマ名 送付件数 回収件数 回収率

吸着による水処理技術 20 14 70.0%

機能性食品 17 6 35.3%

アルミニウムのリサイクル技術 18 9 50.0%

超音波探傷技術 20 9 45.0%

ナノ構造炭素材料 17 5 29.4%

バイオチップと遺伝子増幅技術 11 6 54.5%

生体親和性セラミックス材料 18 8 44.4%

プラスチック光ファイバ 19 11 57.9%

固体高分子形燃料電池 17 8 47.1%

超臨界流体 18 12 66.7%

ハイブリッド電気自動車の制御技術 20 11 55.0%

自律歩行技術 20 5 25.0%

MEMS（ﾏｲｸﾛ・ｴﾚｸﾄﾛ・ﾒｶﾆｶﾙ・ｼｽﾃﾑｽﾞ）技術 20 9 45.0%

ラピッドプロトタイピング技術 20 11 55.0%

CRM･知的財産管理システム 11 5 45.5%

高速シリアルバス技術 16 8 50.0%

電子透かし技術 19 8 42.1%

ブロードバンドルータ技術 17 7 41.2%

モバイル機器の節電技術 19 5 26.3%

プラズマディスプレイ（PDP）の駆動技術 16 9 56.3%

高効率太陽電池 19 9 47.4%

一
般
分
野

化
学
分
野

機
械
分
野

電
気
分
野



資料 3-3 

3.2 アンケート結果 

3.2.1 開放特許に関して 

(1) 開放特許と非開放特許 

他者にライセンスしてもよい特許を「開放特許」、ライセンスの可能性のない特許を「非

開放特許」と定義した。その上で、各技術テーマにおける保有特許のうち、自社での実施

状況と開放状況について質問を行った。 

175 件中 155 件の回答があった（回答率 88.6％）。保有特許件数に対する開放特許件数

の割合を開放比率とし、保有特許件数に対する非開放特許件数の割合を非開放比率と定義

した。 

図 3.2.1-1 に、業種別の特許の開放比率と非開放比率を示す。全体の開放比率は 58.3％

で、業種別では一般系が 46.8％、化学系が 35.3％、機械系が 36.6％、電気系が 77.2％で

ある。電気系企業の開放比率が群を抜いて高い。 

 

図 3.2.1-1 業種別の開放比率と非開放比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.1-2 に、技術テーマ別の開放比率と非開放比率を示す。 

開放比率（実施開放比率と不実施開放比率を加算。）が高い技術テーマを見ると、「ブロ

ードバンドルータ技術」98.7％、「高速シリアルバス技術」97.3％、「経営システム」96.4％、

「モバイル機器の節電技術」が 94.9％である。一方、低い方では「固体高分子型燃料電池」

の 9.4％で、次いで「生体親和性セラミックス材料」の 14.5％、「アルミニウムのリサイク

ル技術」の 28.1%となっている。 

 

実施 不実施 実施 不実施

一般系 55 638 328 459 1,480

化学系 224 252 399 474 1,349

機械系 217 514 432 837 2,000

電気系 1,548 2,186 443 660 4,837

全  体 2,044 3,590 1,602 2,430 9,666

開放特許 非開放特許
業種分類 特許の合計

21.2

32.0

10.9

16.6

3.7

37.1

45.2

25.7

18.7

43.1

16.6

9.2

21.6

29.6

22.2

25.1

13.6

41.8

35.1

31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般系

化学系

機械系

電気系

全  体

実施開放比率 不実施開放比率 実施非開放比率 不実施非開放比率

46.8%

35.3%

77.2%

36.6%

58.3%
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図 3.2.1-2 技術テーマ別の開放比率と非開放比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 不実施 実施 不実施

218 220 171 408 1,017

31 42 96 91 260

119 116 113 155 503

78 604 171 203 1,056

64 112 64 85 325

15 46 235 351 647

79 203 153 206 641

0 32 100 88 220

102 44 110 25 281

83 97 18 77 275

82 157 56 61 356

18 50 51 61 180

34 95 29 12 170

104 146 12 147 409

57 310 0 177 544

230 354 160 219 963

216 378 32 0 626

150 166 4 0 320

109 138 18 56 321

155 171 5 4 335

100 109 4 4 217

2,044 3,590 1,602 2,430 9,666

開放特許 非開放特許

特許
件数

46.1

46.3

34.0

46.9

34.5

23.9

10.5

25.4

20.0

10.0

23.0

30.2

36.3

12.3

19.7

7.4

23.7

11.9

21.4

50.3

43.0

51.8

60.4

36.8

57.0

35.7

55.8

27.8

44.2

35.3

15.7

14.5

31.7

7.1

34.4

57.2

23.1

16.2

21.6

5.6

16.6

17.1

28.3

15.7

6.5

39.1

45.5

23.9

36.3

19.7

16.2

22.5

36.9

16.8

17.4

22.7

32.5

36.0

7.1

33.9

17.1

28.0

8.9

40.0

32.1

54.3

26.2

19.2

30.7

35.0

40.2

2.3

51.0

5.1

1.0

1.5

1.8

2.9

0.3

1.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CRM･知的財産管理ｼｽﾃﾑ

高速ｼﾘｱﾙﾊﾞｽ技術

電子透かし技術

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀ技術

ﾓﾊﾞｲﾙ機器の節電技術

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(PDP)の駆動技術

高効率太陽電池

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電気自動車の制御技術

自律歩行技術

MEMS(ﾏｲｸﾛ･ｴﾚｸﾄﾛ･ﾒｶﾆｶﾙ･ｼｽﾃﾑｽﾞ)技術

ﾗﾋﾟｯﾄﾞﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝｸﾞ技術

ﾅﾉ構造炭素材料

ﾊﾞｲｵﾁｯﾌﾟと遺伝子増幅技術

生体親和性ｾﾗﾐｯｸｽ材料

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ光ﾌｧｲﾊﾞ

固体高分子形燃料電池

超臨界流体

吸着による水処理技術

機能性食品

ｱﾙﾐﾆｳﾑのﾘｻｲｸﾙ技術

超音波探傷技術

実施開放比率 不実施開放比率 実施非開放比率 不実施非開放比率

43.0%

44.0%

9.4%

54.1%

64.6%

46.8%

28.1%

65.5%

52.0%

14.5%

67.2%

61.1%

75.8%

37.8%

67.5%

60.7%

94.9%

97.3%

98.7%

77.0%

96.4%
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図 3.2.1-3 は、業種別に、各企業の特許開放比率の構成を示したものである。開放比率

は、一般系で最も低く、機械系で最も高い。電気系と化学系はその中間に位置する。 

 

図 3.2.1-3 特許の開放比率の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.1-4に、業種別の自社実施比率と不実施比率を示す。全体の自社実施比率は 37.7％

で、業種別では化学系 46.2％、機械系 32.5％、一般系 25.9％、電気系 41.2％である。一

般系企業の自社実施比率が低い。 

 

図 3.2.1-4 自社実施比率と不実施比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 不実施 
業種分類 

開放 非開放 開放 非開放 
特許の合計 

一般系 55 328 638 459 1,480 

化学系 244 399 252 474 1,349 

機械系 217 432 514 837 2,000 

電気系 1,548 443 2,186 660 4,837 

全 体 2,044 1,602 3,590 2,430 9,666 

26.7

5.2

28.1

64.0

43.7

12.0

25.0

38.8

58.7

31.2

16.0

25.9

6.3

12.5

8.0

8.4

5.2

9.4

6.3

16.0

9.9

5.2

25.0

12.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体

電気系

機械系

化学系

一般系

開放比率１～25％ 開放比率26～50％ 開放比率51～75％

開放比率76～99％ 開放比率100％

76.0%

21.1

32.0

10.9

16.6

3.7 22.2

29.6

21.6

9.2

16.6

45.2

25.7

18.7

43.1

37.0 25.1

13.6

35.1

31.0

41.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体

電気系

機械系

化学系

一般系

実施開放比率 実施非開放比率 不実施開放比率 不実施非開放比率

25.9%

37.7%

41.2%

32.5%

46.2%
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(2) 非開放特許の理由 

開放可能性のない特許の理由について質問を行った（複数回答）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.2.1-5 は非開放特許の理由の内容を示す。 

全体で「優位性喪失」が最も多く 30.1％、次いで「ライバル企業排除」が 29.3％と上

位 1,2 位を占めている。これは、特許権を「技術の排他的独占権」として十分に行使して

いることが伺える。 

 

図 3.2.1-5 非開放特許の理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

独占的排他権の行使により、ライバル企業を排除するため
（ライバル企業排除）

27.6% 41.2% 21.8% 27.7% 29.3%

ライセンス経験不足等のため提供に不安があるから
（経験不足）

2.9% 0.0% 1.8% 0.0% 1.4%

技術の価値評価が困難なため（技術の価値評価） 4.3% 2.0% 9.1% 14.9% 7.2%

（企業秘密） 13.0% 3.9% 1.8% 4.3% 6.3%

他社に対する技術の優位性が失われるから（優位性喪失） 27.6% 25.5% 29.1% 40.3% 30.1%

相手先を見つけるのが困難であるため（相手先探し） 8.7% 5.9% 7.3% 4.3% 6.8%

共同出願先との調整を必要とするため（共同出願先との調整） 10.1% 7.8% 18.2% 6.4% 10.8%

その他 5.8% 13.7% 10.9% 2.1% 8.1%

27.6

41.2

21.8
27.7 29.3

4.3

9.1

14.9 7.2

13.0

3.9

1.8

4.3

6.3

27.6
25.5

29.1

40.3

30.1

8.7

5.9

7.3

4.3

6.8

10.1

7.8
18.2

6.4

10.8

5.8

13.7
10.9

2.1
8.1

2.9 1.4

1.8

2.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

その他

共同出願先との調整

相手先探し

優位性喪失
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3.2.2 ライセンス供与に関して 

(1) ライセンス活動 

ライセンス供与の活動姿勢について質問を行った。 

 

 

 

 

 

その結果を、図 3.2.2-1 ライセンス活動に示す。175 件中 172 件の回答であった(回答率

98.3％)。 

何らかの形で特許ライセンス提供のための活動を行っている企業は 54.0％を占めた。そ

のうち、電気系をみると 74.4％と高い割合となっている。これは、技術移転を仲介する者

の活躍できる潜在性がかなり高いことを示唆している。 

 

図 3.2.2-1 ライセンス活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

特許ライセンス供与のための活動を行っている。　（積極的） 7.1% 11.1% 2.6% 24.4% 14.5%

特許ライセンス供与のための活動を行っている。　（普　通） 17.9% 14.8% 15.4% 39.7% 26.7%

特許ライセンス供与のための活動を行っている。　（消極的） 3.6% 18.5% 20.5% 10.3% 12.8%

特許ライセンス供与のための活動を行っていない 71.4% 55.6% 61.5% 25.6% 46.0%
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(2) ライセンス実績 

ライセンス供与の実績について質問を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.2-2 に、ライセンス実績を示す。175 件中 169 件の回答があった（回答率 96.6％）。

ライセンス実績有りとライセンス実績無しを分けて示す。 

「ライセンス供与実績が有（①＋②＋③）」は全体の 31.4％（53 件）であり、その内の

42 件にあたる 79.2％が「今後もライセンス供与を行う方針」との高い割合の回答であった。

特許ライセンスの有効性を認識した企業はさらにライセンス活動を活発化させる傾向にあ

るといえる。 

また上記 42 件の内、26 件にあたる 61.9％が電気系の企業であり、他業種の企業に比べ、

ライセンス供与に対する関心の高さを伺わせる結果となっている。 

 

 

図 3.2.2-2 ライセンス実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

①供与実績があり、今後も、行う方針 4.7% 3.0% 1.8% 15.4% 24.9%

②供与実績はあるが、今後は、行わない方針 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

③供与実績はあるが、今後は不明 0.6% 1.8% 0.6% 3.5% 6.5%

④供与実績はないが、今後は、行う方針 4.1% 4.1% 7.1% 11.3% 26.6%

⑤供与実績はなく、今後も、行わない方針 0.6% 1.8% 1.8% 3.5% 7.7%

⑥供与実績はなく、今後は、不明 5.3% 5.3% 12.4% 11.3% 34.3%
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(3) ライセンス先の見つけ方 

3.2.2 項の(2)で、ライセンス供与の実績があると回答したテーマ出願人にライセンス先

の見つけ方について質問を行った(複数回答)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果を、図 3.2.2-3 ライセンス先の見つけ方に示す。全体としては、「申入れ」が

27.0％と最も多く、次いで侵害警告を発した「権侵発」が 18.4％、「内部情報」「展示会」

によるものが 11.9％、その他「メディア」「学会」によるものが 10.8、10.3％であった。

化学系、機械系において、「申入れ」が 50％ときわだっている。 

 

図 3.2.2-3 ライセンス先の見つけ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

先方からの申し入れ（申入れ） 34.9% 50.0% 50.0% 21.3% 27.0%

権利侵害調査の結果（権侵発） 17.4% 12.4% 10.0% 19.9% 18.4%

系列企業の情報網（内部情報） 4.3% 6.3% 10.0% 14.0% 11.9%

系列企業を除く取引先企業（外部情報） 4.3% 6.3% 0.0% 0.7% 1.6%

新聞、雑誌、TV、インターネット等（メディア） 8.7% 0.0% 0.0% 13.2% 10.8%

国・公立研究機関（官公庁） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

特許公報 0.0% 6.3% 0.0% 0.7% 1.1%

イベント、展示会等（展示会） 13.0% 0.0% 0.0% 14.0% 11.9%

弁理士、特許事務所（特許事務所） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

学会発表、学会誌（学会） 0.0% 0.0% 0.0% 14.0% 10.3%

大学、TLO（技術移転機関）、公的支援機関(特許流通アドバイザー等) 8.7% 6.3% 10.0% 0.7% 2.7%

人的ネットワーク。（相手先に相談できる人がいた等） 8.7% 12.4% 20.0% 0.0% 3.2%

データベース。（民間のDB等） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 1.1%
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(4) ライセンス供与の不成功理由 

3.2.2 項の(1)でライセンス活動を行っていると答えて、ライセンス実績の無いテーマ出

願人に、その不成功理由について質問を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果を、図 3.2.2-4 ライセンス供与の不成功理由に示す。約 64.7％は「相手先探し」

と回答している。このことから、相手先を探す仲介者および仲介を行うデータベース等の

インフラの充実が必要と思われる。電気系の「相手先探し」は 75.0％を占めていて他の業

種より抜きんでて多い。 

 

図 3.2.2-4 ライセンス供与の不成功理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

相手先が見つからない 49.9% 57.1% 58.7% 75.0% 64.7%

ロイヤリティーの折り合いがつかなかった 16.7% 0.0% 11.8% 4.2% 7.4%

ロイヤリティー以外の契約条件で折り合いがつかなかった 0.0% 0.0% 11.8% 0.0% 3.7%

相手先がグランド・バックを認めなかった 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9%

相手先の秘密保持に信頼が置けなかった 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

交渉過程で不信感が生まれた 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

相手先の技術消化力が低かった 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

情勢（業績・経営方針・市場など）が変化した 0.0% 0.0% 5.9% 4.2% 3.7%

当該特許だけでは、製品化が困難と思われるから 0.0% 28.6% 5.9% 8.3% 9.3%

競合技術に遅れをとった 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

新技術が出現した 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
供与に伴う技術移転（試作や実証試験等）に時間がかかっており、
まだ、供与までに至らない 16.7% 0.0% 5.9% 0.0% 3.7%

その他 0.0% 14.3% 0.0% 8.3% 5.6%
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3.2.3 技術移転の対応 

(1) 申し入れ対応 

技術移転してもらいたいと申し入れがあった時、どのように対応するかについて質問を

行った。 

 

 

 

 

 

 

その結果を、図 3.2.3-1 ライセンス申し入れの対応に示す。「話を聞く」が 59.4％であ

った。次いで「積極交渉」が 37.0％であった。「話を聞く」と「積極交渉」で 96.4％とい

う高率であり、中小企業側からみた場合は、ライセンス供与の申し入れを積極的に行って

も断られるのはわずか 1.2％しかないということを示している。電気系の「積極交渉」が

他の業種より高い。 

 

図 3.2.3-1 ライセンス申入れの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

積極的に交渉していく 10.7% 20.8% 36.6% 52.8% 37.0%

他社への特許ライセンスの供与は考えていないので、断る 3.6% 0.0% 0.0% 1.4% 1.2%

とりあえず、話を聞く 82.1% 75.0% 61.0% 44.4% 59.4%

その他 3.6% 4.2% 2.4% 1.4% 2.4%
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(2) 仲介の必要性 

ライセンスの仲介の必要性があるかについて質問を行った。 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.3-2 に仲介の必要性の内訳を示す。「社内機能があるから不要」が 65.5％を占め、

最も多い。アンケートの配布先は大手企業が大部分であったため、自社において知財管理、

技術移転機能が整備されている企業が大半を占めることを意味している。 

次いで「適切な仲介者で検討」が 26.1％、「公的仲介が必要」が 4.8％、「民間仲介が必

要」が 1.2％となっている。これらを加えると仲介の必要を感じている企業は 32.1％に上

る。 

自前で知財管理や知財戦略を立てることができない中小企業や一部の大企業では、技術

移転・仲介者の存在が必要であると推測される。 

 

図 3.2.3-2 仲介の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

民間仲介業者に仲介等を依頼することが好ましい 0.0% 4.2% 2.4% 0.0% 1.2%

公的支援機関に仲介等を依頼することが好ましい 14.3% 4.2% 2.4% 2.8% 4.8%

適切な仲介者がいれば、仲介等を依頼することが好ましい 28.6% 37.5% 26.8% 20.8% 26.1%

自社内にそれに相当する機能があるから不要である 53.5% 54.1% 63.5% 75.0% 65.5%

技術が仲介等を依頼するまでに到っていないので不要である 3.6% 0.0% 4.9% 1.4% 2.4%
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3.2.4 具体的事例 

(1) テーマ特許の供与実績 

技術テーマの分析の対象となった特許一覧表を掲載し(テーマ特許)、具体的にどの特許

の供与実績があるかについて質問を行った。 

 

 

 

 

 

図 3.2.4-1 に、テーマ特許の供与実績を示す。 

「有る」と回答した企業が 12.7％であった。「無い」と回答した企業が 55.0％あった。

「回答不可」と回答した企業が 32.3％とかなり多かった。これは個別案件ごとにアンケー

トを行ったためと思われる。ライセンス自体、企業秘密であり、他者に情報を漏洩しない

場合が多い。 

 

図 3.2.4-1 テーマ特許の供与実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

有る 17.9% 20.0% 7.5% 10.8% 12.7%

無い 57.1% 64.0% 70.0% 41.5% 55.0%

回答できない 25.0% 16.0% 22.5% 47.7% 32.3%
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(2) テーマ特許を適用した製品 

「特許流通支援チャート」に収蔵した特許（出願）を適用した製品の有無について質問

を行った。 

 

 

 

 

 

図 3.2.4-2 に、テーマ特許を適用した製品の有無について結果を示す。 

「有る」が 30.0％、「回答不可」が 43.7％、「無い」が 26.3％であった。一般系と化学

系で「有る」と回答した企業が比較的多かった。 

 

図 3.2.4-2 テーマ特許を適用した製品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

有る 46.4% 36.0% 23.1% 25.0% 30.0%

無い 39.3% 24.0% 35.9% 16.2% 26.3%

回答できない 14.3% 40.0% 41.0% 58.8% 43.7%
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3.3 ヒアリング調査 

本調査は、アンケートによる調査において、「供与実績があり、今後も、行う方針」と

いう回答があった 25 出願人（25 社）のうち、ヒアリング調査に応じてくれた 11 社(44.0％)

について、平成 15 年２月中旬から下旬にかけて実施した。 

 

 

3.3.1 ヒアリング結果 

(1) ヒアリング対象 

ヒアリングに応じた出願人（権利者）はすべて大企業であった。 

 

(2) ライセンシー 

ライセンスを与えた相手先は、大企業が４件、中小・ベンチャー企業が２件、海外が

１件、回答なしが４件であった。 

 

(3) 技術移転のきっかけ 

技術移転のきっかけは、権利者側からライセンスを「申し出」ての成約が０件、ライ

センシー側から技術導入（移転）の要請「申し入れ」があって成約したものが７件、回

答なしが４件であった。 

 

(4) 技術移転の形態 

技術移転の形態を見ると、「ノウハウを伴わない」技術移転は６件、「ノウハウを伴う」

技術移転は４件、「回答なし」が１件であった。 

  「ノウハウを伴わない」場合のライセンシーは、６件のうち１件が中小企業、３件が

大企業、２件が回答なしであった。 

  「ノウハウを伴う」場合、権利者の中には、そのノウハウ部分について、不足してい

る技術者の人員や時間を割くようなゆとりはなく、人的ノウハウには含むことは出来な

いとの回答があった。関連して中小企業に技術移転を行う場合は、ライセンシーの技術

水準を重要視するとの回答があった。一方ライセンシー側にとっては、高度技術を有す

る技術者による指導が不可欠の状況にあるにもかかわらず、人的派遣を受けることが出

来ないということが技術移転の際の障壁となっているとの回答もあった。 

 

(5) ロイヤリティー 

  ロイヤリティーの支払方法で、イニシャルフィーとランニングフィーからなるものが

７件である。 

  無償でライセンスしたケースでは、自社の大手顧客であることや、業界標準化のため

の場合があった。 

他にも技術移転を拡大して、ロイヤリティー収入の増加を模索している企業も見受け

られた。 
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(6) 特許の開放方針 

  今回のヒアリングに調査に応じた出願人（権利者）の「特許の開放方針」は、「原則、

開放」であった。以下に各社毎の方針を示す。 

なお、開放の際に考慮している点として、技術内容や競合事業の有無、ノウハウ提供

時の技術者の派遣の有無、ロイヤリティー等があげられる。 

A 社（電気系）：本テーマの保有特許については、原則的に開放であり、今後も継続して

開放する方針である。しかしながら、先端技術等、技術テーマによって

は、特許戦略上の理由から開放しない政策をとっている。 
B 社（電気系）：本テーマの保有特許については、すべて開放している。また、ライセン

スに際しては、ロイヤリティーをできる限り低く抑え、幅広い普及を図

ることにより、当該特許技術の標準化を推進している。 
C 社（一般系）：本テーマの保有特許については、すべて非開放である。これは事業とし

ての立上げを検討している段階で、今後の見通しが分からないためであ

る。自社事業と競合しないものには原則開放、競合事業は非開放という

政策をとっている。 
D 社（電気系）：本テーマの保有特許に係る開放方針については、回答なしであった。原

則的には開放であり、ロイヤリティーも世間相場並に設定している。 
E 社（電気系）：本テーマの保有特許については、開放を維持している。特許流通データ

ベースへ登録するなど技術移転に対しては積極的であり、独自の技術を

もった中小企業との成約例もある。 
F 社（一般系）：本テーマの保有特許については、積極的開放の方針である。技術指導・

人材の派遣を含むノウハウ部分やアフターケアの面で負担となっている。

ロイヤリティーについても、なかなか十分とは言えない。 
G 社（化学系）：本テーマの保有特許については、開放している。ロイヤリティーを得る

ことには積極的であるが、技術者の派遣を中心とするノウハウの供与は

していない。 
H 社（一般系）：本テーマの保有特許については、開放を維持している。ノウハウに係る

技術指導はほとんどない。 

 I 社（化学系）：本テーマの保有特許については、開放を維持している。実績のなかには

将来技術であり、ロイヤリティーの決定が困難なものがあった。 

J 社（一般系）：本テーマの保有特許については、原則開放である。無償での通常実施権

許諾であったため、ロイヤリティー収入の無いものがあった。 

 K 社（一般系）：本テーマの保有特許については、開放を維持し、積極的に開放する。許

諾製品の範囲とロイヤリティーの算定が困難なものがあった。 
 

 

 



 
 

 

資料 4-1 

資料４．特許番号一覧 

 

技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開平9-274463 

星和電機  

ディスプレイ装置の階調表示方法及びディスプレイ装置 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列 特表平10-505436 

コニン． フィ

リップス エレク

トロニクス  

分散形デューティサイクル動作 

階調:誤差拡散･面積階調

等 
信号処理:条件対応制御

特許2032848 

毎日放送 

２値表示素子を用いる表示装置 

各絵素が2値表示素子から成る表示手段と､各絵素の複数ﾋﾞｯﾄから成

る階調を表す信号を発生する階調信号発生手段と､複数ﾋﾞｯﾄから成る前

記階調を表す信号の各桁毎のﾃﾞｰﾀをそれぞれｽﾄｱする複数のﾒﾓﾘ部分を

有する第1 ﾒﾓﾘと､最上位ﾋﾞｯﾄから2番目のﾋﾞｯﾄがｽﾄｱされている第1 ﾒﾓ

ﾘのﾒﾓﾘ部分のﾃﾞｰﾀの各行毎に､行方向に隣接する 2 つの絵素

17a,17b;17c,17d の論理値がOR ｹﾞｰﾄに与えられ､このOR 演算結果を採

用する第 1 演算手段と､最上位ﾋﾞｯﾄから 2 番目のﾋﾞｯﾄがｽﾄｱされている

第 1 ﾒﾓﾘのﾒﾓﾘ部分のﾃﾞｰﾀの各列毎に､列方向に隣接する 2 つの絵素

17e,17f;17g,17h の論理値がOR ｹﾞｰﾄに与えられ､このOR 演算結果を採

用する第 2 演算手段と､最上位ﾋﾞｯﾄがｽﾄｱされるﾒﾓﾘ部分の各行毎に､(a)

行方向に1つおきの各絵素D0,D2,D4,D6,…の各論理値を､圧縮画像の行

における絵素 e0,e1,e2,…の各論理値とし､ただし(b)最上位ﾋﾞｯﾄがｽﾄｱ

されるﾒ ﾓ ﾘ 部分の各行における行方向に隣接する絵素

D2i,D2i+1,D2j,D2j+1 の論理値と､圧縮後の画像の行の隣接する絵素

ei,ej に関して､これらの絵素の階調を表す論理値を同一の参照符で表

すことにするとき､ei=D2j および ei≠D2i+1 が同時に成立するとき､絵

素 ej の階調を表す論理値は､最上位ﾋﾞｯﾄがｽﾄｱされるﾒﾓﾘ部分の絵素

D2i+1 の論理値とする第3 演算手段と､第3演算手段によって得られた

圧縮画像の行を各列毎に､(a)列方向に 1 つおきの各絵素の各論理値を､

圧縮画像の列における絵素の各論理値とし､ただし(b)圧縮後の画像の

行の各列方向に隣接する絵素 D2i,D2i+1,D2j,D2j+1 の論理値と､圧縮後

の画像の列の隣接する絵素 ei,ej に関して､これらの絵素の階調を表す

論理値を同一の参照符で表すことにするとき､ei=D2j および ei≠D2i+1

が同時に成立するとき､絵素 ej の階調を表す論理値は､最上位ﾋﾞｯﾄがｽﾄ

ｱされるﾒﾓﾘ部分の絵素D2i+1とする第4演算手段と､第2 ﾒﾓﾘであって､

第 1 および第 2 演算手段の出力に応答して､最上位ﾋﾞｯﾄから 2 番目の

ﾋﾞｯﾄの圧縮画像をｽﾄｱする圧縮画像ﾒﾓﾘ部分と､第3および第4演算手段

の出力に応答して､最上位ﾋﾞｯﾄの圧縮画像をｽﾄｱするもう 1 つの圧縮画

像ﾒﾓﾘ分とを有する第2 ﾒﾓﾘと､第2 ﾒﾓﾘの2つの前記圧縮画像ﾒﾓﾘ部分の

出力に応答し､表示画面の予め定める複数の絵素の組合せから成る表示

単位毎に､絵素の階調と､その表示単位中の絵素の位置とに対応した 2

値表示素子のｵﾝ/ｵﾌ状態を演算して決定する演算手段と､演算手段の出

力に応答し､2 値表示素子を駆動する駆動手段とを含むことを特徴とす

る2値表示を用いる表示装置｡ 

品質:焼き付き 手順:条件対応制御 

特開平4-280311 

(取下) 

住友電気工業  

赤外線センサ付きディスプレイ装置 

特許3154878 

93.08.05 

G02F  1/133 

富士写真フィルム 

フレ－ムデューティ駆動方法 

ﾌﾚｰﾑﾃﾞｭｰﾃｨ駆動方法において､1 ﾌﾚｰﾑを n+α(αは正の整数)のSF に

分割し､少くとも 2(n-1)の階調の明るさを互いに離れた複数の SF の組

合せにより表示する｡ 

 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

品質:ちらつき等 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平7-114358 

インターナショナ

ル ビジネス マ

シ－ンズ  

表示装置の制御方法 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(1/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特性:電磁放射･赤外放射 特殊構造:装置 

特許3321010 

ナナオ 

フラットディスプレイ装置からの電界輻射を制御する装置 

検出用ｱﾝﾃﾅを介して検出回路で表示装置から輻射された電界を検出

し､極性検出回路でその極性を検出し､位相差測定回路によって水平同

期信号からの位相差を測定し､ｷｬﾝｾﾙ信号生成回路によって逆極性のｷｬﾝ

ｾﾙ信号を生成し､測定ﾀｲﾐﾝｸﾞ生成回路からのﾀｲﾐﾝｸﾞ信号に応じてｷｬﾝｾﾙ

出力ｱﾝﾌﾟによりｷｬﾝｾﾙ用ｱﾝﾃﾅにｷｬﾝｾﾙ信号を出力し､不要輻射電界を相殺

させる｡ 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-331142 

キャノン  

画像表示装置および方法 

各種映像信号等:画素数

等変換 
特殊構造:装置 

特開平6-318058 

エヌイ－シ－三菱

電機ビジュアルシ

ステムズ  

画像表示装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 手順:期間構成 
特開2000-132142 

日本碍子  

ディスプレイの駆動装置及びディスプレイの駆動方法 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開2002-062840 

三星電子  

平板ディスプレイ装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

方
式 

高信頼性:故障対策 手順:条件対応制御 
特開2002-108286 

日亜化学工業  

表示装置および駆動制御システム 

階調:高階調化 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特開2002-082658 

アルプス電気  

表示装置および画像信号の処理方法 

階調:動画偽輪郭防止 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平10-003279 

テキサス インス

トルメンツ  

信号変換回路および入力ワ－ドのデジタル出力ワ－ドへの変

換方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2002-032049 

キャノン   

画像表示装置 

信号処理:条件対応制御

特開2002-077613 

谷中 一寿 

星野 坦之 

ハ－フト－ニング方法 

階調:誤差拡散･面積階調

等 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2001-092405 

アイチップス テ

クノロジ－   

画像処理方法、画像処理装置及びマトリクス駆動型表示装置

特開平4-320295 

(取下) 

アイ電子測器   

モノクロ－ムディスプレイパネルにおけるグレイスケ－ル表

示制御装置 

特開2002-099267 

富士写真フィルム  

表示方法および表示装置 

階調:ｶﾗｰのﾓﾉｸﾛ階調化 

特開2002-199241 

コニン． フィ

リップス エレク

トロニクス  

濃淡画像をカラ－で再現する方法 

品質:高輝度化 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平11-003071 

エヌイ－シ－三菱

電機ビジュアルシ

ステムズ   

画像表示装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平10-149128 

エムケ－精工   

表示装置 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 
特許3322945 

デジタル 

表示制御装置 

品質:焼き付き 手順:条件対応制御 

特開平6-102845 

(取下) 

小松製作所：  

画像表示制御装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:ちらつき等 信号処理:制御信号 
特開2001-215938 

リコ－ 

画像表示装置及び該画像表示装置を備えた機器 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(2/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許2753436 

93.05.06 

G09G  3/20 

富士通テン   

発光表示の輝度調整方法、および、輝度調整機能付き画像表

示装置 

乗物側に設定された暗い環境用の態勢を検知して､乗物内の発光表示

の輝度を低下させるとともに､操作者の指令入力に応じて､前記輝度の

低下状態を解除し､暗い環境用の態勢でも､発光表示の輝度を､明るい環

境用の態勢の元の輝度に戻す発光表示の輝度調整方法において､指令入

力に応じて発光表示の輝度を明るい環境用の態勢の元の輝度に上昇さ

せる際に､低下された輝度の状態から､ゆるやかに輝度を高めて明るい

状態に戻す｡ 

品質:画面輝度調節 手順:条件対応制御 

特開2000-020045 

グンゼ   

画像表示装置 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 
特開平10-049106 

名古屋電機工業  

点灯制御方法およびこれを用いた表示装置 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列
特開平4-166986 

ヤマハ   

階調表示装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部
特開平5-046134 

ロ－ム   

映像表示装置 

特開2001-184053 

[分割出願] 

半導体エネルギ－

研究所 

画像表示方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ補正 
特開2001-255842 

[分割出願] 

半導体エネルギ－

研究所 

画像表示方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特許3236462 

[分割出願] 

92.02.05 

G09G  5/02 

半導体エネルギ－

研究所  

画像表示方法 

連続する複数のﾄﾞｯﾄでなる区間に対応するﾃﾞｰ

ﾀであって､ﾃﾞｰﾀが前記区間のﾄﾞｯﾄの順序に並んだ

入力ﾃﾞｰﾀについて､平均値を算出し､前記入力ﾃﾞｰﾀ

を､ﾃﾞｰﾀの値が前記平均値以上であるか､前記平均

値以下かであるかで区分し､前記平均値以上で区

分した区間におけるﾃﾞｰﾀを当該区間の最大値に補正し､前記平均値以下

で区分した区間におけるﾃﾞｰﾀを当該区間の最小値に補正することによ

り､前記区間の出力ﾃﾞｰﾀとすることを特徴とする画像表示方法｡ 

特開平5-158433 

ロ－ム   

表示装置 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特開平5-297819 

(取下) 

富士ゼロックス  

画像表示制御装置および画像表示制御方法 

特開平5-204329 

セフアテクノロジ

－   

表示装置 

信号処理:制御信号 
特開平7-056553 

(取下) 

ファナック   

ビデオ信号制御回路 

品質:表示異常･画像劣化 

特殊構造:装置 
特開2002-123242 

リコ－  

画像表示装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

品質:各種表示機能 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特許3014935 

94.01.07 

H04N  5/66 

金星エレクトロン  

飛越走査方式のオンスクリ－ンディスプレイ回路 

垂直ｱﾄﾞﾚｽおよび水平ｱﾄﾞﾚｽに従い予め記録されたﾌｫﾝﾄﾃﾞｰﾀを出力す

るﾌｫﾝﾄ ROM を含む飛越走査方式の画面表示装置において､水平同期信号

をｶｳﾝﾄする垂直ｶｳﾝﾀと､垂直同期信号を1 ﾋﾞｯﾄずつｶｳﾝﾄする1 ﾋﾞｯﾄｶｳﾝﾀ

と､垂直ｶｳﾝﾀおよび 1 ﾋﾞｯﾄｶｳﾝﾀの出力をﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞし垂直ｱﾄﾞﾚｽを出力

する垂直ﾃﾞｺｰﾀﾞとを備え､垂直ｶｳﾝﾀのｶｳﾝﾄ値で垂直ｱﾄﾞﾚｽの上位ﾋﾞｯﾄを

形成し､1 ﾋﾞｯﾄｶｳﾝﾀのｶｳﾝﾄ値で垂直ｱﾄﾞﾚｽの最下位ﾋﾞｯﾄを形成して､ﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲされるﾌｫﾝﾄﾃﾞｰﾀの垂直ﾄﾞｯﾄを指定することを特徴とする､ｵﾝｽｸﾘｰﾝ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ回路｡ 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(3/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:各種表示機能 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特表平10-512689 

ノ－テル ネット

ワ－クス 

平面パネル・ディスプレイ上にシェ－ディングを生成する方

法および装置 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開2002-091367 

三星電子   

平板ディスプレイ装置 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特許3274227 

93.05.24 

G09G  3/20 

キャノン   

画像処理方法及び装置 

 １つのフレームが複数のフィールドで構成されたインタレース形式の

画像データを量子化し、インタレース走査形式で出力する画像処理装

置であって、外部装置からインタレース走査の形式でアナログビデオ

信号を入力する入力手段と、入力したインタレース形式のアナログビ

デオ信号をデジタル形式の画像データに変換する変換手段と、変換手

段からの、所定のフィールドの画像データを順次入力し、その入力画

像データに他の画素の量子化で発生した誤差データを加算し、誤差

データの加算された画像データを量子化する量子化手段と、量子化手

段における量子化により発生した誤差に基づいて他の画素の画像デー

タへ拡散すべき拡散誤差を生成する拡散手段と、拡散手段により生成

された拡散誤差のうち所定のフィールド以外の他のフィールドの画素

に対する拡散誤差を格納する格納手段とを備え、量子化手段において

用いられる誤差データは、拡散手段により得られた入力画像データへ

の拡散誤差と、所定のフィールドの以前のフィールドの量子化時にお

いて格納手段に格納された入力画像データへの拡散誤差とに基づく

データである。 

特開平4-294388 

(取下) 

国際電気   

ドットマトリクス表示装置及びドットマトリクス表示装置に

おける多重化表示ＲＡＭへの書き込み方式 

特開平4-294389 

(取下) 

国際電気   

ドットマトリクス表示装置及びドットマトリクス表示装置に

おける多重化表示ＲＡＭへの書き込み方式 
回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平6-110404 

国際電気   

ドットマトリックス表示装置及びドットマトリックス表示装

置における多重化表示ＲＡＭへの書き込み方式 

高解像度:信号処理･駆動

高速化 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開平5-303477 

デジタル  

表示制御装置 

信号処理:条件対応制御

特開2002-108315 

エヌイ－シ－三菱

電機ビジュアルシ

ステムズ   

画像表示装置 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特表2001-501744 

マイクロン テク

ノロジ－  

遅延ロックル－プコントロ－ラを有する、マトリクスアドレ

シング可能ディスプレイ 

特許2616214 

90.10.31 

G09G  3/20 

ヤマハ   

パネルディスプレイ制御装置 

CRT ｺﾝﾄﾛｰﾗがﾊﾟﾈﾙ用の基本ｸﾛｯｸに従って動作を行い､且つﾊﾟﾈﾙﾀｲﾐﾝｸﾞ

ｺﾝﾄﾛｰﾗから出力されるｳｪｲﾄ信号に従ってｳｪｲﾄ動作を繰り返すことによ

り､ﾊﾟﾈﾙﾀｲﾐﾝｸﾞに対する強制的な同期合わせが行われる｡また 1/2 ﾌﾚｰﾑ

ﾊﾞｯﾌｧを備えることで､CRT ｺﾝﾄﾛｰﾗから供給される表示ﾃﾞｰﾀと､1/2 ﾌﾚｰﾑ

ﾊﾞｯﾌｧから読み出される表示ﾃﾞｰﾀとを交互に選択することにより､2画面

分割型のﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに合致した順序のﾃﾞｰﾀ供給を行う｡ 

特開平8-160906 

小松製作所  

ディスプレインタフェ－ス装置 

特開平10-091134 

ブル－ムバ－グ  

フラットパネルディスプレイタ－ミナルに多周波陰極線管モ

ニタの動作をシミュレートさせることを可能にする方法、回

路および装置 

信号処理:制御信号 

特開2000-206951 

メガチップス  

スキャンコンバ－タ及びスキャンコンバ－ト方法 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2001-265276 

アイチップス テ

クノロジ－   

ドットマトリクス型ディスプレイ用表示調整方法及び表示装

置 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(4/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特許2618156 

92.06.08 

G09G  3/20 

インターナショナ

ル ビジネス マ

シ－ンズ  

ドット・マトリックス表示パネルの駆動方法、ドット・マト

リックス表示パネル用駆動回路、ドット・マトリックス表示

装置、及び、ドット・マトリックス表示装置を備えた情報 

信号電極と走査電極との交差位置により表示ﾄﾞｯﾄが形成されるﾄﾞｯﾄ･

ﾏﾄﾘｯｸｽ表示ﾊﾟﾈﾙを駆動するための方法であって､1表示ﾗｲﾝ用の表示ﾃﾞｰﾀ

をｼﾌﾄ･ﾚｼﾞｽﾀ内に順次ｼﾌﾄさせながら､少なくとも一部の隣接する表示

ﾃﾞｰﾀの中間値を生成することにより､信号電極の数に合わせて表示ﾃﾞｰﾀ

を表示ﾗｲﾝ方向に拡張し､当該拡張された表示ﾃﾞｰﾀを前記信号電極に印

加する｡ 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平10-161582 

キャノン   

表示制御装置 

特許3272309 

ナナオ 

画素補間処理方法及びそのユニット、並びにそれを備えたデ

ジタル画像表示装置 

各原画素の画素値を取得して原画素間の画素値の差分値を求め､次に

原画素間を分割して､その原画素間に補間する新たな画素の配置位置情

報を算出し､差分値が閾値より大きい場合には､配置位置情報に重み付

けをした新たな配置位置情報を算出し､差分値が閾値以下の場合には､

その配置位置情報を新たな配置位置情報とし､直線補間を行うための直

線補間関数に新たな配置位置情報を代入することで､原画素間に補間す

る新たな画素の画素値を算出することで､小規模な回路構成で､原画像

に比較的忠実な出力画像を得ることができる｡ 

信号処理:条件対応制御

特開2002-182626 

リコ－  

画像表示装置および解像度変換方法 

特開平11-024624 

カシオ 

マトリクス表示装置、及びマトリクス表示装置駆動方法 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相 特表2002-520641 

コニン． フィ

リップス エレク

トロニクス  

異なるビデオ標準からのビデオ信号の表示に適応化されたマ

トリックスディスプレイ装置 

特開平4-080789 

(取下) 

ファナック   

平面表示装置用駆動装置 

特開平4-251286 

ファナック   

平面表示装置用駆動装置 

特開平5-150739 

(取下) 

ファナック   

平面表示装置用駆動装置 

特開平5-199481 

(出願却下) 

ファナック   

[被引用1回] 

ビデオ信号の位相制御回路 

特開平7-175437 

(取下) 

ファナック   

フラットディスプレイ用クロック再生回路 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

各種映像信号等:画素数

等変換 

信号処理:制御信号 

特開2000-284744 

キャノン   

画像処理装置 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(5/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

各種映像信号等:画素数

等変換 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特許2659900 

93.10.14 

G09G  3/20 

インターナショナ

ル ビジネス マ

シ－ンズ  

画像表示装置の表示方法 

一方向に並んだ n 個の画素ﾃﾞｰﾀから成るﾃﾞｰﾀ列を単位とする一方向

のﾌﾚｰﾑを､各単位ﾃﾞｰﾀ列の第 1 の画素ﾃﾞｰﾀ補完位置に当該第 1 の画素

ﾃﾞｰﾀ補完位置の前後の画素ﾃﾞｰﾀのいずれかをそのまま挿入した m 個

(n<m)の画素ﾃﾞｰﾀから成るﾃﾞｰﾀ列を単位とする複数のﾌﾚｰﾑに変換し､前

記一方向と異なる他の方向に並んだ q 個の画素ﾃﾞｰﾀから成るﾃﾞｰﾀ列を

単位とする他方向のﾌﾚｰﾑを､各単位ﾃﾞｰﾀ列の第 2 の画素ﾃﾞｰﾀ補完位置に

当該第 2 の画素ﾃﾞｰﾀ補完位置の前後の画素ﾃﾞｰﾀのいずれかをそのまま

挿入した p 個(q<p)の画素ﾃﾞｰﾀから成るﾃﾞｰﾀ列を単位とする他方向のﾌ

ﾚｰﾑに変換し､かつ第1 及び第2 の画素ﾃﾞｰﾀ補完位置以外の第3 の画素

ﾃﾞｰﾀ補完位置に当該第3の画素ﾃﾞｰﾀ補完位置に隣接した4角の画素ﾃﾞｰ

ﾀのいずれかをそのまま挿入することにより､これらのﾌﾚｰﾑを順次繰り

返し表示する画像表示装置の表示方法｡ 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特許2022986 

ヤマハ   

ディスプレイ制御装置 

第 1 のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを対象として作成されたｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに従って

前記第 1 のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲとは表示ﾀｲﾐﾝｸﾞが異なる第 2 のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示制

御を行なうﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ制御装置において､第 2 のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの駆動用の基本

ｸﾛｯｸを発生させるｸﾛｯｸ発生手段と､前記ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる書換え

が可能な第1のﾀｲﾐﾝｸﾞ制御用ﾚｼﾞｽﾀを備えた第1のｺﾝﾄﾛｰﾗと､第2のﾃﾞｨ

ｽﾌﾟﾚｲの表示ﾀｲﾐﾝｸﾞを設定するための第 2 のﾀｲﾐﾝｸﾞ制御用ﾚｼﾞｽﾀを備え

ると共に上記第 2 のﾀｲﾐﾝｸﾞ制御用ﾚｼﾞｽﾀの内容と基本ｸﾛｯｸとに基づいて

第2のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの同期信号を生成する第2のｺﾝﾄﾛｰﾗとを備え､第1のｺﾝ

ﾄﾛｰﾗは､基本ｸﾛｯｸによって動作すると共に第 2 のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの同期信号と

第1のﾀｲﾐﾝｸﾞ制御ﾚｼﾞｽﾀの内容とに基づいて第2のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示用の

ﾀｲﾐﾝｸﾞ信号を生成する｡ 

各種映像信号等:複数ﾃﾞｨ

ｽﾌﾟﾚｲ 

信号処理:制御信号 

特許2606474 

91.03.28 

G09G  3/20 

ヤマハ   

パネルディスプレイ制御装置 

CRT ｺﾝﾄﾛｰﾗがﾊﾟﾈﾙ用の基本ｸﾛｯｸに従って動作を行い､且つﾊﾟﾈﾙﾀｲﾐﾝｸﾞ

ｺﾝﾄﾛｰﾗから出力されるｳｪｲﾄ信号に従ってｳｪｲﾄ動作を繰り返すことによ

り､ﾊﾟﾈﾙﾀｲﾐﾝｸﾞに対する強制的な同期合わせが行われる｡また 1/2 ﾌﾚｰﾑ

+1 ﾗｲﾝのﾊﾞｯﾌｧを備えることで､CRT ｺﾝﾄﾛｰﾗから供給される表示ﾃﾞｰﾀと､

ﾊﾞｯﾌｧから読み出される表示ﾃﾞｰﾀとを交互に選択することにより､2画面

分割型のﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに合致した順序のﾃﾞｰﾀ供給を行う｡ 

各種映像信号等:各種ｳｲﾝ

ﾄﾞｳ表示 

特開2001-175217 

トムソン ライセ

ンシング 

マルチウインドウ画像調整手段を有するビデオディスプレイ

装置 

特開平6-186942 

リコ－  

表示装置 

低消費電力:電力ﾛｽ低減 

信号処理:条件対応制御

特開2000-347640 

エ ヌ イ － シ －

ビューテクノロジ

－   

電子機器、表示システム及び方法 

特許3301068 

93.11.30 

G05B 23/02 

理化工業   

画像表示装置 

表示装置の選択部が表示画面を切換え選択すると､主制御部が表示

ﾃﾞｰﾀ制御装置の副制御部を制御し､この副制御部が画像ﾃﾞｰﾀ記憶部から

固定ﾃﾞｰﾀとこれに関係する変数ﾃﾞｰﾀのｱﾄﾞﾚｽを読み込むとともに変数

ﾃﾞｰﾀ記憶部から変数ﾃﾞｰﾀを読込んで変数ﾃﾞｰﾀ入り画像を作成して表示

装置側へ伝送し､表示装置では､主制御部がその変数ﾃﾞｰﾀ入り画像を表

示制御部を介して画像表示部に表示制御する｡さらに､上記表示装置の

外部入出力部により､変数ﾃﾞｰﾀ入り画像や画像表示されない画像ﾃﾞｰﾀ等

が上記主制御部の指示によって表示装置で入出力制御される｡ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 
回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開平11-143380 

キャノン   

画像表示装置及び画像処理装置 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(6/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特許2762989 

[分割出願] 

88.08.09 

G09G  3/20 

セイコーエプソン 

画像信号処理装置、画像信号処理システム及び表示システム

画像信号処理装置において､画素単位の表示ﾃﾞｰﾀに基づいて表示用ﾃﾞ

ｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀを出力するﾊﾟﾚｯﾄ(ﾙｯｸｱｯﾌﾟﾃｰﾌﾞﾙ)から､

1 画素単位に相当するｸﾛｯｸ信号に基づいて生成

したｸﾛｯｸ信号に同期して､表示用ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀを

出力すると共に､ｸﾛｯｸ信号も出力する｡ 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特許2785092 

92.09.16 

G09G  3/20 

ロ－ム   

平板型表示装置 

表示ﾃﾞｰﾀをｼﾘｱﾙのﾃﾞｰﾀとして出力し表示ﾊﾟﾈﾙ上の表示位置と前記ｼﾘｱ

ﾙﾃﾞｰﾀの送出ﾀｲﾐﾝｸﾞとの対応関係により決定されるﾀｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾙｽを出力す

る表示ﾃﾞｰﾀ制御回路と､ｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀとﾀｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾙｽとを受けこのﾀｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾙｽ

のﾀｲﾐﾝｸﾞでｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀをﾗｯﾁしこのﾗｯﾁされたﾃﾞｰﾀを表示ﾊﾟﾈﾙに対してﾊﾟﾗ

ﾚﾙに送出する表示ﾃﾞｰﾀﾄﾞﾗｲﾌﾞ回路とを有する平板型表示装置において､

表示ﾃﾞｰﾀ制御回路は､ｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀの送出速度に対応した所定の周期を有す

る第1のｸﾛｯｸを受けこれをｶｳﾝﾄすることにより第1のｱﾄﾞﾚｽを生成する

ｱﾄﾞﾚｽｶｳﾝﾀ回路と､表示ﾊﾟﾈﾙ上の表示のｽｸﾛｰﾙ速度に対応して第 1 のｸﾛｯｸ

の周期よりも長い周期の第 2 のｸﾛｯｸを受けてｶｳﾝﾄすることにより第 2

のｱﾄﾞﾚｽを生成するｱﾄﾞﾚｽｶｳﾝﾀ回路と､表示ﾃﾞｰﾀを記憶するﾒﾓﾘとを具備

し､第 1 のｱﾄﾞﾚｽに従ってﾒﾓﾘから表示ﾃﾞｰﾀを読出すことによりｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀ

として送出されるﾃﾞｰﾀが第 1 のﾀｲﾐﾝｸﾞで決定され､第 1 のｱﾄﾞﾚｽと第 2

のｱﾄﾞﾚｽとの一致した第 2 のﾀｲﾐﾝｸﾞでﾀｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾙｽを発生することにより

ﾀｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾙｽが第 1 のﾀｲﾐﾝｸﾞに対して順に変化するﾀｲﾐﾝｸﾞで生成され､こ

のﾀｲﾐﾝｸﾞに応じて表示ﾃﾞｰﾀが平板ﾊﾟﾈﾙ上にｽｸﾛｰﾙしつつ表示される｡ 

低ｺｽﾄ化:汎用･低価格素

子適用 
信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特表平7-501626 

ドイッチェ トム

ソン ブラント  

マトリクスディスプレイの制御方法および制御装置 

高信頼性:調整･保守 

特開平7-056526 

(取下) 

アドバンスト マ

イクロ ディバイ

シズ  

電子ディスプレイおよび電子ディスプレイコントロ－ラ 

高信頼性:故障対策 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2002-196743 

三星電子   

ディスプレイ装置、異常動作防止回路及び方法 

応用:ﾏﾙﾁﾊﾟﾈﾙ/画面 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾛｼﾞｯｸ･制御部

特開平4-315195 

(取下) 

東洋通信機   

表示装置の表示デ－タの格納・読出し方式 

手順:条件対応制御 
特開平5-035400 

日通工   

ディスプレイ付入力装置 

応用:座標入力機能 
回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平5-027724 

ワコム  

[被引用1回] 

座標検出装置付表示装置 

応用:3次元表示 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特表2001-501073 

コニン． フィ

リップス エレク

トロニクス 

レンチキュラスクリ－ンアダプタ－ 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

周辺:試験方法 信号処理:条件対応制御

特許2971809 

96.07.29 

G01M 11/00 

横河エ－ ディー

エス   

表示装置における画素欠陥のマ－ク方法及びマ－ク装置 

表示装置の表示画面を構成する画素中における欠陥の検出結果に基

づいて､欠陥部分を特定する図形を､検査対象である表示装置の画面に

表示ﾃﾞｰﾀを用いて表示､または､記入手段により表記することを特徴と

する画素欠陥のﾏｰｸ方法｡ 

階調:AWS方式 波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特開平8-211845 

(取下) 

ヤマハ   

蛍光ディスプレイ装置 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共

通:

駆
動
部･

高
圧
部 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特表2000-504123 

トムソン  

表示パネルの制御方法、およびこの方法を使用する表示装置

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(7/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特表2000-513459 

トムソン  

画像表示スクリ－ンセルの駆動方法および同方法による画像

表示装置 特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 特開2002-221930 

三星電子   

フラットパネル表示装置 

特開2000-132147 

カシオ 

安定化回路およびその安定化回路を用いた電源回路 

手順:条件対応制御 
特開2001-188500 

カシオ 

電源装置 

手順:起動/終了 
特開2000-284754 

カシオ 

電源装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平5-046115 

日本テキサス イ

ンスツルメンツ  

表示装置用のドライバ－装置 

特性:電圧変動 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開2000-020147 

カシオ 

電源装置 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開2001-272939 

ハイニックスセミ

コンダクタ－  

ディスプレイパネルの駆動回路 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 
特開2000-066631 

関西日本電気   

表示パネル駆動装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開平10-116057 

サン マイクロシ

ステムズ  

配列素子を振幅バンド使用可能にアドレス指定する方法及び

装置 

特許3166770 

[分割出願] 

90.06.18 

G09G  3/20 

セイコーエプソン 

フラット表示装置及び表示体駆動装置 

ﾌﾗｯﾄ表示体と表示体駆動手段を有しているﾌﾗｯﾄ表示体ﾓｼﾞｭｰﾙ部と､そ

れを制御する表示制御部とが分離配置されているﾌﾗｯﾄ表示装置であっ

て､表示制御部側から転送される制御信号の異常

発生を検出する信号検出手段からの出力により､

表示を強制ﾌﾞﾗﾝｸ状態にし前記出力とﾛｼﾞｯｸ側電

源電圧のﾊﾟﾜｰｵﾝ/ｵﾌ信号とを基に､表示体に負荷

を与えないように､表示体駆動電圧を発生すべき

表示体電源手段のﾊﾟﾜｰｵﾝ/ｵﾌを制御する｡ 

特許3139495 

[分割出願] 

90.06.18 

G09G  3/336 

セイコーエプソン 

フラット表示装置制御方法 

ﾌﾗｯﾄ表示体と､表示体の駆動電圧を選択する表示体駆動手段と､電力

制御信号に基づいて駆動手段に駆動電圧を供給する表示体電源手段と

を有するﾌﾗｯﾄ表示装置を制御する方法であって､表示ｵﾝｼｰｹﾝｽの開始を

指示する信号を MPU から供給する第 1 のｽﾃｯﾌﾟと､表示体電源手段のﾊﾟ

ﾜｰｵﾝを制御する電力制御信号を供給する第 2 のｽﾃｯﾌﾟと､電力制御信号

に基づいて表示体電源手段から表示体駆動手段に対して駆動電圧を供

給する第 3 のｽﾃｯﾌﾟと､表示開始を制御するｽﾀｰﾄ信号を表示体駆動手段

に供給する第 4 のｽﾃｯﾌﾟと､ﾌﾗｯﾄ表示体に供給

する駆動電圧を表示体駆動手段によって選択

する第 5 のｽﾃｯﾌﾟとを有し､ﾌﾗｯﾄ表示装置の論

理回路にﾛｼﾞｯｸ電圧を供給した後に前記第1の

ｽﾃｯﾌﾟに移行する 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:故障対策 

回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特許3139496 

[分割出願] 

90.06.18 

G09G  3/20 

セイコーエプソン 

フラット表示装置制御方法 

ﾌﾗｯﾄ表示体と表示体駆動手段を有しているﾌﾗｯﾄ表示体ﾓｼﾞｭｰﾙ部と､そ

れを制御する表示制御部とを有するﾌﾗｯﾄ表示装置であって､表示制御部

側から転送される制御信号の異常発生を検出する

信号検出手段からの出力により､表示を強制ﾌﾞﾗﾝｸ

状態にし前記出力とﾛｼﾞｯｸ側電源電圧のﾊﾟﾜｰｵﾝ/ｵﾌ

信号とを基に､表示体に負荷を与えないように､表

示体駆動電圧を発生すべき表示体電源手段のﾊﾟﾜｰ

ｵﾝ/ｵﾌを制御する｡ 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(8/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特開2001-272940 

[分割出願] 

セイコーエプソン 

表示制御装置及び表示装置 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共

通:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:故障対策 回路･ｼｽﾃﾑ:ｼｽﾃﾑ的構成

特開2001-272961 

[分割出願] 

セイコーエプソン 

表示制御装置及び表示装置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特許3304521 

93.08.05 

G09G  3/00 

アビックス   

移動視認式表示装置 

発光ｾﾙｱﾚｲ､画像ﾃﾞｰﾀ出力手段､ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御手段､二次電池と､AC/DC ｺﾝ

ﾊﾞｰﾀなどを 1 つのﾕﾆｯﾄｹｰｽに実装した移動視認式表示装置において､交

流電源を AC/DC ｺﾝﾊﾞｰﾀにより直流に変換し､その直流出力から充電制御

回路により二次電池を充電して発光ｾﾙｱﾚｲにおける光源の電源を得るす

るとともに､前記 AC/DC ｺﾝﾊﾞｰﾀの出力から前記画像ﾃﾞｰﾀ出力手段および

前記ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御手段における論理回路部の電源を得る構成とした｡ 

応用:座標入力機能 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開平4-045481 

日本電信電話   

タブレット機能付きディスプレイ装置 

特許3310157 

96.03.05 

G02B 27/722 

日本電信電話   

[被引用1回] 

立体表示装置およびその駆動方法 

第1の周波数の電圧を印加したときの誘電率の差が正の値となり､第

2の周波数の電圧を印加したときの誘電率の差が負の値となる異なる複

数の誘電率を有する液晶層と所定の焦点距離を有する固定焦点ﾚﾝｽﾞと

を挟持する一対の透明電極､および､液晶の配向膜からなり､配向膜を液

晶層と該液晶層の側の透明電極との間に配置し､固定焦点ﾚﾝｽﾞの側には

配向膜を配置しないように構成した､表示手段に表示される 2 次元像の

結像位置を移動させる､結像位置移動手段と､表示手段に表示される 2

次元像の更新周期と結像位置移動手段の結像位置の移動周期とを同期

させる同期手段と､該同期手段に基づいて､異なる前記第 1 の周波数と

前記第2の周波数とからなる駆動出力で結像位置

移動手段を駆動する駆動手段とを具備し､固定焦

点ﾚﾝｽﾞをﾚﾌﾟﾘｶ法で作成し､剥がす方向によって､

直接液晶を配向させるようにするか､または､液晶

の配向が均一となる面側を表示装置に向けて配置

し､かつ入射光の偏光状態を配向膜の配向方向と

一致するようにする｡ 

特許3216796 

96.09.20 

G09F  9/00 

双葉電子工業   

ルミサイン 

立体表示装置 

所定方向に一列に並んだ複数個の表示単位の組が､複数のﾊﾟﾗﾗｯｸｽ数

に対応する組数だけ､連続した面を構成するように互いに平行に配置さ

れ､前記所定方向に直交する平面内において各表示単位からの各光束が

所定の視差の刻み角をもって照射される構成とされた表示ﾕﾆｯﾄを､前記

所定方向に直交する平面内において､観察者に対して相対的に移動させ

ながら発光させる立体表示装置において､前記連続した面が円周面であ

り､表示ﾕﾆｯﾄは表示単位の発光色がそれぞれ赤･青･緑の 3 種からなり､

これらの表示ﾕﾆｯﾄが円周状に配置されるとともに､これらが該円周の中

心を回転の中心として回転駆動される 

特開2000-224614 

日本電信電話   

三次元表示方法および装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

応
用
等 

応用:3次元表示 特殊構造:装置 

特開2000-330506 

ディーティーエム

エフパラダイム  

立体表示装置 

品質:表示異常･画像劣化 信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開平8-211844 

(取下) 

富士写真フィルム  

画像表示方法 
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

特

殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 

応用:3次元表示 波形･電圧:維持 

特開平5-204319 

伊勢電子工業   

発光表示装置およびその駆動方法 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(9/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

各種映像信号等:各種信

号等への対応 
信号処理:制御信号 

特開平8-202320 

(取下) 

日本電気ホ－ムエ

レクトロニクス  

ディスプレイ装置のモ－ド切り替え方法及びディスプレイ装

置 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

特開平8-065656 

アドバンテスト  

画質検査装置及びその画像合成方法 

特許2766942 

（審判・成立） 

91.02.04 

G09G  3/20 

ミナトエレクトロ

ニクス   

表示素子の表示画面読取方法 

表示素子の表示画面を検査画面としてその良否を検査するための検

査方式において､表示素子とｾﾝｻｶﾒﾗの位置関係を基準位置に設定し､該

基準位置に対応した位置関係で基準表示素子から抽出した当該ｾﾝｻ画素

の表示両素への有効情報と当該ｾﾝｻ画素へ対応する表示画素の対応番地

情報からなる対応関係情報に基づき､対応するｾﾝｻ画素の検出光度から

表示画素の光度を抽出するようにし､対応関係情報を有効情報と対応番

地情報とに分離し､それぞれの情報を異なる記憶場所に格納し､ｾﾝｻ画素

情報の出力順位に従って記憶場所を番地付けする｡ 

特開2000-284740 

日本電気ホ－ムエ

レクトロニクス  

ドットマトリックス表示器におけるドット欠陥判定装置 

平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
共
通:

試
験/

検
査 

周辺:試験方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開2001-201753 

オ －  エ イ チ

ティー   

単純マトリックス型液晶パネルの検査方法及び検査装置、プ

ラズマディスプレイパネルの検査方法及び検査装置 

階調:高階調化 手順:分割駆動 

特開平5-289630 

華隆微電子股ふん 

プラズマ・ディスプレイにおけるグレ－・シェ－ド調整方法

及びその装置 

特開2000-056728 

ドイッチェ トム

ソン ブラント  

偽輪郭効果補償のためにビデオ画像を処理する方法及び装置

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2001-236037 

ケンウッド  

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:制御信号 

特表2002-508090 

コニン． フィ

リップス エレク

トロニクス  

ディスプレイ駆動 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開2000-242221 

ドイッチェ トム

ソン ブラント  

プラズマスクリ－ンを駆動する方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特表2000-510613 

エレクトロ プラ

ズマ  

マイクログル－ブを有するディスプレイ・パネル及び操作方

法 

特開平10-124002 

スサン ジユンゴ

ンオツプ  

ソン イルフオン 

表示システムの階調調整方法 
品質:高輝度化 

特開2001-249640 

ケンウッド  

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

特表2000-509846 

コニン． フィ

リップス エレク

トロニクス  

フラットパネルディスプレイをサブフィ－ルドモ－ドにおい

て駆動する回路および方法と、このような回路を有するフ

ラットパネルディスプレイ 

品質:ちらつき等 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開2000-066630 

ドイッチェ トム

ソン ブラント  

大面積フリッカの影響を除去するビデオ画像処理方法及び装

置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

特性:駆動高速化 手順:分割駆動 

特開平11-316571 

エル ジ－ セミ

コン  

ＡＣ形ＰＤＰの駆動方法 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(10/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特表2002-522818 

コニン． フィ

リップス エレク

トロニクス  

マトリクスディスプレイでの飛越しビデオの表示方法 
Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

方
式 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 

手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 
特開2002-049347 

ケンウッド  

プラズマディスプレイパネルの駆動装置及び駆動方法 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ変換 

特開2000-029428 

コニン． フィ

リップス エレク

トロニクス  

表示装置駆動方法及び駆動装置 

信号処理:条件対応制御

特開2002-123211 

トムソン ライセ

ンシング  

ビデオ画像を処理する方法及び装置 
階調:動画偽輪郭防止 

信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順

特開2000-066632 

ドイッチェ トム

ソン ブラント  

偽輪郭の影響を補償するビデオ画像処理方法及び装置 

品質:ちらつき等 

特開平5-094583 

(取下) 

立石電機   

プラズマディスプレイパネル制御装置 

品質:画面輝度調節 

信号処理:条件対応制御
特開2000-066652 

ドイッチェ トム

ソン ブラント  

画像再生機器でのルミナンス制御装置 

高解像度:ｲﾝﾀﾚｰｽ方式 信号処理:ﾃﾞｰﾀ処理手順
特開2002-156940 

ケンウッド  

プラズマディスプレイパネル駆動装置及び駆動方法 

高解像度:高精細化 信号処理:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相
特開2000-221931 

赤井電機   

画像表示方法 

高解像度:信号処理･駆動

高速化 
手順:分割駆動 

特開2002-108281 

トムソン ライセ

ンシング  

表示期間中にマトリクス型ディスプレイの発光を制御する方

法及び装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

信
号
処
理
部･

ロ
ジ
ッ
ク
部 

各種映像信号等:画素数

等変換 
信号処理:制御信号 

特開2001-215919 

プリンストン グ

ラフィック シス

テムズ  

非ＣＲＴビデオ・ディスプレイの解像度を増加するための装

置および方法 

特許3098059 

90.05.15 

G09G  3/20 

トムソン チュー

ブ エレクトロニ

－ク 

ディスプレイスクリ－ンの視感度調整方法 

ｾﾙの｢書き込み｣状態または｢消去｣状態がｱﾄﾞﾚｽ指定ｺﾏﾝﾄﾞによって設

定され､各ｱﾄﾞﾚｽ指定ｺﾏﾝﾄﾞは 2 逐次ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝから成り､一方のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

は選択的ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝであり､他方のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝは半選択的ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝであるよ

うに成された n ﾗｲﾝに配置されたｾﾙによって構成されたｽｸﾘｰﾝの制御方

法において､少なくとも 1 ﾗｲﾝについて､前記選択的ｺﾏﾝﾄﾞを半選択的ｺﾏﾝ

ﾄﾞから､｢書き込み｣状態のｾﾙの活性化されている時間間隔だけ分離し､

その最小時間間隔がﾗｲﾝｻｲｸﾙの持続時間より小さく､前記時間間隔の持

続時間の変動がﾗｲﾝｻｲｸﾙ期間の値を増分とするように､前記時間間隔を

調整することを特徴とするﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｽｸﾘｰﾝの視感度調整方法｡ 

階調:AWS方式 手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開平7-199859 

トムソン チュー

ブ エレクトロニ

－ク  

輝度調整方法及び該方法を用いる表示装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

品質:高輝度化 手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開2001-296836 

トムソン プラス

マ 

プラズマディスプレイを駆動させる方法 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(11/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特表2002-520663 

オリオン エレク

トリック  

リサ－チ アンド

プロダクション

ＣＯ オリオン

プラズマ 

交流形プラズマ表示パネル駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平10-207421 

ノリタケ 

ＡＣ型ガス放電パネルの駆動方法 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開2000-122603 

ノリタケ 

ガス放電パネルの駆動方法 

特開平11-143425 

テ ィ ー テ ィ ー

ティー  

[被引用4回] 

ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

品質:高輝度化 

波形･電圧:維持 

特開2000-206934 

テ ィ ー テ ィ ー

ティー  

ＡＣ型ＰＤＰの段差狭パルスサステイン駆動法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 

特表2000-501199 

プラズマコ  

[被引用1回] 

高コントラストプラズマディスプレイ 

品質:画面輝度調節 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平4-229896 

(取下) 

トムソン チュー

ブ エレクトロニ

－ク 

交流プラズマ表示パネルの制御方法 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特開2001-013922 

トムソン プラス

マ 

メモリ効果型表示パネルのアドレス指定方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平11-311974 

ノリタケ 

プラズマ・ディスプレイ・パネルの駆動方法 特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ｾﾙ 
特開平9-092163 

ノリタケ 

ＤＣ型放電表示装置 

特性:電圧変動 

特開2000-081855 

日本テキサス イ

ンスツルメンツ  

表示パネルの駆動回路 

特許2801908 

[分割出願] 

86.09.25 

G09G  3/28 

イリノイ大 

[被引用1回] 

電力を有効に使えるプラズマパネルの駆動回路 

ｴﾈﾙｷﾞｰ回収用ｺﾝﾃﾞﾝｻと誘導子(L)及びLに流れる電流が零になった時

に｢ｵﾌ｣となるｽｲｯﾁ手段とを直列に接続した電荷回収部と､第一の電圧及

び望みの電圧を供給する電源と､電荷回収部に接続されたﾊﾟﾈﾙ電極と､

ﾊﾟﾈﾙ電極に接続されﾊﾟﾈﾙ電極を電源の望みの電圧側にｸﾗﾝﾌﾟする第 1 の

ｸﾗﾝﾌﾟ手段と､ﾊﾟﾈﾙ電極に接続されﾊﾟﾈﾙ電極を電源の第一の電圧側にｸﾗﾝ

ﾌﾟする第2のｸﾗﾝﾌﾟ手段と､Lに流れる電流

が逆流したことを検出して第 1 のｸﾗﾝﾌﾟ手

段を駆動する第 1 の駆動手段と､L に流れ

る電流が逆流したことを検出して第 2 のｸ

ﾗﾝﾌﾟ手段を駆動する第 2 の駆動手段とを

具備することを特徴とするﾊﾟﾈﾙ駆動回路｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:電力回収 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特表2000-501200 

プラズマコ  

正確なエネルギ－再生制御を可能とする表示パネルの保持回

路 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(12/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

特許2866073 

[分割出願] 

86.09.25 

G09G  3/28 

イリノイ大 

電力を有効に使えるプラズマパネルの駆動方法及び駆動装置

第1の誘導子(L1)を接続した第1の電極と､第2の誘導子(L2)を接続

した第 2 の電極とによって構成されたﾊﾟﾈﾙ容量を有する PDP を駆動す

る方法であって､L1の電流が最大になるまでL1内にｴﾈﾙｷﾞｰを蓄えた後､

そのｴﾈﾙｷﾞｰを電流が零になるまで L1 から放出してﾊﾟﾈﾙ容量を充電する

こと､L1の電流が零に達した後､次にL1を介してﾊﾟﾈﾙ容量を放電するま

での期間に､第 1 の電極を通じて PDP の｢ｵﾝ｣ﾋﾟｸｾﾙに放電電流を供給す

ること､L1 の電流が最大になるまで L1 内にｴﾈﾙｷﾞｰを蓄えた後､そのｴﾈﾙ

ｷﾞｰを電流が零になるまで L1 から放出してﾊﾟﾈﾙ容量を放電すること､L2

の電流が最大になるまで L2 内にｴﾈﾙｷﾞｰを蓄えた後､そのｴﾈﾙｷﾞｰを電流

が零になるまで L2 から放出してﾊﾟﾈﾙ容量を充電すること､電流が零に

達した後､次にL2を介してﾊﾟﾈﾙ容量を放電するまでの期間に､第2の電

極を通じてPDPの｢ｵﾝ｣ﾋﾟｸｾﾙに放電電流を供給

すること､電流が最大になるまで L2 内にｴﾈﾙ

ｷﾞｰを蓄えた後､そのｴﾈﾙｷﾞｰを電流が零になる

まで L2 から放出してﾊﾟﾈﾙ容量を放電するこ

と､よりなる駆動を行う｡ 

特許2866074 

[分割出願] 

86.09.25 

G09G  3/28 

イリノイ大 

電力を有効に使えるプラズマパネルの駆動方法及び駆動装置

維持電極及び該維持電極に対応するﾊﾟﾈﾙ容量を有するPDPに対し､放

電ｾﾙを選択的にｱﾄﾞﾚｽして｢ｵﾝ｣ﾋﾟｸｾﾙを形成した後､ﾊﾟﾈﾙ容量との間で共

振回路を構成する誘導子(L)を介してﾋﾟｸｾﾙにﾌｫｰｼﾝｸﾞｺﾝﾃﾞﾝｻからのｴﾈﾙ

ｷﾞｰを供給する維持動作を行う PDP の駆動方法であって､維持動作が､

ﾌｫｰｼﾝｸﾞｺﾝﾃﾞﾝｻとLとの間に設けられたﾊﾟﾜｰ MOSFETを有する第1のｽｲｯ

ﾁ手段を閉じることにより､ﾌｫｰｼﾝｸﾞｺﾝﾃﾞﾝｻから維持電極への方向にのみ

電流を流してLの電流が最大になるまでL内にｴﾈﾙｷﾞｰを蓄えた後､電流

が零になるまで蓄えたｴﾈﾙｷﾞｰを L から維持電極に放出してﾊﾟﾈﾙ容量を

充電すること､充電後､ﾌｫｰｼﾝｸﾞｺﾝﾃﾞﾝｻとは独立して設けられた電源とﾊﾟ

ﾈﾙ容量との間に設けられたﾊﾟﾜｰ MOSFET を有する第2のｽｲｯﾁ手段を閉じ

て PDP の｢ｵﾝ｣ﾋﾟｸｾﾙに放電電流を供給すること､PDP の｢ｵﾝ｣ﾋﾟｸｾﾙに放電

電流を供給した後､第1及び第2のｽｲｯﾁ手段を開くとともに､ﾌｫｰｼﾝｸﾞｺﾝ

ﾃﾞﾝｻと誘導子との間に設けられたﾊﾟﾜｰ MOSFET を有する第3のｽｲｯﾁ手段

を閉じることにより､維持電極からﾌｫｰｼﾝｸﾞｺﾝﾃﾞﾝｻへの方向にのみ電流

を流して電流が最大になるまでﾊﾟﾈﾙ容量から L 内にｴﾈﾙｷﾞｰを蓄えた後､

電流が零になるまで蓄えたｴﾈﾙｷﾞｰを L から

放出してﾊﾟﾈﾙ容量を放電すること､及び放電

後､ﾊﾟﾈﾙ容量を接地するためのﾊﾟﾜｰ MOSFET

を有する第 4 のｽｲｯﾁ手段を閉じて､ﾊﾟﾈﾙ容量

をｱｰｽﾚﾍﾞﾙにｸﾗﾝﾌﾟすること､を含む｡ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低消費電力:電力回収 回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特許3117680 

[分割出願] 

86.09.25 

G09G  3/288 

イリノイ大 

電力を有効に使えるプラズマパネルの駆動方法及び駆動装置

ﾊﾟﾈﾙ電極､放電ｾﾙ及びﾊﾟﾈﾙ電極に対応するﾊﾟﾈﾙ容量を有するPDPに於

いて､ﾊﾟﾈﾙ電極に結合した誘導子(L)を介して駆動するためのｴﾈﾙｷﾞｰ効

率の高い方法であって､放電ｾﾙを選択的にｱﾄﾞﾚｽして｢ｵﾝ｣ﾋﾟｸｾﾙの放電ｾﾙ

に壁電荷を形成後､L とﾊﾟﾈﾙ容量との共振により L の電流が最大になる

までﾌｫｰｼﾝｸﾞｺﾝﾃﾞﾝｻから L 内にｴﾈﾙｷﾞｰを蓄えた後､そのｴﾈﾙｷﾞｰを電流が

零になるまで L から放出して､それ自身では放電を開始するのに不十分

な電圧までﾊﾟﾈﾙ容量を充電すること､電流が零に達した後､次にﾊﾟﾈﾙ容

量を放電するまでの期間に､ﾌｫｰｼﾝｸﾞｺﾝﾃﾞﾝｻとは独立して設けられた電

源からﾊﾟﾈﾙ電極を通じて維持電圧を印加して､ﾊﾟﾈﾙ容量を充電された状

態に保持すること､およびﾊﾟﾈﾙ容量と L との共振により､ﾊﾟﾈﾙ容量から､

L の電流が最大になるまで L 内にｴﾈﾙｷﾞｰを蓄積した後､そのｴﾈﾙｷﾞｰを電

流が零になるまで L から放出してﾊﾟﾈﾙ容量を放電すること､を含む駆動

を行う PDP の駆動方法であって､ﾊﾟﾈﾙ容量の充電は､充電後にﾊﾟﾈﾙ容量

が達する電圧ﾚﾍﾞﾙの約 1/2 の大きさのﾌｫｰｼﾝｸﾞ

電圧を印加し､ﾊﾟﾈﾙ容量の放電は､充電後にﾊﾟﾈ

ﾙ容量が達する電圧ﾚﾍﾞﾙの約 1/2 の大きさの

ﾌｫｰｼﾝｸﾞ電圧を印加する｡ 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(13/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

手順:維持 

特開平9-185342 

トムソン チュー

ブ エレクトロニ

－ク 

ディスプレイの制御法及び該制御法を実施するディスプレイ

装置 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平8-123362 

(取下) 

ノリタケ 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 
低消費電力:電力ﾛｽ低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特表2002-503833 

フォトニクス シ

ステムズ  

フラットパネルディスプレイの駆動システムおよび駆動方法

およびそのドライバ回路 

手順:ｱﾄﾞﾚｽ/走査 

特表2001-503535 

エレクトロ プラ

ズマ  

プラズマ・ディスプレイ及びその高効率作動方法 

低消費電力:発光効率向

上 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特開平8-124485 

(取下) 

ノリタケ 

御子柴 茂生 

ＡＣ型プラズマディスプレイ装置およびその駆動方法 

低消費電力:電力調節 手順:分割駆動 
特開2000-089719 

三星電子   

プラズマ表示パネルの時間差放電装置及び方法 

特許2801907 

[分割出願] 

86.09.25 

G09G  3/28 

イリノイ大 

電力を有効に使えるプラズマパネル、並びにそのアドレス装

置及びアドレス方法 

ACPDPのXおよびY次元ｱﾄﾞﾚｽ電極のそれぞれのｱﾚｰのそれぞれのｱﾄﾞ

ﾚｽ電極の交差によって定まるｾﾙをｱﾄﾞﾚｽするためのｱﾄﾞﾚｽ装置で､一極性

の高ﾚﾍﾞﾙﾊﾟﾙｽを一次元ｱﾚｰの複数のｱﾄﾞﾚｽ電極に印加する手段､PDP に取

り入れる望みの情報に従い､複数のｱﾄﾞﾚｽ電極の非選択ｱﾄﾞﾚｽ電極の選択

的放電を行い､複数のｱﾄﾞﾚｽ電極の選択ｱﾄﾞﾚｽ電極の一極性の高ﾚﾍﾞﾙを維

持する手段､および選択ｱﾄﾞﾚｽ電極に於けるｾﾙの

放電のために非選択ｱﾄﾞﾚｽ電極の選択的放電が

行われた後に､反対の極性の高ﾚﾍﾞﾙﾊﾟﾙｽをもう

一方の次元ｱﾚｰの対応するｱﾄﾞﾚｽ電極に印加し､

望みの情報をPDPに入れる手段を含む｡ 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特許3365310 

エス テ－ ミク

ロエレクトロニク

ス  

プラズマスクリ－ンセルの制御のための電力出力回路 

低ｺｽﾄ化:回路･装置規模

低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動部･高圧

部 

特開平11-219151 

（審判・不成立） 

エル ジ－ セミ

コン  

プラズマディスプレイパネルの駆動装置 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開2001-134230 

日本テキサス イ

ンスツルメンツ  

表示装置駆動回路 

低ｺｽﾄ化:装置製造歩留 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特開平5-250993 

(取下) 

ロ－ム   

プラズマディスプレイ 

手順:ﾘｾｯﾄ 
特開2000-293138 

ノリタケ 

ＡＣ型ＰＤＰの駆動方法 

波形･電圧:ﾀｲﾐﾝｸﾞ･位相

特開平6-083283 

(取下) 

大日本印刷   

プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

低ｺｽﾄ化:耐圧低減 

回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
特開2001-154632 

関西日本電気   

プラズマディスプレイの走査電極駆動ＩＣ 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

高信頼性:長寿命化 波形･電圧:維持 

WO99/18561 

テ ィ ー テ ィ ー

ティー 

ＡＣ型放電表示装置の駆動方法 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(14/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

品質:高輝度化 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特許3115884 

90.07.18 

H01J 11/00 

大日本印刷   

プラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

表面に複数本の選択電極と､その上に､選択電極と直交する方向に複

数のﾗｲﾝ状のｾﾙ障壁と､ｾﾙ障壁の両側面に誘電体層､保護層に覆われた維

持電極とが形成され､且つ､維持電極と選択電極との間には絶縁体層が

形成されている第1の基板と､蛍光体層が形成された第2の基板とが互

いに平行に対向されて配設された PDP において､選択電極及び維持電極

に各ｾﾙ内の放電を維持するための駆動ﾊﾟﾙｽを印加する｡ 

特性:駆動高速化 特殊構造:ｾﾙ 

特開平3-240093 

(取下) 

イリノイ大 

プラズマディスプレイパネルの駆動方法及び装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

特
殊
構
造
セ
ル/

パ
ネ
ル
の
駆
動 低消費電力:電力調節 信号処理:条件対応制御

特開平10-187116 

三星電子   

画像表示装置の節電装置 

Ａ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

試
験/

検
査 

周辺:試験方法 
回路･ｼｽﾃﾑ:試験装置の構

成/手順 

特開2001-351094 

国際電気   

電子ディスプレイの検査方法及びその装置 

階調:動画偽輪郭防止 手順:ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ構成･配列

特開平11-212516 

現代プラズマ   

表示装置の駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 
手順:ｲﾝﾀﾚｰｽ 

特開2001-228822 

テ ィ ー テ ィ ー

ティー 

２電極面放電型表示装置の駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ

Ｐ:

方
式 

特性:駆動高速化 特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特開平10-312755 

テ ィ ー テ ィ ー

ティー  

補助放電セルを有するＰＤＰの構造とその駆動法 

波形･電圧:維持 

特開平7-044130 

(取下) 

セントラル硝子  

気体放電パネルの駆動方法 

特殊構造:ｾﾙ 

特開平7-073810 

(取下) 

セントラル硝子  

気体放電パネルおよびその駆動方法 

特許2650013 

92.09.29 

G09G  3/28 

ティーティーテイ

(ノリタケ) 

ノリタケカンパニ

－リミテド 

[被引用1回] 

表示用放電管の駆動方法 

第1及び第2のﾒﾓﾘｰ電極の画面上の全放電ｾﾙ又はｱﾄﾞﾚｽしようとする

ﾗｲﾝ上の全放電ｾﾙ内に壁電荷がない初期状態の後のｱﾄﾞﾚｽ期間において､

第1及び第2のﾒﾓﾘ電極の一方に､複数の第1及び第2のｱﾄﾞﾚｽ電極の内

の低圧側電極との間で放電を起こさない範囲で､ｱﾄﾞﾚｽ放電により生じ

る放電空間の電位より高い電圧を印加すると共に､第 1 及び第 2 のﾒﾓﾘ

電極の他方に､複数の第 1 及び第 2 のｱﾄﾞﾚｽ電極の内の高圧側電極との

間で放電を起こさない範囲で､ｱﾄﾞﾚｽ放電により生じる放電空間の電位

より低い電圧を印加した状態で､複数の第 1 及び第 2 のｱﾄﾞﾚｽ電極間に

選択的にｱﾄﾞﾚｽ電圧を印加して､第 1 及び第 2 のﾒﾓﾘｰ電極の対応する放

電ｾﾙ内にそれぞれ互いに逆極性の壁電荷を蓄積させ､ｱﾄﾞﾚｽ期間の後のﾒ

ﾓﾘｰ期間において､第1及び第2のﾒﾓﾘｰ電極間に放

電維持用交流電圧を印加して､第 1 及び第 2 のﾒﾓ

ﾘｰ電極の壁電荷の蓄積されている放電ｾﾙをﾒﾓﾘｰ放

電状態に保持することを特徴とする表示用放電管

の駆動方法｡ 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

品質:高輝度化 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

特許3090865 

岡谷電機産業  

直流駆動型ガス放電表示パネル 

前面基板の表面に､複数本の第 1 の陽極部材と､それらと略同一直線

上に並ぶ複数本の第 2 の陽極部材とを配置し､両陽極部材の各先端間に

間隙を設けてそれらの端子部側を第 1 の透明絶縁膜及び第 2 の透明絶

縁膜で被覆し､両透明絶縁膜の表面にそれぞれ第 1 の陽極部材及び第 2

の陽極部材の端子部側と重複する第 3 の陽極部材及び第 4 の陽極部材

を複数本配置し､第 1～第 4 の陽極部材の各端子部を別々に取り出して

駆動回路に接続し､陰極を交差する陽極部材単位で四つの陰極ｸﾞﾙｰﾌﾟに

区分し､各陰極ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に走査を行う｡ 

20 社以外の技術要素別課題対応特許一覧(15/16) 
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技
術
要
素 

課題 解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主IPC 

共同出願人 
［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開平11-296138 

ノリタケ 

ＡＣ－ＤＣ複合型放電表示装置およびその駆動方法 

品質:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 
特開平8-194449 

(取下) 

ノリタケ 

御子柴 茂生 

プラズマディスプレイおよびその駆動方法 

品質:表示異常･画像劣化 

波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査
特開平10-039826 

現代電子産業ジャ

パン   

[被引用1回] 

ＤＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法 

手順:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･維持

特開平7-064507 

(取下) 

セントラル硝子  

ガス放電パネルの駆動方法 

波形･電圧:ﾘｾｯﾄ 
特開平10-020832 

ノリタケ 

ＡＣ－ＤＣ複合型放電表示装置の駆動方法 

回路･ｼｽﾃﾑ:駆動手順 

特表平8-512140 

ドイッチェ トム

ソン ブラント  

プラズマ再生スクリ－ンを制御するための交流電圧発生器 

特開平7-037513 

(取下) 

セントラル硝子  

[被引用1回] 

ガス放電パネルおよびその駆動方法 

特開平7-045203 

(取下) 

セントラル硝子  

[被引用1回] 

気体放電パネルおよびその駆動方法 

特性:動作安定化･ﾏｰｼﾞﾝ

拡大 

特殊構造:ｾﾙ 

特開平7-045204 

(取下) 

セントラル硝子  

[被引用1回] 

気体放電パネルおよびその駆動方法 

特性:駆動高速化 
波形･電圧:ﾘｾｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ･

維持 

特開2001-216905 

テ ィ ー テ ィ ー

ティー 

放電型表示装置の構造及びその駆動方法 

高解像度:高精細化 波形･電圧:ｱﾄﾞﾚｽ･走査

特許3061105 

岡谷電機産業  

カラープラズマディスプレイパネル及びその駆動方法 

各画素を構成する 3 色の放電ｾﾙの内の中央の放電ｾﾙの一部が隣接す

る他の 2 個の放電ｾﾙに対して縦方向に突出すると共に､突出した放電ｾﾙ

の一部が縦方向に隣接する他の画素の両端の放電ｾﾙの間に入り込むよ

う構成し､また､並設配置された上記複数の陰極を､交互に異なる 2 つの

陰極ｸﾞﾙｰﾌﾟに区分し､各陰極ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に独立して順次時分割的に走査す

る手段を設けたことを特徴とするｶﾗｰ PDP において､陰極を､各陰極ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ毎に独立して順次時分割的に走査すると共に､両ｸﾞﾙｰﾌﾟの走査ﾊﾟﾙｽ幅

が一部重複するように走査する｡ 

波形･電圧:維持 

特開2000-215814 

テ ィ ー テ ィ ー

ティー 

放電型表示パネル及び装置 

低消費電力:発光効率向

上 

特殊構造:ﾊﾟﾈﾙ 

WO98/12728 

テ ィ ー テ ィ ー

ティー 

プラズマ表示放電管及びその駆動方法 

Ｄ
Ｃ
型
Ｐ
Ｄ
Ｐ
及
び
特
殊
構
造
Ｐ
Ｄ
Ｐ:

駆
動
部･

高
圧
部 

低ｺｽﾄ化:IC回路改善 回路･ｼｽﾃﾑ:ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

特開平7-306658 

日本テキサス イ

ンスツルメンツ  

表示パネル駆動回路 
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資料５．ライセンス提供の用意のある特許 
 プラズマディスプレイ（PDP）の駆動技術に関連するライセンス提供の用意のある特許
を特許流通データベース（独立行政法人工業所有権総合情報館のホームページ参照）によ

る検索に基づき、以下に示す。 
キーワード：プラズマディスプレイ 
No. 特許番号 名称 駆動/パネル 

1 2576160 プラズマディスプレイ装置 駆動 

2 2576159 プラズマディスプレイ装置 駆動 

3 2576158 プラズマディスプレイの駆動方法 駆動 

4 2576157 プラズマディスプレイの駆動方法 駆動 

5 2576112 プラズマディスプレイ装置 駆動 

6 2565282 プラズマディスプレイの駆動方法 駆動 

7 2057984 プラズマディスプレイパネルの駆動方法 駆動 

8 3061105 カラープラズマディスプレイパネル パネル 

9 3016537 表示放電管用冷陰極の製造方法 パネル 

10 3015771 ガス放電表示管 パネル 

11 1977224 表示装置の保護回路 駆動 

12 1948097 プラズマディスプレイ装置 駆動 

13 3082902 ガス放電表示パネル パネル 

14 1899900 プラズマディスプレイパネル パネル 

15 1594156 プラズマディスプレイパネル パネル 

16 2836202 ＯＡ機器用ディスプレイ 装置 

17 2847892 広告案内装置 装置 

18 1595695 直流型ガス放電表示パネルの陰極 パネル 

19 1473069 直流型ガス放電表示装置用陰極の製法 パネル 

20 2727157 ガス放電表示パネル パネル 

21 2762057 ガス放電表示パネル パネル 

22 2729896 ガス放電表示パネル パネル 

23 2681438 ガス放電表示パネル パネル 

24 2681445 ガス放電表示管 パネル 

25 2689068 ガス放電表示パネル パネル 

26 2720285 ガス放電表示パネル パネル 

27 2720288 ガス放電表示管 パネル 

28 2117418 カラープラズマディスプレイパネル パネル 

29 2117402 ガス放電表示パネル パネル 

30 2068956 ガス放電螢光表示パネル パネル 

31 2068955 ガス放電螢光表示パネル パネル 

32 1992977 ガス放電表示パネル パネル 

33 2057767 ガス放電表示パネル パネル 

34 2043742 表示パネルの製造方法 パネル 

35 2043711 ガス放電表示パネル パネル 

36 2116448 ガス放電表示パネル パネル 

37 2628241 表示パネル パネル 

38 2640093 多色発光型ガス放電表示パネル パネル 

39 2628243 ガス放電表示パネル パネル 

40 2631939 ガス放電表示パネル パネル 

41 2628254 ガス放電表示パネル パネル 

42 2628244 ガス放電表示パネル パネル  
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